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第一話　いびつな世界











「てめえらが、ディグラグニだ、ディグラグニってあんなよく分かんねえ奴を祀まつり上げるせいでな！　フレイヤ様がお怒りになって、オリハルコンはもう叩けなくなったんだよ!!」

　血走った目でアレンを睨み、大声で怒鳴りつけてきたかと思うと、ドワーフの名工ハバラクは地面に突っ伏し、丸めた背中を震わせて嗚お咽えつし始めた。

「フレイヤ様、申し訳ありません。申し訳ありません、フレイヤ様……」

　まるで子供のように泣きじゃくるハバラクの様子は、希少金属オリハルコンを武器に加工できる、世界に３人といない名工の１人とも思われず、まして、いい大人の見せる姿ではなかった。

　しかし、それだけに、彼の辛さ苦しさが伝わってくるようで、アレンたちはどうすることもできない。アレンたちをここに案内し、ハバラクと引き合わせた勇者ヘルミオスも、ハバラクの傍にかがみこみ、無言で背中をさするだけだった。

　やがて、師匠の声を聞きつけたのか、工房兼家屋となっている建物から、弟子と思われる数名のドワーフが出てきて、ようやくハバラクを動かすことができた。

「今日のところはお引き取りください」

　最初に応対してくれたドワーフ青年にそう言われ、アレンたちはその場を立ち去るしかなかった。

「明日、もう一度訪ねてみよう。一晩経てば先生の気も変わるかもしれないからね」

　ヘルミオスの提案を受け、その日は街中で宿を探し、翌朝、再びハバラクの工房を訪ねた。

　工房の扉をノックすると、前日と同じくドワーフの青年が顔を出したが、今度は中に通してくれた。

「どうぞ、こちらです」

　案内された客室には、大きなテーブルがあり、クレナはそこに、持ってきたオリハルコンの塊を置いた。

「これでよかったのかな」

　クレナがそう呟いたのは、前日、宿でこの件について話し合った際、持っていくか否か、パーティー内で意見が分かれたからだ。宿屋に置いていくわけにもいかないと、持ってくることにしたのだが、クレナはどちらの意見にも賛成せず、迷っているようだったのだ。

　しばらく待っていると、名工ハバラクがやって来た。客室に入るなり、テーブルの上に置かれた淡く光る黄金の塊を見つめる。

「……それが、お前たちがディグラグニのダンジョンで見つけたオリハルコンか？」

　ハバラクの表情は、どこか寂しそうだった。

「はい」

　返事をしたクレナの声も、いつもより控えめだった。

「確かに、それはオリハルコンだ……だが、すまねえ、儂わしはもうそれは鍛えられねえんだ」

　ハバラクは絞り出すようにそう言うと、客室の入り口に突っ立ったまま、俯いてしまった。

「……」

　客室に重苦しい沈黙が下りた。クレナだけでなく、アレンも、他のメンバーも、苦悩する名工にかける言葉を思いつけなかった。

　だが、

「……私は、ハバラク先生に鍛えていただいたこの剣に、何度も助けられてきました」

　ヘルミオスだけが、いつもと変わらない口調で話しかける。

（あれは名工が鍛えたオリハルコンの剣だったんだな。俺もその剣で痛い目にあった）

「ありがとうよ」

　ハバラクも口を開く。

「それが何故なぜ、もう鍛えられないということになったのですか？」

「火が弱くなっちまったんだよ。アダマンタイトもまともに鍛えられねえくらいさ」

　ハバラクは苦しげな声で言った。

「それに、フレイヤ様の声が聞こえなくなった。これまで鍛冶かじをしている時にはずっと聞こえていたんだがよ……」

（名工は火の神の声を聞くと。鍛冶職人というより神官って感じだな）

「昨日、先生は『ディグラグニを祀り上げるせいだ』とおっしゃっていましたね。それが原因なのですか？」

「フレイヤ様は火の神だ。そのお力が示されないなら、原因はそれしかねえだろ。バウキス帝国の奴ら、金儲けになるからって、ダンジョンマスターだか何だか知らねえが神様みたいに祀り上げやがってよ」

　ハバラクが語気を強め、吐き捨てるように言う。

（これはウルも言っていたな。だからガララ提督もバウキス帝国の皇帝を良く思っていないらしいし）

　アレンは、ウルから聞いたバウキス帝国の現状について思い出す。

　バウキス帝国は、ディグラグニの作ったダンジョンが世界中から冒険者を集め、彼らの活動に付随する経済効果によって、帝国が経済的に潤っていることから、ディグラグニを神のごとく帝国民に称賛させているということだ。

　さらに、魔王軍との戦争によって、他国で魔導具の需要が高まることから、この戦争が長期化することを望んでいるとも言われている。

（だから、中央大陸への援助も最低限しかしないと）

　バウキス帝国は、中央大陸へのゴーレムの派遣を行っていない。それどころか、海上で何度も魔王軍を撃退してきた軍事力を持ちながら、それを、中央大陸の北部にあると言われる「忘れさられた大陸」の魔王の下へ進めようとしたことも一度としてなかった。

（世界の国々がそれぞれの利益を捨てて１つになることが難しいことくらいは俺でも分かるが。それでも、このままだとまずいだろ）

　アレンの、前世で35年過ごした記憶が、どんな世界も理想だけで出来てはいないことを確信させる。

　しかし、魔王軍を相手にするこの世界の現実は、理想からあまりにもかけはなれた状況だと感じる。

　覇権主義的で、自国の影響力拡大のために同盟を利用しているギアムート帝国。

　排他的で他国の干渉を嫌うローゼンヘイム。

　憎しみで世界が見えなくなったアルバハル獣王国。

　そして、王位継承と派閥の争いに明け暮れているラターシュ王国。

　魔王軍を倒すための「５大陸同盟」を名ばかりのものにしている原因は、金儲けに走り、戦争を先延ばしにするバウキス帝国だけにあるわけではない。

（戦争が何十年と長く続いたからか。それとも……）

　これも魔王軍の策略なのかとさえ考えられてしまう。

「バウキス帝国が人々の心をディグラグニに向けさせたことで、火の神フレイヤ様は力を貸さなくなったと？」

「もともとメルキア王国の民だった奴らでさえ、今じゃフレイヤ様の名前を口にすることもなくなっちまったんだ」

「そうですか」

「そういうわけだ。話は終わりだ、帰ってくれねえか」

「……」

　アレンも含めて無言になる。

　人々の信仰が薄れたためにオリハルコンが鍛えられないと言われて、さて、どうすればいいかなど、すぐに答えられるものではない。

　だが、

『全然違うよ。そんなわけないよ。うん。そう。これは黙っているわけにはいかないよ。はは』

　ソフィーの肩に乗っていた小動物が、名工ハバラクに話しかけた。

「なんだと？」

　自分の言葉を否定されたため、ハバラクは声のした方、つまりソフィーにはっきりと怒りの表情を向けた。

　しかし、その肩に乗った小動物を見た途端、息を飲んで黙り込んでしまった。

　神の存在を感じてしまったのかとアレンは思う。

『僕の知っているフレイヤ様は、決して君たちドワーフを見捨てたりはしないよ。荒ぶる神だけど、ずっと君たちを可愛がってきた。それはほかのどの種族よりもだ』

「な!?」

「では、フレイヤ様が力を貸さなくなった理由が別にあるということですね」

『そうだよ。アレン君。力を貸さなくなった理由は別にある。いや、力を貸せなくなった理由かな。はは』

「ただ、それが分からないと。やはり」

　どちらにしてもオリハルコンは加工できない。

『はは。だから、僕が神界に行って聞いてくるよ。僕にならフレイヤ様は教えてくれるかもしれない』

　そう言って、精霊神はソフィーの肩で固まってしまいピクリとも動かなくなった。

「あれは……いや、あの方は？」

　名工ハバラクが動揺して問いかけると、ヘルミオスが精霊神について説明する。

「そうか。神と共にある者たちだったか」

　ハバラクは改めてアレンたちを見回した。

「……いや、そうじゃなくても、これはドワーフの問題だったのにな。お前らのせいにしてしまうなんて、すまねえことをした」

「いえ。大丈夫ですよ」

　それだけ、絶望して何もかもが見えなくなっていたのだろうとアレンは思う。

　客室の空気が和んだのを感じたのか、ドワーフ青年がお茶を運んできた。

　ハバラクも席に着き、どこかほっとしたような顔つきになった。

　だが、それから精霊神が再び動き出すまで、アレンたちは２時間も待つことになった。

　さらに、精霊神は、うなだれて一切の元気がなかった。

「どうでしたか？　精霊神様」

　ソフィーが心配そうに話しかける。

『うん。ああ。うん』

　精霊神は顔を上げ、ソフィーをじっと見つめた。

『……ソフィアローネ』

「はい」

『これから話をする前に、１つだけ約束しておくことがあるよ』

「はい。精霊神様」

　ソフィーもまっすぐ精霊神を見つめ返す。

『精霊神である僕は、何よりもエルフのためにある。かつての祈りの巫女みことの盟約に基づき、僕の全てをエルフのために使うと約束する。だから心配しないでほしいよ』

「え、な、なぜ？」

　ソフィーが絶句した理由が、アレンにもすぐに理解できた。神となった身でそんなことを言うということは、どれほどのことを覚悟しているのかという話だ。

「……」

　皆が皆固かた唾ずを飲んで見守るなか、

『状況は思った以上に深刻なようだ。このままじゃ、世界は何年もしないうちに滅びるよ。はは』

　アレンには、精霊神ローゼンの笑い声が恐ろしく乾いて聞こえた。

「世界が滅びるとは一体どういうことですか？」

『うん。その話をする前に、アレン君たちがローゼンヘイムを守ってくれている間に起きたことの話をするよ』

　精霊神は何が起こっているのかを、順序立てて説明をするという。

「あの時、神界に何かが起こっていたと？」

『そう。地上で君たちと戦っていたのは囮おとりで、魔王軍の本軍は神界へ侵攻していたようだね』

「ああ。やはり、あれは主力じゃなかったのか」

（俺の予想が最悪な方に当たっていくな）

『そうだよ。これはアレン君の予想の通りだね』

「ちょっと。アレン、どうして囮だって予想していたのよ」

　セシルが詳しく理由を説明するように言う。

「いや、戦争中も話していたはずだけど、学園で聞いていた魔王軍と、実際に見た魔王軍の様子が違っているように感じたんだ。ただ魔獣が群れているだけっていうか」

「そういえば、アレン殿はそういう話をしていたな」

　フォルマールが頷く。

　学園では、魔王軍は「ずる賢く弱いところを攻めてくる」と教えられていた。そのために、中央大陸では５大陸同盟の敗戦が続いているのだと。

　しかし、ローゼンヘイムに攻め寄せた魔王軍は、補給部隊がほとんどない、数に物を言わせた侵攻だけの部隊だった。常に飢えていて、指揮系統も秩序だっておらず、やみくもに攻めてくるばかりだった。

　学んだこととの間にギャップを感じ、アレンは休憩中、そのことを何度か仲間たちに話をしていた。

「まるで、使い捨てみたいだとか言っていたな。ほんとにそうだったってことか？」

　キールも思い出したようだ。

『文字通り、時間稼ぎだったみたいだね。本軍が神界を攻めやすくするために、神々の意識を地上に向けさせる作戦だったんだよ』

「そのために１千万体の魔獣を使い捨てたってことですか」

　アレンの言葉に精霊神は無言で頷く。

　ローゼンヘイムに旅立つ前、かつてないほどの規模だと学園の学長から聞いていた。そして、実際に、ローゼンヘイムではかなりの数の魔獣と戦うことになった。もちろん、相手の数が数だけに、楽な戦いではなかったが、結果的に勝利を収めることができたことには、何となく違和感を覚えていたのだった。

　しかし、あれが目的達成のための陽動であったとすれば、全ての辻つじ褄つまが合う。

（これは、いや。そういうことか。魔王軍はどれだけ準備をしていたってことになるのか？）

　アレンの中で１つの仮説が巡る。

『神界に攻め込んだ本軍は、邪竜や古代竜、魔神や上位魔神で構成された軍隊であったらしいよ』

（それは強そうだ。古代竜なんてＳランクの魔獣というより亜神に近いって言われているからな）

　魔神レーゼルやＳ級ダンジョンの階層ボスと同等か、それ以上の個体が集まった軍勢ということになる。

「それで、神界はどうなったのですか？」

『もちろん、魔王軍もこの一戦で神界を完全に攻め滅ぼせるとは思っていなかったようだ。狙いをフレイヤ様に絞って、神殿を攻めた』

「……そ、それでフレイヤ様は？」

　名工ハバラクが青ざめた顔を突き出して前のめりになる。

『四大神の一柱で、さらには荒神と呼ばれたフレイヤ様だ。味方の神々の応援もあって、撃退には成功したよ。まあ、無傷ではいられなかったようだけどね』

「そ、そうですか」

　名工ハバラクがほっと息を吐く。

『だけど、大事なものを奪われてしまった。「神器」だよ。フレイヤ様が火の神である証なんだ』

　精霊神が口にした「神器」という言葉に、アレンは緊張を覚えた。

（今までほとんど、特に神界については全く教えてくれなかったのに、色々教えてくれるんだな）

　それだけ事態が切迫しているということか。

「まさか……火が弱くなったのは、それが原因てことですかい？」

『うん。神器を奪われた神は、神ではなくなってしまうんだ』

「そ、そんな……」

　名工ハバラクの見開いた目から涙が溢れた。

「それが、人々が滅びる結果になると？」

『うん。神器なしで今までと同じように火の神として力を使い続けると……。そうだね。多分３年もしないうちに、フレイヤ様は石となってしまうね』

（石か。神なりの死に方の話なのかもしれないな）

『そうなれば、アダマンタイトはおろか、ミスリルも加工できなくなるよ。錆びた防具にクズ鉄の武器で戦うことになるね』

「そ、そんな」

「お、おい。じゃあ、白竜山脈のミスリル鉱も、宝の持ち腐れってことか」

　ミスリル鉱を埋蔵する白竜山脈に接し、ミスリルの採掘と売買で領地を賄うグランヴェル家のセシルと、カルネル家当主のキールは絶句する。

（魔王軍に太刀打ちできるように兵を武装させるには、ダンジョンで手に入る武器や防具だけではどう考えても足りないしな）

　武器も防具も、結局は消耗品だ。鍛冶に用いられる火の力が衰えれば、新たに手に入れることもできず、修理もできなくなる。安価な武器と防具でＢランク以上の魔獣と戦わなくてはいけなくなるのだ。

「そうか、だから転職制度を導入するんですね。この状況を少しでも改善するために」

　アレンは、この世界ではこれまで行われなかった転職が、急に行われることになったのはなぜだろうと考えていた。

　しかし、理由は単純なものだった。

　何もしなければ、この世界が滅びるのだ。

『そういうことだね。そのことも、あとで教会を通じて人々に伝えるつもりだってさ。火の神が力を失うという話と併せてね』

　悪い話は良い話と同時に伝えて、人々が混乱はしても絶望しないようにするという。

　そう、何もしなければ、人々には絶望が待っている。

　魔王軍は支配のために攻めるわけではない。魔獣を使って人々を殺さつ戮りくするために攻めてくるのだ。

（俺は世界の全てを守れるわけではないからな）

　粗悪な武器と防具しかなければ、たとえ天の恵みをいくら配ったとしても、使う前に殺されてしまうだろう。

　だが、今考えるべきことはそこではない。

「フレイヤ様は四大神、四属性神とも呼ばれている神々の中でも、荒ぶる神と聞いています。そんな神をわざわざ魔王軍が狙うなら、そうする理由があるのですね？」

　アレンは、神にも格があることを、学園の神学の授業で教わった。

　神々の頂点に立つ創造神エルメアは、もちろん絶大な力を持っている。が、他にも強大な力を持った神はいて、中でも火の神フレイヤ、大地の神ガイア、風の神ニンリル、水の神アクアの四柱は「四大神」と呼ばれ、特に力のある神である。

　そして、火の神フレイヤは、ガイアやアクアが守りや癒しに特化しているように、攻撃に特化している。一度怒らせれば、この世界の全ての山が噴火し、大地を焼き尽くすと言われる荒ぶる神だ。

　そんな神を狙うとすれば、それなりの理由があるはずだ。よっぽど火の神器が欲しいか、そうでなければ……。

「まさか……ドワーフがディグラグニを祀って、フレイヤ様に祈らなくなったことが関係しているのか？」

　名工ハバラクは、アレンと同じことを考えたようだ。

「恐らくそういうことでしょう。精霊神様、違いますか？」

『はは。アレン君は世界の真理のとても近くにいるようだね。だけどこれだけは言葉にできないんだ』

　精霊神は目をつぶり回答を拒否する。

　世界が滅びるかもしれないとしても言えないことがあるようだ。

「十分です。きっと、フレイヤ様は少しずつ力を失い続けていたんだ。だから、魔王軍に狙われた」

　どうやら、神は、自分を信仰する者が、その信仰を捨てると、力を失うものらしい。

「そ、そんな。儂らドワーフのせいで、フレイヤ様は石になってしまうってことか」

　ドワーフが祈ることを止めれば、それだけフレイヤが力を失うことになると知り、ハバラクは取り乱してしまう。

「魔王軍はフレイヤ様の力が弱まるまで、どれだけの間、待っていたってことになるの」

「セシルも分かったね。これはもう何十年も前から計画を立てていたことになる」

　魔王軍との戦いは60年以上続いている。その間に結ばれた５大陸同盟が、その実、それぞれの思惑を叶えるためにバラバラになってしまっていることや、その理由の一つであるバウキス皇帝の強欲すら、魔王軍の作戦に思えてくる。

（だから、魔王軍は完全に人々を攻め滅ぼさなかったんだな。そして、奪った神器でこれから何をするのかって話だな）

『魔王軍は、この世界全てを、確実に滅ぼすつもりみたいだね。はは』

　精霊神の言葉は、まるで自分に言い聞かせるようだ。

　アレンも、魔王軍が滅ぼそうとする「この世界」には、地上だけでなく神界も含まれているのだと理解してしまった。

　そして、あと数年に迫る破滅の未来を回避し、人々の命を守るために何ができるのかを考えるのであった。

　アレンたちはいつもの酒場にいた。メルルの大好きな酒を出す店で、ヘルミオスのパーティーと一緒に食事をしている。

「魔獣の外骨格から防具は順調に作れているみたいだ」

「そうですか」

　安堵するソフィーの横で、フォルマールが力強く頷いた。

　精霊神ローゼンから、火の神フレイヤが神器を奪われたことを聞いてから、数日が経っている。

　この世界で武具を鍛造する際には、フレイヤの力を借りているが、それが今後、徐々にこの世界から失われていくという。そうなれば武具を新しく作ることも修理することもできなくなり、魔王軍の侵攻は阻止できなくなるだろう。

　精霊神は、このことは、ところかまわず吹聴してまわるようなことをしなければ、誰にどこまで話すかはアレンの判断に任せると言った。

　精霊神ローゼンにとって最も大切なのはエルフの安寧だから、そのためなら、協力を取り付けるのに情報を公開してもいいということだろう。

　そこで、アレンが考えたのは、ローゼンヘイムの戦争で手に入れた、１００万体を超える魔獣から取れた素材を、早急に武具に作り替えることだった。

　虫系統の魔獣の外骨格は軽くて丈夫なので防具に、竜系統の骨や腱は弓に、牙は矢じりに加工するのに適している。

　ローゼンヘイムとしても、貴重な素材であるという認識があるのだが、優先して武具に加工する必要が出てきた。

　アレンはまず、ローゼンヘイムの女王に精霊神から聞いた話を伝えた。ローゼンヘイムの復興が済んだとはいえない状況だったが、女王は事態の重要性を理解して、優先して取組むことを快諾してくれた。

　さらに、グランヴェル子爵には、事情を伝え、鎧アリの巣の調査をしてもらうように連絡した。

　鎧アリの女王は多産で、短期間で大量の鎧アリを生む。この外骨格から頑丈な鎧が作れるので、女王アリを確保すれば、鎧の安定供給が期待できると考えた。

　そして、勇者ヘルミオスにも事情を話し、中央大陸のギアムート帝国の皇帝に対応してもらうように依頼している。数億人という世界最大人口を抱えるギアムート帝国が、国を挙げて対策を練って実行してくれれば、とても大きな動きになる。

　これらの取組みによって、世界の人々の命は、少しは延びることだろう。

　しかし、それがどれくらいの期間になるかは分からない。

（ただの延命療法なんだよな。解決策を考えないと）

　問題の抜本的な解決策として考えられるのは、やはり魔王軍から神器を取り返すことだろう。

　アレンはこれまで、問題に直面すると、前世の記憶、特にゲームの記憶を元に解決の糸口を探ってきた。しかし、今回は、それだけではうまくいかないかもしれない。

　神器の件で分かったことは、相手が何十年も前から綿密に計画を立てて行動しているということだ。１千万体におよぶ魔王軍の侵攻も、遠大な作戦の１コマに過ぎなかった。

　前世のゲームのように、魔王を無視してレベル上げ、装備の収集に勤いそしめば、こちらの準備は整うだろう。しかし、その間にも、魔王軍は常に次へ次へと作戦を実行しているので、そこにも対策しなければ、必ず後手に回ることになる。

「それにしても、こんなところでゆっくりしていていいのかよ」

　キールが不安そうな顔をアレンに向ける。

（キールには、いや違うな。俺も含めて、皆、家族がいて、大切なものがある。不安になるのも無理はないか）

　キールの心配性は、家族思いだからだ。火の神の神器が奪われた話を聞いてから元気がないのも、世界が滅びるかもしれないと聞いて、カルネル領にいる妹や使用人のことを思っているからだろう。

「たしかに、やらなければならないことは多い。だからといって、今から張りつめていてどうする？　休むときは休まないとな。それで言うと、して欲しいことはたくさんあるから手伝ってくれ」

「お!?　あるのか？　もちろんだ！」

　アレンがやろうとしていることは、これまで知り合った人たちへの協力要請だけではない。

　やることが増えても、Ｓ級ダンジョン攻略という目標は変わらない。

　魔神に苦戦する現状を打破するために、仲間の転職と装備を整えること、そして攻略時の報酬を得ることが、Ｓ級ダンジョン攻略の目的なのだ。

「アレン君はすごいよね」

　アレンとキールの会話を聞いて、ヘルミオスがにこにこしながら言った。

「何がですか？」

「その歳でパーティーをまとめ上げている」

「いえ、まあ、なんとなくですよ。それで、ディグラグニとの初回攻略報酬についての交渉はどうなりましたか？」

「ああ、『ええよ！』って、二つ返事で了解してくださったよ」

（よし!!　噂通りのノリの良さだ）

「報酬は何を考えているの？」

「世界のためになるもの……ですかね」

「さすがアレン君だね」

「いえいえ。それに私たちが報酬を手にするとは限りませんので」

　このＳ級ダンジョン１階層の中央にある神殿には、ダンジョンマスターのディグラグニがいて、ドワーフの神官たちにかしずかれている。これは精霊神ローゼンを、エルフたちが世話している構図に似ている。だから、精霊神と同様、普通の冒険者程度では、ディグラグニに会うことは許されない。

　しかし、勇者という肩書は伊達ではない。ヘルミオスなら、正式に神殿へ依頼すれば、ディグラグニに面会ができる。

　そこで、アレンはヘルミオスに、神殿のディグラグニへ、提案を伝え、質問をしてきてもらった。

　提案というのは、ダンジョンを最初に攻略した者に、特別な報酬を与えて欲しいということだった。

　このＳ級ダンジョンが前人未踏だという話を、獣人のウルをはじめ、色々なところで聞いていた。

　そして、アレンには、前世からの記憶に基づく、「ダンジョンを初めて攻略した時は特別なものが貰えて当然だ」という考えがあった。

　さらに、何が与えられるかは、攻略した者に選ばせてほしいとも伝えてもらった。少々無理な提案かとは思っていたが、その返答が「ええよ！」なのは、ありがたい反面、ダンジョンマスターの威厳というものが感じられないとも思う。

「それと、神器に関してですが、これはディグラグニも持っているって言っていましたか？」

「うん、持っているっておっしゃってたよ。『エルメア様から貰えて超うれしい。ダンジョンマスター頑張ってよかった！』ってさ」

　その言葉に、精霊神が眉間にしわを寄せたのを、アレンは見た。

「アレン、そんなこと聞いて何になるのよ」

「ん？　セシル。神器がどんなものか分からないと、探そうとしても見つけようがないだろ。……しかし、なるほど、そうかそうか」

「だから、自分だけわかっていないで教えなさいよ」

　セシルが不満げに言う。

「そうだな、……例えば、セシルはヘルミオスさんを神だと思うか？　少なくとも帝国全土から愛されている英雄なのは間違いないだろうが」

「え？　神？」

　何を言っているんだとセシルは思う。

「ヘルミオスさんはどうですか？　このまま帝国全土で愛され、祀り上げられでもしたら、神になれそうですか？」

「いや、そんなことあるわけないよ。アレン君、急にどうしたの？」

「私は考えたんです、神器とは、『信仰を集める器』なんじゃないのかって」

　アレンは、学園でソフィーから、「信仰が神を生む」という話を聞いてからずっと、信仰と神の関係について考えてきた。

　そして、名工ハバラクの工房で「ディグラグニの台頭により、ドワーフからの信仰を集められなくなり力の衰えた火の神フレイヤが、神器を奪われたことで神として死ぬかもしれない」という話を聞いた。

　いま、ヘルミオスから「フレイヤに代わってドワーフからの信仰を集めるディグラグニが、エルメアから神器を与えられた」という話を聞いたことで、一つの仮説を立てた。

　それは、「この世界で神として存在するためには信仰を集めることが必要で、その信仰を集める器として、神器が存在するのではないか」という話だ。

　おそらく、創造神エルメアは、神になる資格があると考えた者に、神器を与えるのだろう。そして、神器を与えられた者たちは、それぞれのやり方で信仰を集める。そして、一定以上の期間、信仰を集め続けたとか、人数の確保とかをした者が、亜神を経て神になるのではないか。

　かつてフレイヤも、ローゼンもそうして精霊王から精霊神になった。ディグラグニもそうしている途中なのだろう。一方で、たとえ英雄と持てはやされ、感謝と称賛を集め、神に等しい祈りを捧げられるヘルミオスでも、創造神エルメアから神器を貰っていないものは、神になることはない。

　そして、神になってからも、信者を増やし、信仰を集めなければならない。そうしなければ力を失い、いずれは神として死に、石になってしまう。

　つまり、神器がなければ、神である証を失うだけでなく、神として存在するための力を維持できなくなることになるのではないか。

「なるほど」

　ヘルミオスは、アレンの説明に頷きながら、横目で精霊神を見る。

　精霊神は瞬きもせず、置物のように完全にフリーズしている。それでいて、全身から冷や汗のようなものが滝のように流れているところを見ると、今の話は、絶対に口にしてはいけない禁忌のようなものだったのかもしれない。

「というわけで、エルメア様から神器を与えられたディグラグニは、魔王軍とは関係なさそうだと思います」

「まあ、最初から僕は違うと思っていたよ」

　今回、火の神フレイヤの神器が奪われた原因の一つに、フレイヤの力が弱まったことがある。そしてそれは、以前はフレイヤに向けられていたドワーフの信仰が、ディグラグニへ移ったことが原因と考えられる。

　この事態を、アレンは一瞬、ディグラグニが魔王の配下で、これも魔王軍の作戦なのではとも考えたが、どうやら違ったようだ。

　そもそも、神々にとって、この世界は信仰を集める場であり、魔王軍はそのルールに付け込んだだけなのだろう。

　そう考えるのは、神器をわざわざ奪おうとしたことが理由だ。神器がほしいだけなら、そこら中の神が持っている。もしディグラグニが魔王と繫がっているなら、ディグラグニの神器を手に入れる方が、フレイヤの神器を奪うより楽なはずだ。

　もちろん、四大神、特に世界中の火の力を支えるフレイヤの神器には、魔王軍が手に入れたくなる絶大な力があるのだろうから、そちらに狙いを絞っているとも考えられるが……。

「それは分かったけど、だから具体的にどうするのよ？」

「ああ、そのための可能性の一つが、そろそろ来る頃なんだよ」

「え？　何が来るのよ？」

　セシルはいよいよわけが分からなくなった。

　それは、アレンがこの問題解決のために前世の経験をフル稼働させているためだ。詳しい説明が後回しになるため、いつもぶっ飛んだ話をするアレンだが、今日はいつになくぶっ飛んでいるとしか思えない。

（そろそろ時間なんだが、ウルさん遅いな）

　アレンが店の壁に掛かった魔導具の時計を見た時だ。

　バァン!!

　店の入り口から、乱暴に扉を開く強烈な音がした。

　そんなに強く開くと扉が壊れるぞと、扉の方を見ると、全身の毛を逆立ててライオンの獣人が立っていた。

（なんだろう。ゼウ獣王子がブチ切れている件について。怒りながら店に入るのがマイブームなのかな？）

　そう考えていると、店内を見回していたゼウ獣王子と目が合った。ゼウ獣王子は鋭い牙を剝むき出しにして、低い声で一声唸った。

「皆、ゆけ」

「は！！！」

　獣王子の命令を受け、武器を手にした獣人たちが、一斉に店になだれ込んでくるのであった。
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　アレンは、獣人のウルにある調べ物を頼んでいた。その結果が、今、武器を手にした獣人たちにこちらのテーブルを囲ませた後、ゆっくりと向かってくるゼウ獣王子の、激怒の理由であることは察せられる。しかし、こんなにも怒るとは、さすがに予想できなかった。

（あらあら、ウルさんは失敗したのか。もっとうまく聞けよ。つうか、そんなに怒ることだったのか？）

「あ、ゼウ獣王子殿下。ご一緒にいかがですか？」

　ヘルミオスが眉１つ動かさず、いつもの調子でゼウ獣王子に声を掛ける。

「ヘルミオス、お前もここにいるということは、あれはギアムート帝国の策略か？」

「え？　何のことでしょう？」

　ヘルミオスは、なんとなく事態を察し、アレンを見る。

「ああ、それなら、たぶん私のことですよ」

　アレンはそう言って、ゼウ獣王子の後ろで申し訳なさそうにしている狼の獣人ウルを見る。

「貴様がコソコソと我ら獣王国を嗅ぎまわっていたのか。ねずみの癖にいい度胸だな」

　平然とした表情で答え、果実水を飲んでいるアレンに、ゼウ獣王子が感心したように言った。

「嗅ぎまわったというのは心外ですね。調べていたのは連合国の方です。ですが、ということは、獣王国も関係しているということですね」

（なるほど、結構関係してるな）

　連合国とは、ローゼンヘイムの南にあるギャリアットと呼ばれる大陸で、中小規模の国家が政治的、経済的に一体となった国家群のことだ。

「ウルさんに確認したいことがあったのですが、獣王子殿下がいらっしゃったのは丁度いいです。どうぞ、席は空いていますよ」

「何だと？」

　ゼウ獣王子の表情がさらに険しくなる。

　アレンの仲間の中で一番ビビりのキールは、心配そうな顔をしている。「おい、大丈夫なのかよ」という言葉を飲み込んでいるようだ。

「あれ？　獣王国ではねずみにライオンが怯えるのですか？」

（話が進まないからとりあえず座ってくれ）

　ヘルミオスが、ちょっとやり過ぎだよとアレンを視線で諫いさめる。

「お、おお、面白いぞ。実に面白い。そうだな。ここまで歩いて喉が渇いた。余もな、何かの、の、飲むことにしようぞ」

　あまりに怒りすぎて滑舌が大変なことになっているゼウ獣王子だが、余裕を見せたいのだろう、ぎこちない笑顔を作り、ゆっくりと空いている席に座った。

　配下の獣人の１人が、飲み物を注文するため、カウンターから何事かと見ている店員のところに向かった。

　やがて、エールのジョッキがゼウ獣王子に届けられる。

「それで何故、余の国を嗅ぎまわっていたのだ？」

　ジョッキの中身を一息で飲み干したゼウ獣王子が質問した。

「先ほども言いましたが、調べていたのは連合国の方です」

「そうか。だが、お前は余の国も関わっていると言うし、事実、余の国の国民から国内の事情を聞き出そうとしたではないか。調べていたのは何故か？」

　エールを飲んで、気持ちが落ち着いたゼウ獣王子は、アレンにまだ礼をしていなかったことを思い出し、言葉遣いを少し丁寧にした。

　しかし、

「ん？　念のために確認ですが、これは情報の交換という認識でよろしいですか？」

「な!?　何だと、貴様!!」

　アレンが獣人を救ったことを思い出し、ゼウ獣王子にせっかく芽生えた感謝の気持ちも、そのアレンの言葉で、再び怒りに変わる。

　その様子を見て、筋肉が備わっているのかと思うほど、一気に髪が逆立つのだな、とアレンは暢のん気きに思う。

「当然でしょう。私も、獣王子殿下も、互いの情報を欲しがっている。ということは、これは取引ですよ。なぜ一方的に情報を得ることができると思ったのでしょうか？　ここにはローゼンヘイムの王女も、勇者ヘルミオスもいるというのに」

「む？　だが、んぐぐ」

　アレンはソフィーとヘルミオスに視線を送る。獣王太子でもない獣王子より、ソフィーの方が王族としての格は上だし、ヘルミオスのパーティーはゼウ獣王子の仲間より力がある。

「アレン君、そこまでだよ。……獣王子殿下、ちょっと、まだアレン君が何を知りたいのか私も聞いていませんが、この件ではお互いにとって有益な情報が交わされるものと思います。是非、話し合いをお願いできませんか？」

　ヘルミオスが丁寧にへりくだってゼウ獣王子に話をする。

「本当に有益なのだな？」

「もちろんです。よろしければこちらから先にお話をさせていただきますし、もしも獣王子殿下が有益でないと判断されたなら、お話はそこまでということにしてください。それでいかがですか？」

　ヘルミオスがさらに説得をする。

「そこまでか。ふむ、分かった。中央大陸の英雄がそこまで言うのであればな。……お前たちも好きなところで飲んでいていいぞ」

「へい」

　ゼウ獣王子が、テーブルを囲んでいた獣人たちを散らせる。

「それで、アレン君。話はお願いね」

「はい、ヘルミオスさん」

（さすが、勇者。ゼウ獣王子の顔も立てつつ、最後はうまくまとめたな）

　アレンはヘルミオスのそつない振る舞いに感心しつつ、ゼウ獣王子に、オリハルコンの発見から火の神フレイヤが神器を奪われたこと、そしてこれから起きるであろうことまで、包み隠さず話をした。

　話しながら、ちらちらと精霊神を確認したが、フカマンにかぶりつくばかりで、話を止めたり、口を挟むこともなかった。

　ゼウ獣王子は、何度か動揺しながらも、しっかりと最後まで話を聞いた。

「なるほど。随分突拍子もない話であるが、そうだったか。だが、良いのか？　余にこのような話をして」

　中央大陸は、現状、獣王国にとって仮想敵国だ。５大陸同盟によって軍事的に結ばれているが、それも魔王軍に対する場合に限る。裏では、獣王国は中央大陸への侵攻を開始するタイミングを計っている。そんな中での、神器が奪われた結果、魔王軍と直接戦争をしているギアムート帝国が惨敗するかもしれないという情報だ。

「いえいえ、転職制度も始まるので」

「転職だと」

　転職についても、アレンは説明した。現在調整中であるが、来年にも始まろうとしている制度で、今後の魔王軍との戦いの対抗策もあるという。

「事実ならそれも貴重な情報であるな。そんな話と獣王国が関係していると？」

　神器が奪われた話も、転職の話も、ゼウ獣王子にはいまだ獣王国にどう関係するのかわからない。

「いえ、先ほども言いましたが、連合国です。連合国の『邪神教の教祖討伐』に、獣王国が関わっているという件です」

「ほう、たしかに。ふむ、なるほど。それでシアを調べていたのだな？」

　アレンは、この数ヵ月の間、ウルから獣王国についていくつもの話を聞いた。その中には、アルバハル獣王国の獣王位継承についての詳しい情報も含まれた。

　アレンには、誰が次期獣王になるのか、どうすれば次期獣王候補をベク獣王太子から他に代えられるのかを知る必要があったのである。

　アルバハル獣王国では、獣王になるのは基本的には先王の第一子である。しかし、第一子の後に、優秀な子供が生まれるなんてことはよくあることだ。

　そんなときは、二子以降の子供に試練を与え、その試練を乗り越えれば、第一子でなくても獣王を継がせることにしているという。

　ゼウ獣王子の場合、与えられた試練はＳ級ダンジョンの初攻略だ。

　そして、ゼウ獣王子だけではなく、現獣王の末子にして人格にも戦いにも優れ、戦姫と呼ばれるシア獣王女も、次期獣王候補としての試練が与えられた。

　それが、連合国における「邪神教の教祖討伐」であった。

　邪神教は、何十年も前に連合国のうちの一国で誕生した。

　何でも、信仰すれば魔王軍に侵攻されないなどと吹聴しているらしく、実際、魔王軍が連合国に来ることは一度もなかった。

　こうして、ゆっくりとであるが着実に信者を増やしていき、次第に連合国の他国にも広がっていった邪神教が、ついに海を越え、アルバハル獣王国にも渡って来たのは、数年前のことだという。

　獣王国は連合国と交易があるので、物品と一緒に邪神教の信者まで入ってきたものらしい。

　そして、邪神教が国内でも着実に広まっていることを耳にして、現獣王が激怒した。

　アルバハル獣王国は獣神ガルムを、唯一絶対神として崇めている。その自国内で、他国からやってきた、しかも由来のはっきりしない新興宗教が、獣王の許可も求めず勝手に教えを広めるなど認められることではなかった。

　故に、末子である獣王女に邪神教の教祖討伐を命じた。これには、連合国も協力的であったとアレンは聞いている。

「はい、奪われた火の神の神器が、その邪神教に渡るのではないかと思っています」

　魔王軍は常に計画を立て、先を見越して動いている。当然、神器を奪ったらどう使うかは決まっているはずだ。そう考えて、アレンは神器の使い道について、何日も考えてきた。そこで思い至ったのが、ウルから聞いたことのある「邪神教」だった。

　アレンの前世の記憶では、自称か他称か知らないが、「邪神教」などと名前がついた集団は、ゲームでは間違いなく倒すべき悪役だった。当然、この世界でも、邪神教の教祖は絶対良くないことをするだろうという偏見を持ち、邪神教の教祖は、魔王と同じく討伐の対象にしようと考えていた。

　だから、神器の行方ゆくえについて考えた時、シア獣王女の追っている邪神教の教祖が、神器を手にして信仰を集め、何かよからぬことを始めるのではとの考えに行きついたのである。

「なるほど、だがしかし、それはないな」

「え？　どういうことですか？」

（む？　何故、そんなことが言い切れるの？）

　今度は、アレンの方が驚かされることになった。

「つい先日、シアから手紙が来たのだ。邪神教の教祖を捕まえ、エルメア教の本部に引き渡したとあった。まもなく宗教裁判にかけられる手筈だ」

「え？　ああ、そうだったのですね」

（何だ捕まったのかよ。ちゃんと裁判はするのね。さすがエルメア教の本部だ。っていうことは、次期獣王はシア獣王女か）

　エルメア教の総本部であるエルマール教国は、連合国を構成する国の１つである。エルマール教国も全面的に協力してくれたおかげで、早く捕まえることができたともゼウ獣王子は教えてくれる。

（それにしても、完全に当てが外れてしまったな。「邪神教」って聞いてもしやと思ったが、教祖が捕まるくらいなら、そこまで脅威でもなかったのか。奪われた火の神の神器も持っていなかったってことかな）

「邪神教」という呼び名も、他の信仰や宗教に寛容でないことから、そう呼ばれていたのかもしれない。ドヤ顔で主張したのが恥ずかしいくらいである。

「裁判では、邪神教の行いについて調べられるだろう。まあそうだな、噂で聞いていることが事実なら、恐らく罪を犯した信徒は処刑されるはずだ」

　ゼウ獣王子には、邪神教が結構悪いこともしてきたことまで耳に入っているようだった。

　その後、いくつかのダンジョンの話や、今後の話をした。

　奪われた神器は、いずれこの世界のどこかで、何らかの形で使われることになるだろう。それを未然に防ぐためにも、もし、神器らしきものについて何か耳にしたら、調べなければならないという認識だけ最後に共有し、その日は解散することになった。

　店の前で別れる際、ゼウ獣王子はアレンにこう言った。

「次から、シアのことを調べる場合は余に直接聞きに来い。よいな？」

「はい、そうします」

（なんだ。ただの妹好きの兄ちゃんか）

　どうやら妹を心配しての行動だったようだとアレンは思ったのであった。













第三話　拠点での成人祝い











　このＳ級ダンジョンの１階層は、１階層中央にある巨大な神殿の、さらに高い位置に巨大な灯りの魔導具が取り付けられている。日中の時間は明るく、夜の時間になれば暗くなる。

　ダンジョンの２階層や３階層についても灯りの調整が行われるのは、魔導具を支配するディグラグニの力によるものだという。

　そろそろ日が暮れる時間になって、アレンたちは食堂に集まった。

　アレンたち「廃ゲーマー」と、ヘルミオスたち「セイクリッド」、稼ぎのいい冒険者パーティー２組が共同生活を送るこの拠点の食事はいつも豪勢なのだが、今日、食堂に並ぶ料理は、これまでより一段と豪勢だ。

　ヘルミオスの使用人が腕によりをかけてくれたのだろう。

　それは、今日がアレンの誕生日と、「廃ゲーマー」の成人祝いの日だからだ。

　そもそも、今日、10月１日がアレンの誕生日だった。加えて今年、アレンの仲間は、フォルマールを除く全員が成人を迎える。人とドワーフの成人年齢は15歳、エルフは30歳、ハイエルフは50歳だ。

　この世界では、農奴であっても、成人の祝いを欠かさない。貴族なら、国の有力者を招いて、館で盛大に祝う。王族くらいになれば、舞踏会を催したりする。騎士団や楽隊を率いて都をねり歩く国もあるらしい。

　アレンは、ダンジョンを攻略し始めた頃、そろそろ自分たちが15歳を迎えることに気付いた。

　そこで、仲間たちに成人祝いをしたいかと聞いたところ、「やった方が良い」という意見が多かった。しかし、仲間たちの誕生日ごとに式を行うのも非効率的なので、誰かの誕生日にまとめてやろうという意見が出て、それならリーダーであるアレンの誕生日にしようということで話がまとまっていたのだった。

（異世界に来て、今日で丸15年経つのか）

　大人になるまでこの世界にいたんだなと思うと、感慨深いものがある。

　一方で、前世の記憶は、大事なゲームに熱中した記憶以外はもう随分とおぼろげなものになってしまった。

「でも獣王子殿下はよかったのですか？　せっかくのダンジョン祭らしいのですが」

　アレンは、フカフカのソファーに身を預けているゼウ獣王子に話しかけた。

「む？　構わぬ」

　ゼウ獣王子はソファーでふんぞり返ったまま答える。

　今朝、ゼウ獣王子の遣いの獣人が、今夜飯でもどうだという誘いを持ってきた。行けない理由を託すと、その後音沙汰がなく、夕方になって、何の予告もなくウルとサラを引き連れて、獣王子本人が、自ら酒の入った大樽を肩に担いでやってきた。

（断る理由がないから迎え入れたのだが、普通に寛くつろいでいるな）

「いいじゃない、アレン君、殿下が君たちの成人を祝ってくださるんだから、ご厚意をお断りしちゃもったいない」

「でも、街は昨日もそうですが、お祭りらしいですよ」

「む？　心配はいらぬ。昼過ぎまで同胞と酒を飲み交わしたからな」

　来た時、すでに酔っているように思えたが、やはりそうだった。

　ディグラグニを祀り、これまでダンジョンで無事に過ごせたことに感謝し、そしてこれからの無事を願うダンジョン祭は、どうやらこの街だけの特別な行事のようだ。10月１日は、アレンの故郷の開拓村では収穫祭だったが、よその土地でも同じような祭りが行われているらしく、田畑のないダンジョンの中では、このような形になったのだろう。

　今年は特に盛り上がっているらしく、大通りから道を１本隔てたところにあるこの拠点まで、お祭り騒ぎが聞こえてくる。

（そういえばお祭りイベントには参加してこなかったな）

　アレンは前世では、ゲーム内で行われる季節性の行事には参加しなかった。参加しても、アイテムや経験値が必ず手に入るとは限らなかったり、手に入ったとしても見た目だけが変わる服装がもらえる程度でしかなかったりするので、興味がなかったのだ。

　アレンの格言に『効果のないアバターを着るくらいなら裸で良い』というものがあるくらいだ。

　しかし、今、仲間と共に、祝ってくれる人たちに囲まれていると、こういうイベントも悪くないと思う。

「ガララ提督はそろそろ帰って来たかな。最下層ボス倒すって言ってたけど」

　今日のダンジョン祭に合わせて、ドワーフの英雄のガララ提督が、朝からダンジョンに入り最下層ボスに挑戦している。

　そのため、神殿の前には、提督の帰還を待つドワーフたちの人だかりができているという。

　日が暮れる時間になっても帰ってきたという報告がないのは、最下層ボスを倒すのが一筋縄ではいかないからだなと思う。

　アレンたちのパーティーが装備集めとレベル上げに勤しみ、ゼウ獣王子のパーティーが仲間集めに苦労している中、一足先に石板を集め、パーティーも十分強化できたと判断したガララ提督が、５階層にいるらしい最下層ボスに挑戦した。

（残念、初回攻略特典が欲しかったが、まあ、これで５大陸同盟の強化に繫がるなら致し方ない。後でどんな最下層ボスか確認するかな）

　ガララ提督たちが攻略できるか分からないが、無事に帰ってくることを祈ることにする。

「アレン。これでこのダンジョンの攻略も見えてきたな」

「そうだな。ドゴラ。これなら思ったより早く攻略が終わりそうだ」

　アレンが思っていることをドゴラが先に口にする。

　いつも一緒にいると、こういったことも増えてきた。

　ヘルミオスとゼウ獣王子がわざわざ祝辞を述べてくれ、成人祝いが自然な形で始まる。

　いつもの変わりない仲間たちと一緒に楽しく食事をする。

「ちょっと、今日くらいお酒飲みなさいよ」

　かなり酔っているようで、目の据わったセシルが、木のジョッキを顔に近づけてくる。

　特に断る理由もないので、ジョッキを受け取り、口をつける。

　久々に飲んだ酒は、やはり美味しくなかった。

　この世界に来て初めて飲んだ酒だったが、酒の味の分からない舌は前世から変わらないんだなと、アレンは１人でクスリと笑う。

「そういえば、獣王子殿下」

　アレンはお酒を飲みながら、ゼウ獣王子に話しかける。

　聞いておかないといけないことがある。

「ぬ？　どうした？」

「シア獣王女殿下が、邪神教の教祖討伐に成功したと伺いましたが、獣王女殿下が試練を終えた今、獣王子殿下は獣王国には戻らないのですか？」

「戻らぬ。獣王陛下から下った、Ｓ級ダンジョン攻略はまだ終わっておらぬのだ」

（その攻略も、最初の攻略じゃないと試練達成条件にはならないんじゃなかったっけ）

　まもなく、ガララ提督が初回攻略を果たすかもしれないのだが……。

　しかし、獣王子の言葉を聞いていたウルが、

「殿下……なんとお優しい」

　と呟きながら涙を流すのを見て、アレンはゼウ獣王子の真意を知る。

　兄であるベク獣王太子が邪魔をして、ゼウ獣王子は、現在に至るまで、ダンジョンの攻略を果たせるだけのメンバーを集めきることができずにいる。

　星１つの才能を持つ者ならたくさんいるが、星３つ以上の才能を持つ者だけでパーティーを結成するのは、ほぼ不可能な状況なのだ。

　しかし、そのような状況でなお、ゼウ獣王子がここにいるのは、獣人たちのためだ。

　以前ウルから聞いたことがあったのだが、アルバハル獣王国の獣人たちは、１年で挑戦者の半数が死ぬこの危険なＳ級ダンジョンに、望んでやってきた者ばかりではない。ベク獣王太子の課した、「才能を持つ者は１年間Ｓ級ダンジョンに行かなければならない」という定めがあるために、断って反逆罪で捕まるくらいならと、嫌々ながらやってきている者もいる。

　ゼウ獣王子が立場を利用し、獣人たちの陣頭指揮を取っているのは、彼らを１人でも多く生かして本国へ帰そうという考えかららしい。

　もっとも、本人は決してそんなことは口にしないようだ。

「それにしても、お前たちはまだ幼いと思っていたが、今年で成人とはな。ローゼンヘイムを救った英雄は、もっと幼い頃からこうであったのか？」

　ウルの涙でしんみりとしてしまった空気を変えるためか、ゼウ獣王子が別の話を振る。

「そうよ。昔から凄かったんだから！」

　アレンの隣で、目の据わったセシルが木のジョッキを握りしめて立ち上がった。

「ほう？」

　ゼウ獣王子が興味を示したので、セシルはふらふらと進み出て、10歳の時に起きた事件について話を始めた。

「また、始まったな」

　キールが小さな声でつぶやく。この話は、学園にいた頃から何十回も聞かされている。不快ではないが、同じ内容を最初から最後まで何度も聞かされているので、いい加減うんざりしている。

「……それで、こうやって、マーダーガルシュを短剣だけで倒したんだから！」

　セシルは、マーダーガルシュに食われながらも、目玉に短剣をねじ込んだアレンのマネをする。

　その身振り手振りは、酔いが回っているのか、大きくふらついている。貴族としての気品はみじんも感じられない。

「マーダーガルシュは我が国にもいるが、手を焼く相手だな。それを10歳で倒すとは凄いな」

「そうよ。そうなのよ!!」

　セシルは、こういうことはもっと宣伝しなさいとアレンを睨む。

　しかし、既に酔い始めているアレンは、セシルの意図がわからず、自分の興味のある話題に変えようとした。

「いえいえ、ここには私より凄い方がたくさんいますから。ドベルグさんなんて、10歳で赤竜を倒したとか」

　ドベルグの竜殺しの話は、ラターシュ王国全土に広まっている。『剣聖ドベルグ英雄伝』という絵本にもなっている。アレンも、鑑定の儀式のとき、神官に聞かされた。

　しかし、当のドベルグは黙々とゆっくりお酒を飲み、話に参加しようとしない。

「私も、ドベルグさんの話聞きたいです！　赤竜強かったですか？」

　アレン以上に、竜殺しの話に興味を持つクレナが、畳みかけるように言う。

　その竜のブレスにも似た鼻息に根負けしたのか、ドベルグはため息を１つ吐いて、口を開いた。

「……まあ、強かったな」
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　かつて、ドベルグの生まれた村の近くに、１匹の赤竜が居座っていた。

　その赤竜は、村に、毎年生いけ贄にえをさし出すよう言ってきていた。

　ドベルグがそのことを知ったのは、友人が生贄に選ばれ、赤竜の元へ送られた時だった。

　なんとかやめさせようとしたが、大人たちは仕方ないことだと言って、誰も取り合ってくれなかった。

　そこで、ドベルグは村の武器屋から上等な剣を盗み、赤竜のところへ友人を助けに行った。どうにか友人が食べられる前にたどり着き、激しい戦いの末、奇跡的に赤竜の首を切り落とした。

　が、同じことをもう一度やれと言われたら、今度はできないかもしれない。

　そう言って、ドベルグは話を終えた。

　その淡々とした話しぶりに、アレンは話し慣れているなと思った。きっと、子供たちに何十回とせがまれて話をしてきたのだろう。

　それを、今回もしてくれたのは、もしかしてドベルグも、祝いの席の雰囲気を壊さないように気を使ってくれたからかもしれない。

「凄い!!」

　皆はあこがれの視線をドベルグに注ぐ。

「そうか……」

　しかし、ドベルグはそう言っただけで、また静かにお酒を飲み始めた。

　クレナがもっと聞きたいと身を乗り出そうとした時だった。

「む、何だ!?」

　ウルが急に立ち上がり、少し遅れてアレンたちにも、外のお祭り騒ぎが悲鳴に変わるのが聞こえた。

「何か起きたようだ！　行ってみよう!!」

　アレンがそう言うと、皆も立ち上がり、外に飛び出して行く。

　アレンたちは悲鳴のする方へ急ぐ。

　走りながら、アレンは草Ｃの召喚獣の覚醒スキル「香味野菜」を使い、全員の酔いを覚ます。

　やがて、神殿の近くに出た。騒然とする人だかりをかき分け、神殿へと向かう。

　神殿の前は店も道路もない広場になっている。そこはドワーフたちでごった返していて、その中心に、アレンは見慣れた姿を見つける。

（ガララ提督だ）

「ペペクがまだダンジョンにいる！　ボボグアもまだいるんだぞ！　この手を放せ!!」

　周囲の喧騒に負けない大声で叫び続けるガララ提督は、片腕を失って、両足も押し潰されたのか、変な方向に曲がっている。

「俺たちを逃がすために壁になってくれたんですよ！　もう助かりませんよ。回復薬はもうありません。この傷を早く治さないと!!」

　２人のドワーフが、それぞれ提督を左右から支え、心配そうに見守る大勢のドワーフたちをかき分けていく。後には血痕が残った。

　ドワーフより頭１つ分背が高いアレンには、この状況が良く見えた。収納から天の恵みを出し、ためらうことなく使用する。

　ガララ提督の失われた腕と潰された両足が元通りになり、重傷軽傷を問わず、他のドワーフも全員完治させる。

「なんだこれは!?」

　なんの前触れもなく、自分たちの傷が完治したので、提督たちは驚いた様子であたりを見回す。

「私たちがエルフの霊薬で回復させました」

　アレンが名乗りを上げる。

「……あ、アレンだったな」

　名前くらいは憶えてくれているようだ。

「はい」

　ガララ提督は治りたての足でアレンに近づいてきた。

「もしかして、今使った霊薬はまだあるのか？」

「提督!?」

　ドワーフたちが何を言っていると思っている中、アレンは提督の意図を察する。

（ふむ、それだけ大切な部下だということか）

「ありますが、何に使われるのですか？」

「当然、仲間を助けるために決まっているだろ!!」

（仲間だったか）

　上下関係がありそうだが、ガララ提督の中では配下ではなく仲間という認識のようだ。

「でも、提督……もうメダルがないっすよ」

　仲間のドワーフが苦しそうな様子で言った。

「ガララ殿。ひとまず場所を変えて、気持ちを落ち着かせてはどうだ？」

　アレンよりさらに頭１つ以上背が高いゼウ獣王子の声が、高い位置からガララ提督に提案する。

「ぬ？　ゼウ獣王子殿？」

　ようやく気持ちが落ち着いてきたのか、ガララ提督はあたりに目を向ける。ダンジョン祭の最中で、かつ、ダンジョンの神殿入り口ということもあり、居合わせた人々のもの凄い視線が、自分たちのパーティーに集まっていることに気づいたようだ。

「パーティーの皆さんも是非お越しください」

　改めてアレンはガララ提督のパーティーを拠点に招待する。

「……随分な御馳走だな」

　食堂にやって来るなり、ガララ提督が言った。

「ああ、アレン君たちの成人祝いをしていたんだよ」

「なに？」

　ヘルミオスが事情を簡単に説明する。

「メルル。お前もそういえば卒業前の戦争参加だったな」

「……うん」

　メルルも状況が状況だけに寂しく頷いた。

「料理はまだまだありますので、食べていかれますか？」

「いいのか？　朝から逃げ回っていてな。飯を食っていないんだ。助かるぜ」

（逃げ回っていたか）

　ドワーフたちがゾロゾロと食堂の中に入ってきて、さっそく料理に手を伸ばす。

　その様子を眺めるアレンには、ゼウ獣王子がガララ提督とそのパーティーを勝手に招いたことにも、自分たちのために用意された成人祝いの料理に手を付けられることについても、一切の不快な思いはない。

　提督たちが消耗しているだろうから、少しでも栄養と休息をとってほしいと思ってのことだが、一方で、自分と仲間のためでもある。

　ガララ提督率いる20人のパーティーは、これまで誰も到達できなかった、Ｓ級ダンジョン最下層ボスに挑み、生還した最初のパーティーになった。

　彼らが食事をとりつつしている話を聞くと、生還できたのは14人だというから、初見のボス戦がどれだけ難しいかという話だ。

　もちろん、アレンは初見で攻略方法が見つかるとは限らないことを知っている。情報を元に、攻略法を割り出すしかないのだが、現状で最下層ボスの具体的な情報を持っているのはガララ提督とそのパーティーだけだ。

　憔悴しきっているガララ提督に根ほり葉ほり聞くつもりはないが、いずれ自分たちが挑む時、仲間たちの命を危険に晒さらさないためにも、攻略に有益な情報はどうしても手に入れないといけない。

（現状で分かったことはいくつもあるけどな。まず最下層ボスは戦闘開始後に逃げることができると。逃走は不可能じゃないが難しいってことはデスステージと同じ感じか？）

　脱出が可能であることが分かっただけでも、かなり有益だと言っていい。

「これでは酒が足りないな。ウル、買い出しに行ってくれ」

「畏かしこまりました」

　成人祝いのために持ってきた大樽の酒でも、ガララ提督を含めて14人のドワーフが追加されては、足りそうにない。ゼウ獣王子はウルとサラを使いに出した。

　ドワーフたちが料理とお酒を平らげていく中、ガララ提督は１人、木のジョッキを手にしてうなだれている。ジョッキの中では、酒が細かい波紋を描いていた。

「成人か。あいつも成人したての頃から一緒にいたのに……。俺なんかのために命を張りやがって……」

　アレンは提督に話しかける。

「朝から戦っていたのですね」

「ああ、そうだ。ダンジョン祭に間に合わせて攻略したかったからな」

「しかし、もう夕方ですけど。半日以上戦い続けていたのですか？」

「そうだ、戦い始めてすぐに、これは勝てないなって分かったんだが、なかなか逃げきれなくて、こんなに時間がかかっちまったんだよ」

「ビービーやクリムゾンを倒したパーティーが、ですか？」

　２階層から４階層までのＳランクの魔獣を倒してきたガララ提督のパーティーですら、無理だと判断するほどの敵なのかとアレンは思う。

「そうだ。お前らも一目見れば直ぐにそう思うだろうぜ」

　提督の言葉が耳に入ったのか、最下層ボス戦で失った仲間を思って泣き出すドワーフたちがいる。

　そんな彼らの隣で、ガララ提督はアレンに最下層ボスの話をした。

　そのうち、身も心も消耗したところに酒が入り、さすがに酔いが回ってきたのか、提督はポツリポツリと、時系列を無視した思い出話を始める。

　ガララ提督は、昔は冒険者だったらしい。

　それが、類たぐい稀まれな才能を前皇帝に買われ、バウキス帝国軍の提督になった。

　昔の皇帝の方が良かったとガララ提督は口にする。

　今日、一緒に最下層ボスに挑んだ20人は、冒険者だった頃から一緒にいる者、提督になった頃に部下になった者など、色々な経緯でパーティーに入ったようだ。

　気がつくと、窓の外はもう真っ暗になっていた。

　ドワーフの１人が、ガララ提督のところにやってくる。

「ガララ提督。これからどうしますんで？」

「ああ。そうだな」

　提督は木のジョッキに残った酒を見つめてしばし黙った。

「……」

　アレンたちも、ガララ提督の決断を待つ。

　やがて、ガララ提督はジョッキの中身をグイッと飲み干してから、こう言った。

「解散だな」

「か、解散!?　皇帝からＳ級ダンジョンを攻略しろって言われてんのはどうするんですかい？」

「あ？　無視に決まってんだろ。お前ら、またあんなのと戦いたいのか？」

「……」

　ドワーフたちは息を飲んで黙り込んでしまう。20人で挑んで、逃げ帰るしかなかった相手を、それより少ない数で倒すのがどれだけ厳しいことかは、誰でも分かるというものだ。

　しかし、ガララ提督は軍属だ。バウキス帝国の皇帝の言葉は絶対であるはずだ。

「安心しろや。俺が勝手に決めたことだ。お前らは関係ねえ。ここに残るなり、里に帰るなり、お前らの好きにするんだな」

　自分がすべての責任を負うとガララ提督は言う。

「提督は帰らねえんで？」

「ま、昔に戻るだけだな。のらりくらりするだけよ」

　ガララ提督は自分の木のジョッキに新しい酒を注いだ。

（ガララ提督はリタイアか。ゼウ獣王子はそもそもパーティーが集まらないと）

　Ｓ級ダンジョンの攻略は、結局自分たちだけになってしまったなとアレンは思うのであった。













第四話　転職、新たな力











　最下層ボスとの戦いで仲間を何人も失い、パーティーの解散を宣言したガララ提督は、翌日からアレンたちの拠点に上がり込み、酒浸りの日々を過ごすようになった。

　今日も、食堂のソファーに座り、樽から酒を浴びるように飲んでいる。

　ガララ提督にも拠点はある。バウキス帝国の英雄であり、軍の最高幹部にふさわしい、アレンたちの建物より立派な建物なのだが、パーティーを解散した今となっては、皆に合わせる顔がないと出ていってしまっているという。

　その建物は、現在もパーティーの元仲間たちが維持している。ガララ提督は、半年ほどのダンジョン生活で稼いだ金を、仲間や、建物を世話していたドワーフたちに分配して解散を伝えたのだが、彼らは建物を引き払うことなく、提督の帰りを待っているようだ。

　彼らは、たまに提督の様子を見に来る。酒や食事の代金をヘルミオスの使用人に渡しているらしい。

　アレンたちも、ヘルミオスたちも、この飲んだくれの提督を追い出すことはせず、静観することにしている。軍職についてきたなら、仲間や部下の死は多く見てきたはずで、その提督がこのような状態になるには、よっぽど思うところがあるのだろうとの考えからだ。

　そうして今日もソファーに腰を深くかけて、飲んだくれているガララ提督を見ているアレンたちのところに、精霊神ローゼンがやってきた。

『じゃあ、今日は３人の転職だね』

「うむ。お願いする」

　ゼウ獣王子が返事をする。

（なぜ、ゼウ獣王子もいるんだろうか。別にいいけど）

　ゼウ獣王子には、シア獣王女と邪神教に関する情報を交換した際に、転職の話をしていた。

　しかし、今日転職する予定なのはドゴラ、キール、フォルマールの３人で、ゼウ獣王子が同席する必要もないはずだ。

　もしかしてと、アレンがヘルミオスをチラッと見ると、ニコッと微ほほ笑えみが返された。

　どうやら、今回の招待もヘルミオスがしたことのようだ。

　ギアムート帝国の公爵であるヘルミオスにも、立場のようなものがあるのかもしれない。

　精霊神の腰振りダンスが始まる。

　キールだけが、攻撃と回復を兼ねたパラディン系が転職先の選択肢として出たが、ドゴラとフォルマールはそれぞれ１択であった。

　アレンがそれぞれの転職先を指示する。

　なお、ソフィーは現在４体目の幼精霊を懐かせようとしているため、精霊神がこの頃には懐くだろうと言う約１ヵ月後を待つことにした。

『これで３人の転職が終わったね』

「ありがとうございます」

　精霊神に礼を言ってから、アレンは転職が済んだ３人のステータスと転職の経緯を魔導書に記録する。
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【アレンのパーティー転職経緯メモ】

・クレナ　　　　剣聖★★★─剣王★★★★─剣帝★★★★★

・セシル　　　　魔導士★★─大魔導士★★★─魔導王★★★★

・ドゴラ　　　　斧使い★─狂戦士★★─戦鬼★★★─破壊王★★★★

・キール　　　　僧侶★─聖者★★─大聖者★★★─聖王★★★★

・ソフィー　　　精霊魔術師★─精霊魔導士★★─精霊使い★★★

・フォルマール　弓使い★─弓豪★★─弓聖★★★─弓王★★★★




（ドゴラは体力と攻撃力の引継ぎがすごいな。レベルとスキルレベルがカンストすれば、この２つのステータスはクレナに並ぶんじゃないのか。とりあえず、全身全霊については触れないでおいてやろう）

　ドゴラは、転職によって星４つになった喜びを爆発させている。そんな彼の様子を見て、アレンは、前回の転職の時からもう半年になろうかというのに一度も発動していないエクストラスキル「全身全霊」について、前回のように嫌味を言うのは控えることにする。

　これはもう、発動できない何か別の理由があるのでは、とすら思えてくる。

（フォルマールの攻撃力もいい感じだな）

　フォルマールはこれまでどうしても攻撃力が伸びてこなかったのが欠点だったが、三度の転職を経て、これなら遠距離からでも、Ａランクの魔獣を倒すことができるだろうと考えられるくらいまで上昇した。

「なるほど、これが来年から始まるという転職制度か」

　一連の流れを見ていたゼウ獣王子が、感心したように頷いている。

「そうみたいですね。きっと、魔王と戦う力になるかと思います」

　ヘルミオスがゼウ獣王子から漏れた言葉を拾う。

（転職制度と火の神の力が弱まっているという話は、１月１日の神託によって皆に知らされるんだっけか）

　先日、再び神界に出向いた精霊神が、追加の情報を持って帰って来た。

　それは、神器が奪われたとか、魔王軍に神界が攻められたという情報は伏せて、転職制度とその背景について説明する予定であるというものだった。

　あくまでも世界の混乱を避けるための措置だということだが、それだけが理由だろうかとアレンは思っている。

「剣聖以上の才能を持った者たちで構成されたパーティーとは、まるで我が獣王国の十英獣のようだな」

　アレンのパーティーを眺めるゼウ獣王子が、そう言って、まるで懐かしい知り合いを眺めるような顔つきになる。

「じゅうえいじゅう？」

　何かかっこよさげな単語が出たのを聞きつけて、ドゴラが素早くゼウ獣王子を見た。

「十英獣とは、獣王国が認めた10人の英傑を称える呼び名だ」

　アルバハル獣王国では、年に一度、武術大会が催される。獣王国全土から集まった猛も者さが10の部門に分かれて腕を競い、それぞれの部門の優勝者が「十英獣」として称えられる。彼らはそれぞれ異なる武器を持ち、前衛職だけでなく後衛職もいるという。

　ゼウ獣王子の説明を聞きながら、アレンは以前、ウルから熱い調子で語られた話を思い出していた。

　獣王国武術大会への参加者は、冒険者から軍属など立場は様々で、各部門を勝ち抜いた果てに、最後に十英獣つまりその部門の前回優勝者と戦うことになる。逆に、十英獣になった者は、翌年の優勝者と対戦して負けない限り、ずっとその立場を維持することになる。

　また、今年の十英獣が決まったら、くじによるトーナメント形式により、勝ち上がり式で総合の優勝者を決める。総合優勝者は去年の総合優勝者と対戦する。

　最終的に勝利した者を今年の「獣王」と呼んでいる。

　獣王国の王も「獣王」なので分かりにくかったりするが、獣王国では普通に受け入れられていることらしい。

　トーナメント形式では後衛職も前衛職も武器も魔法もスキルも何でもありで、かなり脳筋なルールの大会だが、そこが獣人らしいとアレンは思った。

（たしかゼウ獣王子は十英獣か、それに近い実力者たちをバウキス帝国に呼びたいんだよな）

　もちろんそれはダンジョン攻略のためだが、それを察したベク獣王太子が猛反対し、実力者の渡航を制限しているのだ。

「英雄か。俺が英雄か」

　獣王国の英雄に例えられて、ジャガイモ顔のドゴラの目がさらにキラキラする。

　ドゴラはアレンの仲間の内誰よりも英雄志向が強い。その気持ちは、剣聖を超える職業についても変わらないようだ。

　だが、ドゴラの盛り上がった気持ちに水を差す言葉が浴びせられる。

「けっ。英雄だか何だか知らねえが、そんなんじゃ最下層ボスは倒せねえよ!!」

　酔っ払って目の据わったガララ提督が悪態をついた。

「あん？　なんだと!!　やってみねえと分かんねえだろうが!!」

　自分の夢を鼻で笑われたと思ったのか、ドゴラが顔を真っ赤にして怒鳴り返す。

「は！　強くなったって浮かれてるだけじゃ、誰がやっても一緒だぜ。あの最下層ボスはな、勇者ヘルミオスが20人いても50人いても、たどり着くことはできねんだよ!!」
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　提督が言い返し、いよいよ顔を真っ赤にしたドゴラが拳を振り上げたところで、皆が２人を互いから遮って、まあまあと宥なだめ始めた。

（ほう、「たどり着くことはできない」か）

　アレンだけが、別のことを考えていたのであった。













第五話　先駆者、未知に挑戦した者











　ドゴラたちの転職が終わった翌日のことだ。

　アレンたちは、今日も朝からダンジョンに入ろうと、神殿へ向かう列に並んでいる。

　朝は特に行列が長く、それなりに待たされるので、他のメンバーは退屈しているのだが、ソフィーだけが忙しくしている。

「よしよし」

『ウフフ』

　ソフィーは、土の幼妖精「コルボックル」を腕に抱いてあやしている。見た目は、背中に大きな葉っぱを背負い、民族衣装のような服を着た３歳くらいの男の子で、小さな手でソフィーにぎゅっと抱きついている。

「随分大人しくなったな」

「はい。精霊神様のお陰です」

『……』

　アレンはソフィーの頭上を見上げる。そこでは、モモンガに似た小動物が無言で丸くなっている。

　数年で世界が滅ぼされると聞いてから、精霊神ローゼンは全力でソフィーの支援に乗り出した。

　自分の愛するエルフがこの世から消えるのを防ぐために、なりふり構わず行動するつもりのようだ。

　しかし、顕現させた幼精霊に、ソフィーの言うことを聞くように懇々と説得するのは、さすがにこんなこと許されるものかとアレンは感じている。

（もうアウトスレスレじゃないのかってくらいのアドバイスだしな。いやアドバイスってレベルじゃないぞ）

　しかし、幼精霊は知力が低いのか、性格が奔放過ぎるのか精霊神が必死に説得をしても首をかしげたりと、かみ合わないやりとりはまるで漫才のようだ。

　一方で、ドゴラはぶつくさと悪態をついている。

「おい、アレン。提督か何だか知らねえが、あの飲んだくれをいい加減追い出した方がいいぜ」

　ガララ提督本人の前では我慢していたが、それも限界のようだ。

「ドゴラ、まだ言っているのか？」

「そうだよ！　あんな言い方ってないよ！」

　クレナもドゴラのことを悪く言われたことが不満だったようで、頰を膨らませている。

「ふむ」

　そんなクレナをアレンは頰っぺたにぎにぎの刑に処す。

「え!?　ふぎゅ!!」

「反省したか？」

「何でよ。ふぎゅぎゅ!!」

　アレンは、クレナに反省の色が見られないと感じ、さらなる厳しい刑を追加する。

　アレンの手によって、クレナの頰が伸びたり縮んだりする。

「お、おい、これはツッコんだ方がいいのか？」

　キールはこの状況に困惑しているようだ。

（迷わずツッコむんだ）

「もういい加減にしなさいよ。また門番に止められるわよ」

　セシルがしっかりツッコミを入れるのを待って、クレナを解放する。

「どうして……」

　ガララ提督の非を指摘してなぜ悪いのかとクレナは涙目で訴える。

「それは、この場合、ガララ提督は『先駆者』ってことになるからだ。一方的に侮蔑するのはよくないぞ」

「先駆者？」

　クレナとドゴラが同時に疑問の声を上げる。

「これは前世の記憶だがな。世の中には先駆者という者が必ずいる」

　アレンは行列を少しずつ進みながら、前世の話をする。もちろん、それは前世で遊んでいたゲームの中の話であるが、そこはいつものごとく省いて語る。

　前世でも、ダンジョンや魔獣の城など、色々なところに強敵がいた。

　そうした「ボス」と呼ばれる強敵はずっと昔からいるわけではなく、新しく急に現れることがある。アップデートによる新ボス実装というやつだ。

　新ボスは、誰も知らない未知の敵だ。どうやって倒したらいいか、最初は誰にも分からない。

　そこで、率先して新ボスに挑み、たとえ敗れても情報を持ち帰ってくる者たちが現れる。彼らが持ち帰る、どんな攻撃をしてくるのか、弱点は何なのかといった新ボスの情報は、他の者たちに共有される。そして、理想のパーティー構成はどんなものか、必要な装備は何かといったことを、皆で試行錯誤をしながら、新ボスを倒す最適解を目指していく。

　この新ボスに真っ先に挑む者を、皆は「先駆者」と呼んだ。

　攻略方法がない敵に挑むので、その危険は通常よりも段違いに大きい。それでも、危険を顧みず、後発組のために道を切り開いてくれるのだ。

　アレンは、前世で学生だった頃は自由な時間があったので、新ボスが現れれば率先して「先駆者」の役割を務めていたが、就職してからはそんな余裕もなくなり、先駆者の持ち帰る情報に助けられる側になった。

　あるネットゲームを、ケンピーというキャラ名で遊んでいた時のことだ。

　氷の城という新ダンジョンが配信され、氷の女王という新ボスが実装された。

　この新ボスがアホみたいに強く、高レベルのベテランユーザーが次々と挑んではやられていった。

　配信会社がしっかり検証せずに実装したため、普通にやって勝てるはずのない強さになっていたのだ。

　そうした先駆者の中には、ケンピーがよくお世話になった先輩のユーザーもいた。

　多くの先駆者がそうであるように、先輩も氷の女王に挑み、圧倒的な力の前に敗れた。

　そのネットゲームは、やられると装備を地面に落としてしまい、落とした装備は消滅するルールだった。先輩も、何万時間もかけて鍛え上げた装備を失ってしまい、こうなっては引退するしかないと思い詰める先輩を救おうと、他のユーザーと一緒に、装備を持ち寄ったりもした。

　こういう記憶は、ゲームを人生そのものと思い、決してただの遊びではないと考えるアレンにとって、忘れがたいものだ。

　しかし、一方で、ゲームは現実ではないことも理解している。

　だから、現実に、１つしかない命をかけて戦ったガララ提督とその仲間たちを見ると、どうしても前世で先駆者と後発組の両方を経験したこと、そして先駆者の苦労と、先駆者に対するありがたみを思い出してしまうのだ。

「ガララ提督は冒険者時代からずっと一緒だった仲間を６人も失ったんだし、その原因の１つが、強欲な皇帝の無理な命令だとしたら、酒でも飲まないとやってられないかもしれない。だけど、それだけじゃなくて、提督たちが命がけで持ち帰った情報は、必ず俺たちが最下層ボスを攻略するのに役立つ重要な情報になる。それに、もし俺の考えが正しければ、提督はそのことを俺たちに伝えようとしているみたいなんだ。だから、提督の本当の考えが分かるまで、彼を一方的に悪く言うのは控えてくれ」

「なるほどな」

「わかった」

　頷くドゴラとクレナの表情からも、理解してくれたようだとアレンは感じた。

　そうこうしているうちに、海の世界である４階層にたどり着いた。

「転職したての３人はまだレベル１だからな。ドゴラはしばらく下がって、メルルとクレナが先頭に立ってくれ」

（まあ、この階層はＡランクの魔獣しかいないし、レベルは速攻で上がるけどね）

　移動を開始しようとした時、アレンがいない時も４階層に残って調査をしていた鳥Ｅの召喚獣から、隠しキューブ発見の情報が共有される。

　各階層の定位置から動かず、階層を移動させてくれる通常のキューブと異なり、隠しキューブは時間経過で転送を繰り返すため、なかなか見つからない。

　だが、見つければ、階層ごとに数体ずついるボスを倒して手に入るメダルと、ゴーレムを召喚し強化するのに使う石板を交換してくれたり、メダルや石板をくれたり、ボーナスステージやデスステージなど特殊な場所へ転送してくれたりと、見返りは大きいので、優先して向かうことにする。

　隠しキューブがある、海上に浮かぶ葉っぱの１枚に降りる。

「巨大化用石板が出るといいな」

「うん！　そしたら僕の超身兵が完成するよ!!」

　メルルが胸の前にぶら下げた魔導盤を握りしめて返事をする。

「超身兵」とは、１００メートル級のゴーレムのことだ。巨大化用石板と、超巨大化用石板を同時に魔導盤にはめることで出現する。メルルはいま、超巨大化用石板だけは持っているので、あとは巨大化用石板を手に入れるだけだ。

　だが、

「今日は私がやりたい!!」

　アレンに叱られしょげていたクレナが、うつむいていた顔を上げて言った。

「……そうだな」

　しぶしぶそう言ったアレンの態度に、セシルが呆れた顔になる。

「もう。アレンは５連敗しているんだから、素直に譲りなさいよ」

「いや、素直に譲ったし」

「素直じゃないでしょ」

　２人のやりとりの横で、クレナが隠しキューブに声を掛けようと近づいた瞬間だ。

　ブンッ

　アレンたちは、赤褐色の岩柱が点在する、乾燥した大地に移動した。

　そして、目の前には10メートルを超える身長の、一つ目の巨人が立っていた。

（お？　これは？　……デスステージか！）

　巨人がアレンたちに気付き、手にした棍棒を振り上げる。

『グルァアアアアアア！！！』

　雄お叫たけびを上げ、地響きを立てて突っ込んでくる巨人の左右から、そしてアレンたちの背後からも、同じような地響きと雄叫びが聞こえ、複数体の巨人が迫ってきた。

「ここデスステージだ!!　皆、グリフに乗れ。メルルは時間を稼げ!!」

　アレンは矢継ぎ早に指示を出す。

「うん！　タムタム降臨！」

　メルルが魔導盤を操作すると、正面の巨人たちを遮るように、ミスリルの輝きを放つゴーレムが姿を現す。身長は50メートルで、一つ目の巨人たちよりさらに大きい。

　その胸の水晶にメルルが吸い込まれると、ゴーレムはその場でくるりと旋回し、長い腕で向かってくる複数の巨人を一気に押さえ込む。そして、巨人たちを１体ずつ、片足で蹴り上げ、上空に吹き飛ばしていった。

「相変わらずすげえな……」

　後衛に回って静観しているドゴラが、ミスリルゴーレムの圧倒的な力に感動の声を漏らす。

（前回隠しキューブから出た超巨大化用石板はさすがだな。Ａランクの魔獣をものともしないぜ。誰がこんな貴重な石板を出したんだっけ。まあ、そんなことは問題ではないな）

　アレンが５連敗する１つ前に、キールが隠しキューブとのメダル交換で出した、超巨大化用石板の効果に感動を覚える。

　超巨大化前のミスリルゴーレムは、全ステータスが３０００だった。それが、魔導盤にある石板をはめ込む凹みを３つ分使用する超巨大化用石板をはめ込むと、３倍の９０００になった。

　そこへ、さらに攻撃力と耐久力に強化用石板を使って、３０００ずつ増加させている。
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「いっけえええええ！　タムタム!!」

　メルルの操縦するタムタムが、Ａランクの魔獣と思しい一つ目の巨人たちを軽々と薙なぎ払うと、クレナたちが吹き飛ばされた巨人たちの元に駆け寄り、次々とその命を刈り取っていく。

『サイクロプスを１体倒しました。経験値72万を取得しました』

　アレンの魔導書には、倒したサイクロプスから取得した経験値のログが表示された。

「おっしゃあああああ。レベルが上がったぜ!!」

　ドゴラが一気に40近いレベルアップを果たし、爆発的に上昇したステータスによって、大斧が軽く感じられたことに喜びの雄叫びを上げる。

　アレンたちは、戦闘開始から数分で最初のサイクロプスたちを倒した。

　しかし、新手が次々と取り囲むように出現する。

『グルァアアアアアア！！！』

　サイクロプスたちは低い唸り声を上げながら、タムタムとクレナたちを恐れてか、積極的に襲いかかってこようとはしない。

　だが、その数は徐々に増え続け、やがて１００体を超えるサイクロプスが辺り一面を埋め尽くすようになった頃、これだけいれば大丈夫と考えたのか、一斉に襲いかかってきた。

「経験値がきたぞ。久々のデスステージだ。しっかり稼ぐぞ!!」

「おう！　任せておけ!!」

　アレンの掛け声にレベルアップしたドゴラが答える。アレンたちの戦いは続いていく。

「まもなく夕方だな。そろそろ帰るぞ」

　アレンは魔導具の時計を見ながら言う。

　今回は３日間、ダンジョン内で稼ぎまくっていた。

　以前はあと半日ダンジョン内にいたのだが、火の神フレイヤの神器が魔王軍に奪われたことで、やらなければならないことが増えたため、日程を変更したのだ。

　だが、クレナのお陰でデスステージへの転送ができたため、宝箱から武器や防具がかなり出たし、ドゴラ、キール、フォルマールのレベルが60になりカンストしたから、これまでにない収穫だった。

「ああ。今回も疲れたぜ」

　ドゴラが、ダンジョンに入った時は重そうにしていた大斧を、軽々と肩に担いで笑顔を見せる。

　拠点に戻り、ヘルミオスのパーティーも交えて食事をとる。

「また随分稼いだようだね」

「そうですね。宝箱も結構出ましたし、デスステージをクレナが一発で引いてくれたおかげで、３人のレベルもカンスト出来ました」

「ほへへ。やったね」

　褒められたクレナが、嬉しそうな声を上げる。

（まあ、ノーマルモードなら２億５千万の経験値があれば、レベルカンストするしな。Ｓ級ダンジョンなら楽勝だろう）

「デスステージでレベル上げしているのって、あなたたちだけよ……」

　怪盗ロゼッタが呆れ顔で話に参加する。

　４階層のデスステージでは、大量のＡランクの魔獣が湧く。さらに、デスステージは４階層とは別の空間であるため、移動用のキューブ状の物体を見つけないと、脱出することができない。これはヘルミオスのパーティーでも、絶対に安全とは言えない状況だ。

「ところで、明日もヘルミオスさんのお名前をお借りしますね」

「またかい。まあ、いいけど。あまり無理なことはしないでね？」

「大丈夫です」

　アレンがニコリと笑って返事をするが、何が大丈夫なのだろうとヘルミオスは一つ小さなため息を吐ついた。

　次の日、早朝から冒険者ギルドに向かう。

　いつものカウンターに向かうと、担当者の職員が気づいて、カウンターから出て来る。

「ようこそいらっしゃいました。アレン様。こちらでございます」

　アレンたちとの取引は、品物がカウンターに載り切らないので、個室に案内してくれる。

　個室に着くと、まずダンジョンで手に入れたアイテムを買い取ってもらう。ドゴラとクレナに運んでもらった武器と防具を並べ終わった頃、職員が何人かやってきた。

「こちらに置きますので、いつものようにお願いします」

「承りました」

　運び出されたアイテムは、担当者によって査定を受け、オークションに出すか判断される。

　アレンは一番高く売れる方法で売ってくれたらいいと任せている。

「ドゴラもクレナも荷物持ちすまない」

「何言ってんだ。でもいいのか？　最後までいなくて」

「本当にいいの？」

「ああ、これから少し長くなるからな。終わったら拠点に戻るよ」

　２人が個室から出て行くと、アレンは魔導書を開き、今度はセシルに指示を出す。

「じゃあ、いつものごとく魔導書に魔石を流し込んでくれ」

「ええ。分かったわ」

　セシルは返事して、部屋の一角に積まれた袋の１つを持ってきて、中身をアレンが床に置いた魔導書に流し込んでいく。他の仲間たちも同様に、手分けして作業する。

　この魔石だが、Ｃ、Ｄ、Ｅランクが金貨２０００枚分ずつある。以前はそれぞれ金貨１０００枚分ずつ用意してもらっていたが、神器を奪われたために急いでアレンの召喚レベルを８にしようと、取引量を倍にしてもらった。

　Ｓ級ダンジョンの中の街だけでは魔石が足りず、バウキス帝国の帝都からも空輸することになり、手数料がこれまでの３倍かかっているが、アレンはそれでも問題ないと言った。

　こうして、冒険者ギルドＳ級ダンジョン支部に、毎月手数料を金貨数千枚は支払っているためか、アレンたちが通される部屋は、貴族をもてなすためかと思われるほど広く、テーブルにはお茶に、お菓子、果物などが置かれている。

　お菓子と果物は当たり前のように全て回収する。

「すみません。魔石の回収が終わりました」

　外で待っていたギルドの担当者に声を掛ける。

「……」

　担当者は、膨大な量の魔石がなくなった部屋に対して若干の疑問を顔に表すが、何も言わない。

　この世界には「魔導具袋」と呼ばれる高価だがアレンたちも持っている収納の魔導具もある。

　空間魔法も存在するので、不自然ではないのだ。

「それで、本日もヘルミオスさんから資料を預かっていますので、お渡ししてもよろしいでしょうか？」

「ほ、本当ですか？　以前もすごいものを頂いたのですが」

　今度ははっきりと驚いた顔をする。

「はい。こちらの羊皮紙を……」

　アレンがテーブルに置いておいた羊皮紙を、渡そうと手に取ると、ギルド担当者が慌てだした。

「い、いえ、今回は支部長が受け取ると申しておりますので、そのままこちらでお待ちください。すぐに呼んでまいります！」

　そして、返事を待たずに個室から出て行った。

　仕方ないと待っていると、髭を生やしたムキムキのドワーフが、ギルドの担当者を従えて個室に入ってくる。

「おお、すまねえな。待たせたか」

　数分の待ち時間であったが、アレンはソファーに腰かけたまま寝てしまっていた。

「ちょっと、アレン来たわよ。起きなさい」

「ん？　ああ、すみません。わざわざお越し頂いたのに」

　セシルに肘をつつかれ、寝ぼけまなこで支部長に謝罪する。

「いや、なに。俺はここの支部長でポポッカっつうんだ。よろしくな。それで、今日は何を持ってきてくれたんだ？」

（見た目の割に可愛い名前だな）

　アレンは改めて羊皮紙を差し出した。

「まず、こちらは、Ｓ級ダンジョンの情報の更新分です」

「ほう、すごいな」

　ポポッカ支部長が羊皮紙を開き、感嘆の声を漏らす。

　羊皮紙には、各階層のどこに隠しキューブや宝箱が出たのかを記載した地図と、それぞれから何が手に入るのかを整理したリストが記されている。さらに、リストには、隠しキューブの種類と出現確率、宝箱からのアイテム出現確率、魔獣が擬態している確率などの情報も添えられている。

　アレンは、こういった情報を、月に２回程度整理して、冒険者ギルドに無償で提供している。

「それから、これはクリムゾンが一度に何体のカイザーシーサーペントを呼ぶのかを調査した報告の追加分です。これによると、どうやら一度に１００体が限界のようです」

「は!?」

　ポポッカ支部長は新たに差し出された羊皮紙を奪い取るように受け取り、中身を確認する。

　その肩がわなわなと震え、再び顔を上げた時には、信じられないという顔つきでアレンを見る。

「いかがでしょう？」

　４階層の階層ボスであるクリムゾン＝カイザー＝シーサーペントは、カイザーシーサーペントという別の魔獣を呼ぶが、その数を正確に数えた者はこれまでいなかったので、無限に呼び続けるものと思われていた。

　それが、アレンの差し出した資料によれば、１００体倒すと、以後丸１日は呼ばなかったという。

　報告の詳細として、５回の実験回数とそれぞれの実施日時、そして再度カイザーシーサーペントが出現した日時が記してある。つまり、最低でも５００体のカイザーシーサーペントを倒したことになる。

「これは本当なのか？」

「ヘルミオスさんの調査の結果です」

「勇者とはそれほどの力があったのか？」

「はい。近くで見ると優しい青年なのですが」

　アレンは流れるように出まかせを言う。

　この調査は全てアレンたちが行った。

「まじかよ。前回貰った物も見ていて震えがきたが、これもすごいな。ギルドを通じて冒険者に周知させてもらうぞ」

（しっかり分析や検証もしてね）

　支部長は羊皮紙を担当者に渡す。

「今日の報告はこちらで最後になります。作成に時間がかかったという話なのですが……」

　アレンは地図が描かれた羊皮紙を渡す。

「なんだ？　随分広そうだが、階層の地図……ではないな」

　ポポッカ支部長はどこの地図か分からないので、隣に座る担当者にも見せる。しかし、担当者も見たことのない地図だった。

「それはデスステージ全体図です。デスステージの転移先と、管理システムの位置も記録してあります」

「……え？」

　ポポッカ支部長は、アレンの言っている意味が理解できなかったようだ。

「な!?　そんな……。支部長!!　これはすごいですよ！！！」

　固まってしまったポポッカ支部長の横で、担当者が両手を握りしめて立ち上がった。

「ありえない。こ、こんなもの作れるはずがない……」

　ポポッカ支部長が信じられないといった顔でアレンを見る。

「そんなことはありません。ヘルミオスさんの調査によると、どうやらデスステージは階層ごとに１つずつあり、構造はすべての階層で共通するようです。違うのは出てくる魔獣のようです。ただし、通常の階層からの転移は、地図にある８箇所のうち１つがランダムで選ばれるようです。それから、脱出のための管理システムの場所は……」

　アレンは支部長と担当者に淡々と説明する。アレンはさらに、デスステージの補足資料を渡す。

　こちらには、出現する魔獣のランクや強さなどについて、細かな情報をまとめてある。

「ん？　この１８２９って数字はなんだ？」

「それは、倒した魔獣の数だそうです。どうやらそれ以上に魔獣は湧くようです。ヘルミオスさんからは、１０００体倒してもまだ魔獣が出てきたと聞いています。限度はないのかもしれませんね」

　アレンは淡々と数字を伝えていく。大事なのは、信用してもらうために時間を割くことではなく、信用に足る者が情報を提供することだと考えているからだ。

（信用なら勇者に借りているからな）

　アレンになくて、ヘルミオスにあるものの１つが、この世界における信用だ。

　長年、勇者として活動してきた中で、多くの敵を倒し、数々の国や人を救ってきたヘルミオスは、その辺の王族にも勝る信用を勝ち得ている。

　ギアムート帝国でも、皇帝の話は聞きたくないが、ヘルミオスからの話なら聞くという王族もかなりいるという。

「これは４階層の話だよな？」

「そうですが、資料には、２階層と３階層でも同じことをして、同じく１０００体超えても魔獣が湧いて出たことが書かれています」

　ポポッカ支部長は自分の記憶を確認する。

　４階層のデスステージには、Ａランクの魔獣しか出てこなかったはずだ。受け取った補足資料にもそう書かれてある。

　このような情報を検証するとは、やはり勇者ヘルミオスにはそれだけの力があるのかもしれない。

　そのことを、ポポッカ支部長は確認する必要があった。

「おい、あれを用意してきたか？」

「は、はい。こちらです」

　ポポッカ支部長は担当者から渡された羊皮紙を広げる。

「なになに……グランヴェル領の領主に仕えていた。10歳でマーダーガルシュを倒した可能性あり。支部長が聞き込みで確認しに行ったところ、断られたと」

「……」

　アレンは支部長の読み上げた内容に、一瞬驚いたものの、すぐに黙って聞くことにする。

「学園在籍中にＡ級ダンジョンを５つ制覇か。こんな経歴は初めて聞くが……どうなんだ？」

　担当者に尋ねる。

「は。学園制度が始まって以来、世界初の事例です。１０００年の歴史書をひも解くなら、３人目でしょうか」

　支部長は頷き、その先を読み進める。

「む？　この前の戦争に参加しているようだが……」

「申し訳ありません。その件は、ラターシュ王国とローゼンヘイムからの情報提供がなく、詳細は不明です」

　担当者が補足説明をする。

「しかし、かなりの活躍をしているのは間違いないか。……参謀だと？　ローゼンヘイムの参謀か。どれだけの戦果を挙げれば、初戦で大国の重鎮になれるのか」

　そこまで言ったところで、ポポッカ支部長は顔を上げて、アレンを見る。

「あの、何が言いたいのでしょうか？」

「目的は何だ？」

「え？」

「なぜ、こんなことをする。すまんが、それだけは教えておいてくれねえか。貴重な情報なのは分かる。感謝もしている。しかし、冒険者ってのはそんなことしねえ奴らなんだよ」

　通常、冒険者は、ダンジョン内で得た情報を他に公開しない。なぜなら、冒険者にとってダンジョンとは金を稼ぐ場所であり、そこに挑む冒険者は、基本的には、自分たちの稼ぎのことしか考えない者ばかりだからだ。

　彼らは、命を失うことなく、ある程度稼げたところでダンジョンを出る。その間、自分たちがどうやってダンジョンで生存したか、そこで何を見たかを、公開することはない。十分と思う金額を稼ぐまで、稼ぎポイントの情報を公開することは、自分たちの取り分が減ることになるからだ。

　だから、彼らが他人のことを考えるとしても、それは自分の生死に関係する者、つまりパーティーの仲間までがせいぜいだ。

　それは、１年の間に挑戦する冒険者全体の５割が死ぬ、世界で最も危険なダンジョンである、このＳ級ダンジョンでも変わらない。それどころか、短期間で金貨数千枚が手に入るダンジョンなら、なおさら情報がパーティーより外に出ることはあり得ない。

　もちろん、中にはダンジョンの攻略を夢見る者、そしてパーティーの枠を超えて協力して行こうとする者もいる。しかし、前者は、このダンジョンの難易度に挫折し、逃げるようにして金を稼いで辞めていく。そして後者は、ダンジョンで命を失う。

（だからやってるんだよ）

　アレンから、「勇者ヘルミオスから」といって届けられる情報は、尋常じゃないほど価値が高い。

　前回受け取った、ビービーやスカーレット、クリムゾンの行動範囲、転移先などの情報には、ギルド全体が大騒ぎになった。Ｓランクの階層ボスの移動経路や転移先に法則性があるなど、予測はしても、正確に検証するまでに至らなかった。

　それは、調査の対価が冒険者たちの命だからだ。生きて情報を持ち帰ることができるパーティーは少なく、いたとしても、自分たちの利益しか考えなかったからだ。そうでない者たちは、自分の命を惜しむしかなかったのだ。

　しかし、ここ２、３ヵ月の間に、様々な情報がギルドに報告されている。しかも、時間帯によってＳランクの階層ボスはどこにいるかを、約８割の確率で特定することができるなど、冒険者の生存率を一気に引き上げる、ギルドとしては喉から手が出るほど欲しかった情報だ。

　それを報告したのは、「勇者ヘルミオス」とされているが、実際には目の前にいる、黒髪の少年だ。魔獣を呼び出す不思議な力を持った黒髪の少年が現れたと、冒険者の間で噂になっていることくらいは摑んでいた。

　その不思議な少年が、これまでＳ級ダンジョンに挑んでもギルドに情報提供をすることはなかったヘルミオスの名前を使って、これまで誰も手に入れられず、まとめることのできなかった情報を提供してきたので、これはなにかあると思い、情報収集をしていたのだ。

「このＳ級ダンジョンでは年に５割の冒険者が亡くなりますが、その原因として最も多いのは、Ｓランクの階層ボスとの戦い、そしてデスステージですよね」

「そうだ」

　Ｓランクの階層ボスはありえないくらい強力で、逃げ切れないと死ぬ。

　デスステージは、魔獣が無限に湧くため、脱出できなければいずれ死ぬ。

　特に、後者は死亡したことが正確に確認できないため、ダンジョンから帰還せず一定期間が経過した冒険者は、冒険者ギルド内では死亡認定をする決まりとなっている。

「ヘルミオスさんは、どうにか死亡率を１割以下にしたいと言っています」

「１割以下だと。は？　何故？」

「情報提供の目的をお話ししました」

　アレンは、これ以上今は説明しないと、言葉ではなく態度で示す。

「……」

　支部長も引き下がらず、アレンの顔をじっと覗き込む。

「あと２ヵ月ほど待ってほしいとヘルミオスさんは言っていました」

（年明けには転職について神託が下るからな。それで理由を察してくれ）

　火の神フレイヤの神器が魔王軍に奪われたと聞いて、アレンはラターシュ王国やローゼンヘイムを始め、ゆくゆくは５大陸同盟の同盟国の兵士を武装させるための武器や防具の確保を急いだ。

　しかし、それでは、魔王軍から国を守ることができたとしても、魔王軍を倒すことはできない。

　倒すためには、兵士だけでなく、冒険者の強化が必要だ。

　これは、才能を持つ者をさらに強化する転職制度によって行われる。Ｓ級ダンジョンに挑むことができるほどの猛者なら、かなり強力な才能を持つことになるだろう。

　しかし、現状は、その候補者がバタバタと死んでいる。その状況を少しでも改善できないかと考え、情報提供を開始した。

　また、冒険者の強化には、最上級の武器や防具も必要だ。火の神フレイヤが力を失い、武器、防具が作れなくなるのなら、ダンジョン産の武器や防具を少しでも多くの冒険者や兵に行きわたるようにする必要がある。そのために、宝箱の位置なども公開する。

　こうした情報提供の対価が得られるとすれば、それは人類の存続だとアレンは考えている。

　そのため、昨日は徹夜でデスステージについての情報をまとめた。資料作成には仲間たちも協力してくれているが、地図は、どうしても魔導書を使った方が早くできあがるため、アレンが行わざるを得ず、負荷が集中する。

　ダンジョンの日程を３日半から３日にしたのもそれが理由だ。

　それでも、疲労が回復しきらず蓄積しているが、自分たちの働きによって、年が明けても冒険者が減らずに転職できれば、魔王軍と戦う力が確実に増えることになる。

　今を生きてほしいという思いで、冒険者ギルドに情報を提供し続けている。

「２ヵ月後に何かがあるのか」

「はい。２ヵ月後と言えば納得していただけると、ヘルミオスさんは言っていました」

　アレンは、今はこれだけで納得してほしいと思いながら、ポポッカ支部長をまっすぐ見つめる。

　流石さすがに、世界的な組織である冒険者ギルドに、神託が下る前にその内容を話してしまうと、今後の活動に支障が出る可能性があるのだ。

「分かったよ。情報ありがとうな」

　支部長は苦笑してうなずいた。理由は分からないが、アレンとヘルミオスが同じ拠点に住んでいることからも、名前を借りるのに承諾は得ているだろうし、実際、提供される情報は貴重なものだ。

　冒険者の死亡率が下がるのなら、ギルドの支部長としてこれほど嬉しいことはない。

「では、また情報が更新されたら、お持ちします。ああ、情報は今日までのもので、ダンジョンの構造が変わってしまうまでだということはご承知ください」

　ダンジョンマスターであるディグラグニは、どうやら不定期にダンジョンの構造を変えているようだ。

「そうだな、情報を公表する時は、そのことも注意するよう伝えさせるぜ」

「ありがとうございます。では」

　アレンは、話は終わったとさっさと席を立つ。

　ポポッカ支部長は目の前の地図をもう一度見る。

　４階層のデスステージの地図に、安全に脱走するための経路が記されている。

　この１枚がどれだけの犠牲を減らすことになるのか容易に想像がつく。

「なんなんだよ。アレンって何者だよ」

　ポポッカ支部長が呟いた時だ。

「ふふ」

　アレンに続いて席を立ったソフィーが、ポポッカ支部長を見て、小さく笑った。

「ん？　何か？」

「アレン様は『先駆者』です」

　ソフィーはにっこりと微笑んでそう言った。

　支部長はなんとなく頷いた。

「どうした？　ソフィーもフォルマールも行くぞ。クレナたちが待っている」

「はい。アレン様」

　ソフィーはそう言って、アレンの後に続いたのであった。













第六話　各階層ボスへの挑戦











　アレンたちの拠点では、アレンのパーティーとヘルミオスのパーティーは、可能な限り全員揃って朝食をとることが多い。しかし、その日、ヘルミオスだけが少し遅れてやって来た。

「お、おはよう」

　食堂に入ってくるヘルミオスの足取りは相当フラフラしている。頭が痛いのか、こめかみを拳でグリグリしている。

（お寝坊さんだね。二日酔いってやつなのかな）

「遅かったですね。もう朝食始めていますよ」

「アレン君、君には人の心があるのかな？」

　アレンは状態回復効果のある草Ｃの覚醒スキル「香味野菜」を使ってあげる。

　世にも珍しい勇者の二日酔いには、こんな理由がある。

　アレンたちがＳ級ダンジョンで調べた、階層ボスやデスステージから身を守る術、果ては金策の方法まで多岐に渡る情報は、冒険者ギルドにはヘルミオスの名前を出して提供していた。情報の内容、精度とは別に、その出どころに信頼を感じられることが大切だからだ。

　当然、冒険者ギルドも、同じ理由でこの情報を公表する際にヘルミオスの名前を用いる。

　これに大いに喜んだのが、獣人とドワーフだった。

　獣人たちは、ベク獣王太子が課した、「１年間ダンジョン攻略に従事する」という労役をこなしつつ、退役後の生活のために金を稼ごうとして、主に２階層で活動する。

　そこで、彼らが最も被害を受けるのは、２階層の階層ボスである「ブラッド＝ブラスト＝ビートル」、通称ビービーだ。

　この、高速で移動する甲虫のような見た目のＳランクの魔獣が、おおよそどの位置にいるのか、どれだけ近づけば相手に発見されてしまうのかの情報は、多くの獣人を救ったという。

　その結果、生きて任期を終えることができた獣人たちが、ヘルミオスを見つけては礼を言うようになった。ゼウ獣王子の周りにも、ヘルミオスに礼をしたいと申し出る者が多いらしい。

　これは、アルバハル獣王国が１０００年前にギアムート帝国から迫害を受けた獣人たちの国であること、そしてヘルミオスがギアムート帝国の貴族でもあることから考えれば、常識ではあり得ないことだった。しかし、命が助かり、労役を終えることができたのは事実であり、本国を離れていることもあってか、獣人たちにはヘルミオスを尊敬こそすれ、憎むことなどないようだった。

　もちろん、ゼウ獣王子は、この情報提供はアレンがやっていることだと知っていた。しかし、ヘルミオスが名前を使ってもいいと許可を出していることも知っていたので、獣人たちにはそのように広く周知をした。ヘルミオスもそうなって困ることはなかった。

　そこまでは良い。

　先月、デスステージの全体図及び避難経路が発表されると、ドワーフたちに激震が走った。

　それは、彼らの多くがゴーレム使いであり、ゴーレムを降臨させるための魔導盤にはめる石板を求めて、隠しキューブに接近するからだ。

　隠しキューブは報酬や交換がゴーレム用の石板に偏っており、不要な石板の持ち込み先は神殿しかなく、しかも安く買い叩かれる。ドワーフを含まないパーティーには、危険を冒してまで近づく必要がない。反対に、ドワーフのパーティー、及びドワーフを含むパーティーは、石板を手に入れようとすると、どうしても隠しキューブに頼らざるを得ず、デスステージに飛ばされることが多くなる。

　だから、あの地獄のようなデスステージから高確率で助かる方法があると知って、ドワーフたちは大いに感謝した。情報提供の告知がされた冒険者ギルドの掲示板の前で号泣したドワーフも大勢いたという。

　ドワーフの使う感謝の言葉に、『一杯おごらせてくれ』というものがある。ドワーフは酒好きが多いので、酒を飲むことは、お互いに一番嬉しいことなのだ。

　ヘルミオスは、Ｓ級ダンジョンの街のあらゆる場所で、この言葉をかけられるようになった。

　酒場やレストランだけではない。ヘルミオスが通りを歩いていると、通りに面した酒場から、木のジョッキを手にしたドワーフたちがワラワラと出てきて、「一杯おごらせてくれ」と近づいてくる。

　ヘルミオスは、酒は飲むが、酒豪と言うほどではない。これまで、素早さと五感の全てを駆使して、ドワーフたちの誘いを断っていた。これほどに自分のステータスが高いことに感謝したことはかつてなかったという。

　だが、昨晩は油断があったのか、ドワーフたちに捕まってしまい、酒場に引きずり込まれてしまった。文字通り、浴びるように酒を飲むことになり、夜になってようやく解放され、現在に至る。

「では、今日はビービー討伐に行ってきます」

　涙目のヘルミオスを横目に、アレンは本日の予定を口にする。

　いままで倒せなかったビービーに、いよいよ挑戦することにしたのは、仲間たちの転職が進み、スキルの強化も図られたからだ。

　ソフィーとメルルをのぞく転職組の職業スキルは、レベル５前後でカンストはしていないし、ソフィーの最後の転職もまだなので、もし危険そうだと判断したら、無理せず逃げて、１ヵ月ほどはスキルレベル上げに集中するつもりだ。

　神器が何に使われるのか分からない状況で、階層ボスを無視するのは効率が悪いと判断した。

　また、倒せるなら、魔獣の特徴を分析して冒険者ギルドに報告することができ、そうすれば今以上に死者を減らせるかもしれない。

「……」

　食堂の端では、ガララ提督が無言で朝食のスープを飲んでいる。提督はパーティー解散から１ヵ月以上、アレンたちの拠点に滞在中だが、最初の頃と違い、今回はアレンたちを止めることも、助言をすることもしないようだ。

　朝食を終え、神殿から２階層に移動し、鳥Ｂの召喚獣に乗ってビービーの元に移動した。

　時間帯ごとの出現場所は８割がた把握しているので、目星を付けた場所に鳥Ｅの召喚獣を向かわせると、すぐに見つけることができた。

　ビービーの上空１キロメートルの位置に静止する。眼下に赤いものが動いているのが見える。

「では、メルル先生お願いします」

「うむ、任されよ」

　アレンのボケに、メルルは片手で口ひげをいじるまねをして見せてから、魔導盤を掲げて、鳥Ｂの召喚獣の背から飛び降りた。

「メルルいっきまーす!!」

　メルルが叫び、全長50メートルのミスリルゴーレムが空中に降臨する。

　こういった空中戦法も練習済みだ。

　一対の複眼が上空から迫る巨体を捉えた時には、タムタムはいかに素早いビービーでも回避できない位置まで落下していた。

　次の瞬間、ものすごい衝撃音がして、岩を含んだ土砂が水しぶきのように吹き上がった。

　吹き上がった土砂が舞い散る中に、巨大なクレーターが形成されていて、その中央に、ビービーを踏みつけて立つタムタムが見えた。

「うりゃああああああぁああぁぁ！！！」

　メルルが絶叫し、タムタムがビービーを押さえている足の下に両手を差し込み、ビービーの胴体を摑む。

『ガシュー!!　ガシュー!!』

　自分を握りつぶそうとするタムタムの両手から逃れようとして、ビービーは自由になる足をむちゃくちゃに動かしていた。しかし、アレンたちが降下を開始した時には、その動きは横に逃げようとするものから縦に押しのけようとするものに変わっていた。
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　片足でビービーを押さえつけ、もう片方の足を地面に踏ん張っていたタムタムの体が、徐々に後ろへ傾いていく。

（む？　やはりビービーの耐久力の方がタムタムの攻撃力より高いか。このままだと押しのけられて逃げられるな）

　アレンは数体の虫Ｂの召喚獣を召喚する。

「アリポンたち！　ギ酸で柔らかくしろ!!」

『ギチギチ』

　虫Ｂの召喚獣は、タムタムの腕にまとわりつき、特技「ギ酸」をビービーに浴びせた。

　ところどころで白い煙を吹き、ビービーの強固な外骨格が溶けていく。

　だが、タムタムが握りつぶせるほど外骨格が溶けるより、ビービーがタムタムを押しのけ、足の下から抜け出す方が早かった。

　自由になったビービーは、地面スレスレを旋回し、改めてタムタムに反撃しようとする。しかし、その前に、今度はクレナとドゴラが立ち塞がる。

　ビービーは一瞬動きを止めたが、クレナとドゴラがそれぞれの武器を振りかざし、正面から突撃すると、溶けた上じよう翅しを展開し、羽を震わせて上空に逃れた。

「クレナ、ドゴラ、絶対に捕まるなよ」

「うん、分かってる！」

「おう！　今日は倒すぜ!!」

　ビービーは捕まえた相手の体力を吸って回復するため、倒すにはまず何より捕まらないことが必要だ。そのため、メルルにはタムタムでビービーの羽を破壊するように伝えたが、とんでもなく強固な外骨格に阻まれ、ギ酸も羽まで届かなかった。

（むう、ちょっと外骨格硬すぎるな。まだ、早いか）

　羽を震わせて自在に宙を飛ぶビービーに対し、クレナとドゴラはそれぞれの武器を振りかざして突撃し、かと思うとビービーの攻撃範囲から飛びさり、一定の距離を保って牽制する。

　２人には素早さが３０００上がる指輪を２つずつ装備させている。これは、アレンたちが３桁に達する数の宝箱を開け、各ステータスにつき20個ずつ集めた、ステータスが３０００上昇する指輪の中から選んだ。

　この作戦におけるドゴラとクレナの役割は、距離をとってビービーを牽制し、後衛のところに行かせないことだからだ。攻撃など二の次でいい。

　２人がビービーを引きつけ、その間に的の大きいタムタムを後方に下がらせる。ビービーが宙に逃れれば、ソフィーとフォルマールが弓矢を射かけて体力を削っていく。アレンも竜Ｂの召喚獣を召喚し、遠距離からの覚醒スキル「怒りの業火」で攻撃させた。

　そして、10分ほど経過したところで、ソフィーに次の指示を出す。

「随分体力削ったな。そろそろいいんじゃないのか」

「……はい。アレン様」

　弓を下ろしたソフィーが、どこかかげりのある表情で頷く。

（ん？　何だ今の間は）

　アレンは訝いぶかしんだものの、まさかソフィーもメルルのように「ソフィー先生」と呼ばれてみたかったと思っているとは、想像もできなかった。

「サラマンダー様、お願いします」

『アウアウ！』

　ソフィーの腕から飛び出した火の幼精霊サラマンダーが、ソフィーの魔力を使い、巨大な火の塊に変わっていく。

　そして、アレンがクレナとドゴラに退避の合図を送った次の瞬間、巨大な火の塊がビービーにぶち当たり、反対へ突き抜けた。

『ギース、ギー……』

　燃えながら地面に落下したビービーは、小さく鳴くと、ゆっくりと消滅していった。

（精霊魔法と魔法は違うと。スキルも違うからな）

　アレンの中で、また１つ分析が進んでいく。

『ブラッド＝ブラスト＝ビートルを１体倒しました。経験値１億２千万を取得しました』

（ぶっ。経験値１億２千万きた！　魔神を倒した時は、経験値が入らずレベルが１アップしたけど、魔獣は経験値なのか）

　魔神レーゼルとの戦闘でレベルが１上がったことを思い出す。

　ビービーの消えた後を探すと、Ｓランクの魔石と、カブトムシとクワガタのような模様のあるブロンズメダルが落ちているのを発見した。

「うしうし、Ｓランクの魔石は初ゲットか。デカいな」

　直径30センチメートルはありそうな巨大な魔石は、ギリギリ収納に入った。

「やったわね。私、出番なかったわ」

　戦う仲間を見守るだけだったセシルが、ほっとしたような、不満なような口調で言った。

「まあ、出番は必ずあるわけじゃないからな」

　ビービーは魔法耐性が高いが、精霊の攻撃は通じる。そうした特性を見極め、弱点を攻めるために、多様な職業でパーティーを構成することが大事だと思う。

「それにしても、ソフィーには助かるぜ」

「はい。ドゴラさん。うまくいきました」

　かつてサラマンダーに尻を焼かれたことがあったドゴラだったが、ソフィーもサラマンダーの扱いに慣れて、そうしたアクシデントはもう起こらない。

「さて、次はスカーレットだ。今日はこのまま倒しに行くぞ」

　アレンたちは、ビービーを倒した後、３階層の階層ボスで、Ｓランクの魔獣スカーレット＝サンド＝ワーム、通称スカーレットに挑戦した。

　この魔獣は、あらゆる攻撃に耐性がなく、どんな攻撃も通じる反面、回復力がもの凄く、どれだけ攻撃を加えても、倒しきることができない。３時間かけて倒せず、結局その日は討伐を断念した。

　その後、しばらくレベル上げをして、アレンの強化レベルが８になったところで再挑戦をしたのだが、それでも倒せない。

　アレンの予想通り、強化レベル８になると、召喚獣の２つのステータスが２０００増加した。しかし、強化レベル７だった時から攻撃力が１０００増えても、召喚獣の攻撃がスカーレットの体力を上回ることはなかった。

　その日も３時間の激戦の末、諦めて出直すことにした。







　そして、月が変わって12月になった。

　あれからソフィーは転職して、大精霊使いになった。メルルとソフィーを除く転職組も、スキルレベルが６になり、ステータスが増えた。

　これならばと、今日は四度目のスカーレット討伐に挑戦する予定だ。

「今日はスカーレットに挑戦します」

「何度もすごいね」

「まあ、あいつを倒さないと５階層に行けませんので。ところで、ヘルミオスさんはいつまでこのＳ級ダンジョンにいるつもりですか？」

「う～ん。皇帝陛下は、まだ帰って来いっておっしゃってないんだよね。たぶん、アレン君のダンジョン攻略を見届けることになると思うよ」

　アレンは、普段しないことをする場合には、ヘルミオスと情報を交換することにしている。

　ヘルミオスのパーティーの目標は、Ｓ級ダンジョンの攻略ではないようだ。かといって、装備も金もずいぶん手に入れたようだが、普段は２、３ヵ月程度しか滞在しないというこのダンジョンに、いまだに留まっている。数ヵ月前、ギアムート帝国宛てに火の神フレイヤの神器が奪われた件を報告していたが、それが滞在を延長させているのかもしれないとアレンは考える。

「じゃあ、アレンのスキルレベルが上がるまではいらっしゃるんですね」

　セシルも会話に参加する。

　このペースで行けば、アレンは来月にはスキルレベルが８になるだろう。これには、バウキス帝国の帝都からも魔石を買い付けるようになったことが大きい。

「へ～。アレン君の新しいスキル、見てみたいわ」

　怪盗ロゼッタがそう言うと、皆の視線がアレンに集中する。どうやら特殊な職業である召喚士のスキルに、皆、興味があるようだ。

「そうですね。まあ、今日でスカーレットを倒せなかったら、次は召喚レベルが上がってからの挑戦になるかな」

「ふふふ。それはないよ。僕の超身兵がスカーレットなんてボコボコにするからね」

　メルルが腕組みをし、スカーレットの討伐を宣言する。

「ふふふ」

　クレナもなぜか一緒に腕組みをして不敵に笑っている。

「ちっ」

　ガララ提督の舌打ちを背中に聞きながら、アレンたちは神殿へ向かう。

　３階層の砂漠地帯に移動し、鳥Ｅの召喚獣が捕捉したスカーレットの居場所を目指す。スカーレットは巨大なワームで、砂漠の砂の中を這って移動するため、目視で姿を確認することはできないが、鳥Ｅの召喚獣の「千里眼」でなら捉えることができた。

「今日は私が攻撃するわよ！」

　スカーレットのいる砂漠の上空にたどりつくなり、アレンの後ろでセシルが叫んだ。

　もちろん構わないので、今一度、タイミングについて打ち合わせをする。

「キール。前も言ったけど、回復が一瞬遅いから、その辺注意してくれ」

「ああ、分かっているよ」

「頼むぞ。上手くやらないと、クレナとドゴラが体勢を崩されてしまうからな。今後の階層ボスとの戦いでも必要になってくる連携だ」

「ああ」

　何度も言わなくても分かると不満げなキールだが、アレンはそれでもしっかり念を押した。

「じゃあ、セシル。行くよ」

　全員の準備ができたところで、アーケロンの姿をした魚Ｂの召喚獣を、スカーレットの頭付近まで移動させ、その場でぐるぐると旋回させる。

　スカーレットが魚Ｂの召喚獣に気付き、獲物と見定め近づいて、周囲の砂ごと咥くわえこむ。

「よし、釣れたぞ!!」

　スカーレットが砂から頭を飛び出させ、数十メートルの高さまで持ち上げたところで、待ちかまえていたセシルが叫ぶ。

「小隕石プチメテオ!!」

　砂から垂直に突き出したスカーレットの頭に、真っ赤に焼けた巨大な岩の塊が真上から直撃した。

　知力と魔力をそれぞれ３０００上げる指輪を装備し、２度の転職を済ませステータスがカンストした今のセシルが使うエクストラスキル「小隕石」は、ローゼンヘイムでの戦争で使った時とは比べ物にならない程の威力を発揮し、一撃で巨大なワームの頭を粉砕し、そのまま胴体部分も押し潰していく。

　小隕石落下の衝撃が砂漠を半球型にえぐり、できあがったクレーターの中にスカーレットの残った体が横たわっている。

　クレナとドゴラがクレーターの斜面を駆け下り、頭の潰れたスカーレットに突っ込んで行く。もう何度も戦っているので、この程度の攻撃でスカーレットが死なないことは分かっている。

　頭のなくなったスカーレットの胴体が起き上がり、傷口が再生していくのを見上げながら、２人は胴体への攻撃を開始した。

（急所みたいなところがなく、どこを攻撃しても変わらないんなら、急所を作ればいい）

　あらゆる攻撃に対して一切の耐性のないスカーレットだが、決定的な弱点もない。ダメージを与えられた箇所を念入りに攻めていくしかないが、それではダメージで回復量を上回ることができなかった。

　そこで、本日は新しい作戦を実行する。

「タムタム、降臨!!」

　メルルがミスリルゴーレムを召喚する。
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　巨大化用石板を手に入れ、以前から持っていた超巨大化用石板と合わせ、タムタムは「超身兵」になった。元々10メートルだった身長が１００メートルになり、ステータスも最初の５倍になる。これは、アレンの召喚獣も含めたパーティーの中で、最も巨大で最もステータスが高い。

（すごい迫力だな。欠点と言えそうなのは、キールや召喚獣からの補助が効かないことくらいか）

「光束剣ビームソード!!」

　メルルは、スキル「光束剣」を発動するのに、アレンがつけた技名を叫ぶ。

　タムタムの手首から光が発せられ、剣のかたちに収束し、固定化した。

　砂に足首まで埋まりながら、タムタムはクレーターに踏み込み、スカーレットの胴体に近づくと、横たわる体に光の剣を振り下ろした。大量の体液が吹き出し、スカーレットの胴体が前後に分割される。

「お!?　片方が動かないぞ!!」

（超巨大化用石板だけの時とは違う結果になったな。これは攻略法発見か？）

　分割されたスカーレットの、尻尾に近い片方が動かないので、まだずるずると動いている、頭に近い方の胴体を光の剣で切りつける。どんどん小さくして、攻撃を一点に集中しようという作戦だ。

　再生能力が分割したそれぞれを再生させ、２体に増えるのではないかと心配していたが、そんなことはないようだ。

「あ、地面に潜っちゃうよ」

　メルルが、動く方の胴体が砂の中に入ろうとしていることに気付いた。

「ソフィー。大精霊の顕現を頼む」

　同じくスカーレットの動きに気づいていたアレンが指示を出す。

「はい！　大精霊ノーム様。お力をお貸しください」

　ソフィーがエクストラスキル「大精霊顕現」を発動すると、砂の中から姿を現した大精霊ノームが、砂漠の砂同士を接着し、岩盤のようにカチカチに硬化させていく。

　スカーレットが地中へ逃げられなくなったところに、再びメルルがタムタムの光の剣で切りつける。

　スカーレットの大きさが、最初の16分の１になったところで、クレナがエクストラスキルを発動し、ザクザクと切りつけていく。アレンも竜Ｂの召喚獣に覚醒スキル「怒りの業火」を使わせ、丸焼きにしていく。

　逃げられず、反撃もできないスカーレット相手に、一方的に攻撃を加え続け、20分ほどが経過したところで、アレンの魔導書にメッセージが表示された。

『スカーレット＝サンド＝ワームを倒しました。経験値を２億５千万取得しました』

　スカーレットの姿が消え、Ｓランクの魔石と、ワームの模様が浮き彫りにされたアイアンコインが現れる。

「おおお！　た、倒したぞ!!」

　メルルが歓声を上げた。何度も何度も挑戦して、ようやく倒したのだ。

　仲間たち全員が嬉しそうで、普段は仏頂面のフォルマールすら、笑顔を浮かべている。

（これだよ。こうじゃなきゃ！）

　ただ戦うのでは敵かなわなかった相手に、試行錯誤を繰り返し、ようやく攻略法を見つけた時の喜びは、アレンが前世でも味わった、最も楽しかった時の記憶だ。

「これで、あとはクリムゾンだけだな」

「ああ」

　ドゴラの言葉に頷きながら、アレンはクリムゾンを倒したその先のことを考えている。

　ガララ提督のパーティーは、20人のメンバー全員がミスリルゴーレムの超身兵を降臨させて、それでも最下層ボスに勝てなかった。

　スキルレベル８が攻略の最低条件になるのかとアレンは考えるのであった。













第七話　Ａランクの召喚獣開放











　アレンたちはスカーレットを倒した後、クリムゾン＝カイザー＝シーサーペントに２回ほど挑戦したが、倒すことはできなかった。白竜と同程度の強さを持つカイザーシーサーペントを最大１００体呼ぶクリムゾンに対し、仲間たちのエクストラスキルを温存する方針で戦ったため、倒しきることができなかったのだ。無理をすれば倒せるだろうという手応えを感じつつ、先に持ち越すことにした。







　年が明けた１月１日、教会に神託が下った。

　その内容は、精霊神が言っていたとおり、火の神の力が弱まったこと、そして４月に転職制度が開始されることを告知するものだった。

　転職制度の詳細について、また後日神託が下るということだったと聞いて、もしかして、方針が完全に固まっていないのかもとアレンは思った。

　３日間のダンジョン探索から帰還した翌日、アレンたちは冒険者ギルドでの取引を終えると、急いで神殿に向かった。

　通常は、ダンジョンから戻ってきた後の２日間は休日となるのだが、昨日、スキルレベルが上がった時に、魔導書に表示されたログが、アレンの予定を変えた。その予定を話すと、セシルを始め、パーティーの仲間たちは一緒に行くと言ってきた。そこで、朝食を済ませると、いつもはアレンを含めて２、３人だけのところ、今日はパーティー全員で冒険者ギルドへ行ったのだった。

「ちょっと、遅くなったな」

　神殿へと急ぐアレンは、ワクワクが止まらない。

（この気持ちの高揚はいつ以来か）

　あと少しで神殿の入り口に並ぶ列が見えてくるというところで、ヘルミオスたち「セイクリッド」のメンバーに会った。

「待っていたよ。一緒に行ってもいいかい」

　ヘルミオスが微笑んでいる。今朝、出かける前に予定を伝えたところ、アレンたちがダンジョンでしようとしていることに興味を持った様子だったので、よければ一緒に行きますかとだけ言っておいたのだった。

（お？　全員いるのか？）

「構わないですよ。ただ、検証に時間がかかると思いますので、その辺はご勘弁を」

　ヘルミオスたちを同行させ、ダンジョンの２階層に移動する。

　神殿に向かう行列に並んでいる間、アレンは何度も、魔導書のログからメモ機能に転写した記録を見る。何度見てもワクワクさせられるログだ。

『合成のスキル経験値が10億／10億になりました。合成レベルが８になりました。召喚レベルが８になりました。魔導書の拡張機能がレベル７になりました。等価交換スキルを獲得しました。王化スキル〈封〉を獲得しました』

　先日の晩、とうとうアレンの召喚レベルが８になったのだ。

（ぐふふ、とうとうＡランクまできたで。15歳で達成できるとは）

　15歳の今日まで、ひたすらにスキルレベルを上げ続け、とうとうＡランクの召喚獣を召喚できるようになったのが嬉しくて、アレンは涎よだれが止まらないほどだ。




【アレンの成長の記録】

・01歳00ヵ月　魔導書獲得、召喚レベル１、召喚獣Ｈ

・01歳10ヵ月　召喚レベル２、合成スキル獲得

・03歳00ヵ月　召喚獣Ｇ

・05歳11ヵ月　召喚レベル３、強化スキル獲得、召喚獣Ｆ

・07歳09ヵ月　召喚レベル４、収納スキル獲得、召喚獣Ｅ

・09歳10ヵ月　召喚レベル５、共有スキル獲得、召喚獣Ｄ

・12歳09ヵ月　召喚レベル６、覚醒スキル獲得、召喚獣Ｃ

・13歳11ヵ月　召喚レベル７、高速召喚スキル獲得、指揮化スキル獲得、召喚獣Ｂ

・15歳03ヵ月　召喚レベル８、等価交換スキル獲得、王化スキル獲得、召喚獣Ａ




　魔導書を覗き込み、これまでの記録を見返しながらニタニタしているアレンを、セシルたちはなかば呆れ、なかば心配そうに見守っている。

　火の神フレイヤの神器が魔王軍に奪われ、その所在も、神器を奪った目的も分からない。そんな危機的な状況下で、アレンのスキルレベルアップは、数少ない希望の１つといえる。だから、単純な関心だけでなく、実際どのようなものなのか知っておく必要があると考える。

　しかし、セシルたちは、それだけでアレンの検証作業についていこうとしたのではない。

　今回、召喚獣の検証をするが、巨大な召喚獣が出現した場合には、拠点の庭先が大変なことになってしまうので、アレンはダンジョン内で検証するつもりだと仲間たちに伝えた。

　アレンが、ことスキルの検証となると、周りが見えなくなるくらい没頭するのは、皆が知っている。魔獣の跋ばつ扈こするダンジョン内でもおかまいなしで、危険が近づいても気がつかないのだ。

　そのことをセシルが指摘すると、クレナやソフィーだけでなく、ドゴラ、キールも同行しようと言ってくれた。

　ほどなくして、神殿に入ることができたので、２階層に転移すると、すぐに鳥Ｂの召喚獣に乗り、他の冒険者のいないところに移動する。

（さて、整理も兼ねて１つ１つ検証するぞ）

　昨晩のうちに、全ての召喚獣のカード化は済ませていた。

　召喚に必要なＡランクの魔石は、ローゼンヘイムでの戦争と、このＳ級ダンジョンでの戦いで、十分な数を確保している。

（魔導書のホルダーは、予想通り70枚から10枚増えて80枚になったな）

　所持できる召喚獣のカードの上限数は、スキルレベルが上がる度に、10枚ずつ増えていった。

　今回も10枚増えたので、貰える召喚獣の加護も10体分増えたことになる。

（まずはスキルからだ。今回手に入れたのは「等価交換」と「王化」。等価交換スキルからにしよう）

　等価交換スキルを使いながら、ランクを変えながら、何度か召喚獣を呼び出してみる。

　その結果、等価交換スキルを使うと、魔石の消費に変化が起きたことがわかった。

　今までは、召喚獣を呼び出すのには、同じランクの魔石を使うしかなかった。たとえば、Ｃランクの召喚獣は、Ｃランクの魔石がなければ呼び出せない。

　しかし、等価交換スキルを使うと、ランクに関係なく、かつ、複数の魔石を組み合わせて召喚することができるようになった。

　具体的には、魔石１個で、１つ下のランクの召喚獣を10体呼び出すことができ、また、魔石10個で１つ上のランクの召喚獣を１体呼び出すことができるようになったのだ。

　そして、魔石１個で１つ下のランクの召喚獣を呼び出す際、魔石の魔力の総数が召喚獣の数に比べて余った場合、余った分の魔力に相当する数の魔石が、召喚獣と一緒に生成された。

（等価交換はかなり使えるな。これで一部の魔石が足りなくて困ることがなくなるな。スキル経験値稼ぎも捗はかどるぞ）

　等価交換スキルは、魔石を魔力量として換算するようだ。これは、魔導具を動かすのに必要な魔石量の計算と同じだった。Ｄランクの魔石１つで動く魔導具は、Ｅランクの魔石10個でも動かすことができる。これを元に、魔石の販売価格のレートも、たとえばＤランクの魔石一個はＥランクの魔石の10倍の価格というふうに決められていた。

　仲間たちに見守られていることを意識せずに、アレンは分析結果を魔導書に記録していく。




【等価交換スキルの効果】

・Ｄランクの魔石１個で、虫Ｅの召喚獣10体を召喚できる

・Ｄランクの魔石10個で、虫Ｃの召喚獣１体を召喚できる

・Ｄランクの魔石１個で、虫Ｅの召喚獣１体を召喚し、Ｅランクの魔石９個を生成できる




（もう１つのスキル「王化」は封印されたままか。っていうか、魔神レーゼルを倒してからレベル上がっていないんだけど）

　ローゼンヘイムでの戦争で、魔神レーゼルを倒した時、アレンはレベルが76になった。しかし、あれからまったくレベルが上がっていない。

　レベルを76から77に上げるのには、４０００億の経験値が必要だ。現在、仲間たちの強化と装備集めを中心にダンジョン探索を行っているために、経験値の稼ぎがおろそかになっている。

　Ｓランクの階層ボスからの取得経験値は大きいが、装備やスキルが整わず、また、階層が広すぎることもあり、とてもじゃないけど効率よく倒せる態勢ではない。

「さて、次はいよいよ召喚獣を出してみるか。どんなのか見たいし」

　生成したカードに表示された絵柄で何となくイメージできているが、実際に召喚してみないと大きさまでは分からない。

「どんなのかしら？」

　ずっと近くで見守っていたセシルが、アレンの独り言を拾って話しかけた。

　周囲を警戒していた仲間たちも、ヘルミオスのパーティーも、アレンの方を向いた。

　アレンは選んだカードを見る。描かれているのは、前世では、神話の存在として知られていた怪物だ。この世界に来た頃からずっと、こんな召喚獣を呼び出したかった。

「せっかくなので最初はデカいのから行くぞ。出てこいオロチ！」

　アレンが竜Ａの召喚獣を呼び出すと、山のように巨大な召喚獣が現れた。

『グルアアアアアア！！！！』

『グルアアアアアア！！！！』

『グルアアアアアア！！！！』

　思わず耳を塞ぐほどの大音量で、しかも複数の叫び声が響き渡る。森と平原の２階層のあちこちで、小型の飛行する魔獣が飛び立っていった。

「何だこりゃ！　すげえええ！！！」

　ドゴラが竜Ａの召喚獣を見上げて絶叫した。確かに、あまりにも巨大すぎて、地上からはその全体像を把握することができない。

（ホークの視界で確認するか）

　上空に鳥Ｅの召喚獣を飛ばして全体を確認すると、竜Ａの召喚獣は、ヤマタノオロチ、ヒュドラーのように分かれた５つの首を持つ、全長１００メートルはありそうな大蛇の召喚獣だった。
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「ステータスも、強化も何もせず１万に達したか。というか特技が２つあるぞ」

　アレンは魔導書の数値と見比べて、改めて竜Ａの召喚獣の巨大さを実感する。

　この巨体が持つ、１万に達するステータスなら、Ａランク上位の強さの魔獣とも互角に戦えるだろう。これを、他の召喚獣のバフスキルや、キールの補助魔法などでさらに強化すれば、これまでにない戦力になるはずだと考える。

　その後、他の召喚獣についても、１体ずつ呼び出して確認していく。召喚獣の特技や覚醒スキルは、使う場面によって向き不向きが変わることがあったり、効果を実感できたりできなかったりするため、ざっと一通り見ていくだけにしておく。

（よし、とりあえずこんなものか。じゃあ、いよいよメインディッシュだ。新しく追加された系統の召喚獣だからか、他と雰囲気違うからな）

　アレンの表情が変わったことに、いち早く気づいたのはクレナだった。なんとなく緊張しているように見える。

「どうしたの？」

「あ？　いや、今回実装された召喚獣が、なんとなく他と違う気がするんだ。とりあえず、出してみるよ」

　はっきりと言語化できるほどの違和感ではない。１年ぶりくらいに追加された、新しい系統の召喚獣に、気持ちが高揚しすぎたのかなと思う。

「うん。私も楽しみだ」

　仲間たちの視線が集まり、クレナも楽しんでくれている中、アレンは、最後の召喚獣のカードを、魔導書のホルダーから取り出す。

「よし、出て来い」

　カードが光の泡になり、消えていくのと入れ替わりに、10代後半くらいの男性の見た目をした召喚獣が姿を現した。半裸で、くせの強い髪型をした頭の上に光の輪が浮いていて、背中には羽が一対生えている。地面から少し浮いているが、大きさはアレンたちと同じくらいだ。

（カードの絵柄の通り、完全に天使だな。というかカードに天使Ａって書いてあったし）

　天使Ａの召喚獣が、アレンを見た。１人と１体が沈黙のまま見つめ合う。

『……』

「……」

　しばらくそのまま見つめ合っていたが、不意に天使Ａの召喚獣はアレンから視線を外し、辺りを見回す。まるで、自分がどこにいるか分からないようだ。

　そして、一通り辺りを見回すと、今度は自分の両手や体を見たり動かしたりした。まるで、自分の身に異変が起きているか、あるいはいないかを確認しているようだ。

　そして、それが終わると、再びアレンと、その場にいる仲間たちを、改めて一人ひとり眺めていった。

（何か混乱しているのか？　大丈夫か？）

　アレンが近づこうと一歩前に出た時、急に天使Ａの召喚獣が叫び出した。

『そうか!!　エルメア様は聞き入れてくださったのか。キュベルめ。見ておれ！　ぶっ殺してくれる!!』

　喜びを爆発させ、物騒な言葉を口にする天使Ａの召喚獣を見て、

（何か気合の入った天使が召喚された件について。Ａランクになると、また別の法則が生まれるのか？）

　召喚レベル８になって、新たに召喚できるようになった召喚獣の系統である天使は、ステータスが他と違うようだった。

　魔導書に表示されるステータスを確認する。
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（ステータスは他のＡランクの召喚獣の最大値の２倍あるな。これなら、召喚獣の火力不足が解決しそうだな）

　これまでは、ランクが同じ召喚獣は、ステータスの最大値も同じだった。しかし、天使Ａの召喚獣だけは、他の同ランクの召喚獣と比べて２倍の最大値がある。

　ローゼンヘイムでの魔神レーゼル戦において、召喚獣はクレナたち前衛職より火力が劣るため、守りやターゲット分散、回復に徹するしかなかった。しかし、この天使Ａの召喚獣なら、クレナたちとも肩を並べて前衛に立てそうだ。

（加護もすごいな。全ステータス２０００とか？　これって80枚全て天使にしたら、俺のステータスはすごいことになるんじゃないのか？　少し増やしてみるか。む？　できないぞ。１体のみってことか？　他の召喚獣もか？　ってできるぞ）

　Ａランクの魔石はまだ大量にあるが、天使Ａの召喚獣はこれ以上生成ができない。どうやら生成できる枚数に制限があるようだ。

　魔導書をのぞき込み、分析に没頭するアレンの周囲では、ヘルミオスのパーティーの仲間でグレタという聖女が、大きく息を飲み、震える手から杖を落としてしまう。

「このお方は……！」

「ん？　グレタ。どうしたんだい？」

「ヘルミオス様。この方はもしかして」

　同時に、精霊神が定位置であるソフィーの肩から地面に降り、その場にひざまずき、天使Ａの召喚獣に向かって深く頭を下げている。

『ソフィアローネも、ほら、お辞儀しなさい』

「は、はい」

　精霊神の言葉に従い、ソフィーもその場にひざまずいて頭を下げた。

『しかし……創造神エルメア様はなんてことを。これはどういうことだろうね。はは』

　精霊神の笑いはいつもと違いぎこちなく、とても乾いていた。

　精霊神とローゼンヘイムの王女が頭を下げたことにより、相手がただの召喚獣ではないことが、アレン以外の誰にも推測できた。

「あ、あの。アレンさん。このお方はもしかして……」

　聖女グレタがある推測を確認しようと声を掛けた時、魔導書とにらめっこしていたアレンが、ようやく違和感の正体に気づき、いきなり叫びだした。

「ああ！　分かった!!　名前だ！　最初から名前がメルスになっているぞ!!」

「え……、やはり!!」

　グレタの表情が確信に変わっていく。

　召喚獣は、いつもカード生成する際に自分で名前を決めていたが、天使Ａの召喚獣だけは、登録をした覚えがないのに名前が入力されていたのだ。

（メルスか。何か聞いたことある名前だな。それにしても、メルスね。メルスはどうなんだろう？）

「やはり、メルスだと、メルルと名前が似ているし。別の名前にするか。天使、てんし、テンテンにするか」

　我ながらセンスの良い名前を思いついたとアレンは思いながら、さっそく魔導書で名前を書き換えようとする。

（テ、ン、テ、ン、っと……あれ？　何だ、名前が変更できないぞ。自己主張の強いメルスだな）

　召喚獣の名前は、何度でも変えられるはずだが、なぜか今回は変更できない。

　そこへ、グレタが声をかけた。

「あの……アレンさん。このお方は、第一天使メルス様ではないのですか？」

「第一天使？」

（あれ？　そういえば、メルスってエルメアの……ってなんで、ソフィー土下座してんの？）

　アレンがようやくソフィーと精霊神の様子に気づいた時、

『そうだ』

　天使Ａの召喚獣が、グレタの言葉に返事をした。

　それを聞いたグレタやヘルミオスを始め、皆がひざまずいて敬意を示すが、アレンだけは、突っ立ったまま、学園で習った神学の知識を思い出している。

（……ああ、思い出した。たしか、第一天使とか言われているメルスだっけ？　というか、なんで第一天使が召喚獣になってんの？）

　この世界には、創造神エルメアを頂点に、四大神と呼ばれる四柱の神や豊穣の神、戦神、獣神など、多くの神が存在する。

　そして、それぞれの神は、神界の外に力を行使するための代理として、さらに多くの天使を従えている。

　そして、それら数え切れないくらいの天使の中で、最も有名な天使が、名前をメルスという。創造神エルメアの筆頭天使であり、エルメアの意志を他の神に伝えたり、教会への神託を下したり、エルメアの側仕えとして彼の世話をしてもいるため、エルメアを信仰する者たちは、敬意と畏怖を込めて「第一天使」とも呼んでいる。各国の大聖堂には、必ず創造神エルメアを描いた絵画があるが、その中にメルスも描かれているし、神官の中には、名前も知られない小さな神よりも彼の方が上の立場であると考える者がいるほど、メジャーな存在だ。

（え？　本物の天使が召喚獣に転職したの？　名前変えたいんだけど）

「え？　何で召喚獣やっているんですか？」

　アレンは思ったことをストレートにメルスに質問した。

『ふむ。何から話をしたものか……』

　アレンの問いを聞き、頷きながら辺りを見回したメルスは、アレンの後ろの方でひざまずく者たちの最前に、精霊神ローゼンを見つけた。

『ああ、ローゼンか、久しいな。精霊神になったか』

『はい。第一天使メルス様、ご無沙汰しております』

『それが、こんなに近くにいるのに気づかないとは……私はもう第一天使ではなくなったということか』

　メルスは、皆に立つよう身振りする。

『やはり、火の神フレイヤ様をお守りしての戦いで、討たれてしまったという話は本当であったのですね』

　立ち上がったソフィーの肩に戻り、ローゼンは痛ましげな顔でメルスに話しかける。

『フレイヤ様が攻められたことを、お前たちは知っているのだな』

『神界に参り、神々や天使から聞いております。メルス様亡き後は、ルプト様が代行するというお話でした』

『なるほど……ローゼンよ。私が討たれた後、神界がどうなったのか、詳しく聞かせてくれないか？』

『はい。それでしたら……』

　精霊神は、メルスの要望に応え、火の神フレイヤが神器を奪われ力を弱めたこと、魔王軍が奪った神器をどう使おうとしているかはいまだ不明であること、これに対抗して神界が転職制度を始めると決めており、人間たちの世界に神託を下したことを伝えた。

『……そういうことになっていたのか』

　メルスはそう言って黙り込んだ。

『ところで、第一天使様はなぜ、アレン君の召喚獣になっているのですか？』

『それは、そうだな……。私が召喚士の仕組みを考えたからだ』

　メルスがぼんやりした口調で、しかしおそろしく重要なことを口にする。

（うは、製作者だったのか。あの手足の生えたリンゴの召喚獣もお主が決めていたのか。なかなかいい趣味しているな）

　メルスは、火の神フレイヤが魔王軍に攻められていると知り、創造神の神殿から援護に駆けつけたが、魔王軍を指揮する上位魔神キュベルに敗れてしまった。絶命する直前、去年の３月、４月の時点でＡランクの召喚獣の設定が完全に決まっていなかったことを思い出し、死後の自分をそこに入れて欲しいと、エルメアに願ったと言う。

（お？　結構ギリギリまで設定を粘る形だったのか。それにしてもキュベルはもしかしてあの時消耗していたのか。戦えば倒せたのか？）

　アレンたちは、上位魔神キュベルと、ローゼンヘイムでの戦争の終結直前に会っている。ローゼンヘイムに攻め込んだ魔神レーゼルとの戦いに現れたのだが、あれは神界でメルスを倒した後だったのかもしれない。軽く会話をしたと思ったらいなくなってしまったのは、あるいはキュベルも傷ついていたのかもしれないと考える。

『そうか！　だが、やったぞ！　お陰で口うるさいエルメア様の束縛から抜け出すことができた！　私は自由を得たのだ!!』

　天使メルスが両手を掲げ、自らの解放の喜びを爆発させるのを見て、第一天使の英名も最後の一言で台無しだなとアレンは思う。







　Ｓ級ダンジョンの４階層は、海を思わせる広大な水の世界である。ところどころに巨大な円形の葉が浮いていて、冒険者のための足場になっている。

　アレンは今、その足場となる葉の１枚に乗っている。仲間たちと、ダンジョンから帰還した後、冒険者ギルドに提出する資料を確認していた。

　そこへ、魔導書がログを表示する。

『クリムゾン＝カイザー＝シーサーペントを１体倒しました。経験値３億４千万を取得しました』

　そして、宙を移動し、天使Ａの召喚獣である元第一天使メルスがやってくる。

『こんなところだ。すまない、アレン殿。時間を食ってしまった』

「いや、お陰で楽が出来た」

　アレンは顔を上げ、辺りを見回した。

　海上には壮絶な戦いの痕跡がある。アレンたちが乗っている足場の葉以外の葉が、ぼろぼろの消し炭になっていて、その合間に、カイザーシーサーペントの死骸がいくつも浮いている。

　召喚獣になった元第一天使メルスが、自分の力がどうなったのか知りたいと言うので、魔獣と戦ってもらっていた。

（クリムゾンを１体で倒してしまった件について）

　ステータス的にＡランクの魔獣も階層ボスも問題がないと判断し、２階層から順に、Ｓランクの階層ボスと戦ってもらってきた。

　３階層のスカーレットこそ倒せなかったものの、ビービーもクリムゾンも単独で倒してしまった。

『あの巨大なワーム以外は何とかなるといったところか』

「まあ、流石にあの再生能力では無理かな」

　アレンは、メルスにも他の召喚獣と同じように接することにしている。

　メルスが、自分に対して敬語は不要と言ったのが理由だ。アレンの仲間たちにも、呼び捨てで構わないし、畏まる必要はないと言っていた。

　これは、殊勝な態度ではなく、堅苦しいのを嫌う正直な性格が理由のようだ。

　あるいは、以前「口うるさいエルメア様の束縛」と口にしていたことを考えると、天使だけに羽を伸ばしたいのかもしれない。創造神エルメアからどんな扱いを受けてきたのか分からないが、第一天使は大変だったのだろう。

『今の私には、倒せない魔獣がいるのだな』

　メルスは少し残念そうだ。

「召喚獣になってからは、天使だった頃と比べてどれくらいの力が出ているんだ？」

『どうだろう……半分以下にはなっているだろうな』

「じゃあ、上位魔神キュベルは、今のメルスの倍以上の力があるということか」

『そういうことだ。アレン殿たちの力を拝見したが、今戦ったとして、キュベルが本気を出す前に全滅させられるだろうな』

　メルスはアレンたちに対して「殿」を付ける。かつては教皇も名前を呼び捨てだったと聞くが、これは召喚獣になったことによってけじめをつける意味合いがあるようだ。

「まじかよ。今の数倍でも倒せないってどういうことだよ」

　自分たちの戦おうとしている者の強さを想像して、キールが頭をかかえている。

「さて、そろそろ夕方だ。ダンジョンを出るぞ」

　アレンの掛け声で拠点に戻り、夕食の後はダンジョン内で集めた情報を羊皮紙にまとめた。

　翌日はパーティーの休日だが、アレンはセシル、クレナと一緒に、羊皮紙を持って冒険者ギルドへ向かう。この流れは去年から変えていない。

　冒険者ギルドでは、いつものごとく、個室で膨大な量のアイテム取引を行い、その後、ポポッカ支部長にデスステージの地図を渡す。地形が変わっていたので、羊皮紙には全体図と逃走経路をまとめてある。

「こちらが、４階層のデスステージの新しい地図です。出てくる魔獣も変わっていました」

「そうか。すまないな」

「他の階層は確認しておりませんので、ご了承ください。恐らく地形は変わっていないと思いますが、出現する魔獣が変わっている可能性があります」

　ポポッカ支部長は受け取った羊皮紙の内容を確認している。

（渡すものは渡したな。じゃあ、帰っていいよね）

「では、これにて」

　アレンがそう言って席を立とうとした時、ポポッカ支部長が口を開いた。

「先日、うちの支部にも、エルメア教会からの神託が下ったとかで、神官が話をしに来たぜ。あんたが言っていた通り、やべえことになりそうだ」

「情報提供も提案もヘルミオスさんからですよ。私は連絡しているだけです」

　たまにはヘルミオス本人にも言ってほしいですよとアレンは文句を言う。

「……その提案だがよ、冒険者ギルド本部から正式に承認を受けたよ」

「え？　そうなんですか。おめでとうございます」

（よかったね。これで俺の手間も無くなるな）

　アレンは先月、ポポッカ支部長に１つの提案をした。それは、ダンジョンに関する情報を冒険者から収集し、精査して冒険者たちに提供する部門を作るというものだった。

　提案するにあたり、アレンはこの新たな組織「ダンジョン情報部」の構想をまとめた提案書を作成した。

　これまで、冒険者ギルドが冒険者に提供するのは、魔石や武器、防具の取引代行であった。しかし、「情報」は、時に高価な武器や防具に勝るものである。特に、デスステージのように危険な場所では、どんな防具にもまして、冒険者の命を救うものだ。

　実際、冒険者ギルドがＳ級ダンジョンの情報を公開するようになって、その月の死亡率が１割切ったという。これなら、年に５割という冒険者の死亡率を、２割程度まで引き下げることができるとアレンは考えている。

　今後、魔王軍との戦いがどのような形で勃発するか分からない以上、世界で生まれてくる人のうち１割しか現れない才能の持ち主を、貴重な戦力に育てる場が必要だ。Ｓ級ダンジョンをはじめ、世界各地のダンジョンが、可能な限り安全な、冒険者のレベル上げの場所であってほしい。

　だが、アレンは、攻略後は、このＳ級ダンジョンを離れることになる。いつまでも攻略情報の収集や分析をすることはできない。だから、アレンがいなくなった後も、冒険者ギルドには自立した、そして永続的な組織作りをしてもらおうと、冒険者から有償で情報を収集し、精査してまとめ、必要な冒険者に有償で提供する組織の概要と試算を提案書にまとめた。

　それが、神託によってもたらされた危機感、そして冒険者ギルドＳ級ダンジョン支部の実績と合わさって、本部での承認につながったのかもしれない。

「それで……この『提供ポイント』についてだが」

（む？　まだ話が続く感じか）

　早く帰りたかったが、自分の提案に関して質問があると言われては断れない。

「それがどうかしたのですか？」

「いやデスステージの情報に対する報酬が、金じゃなくてポイントってのは、どう説明したらいいんだ？」

「う～ん。まあ、お金でもいいですよ。その辺は提供した人に選ばせたらいいんじゃないでしょうか？　ただ……」

　アレンは、情報提供者への報酬として、ポイント制を提案した。これは、累積によって、貴族や商人、他業種のギルドへの推薦状や、名誉を表すアイテムに換えられるものとする。

　これは、Ｓ級ダンジョンで金を稼いだ冒険者のその後を考えたものだ。

　Ｓ級ダンジョンでは、金貨１万枚以上を稼いだ時点で引退する冒険者が、全体の半分を超える。金貨が１万枚もあれば、一生安楽とは言わないまでも、第２の人生を歩むのに十分な基盤を得ることになる。

　そして、第２の人生を歩もうとした時、資金以上に必要になってくるのは、肩書であったり、新規事業に参入するための推薦状であったりする。逆に、こういったものがないと、結局稼いだ金を使い切って、再び冒険者に戻ったり、犯罪組織の用心棒になったり、街の治安を乱す冒険者崩れになってしまう可能性が出てくる。

　そこで、他の冒険者や、ダンジョンの周辺で生活する人々に有用な情報を提供した冒険者には、世界的な組織である冒険者ギルドが、引退後の人生を全面的にバックアップする仕組みを考えた。

　冒険者ギルドへの貢献が記録されて保証されれば、貴族や商人が元冒険者を雇おうとする際の安心材料にもなる。

　それに、Ｓ級ダンジョンでは、そもそも情報を提供せずとも現金は稼げる。冒険者ギルドが身元を保証する前提のポイントは、冒険者にとって現金以上の価値を持つし、冒険者ギルドも現金を消費しなくてすむ。現金での支出を推薦状の代書費用程度に抑え、持続的に活動することができる。

　さらに、手に入れた情報を、必要な冒険者に売ることで、ギルドは現金収入を得ることができる。

　収入は情報部の部員への給金になり、情報分析に長たけた部員を増やす資金にもなるはずだ。

「確かに、そうか。なるほど」

　頷くポポッカ支部長の隣では、担当者がアレンの話を必死にメモしている。

　何度も「ちょっと待ってください」と言われるので、その度にメモを取る時間を与える。

　この担当者が情報部の部門長に就任するらしい。

「冒険者ギルドの支部長になれる冒険者なんて限られていますからね。これも冒険者の引退後の生活を支援する意味が含まれていると考えていただけたらってことですね」

「しかし、そうなるとアレン殿は情報提供者第１号ということになるが、報酬として希望するものはあるのか？　世界で唯一のＳ級ダンジョン支部長として、なるべく叶えさせてもらうが？」

　何なら冒険者ギルド本部にも掛け合うと断言するポポッカ支部長の目つきからは、大概のことはするぞという気持ちが読み取れる。

「あれ？　さっきも言いましたが、これはヘルミオスさんからの情報と提案ですよ。その話はヘルミオスさんとしてください」

「……」

　もう、そんなことを言ってもポポッカ支部長は信じていない。支部長は、その立場上、何度かヘルミオスに会ったことがある。おそろしく腕が立ち、聡明でかつ優しく、まさに勇者と呼ばれるにふさわしい人物なのだが、こういう事を考えつくようなタイプには見えない。

　支部長が黙り込んだので、いよいよアレンは席を立って個室を出た。

「ちょっと、お礼貰わなくていいの？」

　セシルが勿体ないのではと言う。

「え？　まあ、世界的組織に貸しができたんだ。必要になったらヘルミオスさん経由で回収するさ」

　アレンがそう言ってニヤリと笑うので、セシルはため息を吐く。

「よし、メダルも全部集まったし、Ａランクの召喚獣の分析も終わったし、いよいよ５階層を目指すか」

「わぁ！　とうとう行くんだ！　行こう行こう!!」

　クレナが拳を胸の前で握りしめて嬉しそうに言う。

　去年の４月から攻略を開始したＳ級ダンジョンも、いよいよ最下層ボスのいる５階層へ向かうことになったのだった。













第八話　最下層への挑戦











　拠点では、朝食の時、アレンとヘルミオスはそれぞれのパーティーの予定を共有している。

「今日は５階層の最下層ボスに挑戦しようと思います」

「まだ早いんじゃないのかい」

「まずは様子見程度です。まだソフィーのスキルが育っていませんし」

　10日ほどかけてＡランクの召喚獣を分析したが、特技をまだ完璧に把握できていないし、ソフィーのスキルレベルも６になっておらず、精霊との関係も十分深まったとは言えない。

　しかし、５階層へ行くためのメダルは全て揃ったし、ガララ提督の件から考えれば、危なくなれば撤退も可能と判断した。

　それに、万一倒せた時には、最下層ボスの初回討伐報酬が手に入る。普通の討伐報酬ならば毎回貰えるから、何度でも挑戦する意義がある。

「フン」

　アレンとヘルミオスの会話を、ソファーにだらしなく沈み込んで酒をあおっていたガララ提督が聞きつけ、嘲るように鼻を鳴らした。

「ガララ提督、いかがしましたか？」

「お前ら程度じゃ、最下層ボスには挑戦できねえよ」

（ほうほう）

「あ!?　お前ら程度だと！　て、てめえ!!」

　ドゴラが顔を真っ赤にして摑みかかろうとする。

「おい。ドゴラ」

（沸点低すぎるぞ。挑発耐性ないのか）

　どうにかドゴラを落ち着かせ、神殿の列へと向かった。

「やっぱり、結構心配していたな」

　思い返してみると、他のＳランクの階層ボスに挑戦すると告げた時も、ヘルミオスはいつも心配してくれていた。ヘルミオスだけでなく、彼のパーティー「セイクリッド」の仲間たちも、アレンたち「廃ゲーマー」を気遣ってくれている様子がありありと窺えた。

　それは、Ｓ級ダンジョンの最下層ボスには、バウキス帝国最強の戦士を集めたガララ提督のパーティーでも太刀打ちできなかったからだろうが、もう何ヵ月も一緒に暮らした仲だからということもあるのかもしれない。

「大丈夫でしょ。アレンも強くなったんだし。というか強くなりすぎでしょ」

　セシルがジト目で言ってくる。

「いや、俺だけ転職できないし」

　何度も転職し、基礎ステータスが格段に高くなった仲間たちと違い、アレンは転職によるステータス半分引継ぎもできず、レベルもなかなか上がらない。

「そんなのもう関係ねえだろ」

　ドゴラが言い、他の仲間たちもそうだよと頷く。

（確かに転職なんてどうでもよくなるくらいの力は得たか。……いや、ここで満足してどうする？）

　一瞬満足しそうになったが、これは長いやり込みの途中に過ぎないと、考えを改める。

　ダンジョンに入ると、メダルを使って一気に４階層まで進む。

　この階層で、次の階層へ移動するためのキューブ状の物体に近づくのは初めてだ。

『５階層ですね。ブロンズメダル、アイアンメダル、ミスリルメダルをそれぞれ５種類お出しください』

「どうぞ」

　Ｓランクの階層ボスから手に入れた物も含めて、５種類ずつのメダルを取り出し、キューブ状の物体にかざす。

　メダルは消え、次の瞬間、アレンたちは移動している。

「ここはどこだ？」

　真っ先に声を上げたのはキールだった。

　アレンもあたりを見回してみる。

　今いるのは、薄暗くて、どのくらいの広さがあるのかはっきりしない空間だった。床は配管が走っていたり、さまざまなパーツが組み合わさっていたりと、巨大な魔導具の中にいるか、機械仕掛けに取り囲まれているような感じだ。目の前にキューブ状の物体があり、前後左右の遠くに灯りが見える、そこに何かありそうだ。

「静かだな。敵はいないのか」

　ドゴラが肩に担いでいた大斧を片手で構え直す。クレナも大剣を抜き、不意打ちに備えて後衛を守る位置につく。

（Ａ級ダンジョンでも最下層ボスがいきなり攻めてきたなんてないけどな）

　Ｃ級からＡ級のダンジョンでは、ボスは「ボスの間」とでもいうような、決まった場所から出てこず、ある程度近づかないと襲ってくることはなかった。

　しかし、最後の階層だけこれまでとは違うということもあると考え、しばらく周囲を警戒してみた。だが、魔獣の出現はなかった。自分たち以外の存在を感知することもない。

「どうやら魔獣はいないようだな。すると、ここは最下層ボスの間に飛ぶための中間地点か」

「そのようね。灯りがいくつか見えるけど、どうする？」

　アレンの警戒にセシルが答える。

　とりあえず、目の前のキューブに近づいてみる。

『私は最下層脱出専用システムＳ５０１です。この階層から脱出しますか？』

「いいえ。最下層ボスに挑戦したいです」

『でしたら、正面のシステムから移動してください』

「はい」

　キューブの説明に従い、正面の灯りのところまで移動してみる。

　途中になにやら３つほどの凹みのある腰ほどの高さの台座がある。

　凹みの大きさはこれまで手に入れたメダルがぴったりはまりそうなほどの大きさだ。

　ほどなくして、灯籠のような魔導具が四隅を占める正方形の中心に浮かぶキューブ状の物体にたどり着く。

『私は最下層ボス転移システムＳ５０５です。メダルが台座にはまっていませんので、最下層ボスの間には移動できません』

「なによ。いけないって言っているじゃない」

「台座にメダルとはどういうことでしょうか？」

『それは各メダルの間転移システムに確認してください』

「ふむ。どうやら、このキューブが最下層ボスのところに移動させてくれるが、メダルを台座にはめないといけないらしい。他の灯りに行けばいいらしいから行ってみるか」

　とりあえず、最初にいたところから右手に見えていた灯りの方に移動してみる。

　灯籠のような魔導具の前に浮かぶキューブ状の物体にたどり着く。

「ここのキューブから各ボスを倒してメダルを手に入れろってことかしら」

「セシル。そうみたいだ」

　アレンはキューブ状の物体に近づく。

『私は銅の間転移システムＳ５０２です。銅の間に移動しますか？』

「いいえ。質問をさせてください。台座にはめるメダルは、銅の間で手に入るメダルじゃないといけないのですか？」

『そうです。ブロンズメダルの守護ゴーレムを倒してメダルを手に入れてください』

　他の灯りのところにも向かい、全てを確認する。




【Ｓ級ダンジョン最下層にある各種システムの配置と名前】

・中央は最下層脱出専用システムＳ５０１

・右手は銅の間転移システムＳ５０２

・後ろは鉄の間転移システムＳ５０３

・左手はミスリルの間転移システムＳ５０４

・正面は最下層ボス転移システムＳ５０５

・中央から正面の間に、メダルをはめる台座




　アレンは魔導書にメモする。

　予想通り、３箇所の「メダルの間」で守護ゴーレムを倒し、手に入れたメダルを台座にはめると、最下層ボスへの挑戦ができるという仕組みのようだ。

「アレン、どれから行くの？」

　クレナがどの守護ゴーレムから倒すのか聞いてくる。

　帰るなんて選択肢は誰も持っていない。

「とりあえず、一番弱そうな銅の間に移動してみようか」

　他の階層でも、メダルを落とす敵は銅から順に強くなっていった感覚だった。

『私は銅の間転移システムＳ５０２です。銅の間に移動しますか？』

「はい」

　ブンッ

　キューブに答えると、一瞬で巨大なゴーレムのいる空間へ移動した。

「ここは広間だな。目の前にはデカいゴーレムがいるぞ」

　アレンは状況を口に出して確認する。

　身長１００メートル近い大きさのブロンズで出来たゴーレムは、近づかなければ何もしてこないようだ。

「あれを倒せばいいのか？」

「そうだな。とりあえず、初めて戦う相手だからな。まずはメルスに任せる」

　アレンが天使メルスを召喚すると、メルスは勝手にデカいゴーレムに向かっていく。

　どうやらカードにして魔導書にしまっている間も、他の召喚獣同様、アレンの経験や体験を共有しているらしく、指示を待たずに最適な行動をとってくれる。

　メルスが近づくと、ゴーレムが急に動き出した。手をドリルのように回転させ、メルスに迫る。

　メルスは咄とつ嗟さに防御姿勢を取ったが、クロスした腕で攻撃を受けとめきれず、吹き飛ばされる。

『ぐふ！』

（あちゃ、かなりの攻撃力だ）

　メルスの攻撃力は強化込みで２２０００あるが、ブロンズゴーレムの攻撃力はそれ以上のようだ。

　アレンがそう思った瞬間のことだ。

　頭上で輪っかが淡く光り、メルスは誰にも聞き取れないほどの速さで呟いた。

『特技「天使の輪」発動。管理者権限確認。竜Ａの召喚獣召喚』

　すると、アレンの後ろに竜Ａの召喚獣が召喚される。

『グルァアアアア！！！』

　天使メルスは召喚した竜Ａの召喚獣に呼びかける。

『オロチよ、攻撃を合わせ、隙を作れ』

『おう！　メルス殿!!』

　竜Ａの召喚獣の５つの首のうち１つがメルスの呼びかけに答え、巨体がブロンズゴーレムに迫る。

　迎え撃つブロンズゴーレムの両腕が再びドリルのように回転し、竜Ａの召喚獣の５つの頭のうち両側の２つに、左右から挟み込むようにそれぞれ叩きつけられた。

　その一撃を、竜Ａの召喚獣は頭を下げてかわそうとするが、うち１つが避けきれず、鱗ごと回転に巻き込まれて粉砕される。

　だが、

　ミチミチッ

　竜Ａの召喚獣の失った首の肉が音を立てながら盛り上がり、盛り上がって頭を形成し、真新しい鱗を生じる。竜Ａの召喚獣の特技「超再生」の効果だ。

（これは普通に助かる。頭が５つあるから、回復している頭を他の頭で守りながら攻撃もできるし）

　これまで、今回のような強敵が相手だと、どうしても召喚獣を消耗品のように扱わざるをえず、魔石も大量に消費していた。竜Ａの召喚獣のように、しぶとく戦ってくれるのは助かると思う。

　竜Ａの召喚獣は期待通り、再生能力を活かし、ダメージを受けてもひるまずブロンズゴーレムに攻撃を加えていく。

（それにしても、天使の輪は有能すぎるな。まさに管理者権限ってやつか）

　先ほどの天使メルスのスキル効果を思い返し、魔導書を開くと、天使メルスのページの次に、新たに追加された天使の輪専用ページを見つける。




【天使の輪の権利設定一覧】

　天使の輪での権限範囲を選択してください

・召喚　無制限

・生成　使用不可

・合成　使用不可

・強化　使用可

・覚醒　使用可

・収納　使用可

・共有　使用可

・高速召喚　使用可

・指揮化　使用可

・等価交換　使用不可

・１日の魔石使用量　使用不可

・管理者との距離　無制限

・チャット入力　無制限




　魔導書の内容によれば、アレンは天使メルスに召喚スキルの各種使用に権限を与えることができるようだ。例えば、ランクＨからＡまで、ランクごとに召喚できるかどうかを選択できるし、【無制限】にすれば、アレンが召喚できる召喚獣を全て自由に召喚できるといった具合だ。

【１日の魔石使用量】には数値が入力でき、生成に使える魔石をあらかじめ制限できる。ランクごとに設定でき、Ｅランクなら１個だけ、Ｄランクの魔石なら10個までといったふうに、１日の使用上限を決めることになる。

【管理者との距離】は、メルスが「天使の輪」を利用し召喚スキルを使うことができる範囲を設定する。１キロメートルにすれば、メルスがアレンから１キロメートル以上離れると、権限を失い召喚スキルを利用できないことになる。

（スキル経験値は入らないんだな。いや、そこまで望むのは都合よすぎるか）

「天使の輪」の使用にはメルスの魔力を消費する。そのため、メルスが召喚獣を生成しても、アレンにスキル経験値は入らない。

　とりあえず、戦闘などで必要そうな権限を与えておいた。

　先ほどの竜Ａの召喚獣に対する指示を見る限り、メルスは他の召喚獣より立場が上なのか、天使の輪の権限一覧には載っていないが、召喚獣はメルスの指示を聞くようだ。

　アレンが思考する中、竜Ａの召喚獣とブロンズゴーレムの戦いは膠こう着ちやく状態に陥っていた。ブロンズゴーレムは竜Ａの召喚獣の回復力を削りきれないが、竜Ａの召喚獣だけではブロンズゴーレムを倒しきれない。

　仲間たちを見ると、戦況を見守りながら、アレンの指示を待っているようだ。

「よし、このブロンズゴーレムはかなり強いぞ。ドリルパンチに気をつけろ。一撃必殺に近い攻撃を受けるぞ!!」

　アレンがメルスと竜Ａの召喚獣の戦いを分析し、仲間たちに注意を促す。

「俺たちも行くぞ!!」

「うん!!」

　後方で様子を見ていたドゴラとクレナが、武器を構えてブロンズゴーレムへと突っ込んでいく。

　さらに、メルルもタムタムを降臨させ、ドゴラとクレナを踏み潰さないようにしながら、ブロンズゴーレムへ近づける。

　竜Ａの召喚獣と戦っていたブロンズゴーレムが、タムタムの接近に気づいて振り向く。そこへ、タムタムが両手を伸ばし、相手の両肩を摑む。

「うりゃあああああ！！！」

　メルルが叫び、タムタムがその場に踏ん張り、相手の動きを止めようとするが、ブロンズゴーレムが前のめりになると、一歩、また一歩とゆっくり押し返されていく。

「ぐぐ」

　ブロンズゴーレムの両手が回転し、タムタムの腰のあたりに当てられる。耳障りな金属音がして、タムタムの体が削られていく。

　一方、ブロンズゴーレムの足下では、ドゴラとクレナが足を狙って攻撃を繰り返している。

　しかし、二人の攻撃は、相手の体の表面を削るくらいで、ダメージを与えられている様子はない。

「こいつむちゃくちゃ硬いぞ!!」

　ドゴラは、３回の転職を経てこれまでとは比べものにならないくらいの攻撃力を持っているはずだが、それでもあまりの硬さに驚愕している。クレナについても同様だ。

（明らかに２階層から４階層のＳランクの魔獣に比べて強敵だな。こんな強敵は変貌した魔神レーゼルくらいか）

　セシルの攻撃魔法やソフィーの精霊を通じての攻撃も、ブロンズゴーレムに効いているようには見えない。物理攻撃だけでなく、魔法や精霊魔法にも一定以上の耐性があるのだろう。

　戦いは再び膠着状態に陥っていった。

「アレン、限界突破使うよ!?」

　業を煮やしたのか、クレナが、ステータスの底上げをするエクストラスキル「限界突破」を使っていいか、アレンに確認する。

「いや。まだだ。メルス！　そろそろ準備できないか？」

『よし効いたようだ』

「お？」

　ブロンズゴーレムの近くで、攻撃をよけながら何か特技を使っていたメルスが、今度はクレナのところに移動して、彼女の武器に手をかざす。

『この敵の弱点属性を雷属性にした。皆の属性も雷属性に変えていくぞ』

　すると、クレナの大剣の刃が、紫色の電光を発し始める。

『これで攻撃してみろ』

　メルスの言葉に従い、クレナが電光を発する大剣を目の前の巨大なくるぶしに叩きつけると、これまでびくともしなかったブロンズゴーレムの足が大きく内側にずれ、バランスをとろうとしてたたらを踏む。

「すごい！　攻撃が通じるよ!!」

「お、おい。俺も早く!!」

　ドゴラが催促するので、メルスは次にドゴラの大斧に、続いてフォルマールとソフィーの弓と矢にも特技を使っていく。

　天使メルスが使った特技の「属性付与」は、敵味方それぞれの属性を変更する。

　味方の武器や、属性を固定されていないスキルや魔法に特定の属性を与え、魔獣に弱点属性を追加する。

　魔獣のランクや元々持っているスキルへの耐性によって、この特技が効きにくい場合もあるが、これを使って、メルスは単独でビービーもクリムゾンも倒している。

「すごいわ！　魔法が通じるわよ!!」

　セシルが感激の声をあげる。魔導王になったセシルは、雷属性の魔法が使えるようになった。

　メルスの特技では攻撃魔法の属性を変えることができないので、逆に、セシルに合わせるかたちで敵の属性を変更した。

　知力３０００上昇の指輪を２つ装備し、知力が１万を超えたセシルが放つ雷魔法が、ブロンズゴーレムを一歩、また一歩と後退させる。

　さらに、魔導書の収納から天の恵みを持ち出し、自分の魔力を全回復させたメルスが、ブロンズゴーレムに接近しながら、回復した全魔力を手のひらに集中させる。

『悪よ、滅びよ。裁きの雷！』

　天使メルスは叫び、覚醒スキル「裁きの雷」を放つ。

　メルスの手のひらから放たれた魔力の塊が、紫色の稲妻となって宙を走り、ブロンズゴーレムの胸に突き刺さった。

　この一撃で、ブロンズゴーレムの体が後ろに大きく傾く。そして一瞬の間の後、「メダルの間」全体を揺るがす轟音とともに、ついにブロンズゴーレムの巨体が尻餅をついた。

　ブロンズゴーレムは起き上がろうとするが、その動きは目に見えて鈍くなっている。

　覚醒スキル「裁きの雷」には追加効果として、敵をマヒ状態にする。

「明らかに敵の動きが鈍ってきたぞ」

（つうか、まだやられないのね）

「とどめだ!!」

　クレナがエクストラスキルを発動し、ブロンズゴーレムの足を駆け上がる。セシルの雷魔法、ソフィーとフォルマールの雷属性の矢、そしてドゴラの大斧の雷属性の斬撃が浴びせられる中、ブロンズゴーレムの立てた膝を踏み台にジャンプしたクレナは、紫の電光を発する大剣をゴーレムの胸に突き立てた。

『ブオオオム』

　ブロンズゴーレムは、一声鳴いて、次の瞬間、ぱっと消え去った。そして、ブロンズゴーレムの倒れていた場所に、宝箱が１つ現れる。

『ブロンズゴーレムを１体倒しました。経験値８億６千万を取得しました』

　魔導書にログが表示される。

「よっし！　皆よくやったぞ!!」

　強敵を倒した喜びに、仲間たちが歓声を上げる中、キールが広間の奥の方にキューブ状の物体が浮いていること、そして、その前にもう１つ宝箱があることに気づく。

「こ、こんなにすごい敵なんだから」

　キールがイソイソと宝箱を開けていく。ブロンズゴーレムの宝箱には、ミスリルゴーレムの本体用石板、そしてキューブ状の物体の前の宝箱には、ブロンズゴーレムの模様が浮き彫りにされたメダルが入っていた。

　換金価値のないアイテムだったことに、キールの肩の力が抜けていく。

「キール、がっかりするのは早いぞ。見てみろ。この宝箱は最下層ボスの攻略報酬だ」

　ブロンズゴーレムから出た宝箱は、かつて様々なダンジョンで何度も見た、懐かしい作りの木箱だった。これがＣ級からＡ級までのダンジョンと同じルールで出現するのであれば、銀箱や金箱も出るだろうとアレンは考える。

「だけど、銀箱、金箱が出るまで、こんな強敵を何体も倒さないといけないのはきついよな……」

　学園にいた頃に攻略したダンジョンでは、銀箱は全体の１割程度、金箱に至っては１回しか出て来なかった。

「まあ、今回は最下層ボス攻略が目的だからな」

（だけど、こんなのをあと２体も倒さないといけないのか）

　こうして、最下層ボスではないものの、最下層ボスに通じる強敵を撃破した。

　アレンたちは、ブロンズゴーレムを倒した後、アイアンゴーレムがいると思われる鉄の間を後回しにし、３階層を２日ほど探索してから、拠点に戻った。

「へ～じゃあ、５階層には階層ボス以外に３体のボスがいるってことだね」

「恐らく、そんな感じですね。たぶんその中で一番弱いはずのブロンズゴーレムでも、かなり苦戦しましたよ」

「どれくらい？」

「う～ん。魔神レーゼルと戦った時よりやや楽かも……くらいでしょうか」

　アレンはヘルミオスに、ブロンズゴーレムが、耐久力の低い後衛なら一撃で即死する可能性のある両手のドリルパンチを際限なく連撃してくること、加えて、魔神レーゼルのようにほとんどの物理及び魔法攻撃が通じず、体力も高いようで、高威力の魔法やスキルを連発してやっと倒せたことを説明する。

　魔神レーゼルのように死んでも復活するような力を持たず、遠距離攻撃も行わず、距離をとって体力を削れば倒せたため、総合的には魔神レーゼルよりやや弱いという位置付けで分析した。

「それってすごいことじゃない？」

　怪盗ロゼッタが驚きに目を丸くして言った。他のヘルミオスの仲間たちも同様に驚きの表情を浮かべていた。

　だが、アレンたちがいる食堂の、隅のソファーから、ガララ提督がいつもの調子で悪態をついてくる。

「けっ。たかだかブロンズゴーレムを倒したくらいでいい気になりやがって」

（お？　きたか？）

「あん？」

（そして、いつものごとくドゴラが反応すると）

　ドゴラがガララ提督に言い返したので、アレンはよしよしと心の中でガッツポーズをとる。

「は？　何も知らねえんだな。アイアンゴーレムは２体出てくるんだよ。ブロンズゴーレム１体程度にひいひい言っているお前らじゃ倒せっこない。勘違い君はマジでうけるぜ！　がはは!!」

　ガララ提督の大笑いが広い食堂に響き渡る中、ドゴラが無言で拳を握りしめて立ち上がる。

「……」

　男の戦いが始まろうとしていた。

「おい。ドゴラ」

　しかし、アレンが制止に立ち上がると、キールとフォルマールも手伝って、３人でドゴラを席につかせる。

（やはり残り２つのメダルも簡単には取れそうにないと）

　アイアンゴーレムは、ブロンズゴーレムとは違った強さを持つだろうと予想していたが、出現数までは予想していなかった。そのことを、ガララ提督は今回も暗に指摘してくれているのだとアレンは考えている。

　アレンたちが５階層に行くと言った時、ガララ提督が「強いだけでは最下層ボスのところにはたどり着けない」と言った。この言葉は、態度こそ褒められたものではないが、実際に最下層ボスと戦うための手順を知ると、アドバイスだったことが分かった。

　だから、ブロンズゴーレムを倒し、アイアンゴーレムに挑戦すると言えば、提督はまた何か言うのではと予想していた。

　ガララ提督は、不器用だが、きっと悪い人ではないのだろう。

　アレンがそんなことを考えていると、目の前に魔導書が現れる。

（む？）

　魔導書の真っ黒な表紙に、銀色の文字でログが表示される。

『召喚して』

　こんなことをするのは１体しかいない。

　アレンは天使Ａの召喚獣であるメルスを召喚する。メルスの特技「天使の輪」には、魔導書のログに書き込みをする機能がある。他の召喚獣を召喚する権限を与えた時、アレンが一緒に権限を付与していた。一方で、メルスは自分を召喚することはできないようだ。

「これでいいか？」

『ああ』

　メルスは食堂の壁際にいくつかあるソファーのうちの１つに移動すると、ごろりと横になる。

「……」

　食堂にいる全員が、その様子を無言で眺めている。彼らは、メルスに「創造神エルメアに勤勉に仕える第一天使」のイメージを強く持っているので、何度見ても慣れない光景のようだ。

　反対に、アレンは、かつて「勤勉な第一天使」だったために、そうでなくなった今はもう何もしたくないのだろうと考えている。

（まるで、長年ブラック企業で社畜やらされていたサラリーマンがニートになったような感じだな）

　以前、今と同じように拠点内でメルスを呼び出した時、召喚獣の製作にかなりの苦労をしたという話を聞いたことがあった。

　どうやら創造神エルメアはこだわりの強い性格のようで、職業間のバランス調整から召喚獣のデザインまで、妥協を許さず、１つのランクに属する能力やデザインを決めるのにも１年以上かかったという。

（お陰で、Ｓランクの召喚獣は白紙なんだっけ）

　メルスが上位魔神キュベルに倒された時、Ａランクの召喚獣も全部実装できていなかったという話だ。

　自分が召喚レベル９になった時のために、後継の天使には、Ｓランクの召喚獣を実装するところまで開発を進めてほしいと思う。

「そんなにくつろいでていいのかよ、天使サマ」

　ドゴラが、やり場を失った不満をぶつけるように、メルスに言った。

　確かに、自堕落にソファーにごろ寝する姿からは、魔王軍に神器を奪われ、地上から全ての種族が滅ぼされようとしている事態を憂慮しているようには思えない。それは他の皆も同じなようで、キールなどは困ったような寂しいような表情をしている。
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『ん？　火の神の神器が奪われたのは、確かに脅威と言えるだろうな』

　メルスは何を言っているんだというような顔をしている。

　世界の危機に関心があるようには思えない態度だ。

「ってことは、神界はあまり人間の世界に関心がないとか？」

　アレンはさらに踏み込んで質問してみた。できれば、神界の存在が人間の世界をどう思っているのか、知りたいと思っている。繁栄してほしいのか、滅んでもいいと思っているのか。全力で魔王軍から救いたいのか、それとも介入する気はないのか。

『私の態度が腑に落ちないようだな』

　メルスは起き上がり、ソファーに腰を下ろして座り直した。

「……」

　元天使が何を話すのかと、皆が注目する。

『無理もないか。気になるなら教えてやろう……神々はな、「調和」を重要視しておられるのだ』

「それは、人々の救済とは違うということか？」

『そうでもあるし、そうでもない。もし人々を救済するとすれば、それは人々を救済することが神々の考える「調和」を保つのに必要である場合だ。元来、人々は自らの力で繁栄すべき存在であり、神々は、人々に教えを説くことはあれど、そのあり方を決定づけるような干渉をすべきでないと考えている』

「精霊神や獣神など特定の種族を大切にする神もいるみたいだけど？」

　ローゼンヘイムの精霊神ローゼン、アルバハル獣王国の獣神ガルムを例にあげる。

『それは、彼らが一部の種族に対して「共に歩む」と思っているからだ』

「じゃあ、調和がとれていれば、人々は滅んでもいいってことかよ！」

　ドゴラは明らかに不満そうな口ぶりだ。メルスと、彼の言う神々の態度が気に入らなかったようだ。

「お、おい。ドゴラ」

　そんな怖いもの知らずのドゴラの態度に、ビビりのキールが慌て出す。キールからすれば、ドゴラが不満をぶつけようとしているのは、あの元第一天使なのだ。

　だが、メルスはソファーにだらりと腰を下ろしたまま、皮肉な笑みを浮かべている。

『そういうことだ。そもそも、生きているものはいつか死ぬものだ。天使だって死んだのだ』

「そ、そんな……」

　天使らしからぬ荒れた物言いに、聖女グレタが絶句している。

『今までどれだけの種族が滅んだと思う。今、死にかけている者がどれくらいいると思う』

「え？　その口ぶりだと結構いそうだな」

　アレンが口を挟む。

『そうだ。この数万年でかなりの数になるぞ。そもそも、救済を謳うたうなら、中央大陸から追いやられたドワーフ族やエルフ族、獣人族のために、人族を減らすべきじゃないか？　そうだ、アレン殿は、獣人が何故名前を２文字しか使わないか知っているのか？』

「ん？　あ？　どういうことだよ」

「やはり、獣人の名前にも意味があったのか」

　ドゴラは気にしていなかったが、アレンにはなんとなく想像できていた。

　アレンは、ウル、サラ、ゼウ獣王子、シア獣王女、ベク獣王太子など、この１年以内に知った獣人の名前が、すべて２音だったことを思い出す。

『獣人はかつて、中央大陸の人族から家畜以下の扱いを受けていた。家畜に長い名前をつける者はいなかったのだ。中には番号で呼ばれていた者もいた。彼らは今でもあの頃の憎しみを忘れないようにしているから、あえて名前を２音までにしている。人族も、あんな目にあえばきっと同じことをするだろうな』

「だ、だからって」

『人族が善なるものだと思っているのか。そうでないのは、人族の歴史を見れば明らかだ。自分とその仲間が生き延びるために、他の命がどうなっても構わない。というより、他の命もまた、自分たちと同じく生き延びることに必死であると気付くこともない。アレン殿は、これまで自分が倒してきた魔獣、たとえばボアや鎧アリ、オークにも、それぞれの生きるための営みがあったことを考えたことがあるか』

「……あくまでもそれぞれの種族の間での問題で、神々は関与しないと。それは魔族も同じということになると？」

『そうだ。魔族も含めて１つの世界だ。それが神々の考える調和だ。混沌も調和の一部というわけだ』

（あのときの選択肢の中に魔王もあったのは、そういう理由か）

　アレンは、この世界に来た時、提示された職業の中に「魔王」があったことに、今になってようやく納得がいった。

（平和より調和か。だから精霊神は焦っていたのか）

　アレンはソフィーの肩に座る精霊神を見る。青ざめたような顔をしているのは、神々がエルフの存続を気にしていないことを、薄々感づいていたからだろう。実際、去年魔王軍がローゼンヘイムへ侵攻した際に、数百万を超えるエルフが殺されたことで、神界に頼らずエルフを守ろうとしていたのかもしれない。

　アレンがこの世界の理ことわりに触れるような質問をしても、何も答えようとしなかったのは、そうしたことが理由なのかなと思う。

　あるいは、この世の理を理解すれば、ルールを破る手段を考えつくことにもなると考え、アレンがそうした時に、自分も制裁の対象になることを恐れたのかもしれないが。

「じゃあ、神々は今、この世界は調和がとれているという考えなのか？　神器も奪われ、まもなく魔族以外の全ての種族が滅びそうだけど」

『まさか。魔族は、ずいぶん前に調和を乱すものとして調停の対象になった。そのために調停神が派遣されたが、未だに調停を遂行できていない』

「調停神？」

『その名の通り、規律を破り、調和を乱す者を裁く神だ。エルメア様は奴に、たとえ相手が神であろうと裁きを下す権利と力を与えている。しかし、それも50年以上前の話だ。その後、この世界に何が起こったかは、アレン殿もご存じだろう』

　そう言ってメルスは意味ありげな目つきでアレンを見る。

　アレンはその目つきに、ふとあることを思いつく。

「まさか……だから、俺なのか？　だが、そんな話はされてはいないが？」

『創造神は干渉をしない。それはアレン殿に対しても同じはずだ……だが、創造神のなさることは、すべて調和を保つために必要なことだ』

（そうだな。創造神からはこの世界を楽しめとしか言われていない。だが……）

「混沌も調和の一部……だよな？」

　アレンが念を押すようにそう言うと、メルスの口元に皮肉な笑みが浮かぶ。

『もちろんだ。歪められた調和を取り戻すためには、歪みを正す混沌が必要、ということだ』

　アレンもニヤリとする。

　アレンはようやく自分がこの世界に連れてこられた理由が分かったような気がしたのであった。







「それにしても、５階層に向かうのに、毎回Ｓランクのメダルを取っておかないといけないのは面倒だな」

　いつものごとく神殿の行列に並んでいると、キールが独り言にしては大きな声で言った。

「そうだな。まあ、昔に比べて倒し易くなったけどな」

　最近はＡランクの召喚獣が使えるようになったので、Ｓランクの階層ボスを倒すまでの時間は、初めて戦った時と比べて圧倒的に短くなった。

　各階層の移動に消費するメダルは、基本的にパーティーで共有している金貨で購入している。

　装備集め、石板集めの際に入手した不要な入手アイテムを売り払うと、１つが金貨数千枚から数万枚にもなり、ステータス３０００増加の指輪などは、ギルドのオークションに出せば金貨３万枚を超える額で落札されるので、現在、アレンたちは総額で50万枚を超える金貨を所有している。

　それを、セシルの発案によりパーティーで管理することにして、拠点の家賃や食費、魔石の取引代金などもそこから出している。

　５日に一度行っている冒険者ギルドでの魔石の取引は、少し前からＢランクの魔石も扱ってもらっているので、一度に金貨が１万４千枚必要になるが、それもダンジョン探索の際の入手アイテムの売買でまかなえてしまう。

　また、毎月のはじめに、アレンも含めて仲間たちは雑費として金貨１００枚を受け取っている。

　使い道はさまざまで、クレナやドゴラはあちこちで買い食いをし、甘党のアレンもその金でお菓子や果物を買っている。メルルはバウキス帝国の帝都に近い海辺の村にあるという実家に仕送りをしている。

　雑費の使い道について会話していると、気がつけば神殿についていた。

　５階層の、いつもの薄暗い部屋の中央から、今日はアイアンゴーレムのいる「鉄の間」に移動させてくれるキューブのところへ歩いて行く。

『私は鉄の間転移システムＳ５０３です。鉄の間に移動しますか？』

「はい」

　キューブの質問に返事すると、別の広間に移動させられる。

　ブロンズゴーレムがいた広間と似ているが、そこにいるのは身長１００メートルに達するアイアンゴーレムで、しかも２体いる。これはガララ提督がアドバイスしてくれた通りだとアレンは思う。

　アイアンゴーレムは、まだ十分な距離があるために動かない。２体を無視して、アレンは周囲を見回す。

　天井は薄暗く、どこまで高さがあるかわからない。近くの壁にはいくつもアイアンゴーレムが通れるほどの戸口があり、それぞれ先には通路が延びているようだ。

（やはり、ここは隔離された個室ではないんだな）

　アレンは、銅の間での戦いを後から分析して、もしかしたらと思っていた。

　あの時は部屋が薄暗く、また、周囲を観察する余裕がなかったので、他の部屋や通路とつながっていない、隔離された個室だと思い込んでいた。

　しかし、ガララ提督のパーティーが、最下層ボスとの戦闘から脱出した件と、ゴーレムを倒すまで、移動用のキューブ状の物体が出現しなかったことをあわせて考えると、最下層ボスの間には、移動用のキューブとは別に、脱出用のキューブがあるか、キューブの位置まで移動できる通路があるはずだった。

（逃げる用のキューブを探しておくか）

　最下層ボスには、倒すまで何度でも挑戦する予定だ。そのためにも、危険だと思ったらすみやかに脱出できるよう、準備するのもパーティーリーダーの務めだと考えている。

　デスステージには逃げる用のキューブがあったように、銅、鉄、ミスリルの各間と最下層ボスの間にも脱出するためのキューブがあると仮定する。

　アレンたちはいつものごとく鳥Ｂの召喚獣を複数体だす。後衛の仲間は移動を鳥Ｂの召喚獣に任せて攻撃や回復に専念できるようになる。

　何体かの召喚獣を脱出用キューブの探索に送り出してから、改めて２体のアイアンゴーレムに向き直った。

「準備ができたから、皆、やるぞ！」

　初めて戦うＳランクの敵が２体もいる。アレンは気合を入れるべく声を張り上げた。

　メルルがタムタムを降臨させる。他の仲間たちがタムタムの周囲に陣形を組み、全員でゆっくりとアイアンゴーレムに近づいていく。

『……』

『……』

　やがて、互いの間の距離が２００メートルを切ったあたりで、２体のアイアンゴーレムが動き出した。２体のうち、前に出た方の片手が光り出し、伸びた光が槍を作る。もう１体は、左手に光の剣、右手に光の盾を作った。

（なるほど、ブロンズゴーレムと同じく、メルルのようなスキルを使ってくるな）

「２体とも武器を出したぞ!!　アレン、どっちから倒すんだ？」

　ドゴラが指示を求める。

　アレンは、敵が２体いると聞いた時から、実際に戦いが始まったら、敵の見た目から、スキルや戦法、弱点を分析し、その場で戦い方を決めようと考えていた。

「『槍』からだ。『盾』は倒すのに時間がかかりそうだからな」

　アレンは仲間を２手に分ける。ドゴラとメルル、そして竜Ａの召喚獣には、盾のアイアンゴーレムの動きを封じ、天使Ａの召喚獣と残りの仲間には、槍のアイアンゴーレムを攻めるよう指示した。

　竜Ａの召喚獣が盾のアイアンゴーレムに接近する。盾のアイアンゴーレムはビームソードを振り回して切りつけてきた。その攻撃を、竜Ａの召喚獣はあえて受けながら、５つの頭で食らいつき動きを封じる。

（Ｓランク２体相手は厳しいかと思っていたけど、そこまでではないか。このまま倒せるのか？）

　一方、槍のアイアンゴーレムは、自分より遥かに小さい標的に対して、ビームランスのようなものを突いてくる。最初は、足下を攻撃してくるクレナに対して攻撃を仕掛けてきたが、これが当たらなかったからか、急にターゲットを変えた。

　全長が１００メートル近くあるビームランスが、アイアンゴーレムの腕の長さも手伝って、後衛まで届いてしまう。

「きゃっ!?」

　後衛メンバーは慌てて回避したが、ソフィーが足をもつれさせて倒れこんでしまう。

「ソフィアローネ様!!」

「いえ、大丈夫です」

（おっと、思いのほか槍の射程距離が長いな）

「すまない。ソフィー、命中率を下げるよ。出てこいタコス」

　アレンは魚Ａの召喚獣を呼び出す。

『お呼びですか？』

　迷宮の石床に不釣り合いな、全高10メートルの巨大なタコ、クラーケンが出現した。
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「敵の周りに煙幕を張ってくれ！」

『畏まりました』

　魚Ａの召喚獣の口から黒い墨が吹き出し、２体のアイアンゴーレムの視界を遮る。

（これで命中率を下げてと）

　そこに、メルスが声をかけてくる。

『槍の方に属性付与をかけたぞ』

「よし。皆、盾より先に槍を倒すぞ」

『分かった。裁きの雷！』

　メルスが覚醒スキル「裁きの雷」を使う。覚醒スキルは一度使うと再び利用できるようになるまで１日かかるが、まずは敵の数を減らすことを優先する。

　セシルも雷魔法に切り替え、クレナが雷属性になった大剣で斬撃を繰り出し、数分後にはアイアンゴーレムを倒した。

『アイアンゴーレムを１体倒しました。経験値９億６千万を取得しました』

（１人で倒すと経験値12億か。それにしても、そこまで強くなかったな。あと１体か）

　だが、槍のアイアンゴーレムが倒された次の瞬間、盾のアイアンゴーレムが目を光らせ呪文を唱えた。

『リペアエナジー』

　すると、槍のアイアンゴーレムがむっくりと起き上がった。よく見るとその体は、傷１つない元の状態に戻っている。足下で勝利のガッツポーズをとっていたクレナが慌てて待避した。

「ちょ、ちょっとアレン。生き返ったじゃない!!」

　セシルが動揺の声をあげる。他の仲間たちも同様に、信じられないといった顔をしている。

「蘇生する敵は初めて見たな」

　これまで、仲間を呼んで連携する魔獣はいたが、蘇生魔法を使う魔獣は初めて見た。

「って何を落ち着いているのよ!!」

（背中をガンガン叩かないでくれ）

　一緒に乗る鳥Ｂの召喚獣の後ろにいるセシルの拳を背中に受けながら、アレンは新たな作戦を考え、指示を出す。

「今度は盾を先に倒すぞ！　ドゴラ、メルル、槍の方を封じてくれ」

「おう！」

「うん、分かった!!」

　ドゴラとメルルのタムタムが槍のアイアンゴーレムを封じている間に、残りの全員が盾のアイアンゴーレムに攻撃を集中させる。メルスの覚醒スキルこそ使えないが、ソフィーとフォルマールの弓矢にも属性付与をかけたので、十数分で盾のアイアンゴーレムを倒すことができた。

『アイアンゴーレムを１体倒しました。経験値９億６千万を取得しました』

　しかし、魔導書にログが表示された次の瞬間、今度は槍のアイアンゴーレムが目を光らせ呪文を唱える。

『リペアエナジー』

　そして盾のアイアンゴーレムも復活してしまった。

「ちょ!?　ちょっと!!」

「ふむふむ」

　セシルの叫びを背中に聞きながら、アレンは対策を考える。前衛のクレナやドゴラはともかく、後衛は一撃でも食らえば致命傷になるかもしれないので、すばやく決断しなければならない。

（２体とも仲間の蘇生ができるようだ。えっと、こいつらをガララ提督たちはどうやって倒したんだろう）

　倒してから蘇生されるまでが早すぎるので、仮に２体を同時に倒しても、多少の時間差で蘇生されてしまいそうだ。

（ガララ提督のパーティーはミスリルゴーレムが20体もいるが、力押しでなんとかなる相手じゃなさそうだ。とすると、蘇生魔法に利用回数があるのか？　それとも……）

　そこまで考えて、アレンは戦闘が開始した時のことを思い出した。

「皆、移動するぞ!!」

「え？　逃げるの？」

　クレナが思わず振り返って聞き返す。

「そうだ。部屋の壁際まで移動して、通路に入るぞ！　ダッシュで移動しろ!!」

　セシルが「ダッシュって何よ？」と言いながら後退を始める。竜Ａの召喚獣とメルルのタムタムがアイアンゴーレムたちを足止めしている間に、他の仲間たちも、アレンの指示した通路の入り口まで走る。

　アレンたちが通路を後退していると、少し遅れて盾のアイアンゴーレムが、次に槍のアイアンゴーレムが入ってくる。

「ちょっと、ここ天井が高くて普通に入ってくるわよ!!」

「そうだな、ってきたぞ」

　アイアンゴーレムのステータスはかなり高く、動きも速い。盾のアイアンゴーレムがドゴラ、クレナに追いつき、戦闘が始まる。

「ソフィー、後ろのアイアンゴーレムを、ノームに頼んで足止めしてくれ!!」

「は、はい！」

　ソフィーがエクストラスキル「大精霊顕現」を使うと、土の大精霊ノームが出現する。槍のアイアンゴーレムの足下に亀裂を発生させ、相手が足を取られたところで、今度は岩を生み出し固めていく。そこへ、背後から追いついたメルルのタムタムが、槍のアイアンゴーレムを羽交い締めにした。

「よし、もう少し後退するぞ!!」

　さらに通路を進むと、盾のアイアンゴーレムだけがついてくる。２体の距離を十分に引き離したと思ったところで、盾のアイアンゴーレムを属性付与と属性攻撃のコンボで倒す。

『アイアンゴーレムを１体倒しました。経験値９億６千万を取得しました』

　だが、今度は魔導書のログ表示の直後、アイアンゴーレムは消滅してしまう。蘇生呪文は使われなかった。やはり、戦闘が開始した時と同じく、アイアンゴーレムは一定の距離に入らない相手は認識できないのだ。それは敵だけでなく、味方に関しても同じなようだ。

「ふむ、蘇生しないな」

「す、すごいわね。なんですぐに倒し方思いつくのよ」

「アレンすごーい」

　いつもアレンのすることに驚く仲間たちだが、初戦でボスの攻略を思いついて、それが成功したのは初めてなので、今回は今まで以上に驚いている。

「慣れているからな。久々だったけど」

　前世で遊んでいたゲームでは、仲間を蘇生する敵はそれなりに多かった。敵の蘇生魔法やスキルを封じるのがセオリーだったが、今回は地形を考慮して、距離を離すことで防ぐことができた。

「よし、これでもう１体も倒せるはずだ」

　アレンたちは、消滅した盾のアイアンゴーレムの残した宝箱をいったん無視して、通路の入り口付近まで戻る。

「遅いよー」

　メルルがタムタムでアイアンゴーレムを羽交い締めにして待っていてくれた。

（こ、こいつはまだ動けていないぞ）

　大精霊ノームの力やメルルのタムタムによって、アイアンゴーレムは動けないままだ。仲間たちが動けないアイアンゴーレムをタコ殴りにしているのを眺めていると、アレンは大きなときめきが湧いてくるのを感じる。

『アイアンゴーレムを１体倒しました。経験値９億６千万を取得しました』

　やがて、魔導書にログが表示されると、槍のアイアンゴーレムも消滅する。後にＳランクの魔石と宝箱が出現したので、改めて通路と広間を確認すると、それぞれのアイアンゴーレムを最初に倒した場所にも１つずつ、Ｓランクの魔石と宝箱を発見できた。宝箱は全てが木箱で、ミスリルゴーレムの石板が３つと、ステータス３０００増加の指輪が１つ手に入った。

　そして、広間に宝箱とキューブ状の物体が出現する。

　皆が初戦で無事に攻略できたと喜び合っている横で、アレンは考え事をしている。

「アレン、どうした？　うれしくねえのか？」

　ドゴラが声を掛けた時、アレンはいきなり顔をあげ、「鉄の間」に大声を響かせる。

「いや、こいつらは経験値だ。とうとう見つけたぞ!!」

　また何かが始まったぞ、と思う仲間たちであった。













第九話　故郷での成人祝い











「やっと懐かしい景色になってきたわね……殺風景だけど、新鮮な感じ。心が洗われるわ」

　鳥Ｂの召喚獣の背中から、ごつごつした岩だらけの山肌を見下ろして、セシルがぽつりとつぶやいた。

「……」

　背後から聞こえるその言葉に、自分に向けた明らかな棘とげが含まれているのをアレンは感じるが、無言で耐えるよりない。

　この状況には訳がある。

　アレンは10日前、「鉄の間」に出現する２種類で１組のアイアンゴーレムに、経験値稼ぎのうま味を発見した。

　一度に必ず２体出現するアイアンゴーレムは、１体倒せば10億近い経験値が手に入る上に、１体倒すともう１体が仲間を復活させてくるので、実質的に経験値の「無限増殖」が行えると踏んだのだ。

　この事実に対するときめきが、アレンに「１日１００体」の目標を立てさせた。実際に試してみると、初日は戦闘中の陣形やターゲットの割り振り、アイアンゴーレムのはめ方に試行錯誤を要して、82体を倒すのに15時間かかった。アイアンゴーレムを倒して出現するキューブ状の物体を利用して、適度に５階層の広間に移動し、休憩もとっている。

　これが、自分がレベルアップするためにもっとも効率的な稼ぎである、と考えたアレンは、最終的な目標に向けてとるべき当たり前のことをしたと思っている。

　しかし、仲間たちは違った。アレンが何をしたいのか理解するのにも、アレンがこの機械的な作業を楽しんでいることも、理解するのに時間がかかった。そして、たとえ理解できたとしても、10時間を超える狩りに付き合わされるのにうんざりした。

　中でも、セシルはストレートに怒りを爆発させ、これは一体何なのかとアレンに詰め寄った。学園のダンジョンでも、Ｓ級ダンジョンでも、ダンジョン内で10時間前後活動するのには慣れているが、移動も探索もなく、ただひたすら同じ敵と戦うだけで何日も過ごすのは狂気の沙汰だと言う。

　セシルのあまりの剣幕に、アレンは休憩を増やしたり、薄暗い部屋を魔導具で明るくしたり、５階層にお風呂を作ったりもした。しかし、ダンジョンを出てちゃんとした息抜きをしたいという仲間が増えていき、最終的にアレン以外の全員が、一度ダンジョンを出ようと言い出した。

　アレンは、自分だけダンジョンに通えばいいかと考えもしたが、できれば仲間と共に狩りたい。

　そこで、いったん狩りはやめて、息抜きをすることにした。ダンジョンから拠点に戻り、一泊してから、翌朝、アレンたちの故郷であるラターシュ王国グランヴェル領にやってきた。

（ツバメンがいてくれたおかげで、急に里帰りできたぞ）

　アレンの肩には１羽の鳥Ａの召喚獣が乗っている。燕に似た姿をしているので、ツバメンと名付けた。他の召喚獣に比べてかなり小さく、戦闘には不向きだが、その能力はとんでもない可能性を秘めている。
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　Ａランクの召喚獣は、加護が必ず３つ貰える。どの召喚獣でも、２つがステータス増加で、もう１つが耐性や特殊なスキルの付与だ。鳥Ａの召喚獣の場合、アレンに飛行能力を付与する「飛翔」がついている。これにより、アレンはヘルミオスのように自在に空を飛ぶことができるようになった。この場合の移動速度は、アレン本人の素早さに依存する。

　特技の「巣ごもり」は、同じく特技の「巣作り」で作ったポイントに、アレンのみが転移する特技だ。この転移先ポイントを、アレンは特技から「巣」と名付けた。「巣」は、どうやらカードにした鳥Ａの召喚獣１体につき１つずつしか作れないようだ。つまり、鳥Ａの召喚獣を削除すると、新しい鳥Ａの召喚獣でもう一度巣作りをする必要がある。

　そして、覚醒スキルの「帰巣本能」は、アレンを中心とした半径１キロメートル以内にいる仲間のうち指定した相手を全員、アレンとともに「巣作り」で作ったポイントに移動する。

　今回、アレンたちは、この「帰巣本能」を使い、あらかじめラターシュ王国のグランヴェル領にある、アレンの家族が住むロダン村に作っていた「巣」に移動した。

　これまでは通行手形をそろえ、魔導船に乗って何日もかけて移動しなければならなかったのが、文字通り一瞬で移動できるようになったのは、とんでもないことだ。

　これまでアレンが召喚できた召喚獣は、転移ができないため、空を移動するしかなった。学園を卒業し、ローゼンヘイムでの戦争にも参加して、アレンは勇者ヘルミオスをはじめとする各国の人々と知り合いになった。が、彼らと連絡をとるために、それぞれの場所に竜Ｂや霊Ｂの召喚獣を向かわせると、移動だけで半月以上かかっていた。しかも、召喚獣は連続して１ヵ月しか召喚していられないため、一ヵ月の間に何体も召喚獣を送る必要があった。

　だが、鳥Ａの召喚獣ならば、一度送り出して「巣」を作ってしまえば、一瞬で目的地に移動できる。そこで新たに鳥Ａの召喚獣を呼び出し、「巣」を作れば、一ヵ月ごとに行わなければならない召喚獣の入れ替えも簡単に済む。

　ちなみに、製作者のメルスは、アレンが召喚獣を使っている様子から、足りないと思った特技、こんな効果があればいいと思った特技を優先して実装してきたという。鳥Ａの召喚獣には、アレンがヘルミオスと戦った時に、彼の飛ぶスキルに憧れたこと、そしてローゼンヘイムでの戦争で移動に時間がかかって苦労していたことから、移動に関する加護やスキルを選んだという話だ。

　なお、鑑定スキルは、召喚レベル８で手に入れても意味がないと判断したため、Ａランクの召喚獣には実装しなかった。鑑定しなければならないのはＳランクの魔獣や魔神だが、Ａランクの召喚獣が鑑定スキルを使っても、恐らくＳランクの魔獣は鑑定できないし、上位魔神は絶対に鑑定できないかららしい。

　ともかく、鳥Ａの「帰巣本能」によって、アレンたちは一瞬でラターシュ王国グランヴェル領まで移動できた。だが、それでも、ダンジョン内での経験値狩りの不満が消えたわけではないセシルが、鳥Ｂの召喚獣に乗っての移動中、ちくちくと言葉でアレンを責め立てる。

　背中に突き刺さる非難の言葉に耐えながら、たどり着いたのは白竜山脈だった。

「あ！　あそこだ!!」

　アレンたちの前方を飛ぶ鳥Ｂの召喚獣の背で、クレナが声を上げた。嬉しそうに前方を指さしているところや、背中に剣を背負うかわりに巨大な骨付き肉を背負っているところを見ると、今回の息抜きを一番楽しんでいるのは、クレナなのかもしれない。

「本当だ。皆、降りるぞ！」

　降下していった先には、白い竜と、さらに大きな竜Ｂの召喚獣が待っている。

「随分デカくなったじゃないか。１年かそこらでこんなに大きくなるのか？」

「ハクはずいぶん大きくなっているな」

　鳥Ｂの召喚獣から降りて、幼体ながら見上げるように大きい白竜のハクに近づいていく。

『グルル!!』

　近づいてくる一団の先頭に立つアレンに、ハクが牙をむいて小さく唸った。見慣れない生き物が近づいてきたので、恐れているのかもしれない。

『アレン殿を威嚇するではない!!』

　隣にいる竜Ｂの召喚獣がハクを叱りつける。

『ク、ク～ン』

（犬みたいに鳴くんだな）

「なんかすごくデカくなっているわね。これでもまだ子供なの？」

　セシルも興味津々の様子でハクを見上げる。

「うん、すっごいでかい！」

　竜Ｂの召喚獣が世話をしたということもあり、ハクはすくすくと育って、１年あまりで体長５メートルにまで成長した。食欲旺盛で、竜Ｂの召喚獣が狩った獲物なら何でも食べる。

　だが、竜Ｂの召喚獣よりステータスも高く首も５つある竜Ａの召喚獣の方が、手厚く世話ができるだろうとアレンは考えた。

「オロチ出てこい」

『おう！』

　竜Ａの召喚獣が出現すると、ハクがびっくりして竜Ｂの召喚獣の後ろに隠れた。

　今回は、竜Ｂから竜Ａへ、ハクの世話を引継ぐためにやってきた。当面の間は竜Ｂと竜Ａの２体で一緒にハクを世話して、ゆくゆくは竜Ａのみに交代していくつもりだ。

　竜Ａの召喚獣に引き合わされ、不安そうにしているハクに、クレナが近づいていく。

「ハク。ほい、肉だよ。お食べ」

　ロダン村から背負ってきた肉を、ハクに食べさせようとする。

『グルゥ』

　しかし、竜Ｂの召喚獣からいつも新鮮な肉をもらっていたハクは、干し肉の塊を差し出されて困った様子だ。恐る恐る肉をくわえたが、ほとんど嚙むことなく飲み込んだ。

「いっぱい食べて大きくなるんだよ」

　ハクの様子を見上げるクレナの目がキラキラしている。

（こういうのを母性っていうのかな）

　ハクの成長について話すと、クレナがうれしそうに聞いていたことを思い出す。

「それで、ハクを飼い慣らすことはできるのか？」

　クレナとハクの様子を眺めながら、アレンはメルスに尋ねる。

『どうだろうな……難しいかもしれないな』

「しかし、これまで自我を持っていた魔獣は多かったぞ」

　魔王は、全ての魔獣に影響を及ぼすと言われている。しかし、アレンが初めて強敵と感じた魔獣マーダーガルシュは、遊ぶように人間を殺したが、自我を失っているようには見えなかった。以前倒した白竜もそうだ。もし、彼らが魔王の影響で自我を失い、狂気にとらわれていたとしたら、クレナ村は存在しなかったであろう。

『自我を持っているから、飼い慣らすのが難しいのだ。魔王のように隷属のスキルがあれば、相手の自我を無視して従わせることはできるだろうが……』

「なるほど」

　クレナがアレンとメルスの話を聞きつけ、心配そうな顔で振り向いた。

　ほどなくして、鳥Ｂの召喚獣に乗って移動する。

　アレンは「飛翔」で飛ぶことができるが、飛翔中は魔力を消費し続けるので、セシルと一緒に鳥Ｂの召喚獣に乗っている。

「次は鎧アリの巣だったかしら」

「ああ、鎧アリ牧場の実験をしようと思う」

　ハクの住む洞窟から少し離れた山の麓に、鎧アリの巣がある。山の下に迷宮のような巣穴を作っている鎧アリたちの外骨格は、ミスリルには劣るものの、鋼鉄より硬く、軽い。この外骨格を武器に加工する素材とするために、餌を与えて、効率よく鎧アリを繁殖させられないか実験する。

　キールの治めるカルネル領では、ようやくミスリル鉱の採掘が始まったばかりだ。火の神フレイヤの神器が奪われ、魔王軍がいつ、どんな動きを見せるかわからない以上、ミスリルに代わる装備を整える必要がある。

　アレンたちは息抜きを兼ねた次の目的地へと向かう。

　鎧アリの巣の周辺に、草Ａの召喚獣を植えてから、鳥Ｂの召喚獣に乗ってロダン村に戻った。

　鳥Ａの召喚獣の覚醒スキル「帰巣本能」は１日に一度しか使えないので、のんびりと空を飛ぶことにする。

　村に近づくと、眼下に慌ただしく行き来する村人の姿が見える。特に、アレンの父ロダンの住む村長宅近辺に人が集まっている。

「なんか、随分立派な村になったわね」

　Ｓ級ダンジョンに向かう前にセシルもロダン村に立ち寄ったのだが、発展具合に驚いている。

「みんなで開拓したからな」

　ロダン村は、アレンの召喚獣はもちろんの事、村を開拓するために多くの入植者を受け入れ、魔獣から襲われても大丈夫なよう要塞化を進めてきた。

　完成目標としてローゼンヘイムのラポルカ要塞クラスの村にしたいと考えている。

「ほおお、すごい立派な村だ」

　クレナもロダン村の発展具合に驚いている。

　村長宅の前の広場に降り、建物に入ると、廊下の奥からいい匂いが漂ってくる。匂いに引き寄せられたクレナがさっさと進んでいくので、アレンたちもついていく。

　厨房では、アレンの母のテレシアが、お手伝いさんと一緒に慌ただしく料理を作っている。

「ただいま。母さん」

「あら？　お帰りなさい。もうすぐ準備できるから、広間でゆっくりしていなさい。お客様もお待ちよ」

　広間にはたくさんの人々がいて、雑談をしている。

「ピッピちゃん!!　あれ、なんか違う……」

　妹のミュラがアレンに駆け寄ってくるが、アレンの肩に乗る鳥Ａの召喚獣が、見覚えのある鳥Ｇの召喚獣「ピッピちゃん」ではないのでびっくりしている。

『ピピ！』

　アレンは鳥Ａの召喚獣を自分の肩から飛び立たせ、鳴きながらミュラの周りを飛び回らせる。

「わあ!!　ピッピちゃん!!」

　鳥Ａの召喚獣が自分の肩にとまったので、ミュラはキャッキャと喜んだ。

「ミュラ、大人しくしてろって」

　ミュラの後ろからアレンの弟のマッシュがやってきて、はしゃぐ妹をたしなめる。

「は～い。マッシュ兄ちゃん」

　ミュラは、返事こそするものの、不満そうな顔つきからは一切反省していないのが窺える。

（俺が騒がせてしまった気もしなくもない）

「ただいま」

　アレンはマッシュにも挨拶をする。

「お帰り。アレン兄ちゃん」

　はきはきと答えるマッシュは12歳になった。妹の世話もしていて、随分成長したなとアレンは思う。

　そこへ、ちょうど広間に入ってきた父ロダンが、人々に挨拶しながら、アレンのところにやってきた。

「おう、帰ったか」

「うん。母さんが、もうすぐ準備ができるって」

「そうか。しかし、今日のことはあんまり急な話で、父さんはついていけないぞ。これからグランヴェル子爵をお呼びしてくるからな」

　ロダンは困った顔をしている。

（村長頑張ってくれ。皆が参加したいって言うから仕方ないのだ）

　村長宅には、同じロダン村に住んでいるクレナやドゴラの親だけでなく、キールの妹と使用人、それにメルルの両親も来ている。鳥Ａの召喚獣の「帰巣本能」を利用して、バウキス帝国から連れてきた。

　メルルの両親は平民で、父は下級兵士だという。あまり自分のことを話さないメルルであるが、国を守る父の背中を見て育ったことで、自分も前線に出て活躍することで国と人を守りたいと考えた。そういう話を、仲間たちに、今日のイベントにそれぞれの親を誘うかを確認した時に聞いた。

　広間にメルルを探すと、両親と温かい雰囲気で会話している。キールも、妹のニーナと久々に会うので、楽しそうだ。２人が白竜山脈行きに同行しなかったのは、このためだった。

　ドゴラの両親も広間にはいるが、彼らのところにドゴラの姿はない。親と一緒だとはずかしいのか、１人だけ思春期真っ只中だなと思う。

（転移スキルが手に入ったことだし、もう少し皆が家族と会えるようにするか）

　ドゴラの様子を見ていると、ロダンによく似た老齢のおじさんがアレンに寄って来る。

「お前さんが、アレン君かえ？」

「はい。ゾハンお爺さん、初めまして。村には慣れましたか？」

　ゾハンはロダンの父親で、アレンの祖父に当たる。アレンたちがＳ級ダンジョンに向かった後、元いた村から隠居する形でロダン村に引っ越してもらった。転移してあちこちに行っていたが、挨拶はまだだったなと丁寧な挨拶をした。アレンの言葉に、ゾハンと横の老婆も目を見開く。

「まあまあ、聞いていた通り、利発な子ね。うちの子がこんな立派な子を……」

　ゾハンの横では、アレンの父方の祖母に当たるジャニカがほろりと涙を流す。

「いえいえ、良い両親に育てられました。今日は騒がしくなりますが、よろしくお願いします」

　父方も母方も祖父母にロダン村に来てもらったので、母方の祖父母にも挨拶しようと思う。

　祖父母からワシワシと頭を撫でられていると、ロダンが戻ってきた。

「こちらです」

「うむ」

　家主であるロダンの案内で、別室で待っていたグランヴェル子爵と夫人、セシルの兄のトマスが広間に現れる。執事のセバス、騎士団長に副騎士団長も一緒だ。

　子爵と夫人を広間の奥の席に案内してから、ロダンはもう一度広間から出て行く。そして、今度はシグール元帥、ルキドラール大将軍、フィラメール老と数名のエルフを案内してきた。

　今日は、これからアレンたちの成人祝いが行われる。Ｓ級ダンジョンでは自分たちだけで成人の祝いとしたが、今回は家族を交えてもう一度本格的に祝ってもらう。

　何故こうなったかというと、アレンが鳥Ａの特技の検証のため、あちこちに「巣」を作って移動したことが理由だ。

　メルスは天使として死に、召喚獣になる前は、Ａランクの召喚獣の特技や覚醒スキルを設定している最中だった。しかし、途中でその仕事を離れてしまったので、現在実装されている召喚獣が、かつてメルスが考えた通りになっているかは、本人にも分からないという。だから、細かい検証をしなければならない。

　鳥Ａの召喚獣の場合は、一度にどれだけのものを、あるいはどこまでの範囲のものを移動させることができるのかを知りたかった。

　そこで、召喚レベルが８になってからの召喚獣の能力を検証していく中で、あちこち転移していった際、ロダン村にも転移した。すると、また急に帰省したアレンを両親がいぶかしんだので、転移できるようになったことを簡単に説明したら、それなら成人祝いをきちんとやってあげたいという。他の仲間の親たちもそうなのかと考え、グランヴェル子爵やローゼンヘイムの女王にも聞いてみると、是非とも祝いたいと言われた。貴族や王族にとって、子供の成人祝いは大切な行事なのだ。

　さらに、今まで会ったことがなかったメルルの両親からも成人祝いの参加を希望され、キールの妹ニーナや使用人もそうしてほしいと言うので、最終的に、ロダン村に集まって、盛大に執り行おうということになった。アレンとしては、最初の目的であった「帰巣本能」の特技や覚醒スキルの効果が検証できてよかったのだが、思ったよりも大がかりな事態になってしまった。

　ローゼンヘイムからは、シグール元帥が来てくれた。女王がその立場から国を離れることができないので、元帥が代理人を務めることになった。

　その元帥が、グランヴェル子爵の右側に座る。ロダン村はグランヴェル子爵領の一部なので、席は子爵が中心となる。

　なお、広間に椅子などはなく、座布団のような物に各々は座っている。

「シグール元帥殿。このようなむさ苦しいところにお泊まりいただき、大変恐縮しておるとのことです」

　ロダンの代わりにグランヴェル子爵が宿泊の礼を述べる。といっても、グランヴェル子爵も下級貴族なので、大国の重鎮ともいえるシグール元帥相手に、かなり遠慮している様子だ。

「なに。我らエルフは自然を好む。この村は自然に囲まれて、一同、心地よく過ごさせてもらった。それに、英雄の生まれた場所を見ておきたかったからの」

　子爵と元帥が会話している間にも、さらに親子連れの村人たちが何組も広間に入ってくる。彼らは皆、アレンたちと同様に成人を迎える子供のいる家族たちだ。

　アレンたちの世代は、開拓村でベビーブームが起こった時期に生まれた。だから、クレナやドゴラ以外にも、今年で15歳になる子供が多くいる。

　さらに、開拓に従事するため街からやって来た人々の中にも、今年で15歳になる子供がいる。

　それらの家族が、広い村長宅を会場にした成人祝いに参加している。農奴の家族もいるが、アレンが入れていいかと尋ねて、グランヴェル子爵が断ることはなく、結果、たまに集会所としても使われる、１００人は入れるはずの広間が、今日は人でいっぱいになってしまった。そこかしこから「大人しくしているんだぞ」とか「わ、分かっているよ」とかいった声が聞こえてくる。

　やがて、焼けた肉のいい匂いが漂ってきて、大きな皿に載せられた、こんがり焼けておいしそうなグレイトボアの肉が運ばれてくる。続いて、サラダやパン、肉と野菜の煮込みなど、村長宅の厨房以外に近隣の家からも成人祝いの料理が運ばれてくると、貴族やエルフと同席していることに緊張していた村人たちから緩み声が漏れた。

「おおお！！！」

（やっぱり開拓村と言えばボアの肉だな）

　鳥Ａの召喚獣の特技や覚醒スキルを使えば、ラターシュ王国の王都やＳ級ダンジョンの街からもっといい肉を持ってくることもできた。しかし、成人祝いはこの村で行われるのだし、この村の子供にとってはグレイトボアの肉が一番の御馳走だからと、あえて母に焼き肉を作ってもらった。

　反対に、お酒くらいは上等なものをと、Ｓ級ダンジョンの街で一番いい果実酒を大樽で５つほど用意した。また、エルフは魔獣の肉を食べないため、この辺りで取れる果物と、バウキス帝国名物のフカマンを大量に用意した。

　それら大皿に乗った料理が配膳されると、シグール元帥が「お心遣い感謝する」と言って軽く礼をした。一方、精霊神はミュラの膝の上で、すでにフカマンを頰張っていた。

　料理が全て揃い、着替えたテレシアがロダンの横に座ると、成人祝いが始まった。

　グランヴェル子爵、シグール元帥、ロダンの順に、成人になった子供たちへの祝辞が述べられる。

　しかし、ロダンは慣れないためか、子爵と元帥と一緒だからか、緊張して嚙みまくっているし、何を言っているのか分からない。

「せっかくの祝いの席、遠慮なく食事をしてほしいと言いたいところだが、少し遠慮してくれると村長として助かる。そ、それでは、皆食事を楽しんでほしい」

　ロダンの言葉をかき消すように、参加者全員が歓声をあげ、美味しそうに料理を頰張り、酒を飲み干していった。

　着席した後、横に座る母テレシアから「お疲れ様」と言われ、父ロダンが照れていたのが、なんとも微笑ましく思えた。

　まだ夕方前だが、ハクの様子を見に行ったり、鎧アリ牧場を作るための準備をしたりで、今日のアレンたちはまだ、たいした食事をとっていない。自然と食事の量が増えてしまう。

　中でも、もともと食いしん坊のクレナは、ものすごい勢いで食べ物を口に運んでいる。部屋の反対側から、彼女の父のゲルダがちらちらと視線を送っているのは、もう少し落ち着いてくれと願っているからだろう。

　その、ゲルダの傍にも、クレナの祖父母がニコニコとしながら座っている。

　アレンは、弟のマッシュからダンジョンの話をせがまれて、Ｓ級ダンジョンでの出来事を話して聞かせていた。マッシュの隣では、クレナの妹のリリィもいて、目を輝かせながら聞いている。

　アレンの話が一区切りしたところで、グランヴェル子爵が声をかけてきた。

「アレン。先日、冒険者ギルドから『ダンジョン情報部』の話を聞いたぞ。バウキス帝国でも活躍しているようだな」

（あれ？　「ダンジョン情報部」の提案者が俺だってことはオープンになっているのか？　支部長もやってくれるね。まあ、別にいいけど）

「え？　もう、ラターシュ王国にも話が来ているのですか？　情報部の件は、まだ試行段階と聞いているのですが」

「その試行が、学園都市のダンジョンを使って行われるそうでな。私のところにも連絡がきたのだ」

（たしか、子爵って、今は王国の外交部門に籍を置いているんだっけ）

　ラターシュ王国とローゼンヘイムが正式に国交を結んだことで、グランヴェル子爵はラターシュ王国の外交部門で働くことになった。これは、かつて子爵が従僕として仕えさせていたアレンが、ローゼンヘイムでの戦争で活躍し、エルフの女王の信頼を得たことが理由とされている。他にも、王国の現国王が、子爵を、ハミルトン伯爵ら軍部や学園派から遠ざけておきたかったからだという噂もあるらしい。

　外交部門で働く必要上、また、他にも王城の貴族からさまざまな用を頼まれるようになったことで、子爵は今、王都に住んでいる。息子のトマスが役人として王城に仕えていて、子爵夫人も１人では寂しいと、子爵と一緒に王都で暮らしているため、現在、グランヴェルの街の子爵館は代官を置いている。その代官に、アレンが従僕時代にお世話になった、さぼり癖のあるリッケルがこってり絞られているのは、また別の話だ。

　アレンがグランヴェル子爵と話していると、そこにローゼンヘイムのシグール元帥が声を掛けてきた。

「アレン殿、この度はまた、貴重な物を頂き、大変感謝している」

「え？　ああ、どういたしまして」

　シグール元帥が話しているのは、アレンが草Ａの召喚獣から作った「銀の豆」と「金の豆」のことだ。
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　草Ａの召喚獣は、そら豆に手足が生えたような見た目をしている。加護の「破邪」は、Ｃランク以下の魔獣が寄って来ないという効果を持ち、特技の「豆まき」は、銀の豆や金の豆を魔獣に投げつけるというものだ。どちらの豆も、当たればＢランクの魔獣を倒すことができ、Ａランクの魔獣でも、倒せないまでも弱らせる効果があるようだ。

　そして、特技「銀の豆」と覚醒スキル「金の豆」は、植えると木が生えて、周囲１キロメートル以内に魔獣を寄せ付けない結界になる、という効果を持つ豆を生成する。

　銀と金の違いは、効果対象と持続期間で、銀がＢランク以下の魔獣に効果があり持続期間は10年、金がＡランクの魔獣にも効果があり持続期間は１年らしい。

　これはメルスが設定した持続期間なので、もしかしたら変更してあるかもしれない。

　いずれも１つ作るのにＡランクの魔石を５つ使用する。これをそれぞれ１００個ずつ作り、ローゼンヘイムに提供した。

　現在、ローゼンヘイムは、魔王軍の侵攻によって破壊された都市や砦の復興中である。そこで問題になっていたのが、ローゼンヘイムのあちこちに潜む魔王軍の残党だ。

　魔獣たちは、時に徒党を組んで襲ってくることもあるが、基本的に分散していて、全て討伐するのにかなりの年月を要するという。

　そんな困った状況を救うのが、銀の豆と金の豆だ。魔獣を寄せ付けず安全に復興できれば、どれだけエルフの血を流さずに済むだろうか。

　それは優に万単位のエルフの命が救われることを意味した。

「くれぐれも効果持続期間にはお気を付けください」

　金の豆と銀の豆の発動効果が、メルスが天使だったころに設定した期間よりも短縮している恐れがある。

「おかげで安全に復興を進められるというもの。アレン殿には、一度ならず二度までも我が国を救っていただいたことになると、女王陛下もお喜びだ。もちろん、我らも心より感謝を申し上げる。ありがとう」

　シグール元帥がそう言って深く礼をする。すると、いつの間にかやってきていたルキドラール大将軍、フィラメール老、そして世話係のエルフたちが、元帥と同じく一斉に深く頭を下げた。

　一方、広間に居合わせた他の参加者は、この出来事に驚愕し、絶句してしまう。

「!?」

　アレンとローゼンヘイムのエルフたちを中心に、波紋のように静寂が広がっていく。さっきまではしゃいでいた、成人したばかりの若い農奴は、食べていたボアの肉を落としてしまった。

　農奴も平民も、シグール元帥がどのような人物なのか、挨拶を聞いてもさっぱり分からなかった。

　ただ、彼らが知っている「偉い人」であるグランヴェル子爵より上等な服装をしていて、見慣れない長い耳をしているので、外国の貴族かと思っていた。

　その彼らが、床につくほど深々と頭を下げ、微動だにしないので、礼をされている相手が誰なのかと視線を向けて、それが村長の息子であることにびっくりしてしまったのだ。

　一方、元帥たちが、そしてアレンがどんな人物なのかを知る人々も、まさかエルフの賓客にこうも丁重な扱いを受けるものかと、別の意味でびっくりしている。特に、アレンの隣にいたグランヴェル子爵などは、口をぱくぱくさせて、思考が職場放棄したようだ。その目が、何を渡したのだと訴えるので、アレンも後でお伝えしますと目で返事をする。

「以前もお伝えしたが、ローゼンヘイムは必ず、アレン殿の願いを全力で叶える。もしも、困ったことがあれば、真っ先に我々エルフに声を掛けて欲しい」

「そうですね。何かあればお願いします」

　楽しい会の空気をこれ以上重くしないでくれとシグール元帥に念じる。

　そんなアレンの背中を見つめる父のロダンは、なんともやるせない気分になっていた。

　アレンが８歳の時、グランヴェル家の従僕では収まらないと言ったことを、昨日のことのように憶えている。結果的にはその通りになったのだが、しかし、息子が手の届かないところへいってしまったようで、素直に喜ぶことができない。

「あなた」

　テレシアが、そんな顔をしてはだめと、言葉ではなく伝えてくる。

「……ああ、すまない」

　ロダンはそう言って妻の手を握り、笑顔を作って見せた。

　一方、ローゼンヘイムのエルフたちから解放されたアレンは、そんな父の思いに気づくこともなく、弟マッシュと話していた。

「勉強は捗っているか？」

「うん、アレン兄ちゃん」

　４月から学園に進学する予定のマッシュは、グランヴェル子爵が派遣してくれた講師のお陰で、着実に勉強を進められているという。

「じゃあ、兄ちゃんがこれをあげよう。学園では色々と危険な課題が出るからな」

　アレンは魔導書から出しておいた指輪をマッシュに差し出した。全部で６個あり、それぞれ体力、攻撃力と素早さが５０００上がる指輪が２つずつある。５階層の銀箱から手に入れた特別な指輪だ。

　アレンは、弟と妹のレベルとスキルを育成する基本的な方針として、ある程度の分別がつくまでは、たとえ才能があってもレベル上げを手伝ったりしないことにしていた。もし分別のない状況で、レベルだけ数十倍に上がったら、何かの拍子に事故が起きるかもしれないからだ。

　しかし、マッシュはアレンが思う以上に成長してくれているようだ。アレンが学園に進んだ直後は、寂しさからかなり落ち込んだようだったが、今では妹の面倒をしっかり見て、将来のために勉強もできる少年に成長してくれたと思う。

　そのマッシュが、自分の差し出した指輪をじっと見つめて黙っているので、アレンは不思議に思う。

「どうした？」

「これ、はめたら強くなるの？」

「そうだぞ」

「だったら、これはいらないよ。僕は僕の力で強くなる」

（おお！　断ったぞ!!）

「そうか。でも知っているか？　この村を出ると、ボアよりもっと強い魔獣がいるんだぞ？」

　アレンは自力で進もうとする弟の成長ぶりに、顔が緩みそうになるのを必死に抑えながら、一応説得を試みる。

「う、うん。それは、自分の力で倒すよ」

「お兄ちゃんより強い魔獣もいるぞ？」

「え？　そんなのいるわけないよ」

「いるぞ。それも、いっぱいいたんだ」

（魔神とか）

「そ、そうなんだ……」

「来年にはリリィも学園に来るらしいね。リリィと一緒の時、倒せない魔獣にあったらどうする？　魔獣たちは優しくないぞ」

「……」

　マッシュはどうすればいいか、何を答えたらいいか分からないようで、黙ってしまった。

「そんな時に、指輪があればと思うかもしれないぞ」

「でも、僕は……」

　それでも自分の力で進んでいきたいとマッシュは思っているようだ。

「だったら、この指輪は、本当に困った時のために、ポーチに入れておくんだ」

「ポーチ？」

「自分の力でやってみて、それでもどうしようもなくなった時は、誰かに助けてもらってもいいんだぞ」

「……ありがと。アレン兄ちゃん」

　マッシュの目から涙が溢れてくる。

「勝つことが一番大事だぞ。大切な人を守らなきゃいけない時ならなおさらだ。その時は手段を選ばず、躊躇ためらっては駄目だぞ」

　そう言って、アレンは収納からポーチを出し、指輪を全て入れて、マッシュに渡す。

「うん。うん……。ありがと」

　今度こそ受け取ってくれたので、頭をワシワシしてやる。他の人も見ている前で頭を撫でられ、マッシュは恥ずかしそうにうつむいた。

　アレンは立ち上がり、広間を見回した。そこかしこで、知り合い同士の会話、家族の団だん欒らんが見られる。

（これが、俺が守りたいものか）
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　目の前に広がる光景が、アレンには、どんな手を使ってでも守らないといけない全てだと思えてくる。

　あと数年で、この世界が滅びるかもしれないこと、調和を重んじる神は、滅びる世界を、人々を助けてはくれないらしいこと、それをロダンたちに話すつもりはさらさらない。

　ロダンたちが知る前に、自分たちの力で、世界の破滅を止めてみせる。

「俺は手段を選ばないぞ」

　アレンはマッシュに向けた言葉を、自分にも言い聞かせるのであった。







　成人祝いの翌日、アレンたちは拠点に戻った。

　仲間たちは、久々に家族に会えたからか、元気を取り戻したように見える。

　アレンはヘルミオスに銀の豆と金の豆を渡した。これはヘルミオスの母国であるギアムート帝国での需要を見越してのことだ。

　ローゼンヘイムと同じく、ギアムート帝国も魔王軍の侵攻を受けた。かつて魔王軍に奪われ、なんとか取り返した領土も、再び奪われてしまい、現在、敵の侵攻を抑えてはいるものの、いつまた攻め込まれるか分からない。そこで、銀の豆と金の豆を提供することにした。

　ただ、魔獣を寄せ付けない結界が、魔獣を繰り出す相手との戦争において、必ずしも有効とはいえない。なぜなら、魔獣を寄せ付けない要塞や砦があったとして、もしアレンが魔王軍の指揮官なら、数に物を言わせて遠巻きに包囲するか、無視して侵攻をするはずだからだ。

　もしくは、Ｓランクの古代竜などをぶつけて結界を破ってしまうだろう。

　そこで、金銀の豆は、防衛拠点が陥落しそうになった時、兵を逃がすための時間稼ぎのために使うなら有効だろうと伝えた。これなら、魔王軍が時間をかけて要塞を落としても、こちらの兵力を大きく損なうことなく、態勢を立て直すことができ、相手の兵力と時間を消耗させることができるかもしれない。

「これも、アレン様がご用意くださったのですね」

　うれしそうな声でそう言ったのは、ヘルミオスの仲間である聖女グレタだ。天使メルスを召喚できるようになったことで、アレンへの態度を変えたようだ。

「グレタさん」

「は、はい」

「これはローゼンヘイムからですよ」

「え、でも……」

「グレタ。その辺にしておこうよ」

　ヘルミオスがグレタに言い聞かせるように言った。

　ヘルミオスは、アレンが休みの日に、部屋に籠って何かしていることを察している。不自然だなと思うものの、アレンがこの１年弱の間に、冒険者たちのためになることをどれだけしてきたか知ってもいるので、深く追求するようなことはしない。

「じゃ、今日はミスリルゴーレムに挑戦します」

　アレンはそう言って食堂を出ようとした。

　すると、例によって、ソファーに寝そべり酒を飲んでいたガララ提督から悪態が飛んでくる。

「は！　遠距離攻撃で近づけずに、死体の山を増やすだけだ！　やめとけやめとけ!!」

（なるほど。次は遠距離攻撃が得意なゴーレムね）

　神殿から移動した５階層には、メダルをはめる台があり、アレンたちはその台に空いた深い凹みに、アイアンメダルとブロンズメダルを既にはめこんでいる。他のパーティーが訪れることはないので、それぞれのメダルは手に入れるとすぐに台にはめていた。ここに、今日、ミスリルゴーレムを倒して手に入るミスリルメダルをはめこめば、いよいよ最下層ボスに挑戦できるようになる。

　キューブ状の物体を使い、ミスリルの間に移動する。

「やはり、ここも銅や鉄の間と同じ感じだな」

　天井が高い広間には、ミスリルで出来た巨大なゴーレムが１体立っている。

「いくぞ！」

　アレンたちは鳥Ｂの召喚獣に乗り、メルルはタムタムを降臨させて乗り込む。ある程度まで近づいたところで、ミスリルゴーレムが動き出した。

　だが、その動きは、これまでのような単純な攻撃ではなかった。両足を折りたたみ、両腕を胴体に格納して小さく箱形にまとまる。肩だったところが、扇のように展開して翼になる。頭がぽんと宙に飛び出したかと思うと、大きな輪のような形に変化し、本体の上で駆動音をたてて高速回転する。

　そして、ミスリルの巨体が宙に浮きはじめた。

「飛んでくるぞ。って、え？」

　胴体からアレンたちに向かって筒状のパーツが２つ突き出す。その先端が光り出し、次の瞬間、無数の光球が連射された。

「あ、あぶない！」

　メルルがタムタムを前進させ、射撃から守ろうと仲間たちの前に立ち塞がる。

「ぐ!?　んぐぐ!!」

「メルル!!」

　タムタムの、胸の前でクロスした両腕が、次々と撃ち込まれる光球に粉砕されていく。光球は足にも届き、膝を砕かれたタムタムがしゃがみ込んだ。

　タムタムの操縦席である胸の水晶の中で、メルルは魔導盤にはめ込まれた両腕用の石板を予備のものに換えようとする。

「俺が行く!!」

　大盾を構えたドゴラが、自分の乗る鳥Ｂの召喚獣を、宙を舞うミスリルゴーレムとタムタムの間に飛び込ませて射線を遮ろうとする。

「私も!!」

　クレナも武器を手にミスリルゴーレムへ接近するが、相手は距離をとって射撃を続ける。

　鳥Ｂの召喚獣に覚醒スキル「天駆」を使わせるが、それでも追いつけず、ドゴラがなんとか射撃を大盾で防ぎ続けるが、クレナ、そして天使メルスの近接攻撃も届かず、戦闘は膠着状態に陥る。

（おいおい、グリフは分かるが、メルスのステータスで追いつけないってどういうことだよ）

「ぐ!?」

　ドゴラが大盾を操り、射撃を受け止めようとする。転職を重ね、耐久力の高くなったドゴラと、アダマンタイトの大盾は無事だったが、ドゴラの乗っていた鳥Ｂの召喚獣が光球の射撃を受け、キールの回復魔法も間に合わず、光る泡となって消えていく。

「アレン！　次のグリフを出してくれ!!」

　落下しながら叫ぶドゴラを、アレンは新たに呼び出した鳥Ｂの召喚獣に受け止めさせる。

　キールが回復魔法を唱え、ドゴラがどうにか態勢を整えるまで、ソフィーとフォルマールが矢を放ち、ミスリルゴーレムを牽制する。

「もう、ちょこまかと！」

　セシルが攻撃魔法を放つが、高速で動きまわる相手にはほとんど当たらない。その間にも、ミスリルゴーレムは付かず離れずの距離をとり、優位な位置につけば攻撃をしてくる。

　一定の距離を保ち、追われたら逃げる敵などこれまで経験をしてこなかった。

（さて、初めてのタイプの敵だ。遠距離攻撃だけじゃなく、移動速度と連射がやっかいだな。よし、それならこいつでどうだ）

「ロカネル、出番だ！」

　アレンは石Ａの召喚獣を呼び出した。
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　ヒヒイロカネで出来た身長15メートルほどの石Ａの召喚獣は、これまでの石系統の召喚獣に比べて、ずいぶんと細身だ。大盾ではなく、バックラーと呼ばれる小型の丸盾を両腕に装備している。

「吸収を使え！」

　アレンが特技「吸収」を使うように指示をすると、石Ａの召喚獣は、両腕のバックラーから無数のヒヒイロカネの球を射出していく。

「ドゴラ、クレナ、それにメルス！　いったん下がってくれ！」

　アレンの指示通り、２人と１体が後退しはじめると、ミスリルゴーレムはこれまで以上の数の光球を発射してくる。思わずドゴラやメルルが防御態勢をとるが、彼らにむかった射撃は、全て石Ａの召喚獣が飛ばした金属球に吸収されていった。

　光球を吸収した金属球は、最初は朱色に輝いていたが、次々と射出される光球を吸収する度に輝きを増し、しまいには白く輝き始める。

　一方、金属球の輝きが増すごとに、石Ａの召喚獣の体に小さな亀裂が入る。１つ１つは小さいが、その数は瞬く間に増えていき、今にもバラバラになるかと思われた時、不意に時間がまき戻ったかのように、亀裂がすべて消えてしまった。

（よし！　「死に戻り」が発動したぞ!!）

　だが、ミスリルゴーレムの射撃は続き、それを金属球が再び吸収していくと、石Ａの召喚獣に新たな亀裂が増えていく。

「そろそろいいかな」

　アレンがその場で両手を前に突き出すと、石Ａの召喚獣もその場で同じポーズをとった。すると、その両手の前に、全ての金属球が吸い寄せられるように集まってきた。

　その様子は、まるで小型の太陽だ。

（とうとうこれを言う時が来たか）

　ずっと言いたかった言葉を、いまこそ口にする時だと思うと、胸がわくわくしてくる。

　アレンは大きく息を吸い、そして叫んだ。

「薙ぎ払え!!」

『……』

　石Ａの召喚獣の目が輝くと、その突き出した両手とミスリルゴーレムの間に、光の帯ができた。

　それは、ミスリルゴーレムがよけるより早く、宙を舞う巨体に突進した金属球の塊の残像だ。

　石Ａの召喚獣の覚醒スキル「収束砲撃」が直撃し、ミスリルゴーレムが粉砕された。

『ミスリルゴーレムを１体倒しました。経験値16億を取得しました』

　魔導書にログが表示される。

「すげえ！　一撃じゃねえか」

「そうだな。たぶん、この敵は素早さと攻撃力を伸ばす代わりに、耐久力が低くなっていたみたいだな。ロカネルも『死に戻り』を発動してくれたし」

　アレンは先ほどの勝利の理由を分析する。

　石Ａの召喚獣の特技「吸収」は、遠距離攻撃のダメージを吸収し、魔力に変えて蓄積する金属球を発射する。この吸収量には限界があり、限界に達すると石Ａの召喚獣は砕けて倒れてしまう。

　これは回復魔法や回復アイテムでは治すことができない。治せるのは、石Ａの召喚獣のもう１つの特技「死に戻り」だけだ。

「死に戻り」は、発動すると、「吸収」の石Ａの召喚獣の体が回復し、吸収限界がいったんリセットされる。発動は自動で、発動確率は10回に１回だ。発動後、吸収は再開されるが、発動以前に吸収したダメージから転化した魔力は蓄積量が２倍になる。

　そして、ミスリルゴーレムを倒した覚醒スキル「収束砲撃」は、魔力を吸収したヒヒイロカネの金属球を敵にぶつけるスキルだ。物理攻撃と魔法攻撃の２つの特性を持ち、「死に戻り」を経てダメージを吸収できれば、威力はすさまじいものとなる。

（たぶん、あのミスリルゴーレムは物理攻撃に弱かったんだろうな。逃げまくっていたし）

　もし、物理攻撃に耐性があるなら、あんなに逃げ回ることはなかったはずだ。敵の行動から、敵の特性を読み取ることができるとアレンは考える。

（それにしても、吸収と収束砲撃は、これからの俺の戦いにピッタリの特技と覚醒スキルだな）

　これまでの石系統の召喚獣も優秀だったが、Ａランクの石の召喚獣が持つ特技と覚醒スキルは、アレンが求めていたものと合致する。

「吸収」は、広範囲に及ぶ遠距離攻撃から仲間たちを守ることができる。そして、収束砲撃は巨大な敵に強力な一撃をたたき込むことができる。これは、既に大軍を相手にしてもひけをとらない戦いができるようになったアレンにとって、唯一の不得手であった、高火力の一点集中攻撃を可能にした。

（やはり対魔神戦を想定しているのかな）

　欠点があるとすれば、「吸収」がＳランク以上の敵の攻撃を完全には吸収できないことだ。今回戦ったミスリルゴーレムの遠距離攻撃は７割ほどしか吸収できず、残り３割はメルルのタムタム、ソフィーの要請に応えた精霊の力がなければ、仲間まで届いていただろう。

「お!?　やった。銀箱じゃねえか!!」

　ミスリルゴーレムの消えた後に出現した銀箱に、キールが喜びの声を上げる。

　宝箱を開けると、中から出てきたのは指輪だった。

（なんだ。また指輪か）

　アレンが確認のために装備してみると、攻撃力が５０００上がった。

　５階層を探索して知ったのは、指輪のステータス上昇値は３０００が限界ではないということだ。

　10回に１回ほどの確率で出現する銀箱には、結構な確率でステータスが５０００上がる指輪が入っている。いまでは全種類が揃いつつあるが、パーティー全体で各20個ずつくらいは欲しいところだ。

　そして、奥の方にはキューブ状の物体が出現し、その前に置かれた木箱にはミスリルメダルが入っていた。

「とうとう揃ったわね」

　セシルが言った。

「そうだな。いったんこの広間から出るか」

　キューブ状の物体に話しかけ、５階層の大広間に戻る。

「どうするの？　もうはめちゃうの？」

　クレナがアレンに確認する。

「ああ、とりあえず、どんな感じになるのか確認するか」

　台座中央の深い凹みに、他のメダル同様、ミスリルメダルをはめる。

　アレンの指先から、メダルが凹みに向かって吸いこまれるような感覚があったかと思うと、広間の４つの灯りが一斉に強く光りはじめる。

「おお！」

（これが、メダルが揃ったということか）

　アレンたちは、最下層ボスへ転移してくれるキューブ状の物体のところへ移動した。

「問題ないと思うが、構えていてくれ」

　現時点で、最下層ボスに挑戦するつもりはない。しかし、何が起こるか分からない。

「ああ」

　ジャガイモ顔のドゴラが頷き、両手に大斧と大盾を構える。

「すみません」

『はい。私は最下層ボス転移システムＳ５０５です。台座にはメダルが１枚ずつはまっています。１パーティーだけが最下層ボスに挑戦できます。挑戦しますか？』

（ほう？）

「ちょっと、１パーティーだけってどういうことよ!?　同時に何パーティーでも最下層ボスに挑戦できるの？」

　セシルがキューブに質問した。

『最大４パーティー、合計50人まで挑戦できます』

「３種類のメダルが１枚ずつだと、１パーティーだけしか参加できないということは、４枚ずつあれば４パーティーが参加できるということですか？」

『そうです』

（だから、あんなにメダルをはめる凹みが深かったのか）

　アレンはこのことをもっと掘り下げて情報を得たいと思う。

「１パーティーで挑戦するのと、４パーティーで挑戦するので、最下層ボスの強さは変わりますか？」

『変わりません』

「最下層ボスの討伐報酬は、同時に挑戦するパーティーの数によって変わりますか？」

『変わりません。最下層ボスの討伐報酬は、同時に何パーティーが挑戦しても、必ず４つです。ただし、現在はまだ最下層ボスが一度も討伐されていませんので、最初の最下層ボス討伐時には、討伐報酬は３つ、特別な報酬が１つ出現します。特別な報酬の内容については、ダンジョンマスターディグラグニ様との交渉となります』

　つまり、最下層ボスの討伐報酬は、どんな場合でも４つという話だ。初回特典の特別な報酬も含めた４つの討伐報酬を、４パーティーで倒せば分け合うことになる。１パーティーなら総取りにできる。

「特別な報酬は、こちらで誰が受け取るのか決めていいのですか？」

『報酬の受け取り先についてこちらは関知しません。ただし、最下層ボスの間に行く際には、こちらは転移の関係で必要になりますので、あらかじめリーダーを設定してください』

（パーティー各々が、好きに転移したり出たりすることを防止するためのリーダー設定か）

　アレンは一度仲間たちの方に向き直る。

「皆、ちょっと考えさせてくれ」

「もちろんだ。好きに決めてくれていいぞ」

　キールがそう言い、皆が頷くと、アレンはキューブ状の物体に向き直り、黙って考え事を始める。

　キールは、普段なら即断即決のアレンが考え事をしているのを、珍しいと思う。

　やがて、アレンが顔を上げ、再び仲間たちに向き直った。

「ソフィー」

「何でしょう？」

「頼みごとがあるんだが……」

「分かりました」

　ソフィーが即答する。

「いや、まだ何も言ってない」

「いいえ、ローゼンヘイムを救ってくださったアレン様の頼みなら、私にできることはなんでもいたします」

　ソフィーは真剣な眼差しでアレンに言うのであった。













第十話　最下層ボス攻略パーティー











　ミスリルゴーレムを倒してから１ヵ月、アレンたちはひたすらアイアンゴーレムを狩り続けた。

　２体１組で出現するアイアンゴーレムは、１体が倒された時、もう１体が近くにいると、倒された方を復活させてしまう。これを利用してアイアンゴーレムを無限復活させて、時間の許す限り戦い続ける。これにより、転職が最後になったソフィーもスキル経験値がカンストした。

　さらに、４階層ではなかなか手に入らなかった貴重な装備やアイテムも手に入った。アイアンゴーレムを倒して出現する宝箱は、９割が木箱、１割が銀箱、そして１０００個に１個が金箱だった。出現率の低い宝箱からは貴重なアイテムが出ることが多く、この１ヵ月の間に３つの金箱を開けたが、その１つにはオリハルコンの塊が入っていた。これも、アイアンゴーレム無限復活という、通常では考えられない手段をとった結果だ。

　オリハルコンの塊は、以前手に入れたものと一緒に、名工ハバラクに預けることにした。ハバラクは、火の神の神器が戻ったら、最優先で武器防具を作ってくれると約束してくれた。

　そして、アイアンゴーレム狩りには、しっかりと休息と息抜きの時間を設けた。今日も、ダンジョン攻略の休日で、今は、パーティーの全員で買い出しに出かけている。

　冒険者ギルドでアイテムの売買取引を済ませ、魔石を受け取った。

（魔石はいくらあってもいいからね）

　現在アレンの召喚レベルは８、ここから９にレベルアップするのに、スキル経験値が４００億ほど必要だ。これは、通常なら、手持ちのＢランクの魔石３００万個と「等価交換」スキルを使って「魔力の種」を生成することで手に入る見込みだ。

　しかし、経験値稼ぎと並行して行うと１年以上はかかりそうで、魔王軍の次の動きが不明な現状では、それだけの時間をかけることはできなさそうだ。

　魔王軍対策として、大量の魔石は草Ａの召喚獣が生成する金銀の豆に使うことにした。これらはそれぞれＡランクの魔石５個を必要とするが、魔石の種類でなく魔力量でスキルを発動させる「等価交換」スキルを使えば、Ａランクの魔石５個相当の魔力量を他の魔石で揃えればよくなる。

　もちろん、一時的に大量の魔石が必要になる場面もあるだろうし、天の恵みや魔力の種はいくつあっても足りない。召喚レベルをさらに10以上に上げる必要も出てくるだろう。現状でも貯められるだけ貯めておいた方がいい。

　しかし、「等価交換」があるので、これまでのように魔石の種類に拘こだわることはなくなった。

　むしろ、レベル上げの方が必要であると最近は感じる。

　メルスからは、召喚レベルは、封印されたスキルがある状態では上がらないと言われた。そして、アレンはまだ「王化」スキルを封印されている。そういえば、魔法使い系統の職業には、知力とは別に、レベルによって習得できる魔法に制限がかけられていた。召喚士も似たようなものだと知って驚愕し、経験値が何よりも欲しくなった。

　農奴だった頃はお金がなくてはならなかったが、それ以降は魔石がなければ始まらない状態になり、15歳になった現在は、成長限界がなくなって必要経験値が青天井だ。成長や環境の変化によって、必要とするものは変わっていくのだ。

　アイアンゴーレム狩りでも経験値は手に入るが、ローゼンヘイムで戦った上位魔神キュベルに「そのうち魔神が遊びにいくかも」と言われていたことを覚えているので、現状の力の限界を確認する意味でも、そしてレベル上げの必要からも、そろそろ魔神と戦ってみたい。なのに、まったく襲ってこないぞと思う。

　どこかに魔神は落ちていないものか。

　お客様の中に魔神はいませんか。

「ちょっと、アレン、買い出しにいくんでしょ？」

　セシルの声に、現実に引き戻される。

「ああ。とりあえず、まずは酒と肉だな。買い出しに行こう」

　肉屋で、漫画でしか見たことのないような骨付きの塊肉を買い、酒も酒屋で上等なものを３樽分購入した。

「３つで足りるのか？」

　ドゴラとクレナ、そしてアレンが１つずつ樽を担ぐのを見て、キールが言った。

「う～ん、ちょっと厳しいかもな。まあ、足りなければもう一度買い出しにいけばいいさ。酒屋は夜でも開いているしな」

　拠点に戻ると、食堂の片付けを始める。拠点の食堂は、かなりの広さで、30人でも余裕で入れるが、今日のイベントには不要な家具があるため、寛ぐために必要なもの以外を隅にまとめていく。いくつかのソファーは庭に出した。

「……」

　食堂に残したソファーでは、相変わらず酒を片手に寝そべるガララ提督が、睨むようにアレンたちを眺めている。

「何してるの？」

　怪盗ロゼッタが食堂に入ってきて、びっくりした様子で問う。アレンは、自分の仲間たち以外には、今日何をするかを話していない。

　時間を計る魔導具を見ると、片付けを始めて結構な時間が経っていた。

「ああ、もう少しでゼウ獣王子がやって来るので、一緒に説明します」

「そうなんだ、楽しみだね」

　いつの間にかやってきていたヘルミオスが、彼のパーティー「セイクリッド」の仲間たちも呼んできて、酒や料理の準備を手伝ってくれる。

　ほとんど準備が終わった頃、ヘルミオスの使用人で拠点の管理をしてくれている男性が、食堂に現れた。

「ゼウ獣王子殿下がいらっしゃいました」

　使用人に、ゼウ獣王子を案内するように言うと、しばらくして、ウルとサラの２人の獣人を引き連れ、ゼウ獣王子がやってきた。

「おお、これはまた一段と豪勢だな」

　テーブルに並べられた料理を眺め、ゼウ獣王子が言う。

「あ、いらっしゃいませ。早かったですね。獣王子殿下はあちらにおかけください」

　アレンはガララ提督が寝そべっているのとは別のソファーに、ゼウ獣王子を案内する。

（ゆっくりしていってね）

「それで、俺をわざわざ呼びつけて、何をしようというのだ？」

　ソファーに深く腰を下ろし、ゼウ獣王子が言った。

　アレンは、具体的な用件も伝えず、大国の王族を呼び付けた。常識ではありえないことだが、それでも来てくれる辺りが、とても義理堅く感じる。

　参加予定の全員が集まったのを知り、アレンは皆の手に飲み物が渡るのを待ってから、

「今日は、これから最下層ボスに挑戦する決起集会を行います」

　と宣言した。

「おおお!!　とうとう挑戦するのか!!」

　先ほど深く腰かけたばかりなのに、興奮のあまりゼウ獣王子は立ち上がる。

　これまで、ウルを経由したり、直接足を運んだりして、アレンたちのダンジョン攻略の状況を耳にしていたゼウ獣王子は、いつ挑戦するのかと思っていたようだ。

「けっ。なんだ。何をするかと思っていたら、そんなことかよ」

　ガララ提督がいつものように悪態をつく。

「厳しい戦いになるけど、皆、頑張ってね」

　木のコップでお酒を飲みながら、ヘルミオスが応援してくれる。

「それで、ヘルミオスさんにお願いがあります。『セイクリッド』にも、最下層ボス攻略に協力してほしいんです」

「え？　僕たちが君たちのパーティーに入るってこと？」

「いえ、実は、最下層ボスとは、最大４パーティー50人まで同時に戦えるようなのです」

　アレンは５階層での出来事を、改めて説明する。

「……」

　ガララ提督がアレンを睨みつけるように注視している。

「そういうことか」

　アレンの説明を最後まで聞き、ヘルミオスがつぶやいた。

「はい。最下層ボスのいるところまで移動するには３種類のメダルが必要で、この３枚１セットが参戦するパーティーの数だけ必要ですが、このメダルはこちらでご用意します。あと、最下層ボスを倒すと、最初の一回のみ、通常の報酬が３つになり、初回特別報酬が１つ出るそうです。私たちは初回特別報酬が欲しいので、後は皆さんで分けてください」

「最下層ボスはどれくらいの強さか、把握しているかい？」

　そう尋ねたヘルミオスの顔に、いつものへらへらした笑顔はない。

（そうだな。さすがリーダー、仲間のために果たさなければならない務めと）

「私の予想では、銅、鉄、ミスリルの各種ゴーレムの数倍の強さ、もしくは難易度だと思います」

「ちょ!?　そんな敵と戦うっていうの!?」

　怪盗ロゼッタが驚愕して叫んだ。

「だから、ヘルミオスさんたちにも協力をお願いしたいんです」

「そうでもなければ、アレン君なら自分たちだけで挑戦しそうだしね」

　ヘルミオスがうなずいた。

「すまぬが、どういうことなのか、余にも分かるように話をして欲しい」

　ゼウ獣王子たちのパーティーは、ダンジョンに入る度にメンバーが替わるので、その時々の編成によって、２階層から４階層の間で行き先を変えているという。そのため、５階層のことも、Ｓランクの魔獣の強さも分からず、状況がいまいち飲み込めていないようだ。

　アレンは２階層から４階層までの階層ボスより、５階層の３種類のゴーレムの方が強いこと、最下層ボスはその数倍の強さあるいは難易度が想定されることを説明する。

「デスステージもゴーレムの間も、１パーティーしか入ることができません。ところが、最下層ボスの間へは、最大４パーティーが入れます。１パーティーでも20人、30人になることがありますから一概には言えませんが、パーティーの数で考えれば、４倍の戦力が必要ということになります」

「余はなんという試練を課されたのか……」

　ゼウ獣王子が怒りとも悲しみともつかない声でつぶやく。

「もう少し情報が欲しいな。アレン君は、僕たちが参戦すれば、攻略の見込みはどれくらいあると考えているんだい？」

「そうですね、『セイクリッド』が参加してくれて、恐らく勝率は半分になるでしょう」

「!?」

　その場に居合わせた人々のうち、ヘルミオスとガララ提督を除いた全員が驚いた顔をする。

　世界最強とも言われる勇者ヘルミオスとそのパーティーが、たった８人で最下層ボスに挑戦するところまでたどり着いたアレンたちと合流しても、勝てる可能性は５割だとアレンは言う。

「なるほどね」

「ただし、危険になれば撤退が可能です。もしそうなった時には、再戦するかどうかは改めて考えてもらえればと思います」

　召喚獣を囮にできるアレンには、撤退は得意とするところだ。

「分かった。僕は参戦してもいいと思う。皆もそれでいいかい？」

　ヘルミオスは仲間たち１人１人と目を合わせ、意思を確認していく。全員がうなずく中、最後に怪盗ロゼッタがウィンクして見せた。

「いいわ。ついて行くわよ」

「だってさ」

「ありがとうございます」

「君たちとは仲良くしておけと、皇帝にも言われているしね」

（ぶっちゃけたな。まあ、そういうことだと思った。最近あまりギアムート帝国に帰らなかったからな）

　金の豆と銀の豆を渡してからは、さらに関係を良くするよう、強く言われたのかもしれない。

　こうしてヘルミオスたちが、アレンたちと一緒に、最下層ボスと戦うことになった。

「中央大陸が総力を上げて攻略に乗り出したというわけか」

　ヘルミオスのパーティー「セイクリッド」も最下層ボスに挑戦すると聞き、ゼウ獣王子が感心したように言った。

「いえ、それだけではありません。ガララ提督のパーティー『スティンガー』にも、協力していただく予定です」

「あ？　どういうつもりだ!?」

　ガララ提督が怒りを爆発させる。

「提督も、そのためにここに３ヵ月も入り浸っていたのではないのですか？」

「んなわけねえだろうが!!」

「あれ？　違う？　また予想が外れてしまいましたね」

　アレンは淡々と会話を続ける。

「は？　なんのことだよ」

「いえ。ガララ提督が怒っているのは、自分が最下層ボスに１パーティーだけで挑もうと判断したために、大切な仲間を失ったことで自分を責めているからだと思っています。それで、この拠点にいて、再戦の機会を待っていたと」

　アレンは、去年の10月、拠点にガララ提督が入り浸り始めたのは、皇帝からの理不尽な命令で仲間を失ったことを悔やんでいるからだろうと思っていた。しかし、５階層の台座にメダルを全てはめこみ、キューブ状の物体から、最下層ボスへ挑戦する際の説明を受けた時、自分の理解が間違っていたと分かった。最下層ボスは４パーティーまで、50人まで参戦できることを、ガララ提督も聞いていたはずだ。

「て、てめえ……」

　ガララ提督の言葉から勢いが無くなっていく。

「提督、今こそ再挑戦の時です。私たちも、ヘルミオスさんたちも一緒です」

　だが、ガララ提督は再び声を荒らげて反論する。

「あ!?　軽々しく言いやがって！　いまさらあいつらを誘えるわけねえだろうが！　何人死んだと思ってるんだ!!」

「そうなんですか」

「当たり前だろうが！　皆、仲間が死んだのは俺の判断のせいだって思ってるに決まっているぞ!!」

　ガララ提督は、懺ざん悔げするように、後悔するように、心の中に溜まっていたものを吐きだしていく。

　自分たちの力を過信したこと、敵の強さを見誤ったことで、仲間を死なせてしまった。彼らの事を思うと、自責の念に耐えきれず、自分をボロボロになるまでいじめ続けた。酒を飲み続け、アレンやドゴラに悪態をついたのも、全て自分のしてきたことから目を逸らしたかったからだ。

　だが、

「果たしてそうでしょうか？」

　アレンがそう言うと、廊下で待っていたメルルが、２階に待機させていた客を連れて、食堂に入ってくる。

「提督……」

　やってきたのは、ガララ提督のパーティー「スティンガー」の生き残った13人だった。

「な、なんでここに……」

　ガララ提督が驚きのあまり、ずっと手から離さずにいた木のジョッキを落としてしまう。足下に転がったジョッキから流れ出したビールが、提督の靴を濡らしているが、本人は気付いていないようだ。

「メルルとアレン君が誘ってくれたっす。必ずヘルミオスさんのパーティーも力を貸してくれるから、このダンジョンを攻略しようって、言ってくれたっす。皆で前に進むにはこれしかないって……」

　涙を流し、嗚咽混じりに仲間のドワーフが言う。

「やはりね、こういうことだったわけか」

　ヘルミオスが苦笑する。自分たちに断りなく、最下層ボス戦に参加することを「スティンガー」のメンバーに確約していたのは困ったことだが、ドワーフたちが２階にいたことは知っていたので、何をするつもりかは予想していた。

「前に進む、か……」

「そうっす。俺たち、もう提督のそんな姿見てられないっす。また『ダンジョン攻略なんざ、わけねえぜ！』って言ってほしいっす。戻ってくださいよ!!」

「言ってくれるじゃねえか……」

　ガララ提督はそうつぶやくと、顔を上げ、アレンとヘルミオス、そして２組のパーティーをゆっくりと眺める。両手で頭を挟んで、声には出さず口だけで何かつぶやいているのは、どうやら最下層ボス戦への参加を検討しているようだ。

（よしよし、リーダーの思考が戻って来たかな）

　やがて、ガララ提督の視線がアレンにぴたりと据えられた。

「アレンよ。最下層ボスの攻略に参加する。いや、参加させてくれ」

「はい。もちろんです」

「だが、参加の条件ってわけじゃねえが、１つだけ、約束をしてくれねえか」

「え？　初回討伐報酬ならあげられませんよ」

「そんなんじゃねえよ。お前らとヘルミオスのパーティーが参加して、勝率５割って言ったよな。なら、俺らが参加しても絶対に勝つとは言い切れねえ。そうだな？」

「確かにそうですね」

「もし、万一の場合には、俺の超身兵が殿しんがりを務めるから、お前は皆を無事に逃がしてくれ」

「それはどういう意味でしょうか？」

「俺が囮になるから13人は全員無事に帰せってことだ」

「て、提督……」

「おめえらは黙っていろ!!」

「なるほど。パーティーリーダーの責任ってやつですね」

「そうだ」

「なるほど。ですが、そういうことなら、今回の最下層ボス戦に、皆さんを集めたのは私です。ということは、リーダーは私、全パーティーの無事を確認するため、最後まで残る責任を追うのも私です」

　ガララ提督がアレンを睨む。だが、アレンもそこは譲らない。

　２人が黙って見つめ合うのを、その場の全員が見守っている。

　やがて、ガララ提督が頷いた。

「……分かったよ」

　次の瞬間、「スティンガー」のドワーフたちが歓声を上げた。

「やった！　これで俺たちは前に進めるんだ！」

「今日は飲みましょう！　ねえ、アレンの兄貴!!」

　ドワーフの１人が、アレンをキラキラした目で見上げながら、木のジョッキを握らせようとしてくる。

（誰がアレンの兄貴だ。こんな弟分を持った覚えはないぞ）

「バウキス帝国の最強部隊も参戦するか……。となれば、今日はダンジョン攻略の前祝いだな。余がお前たちの健闘を称えてやろう」

　ゼウ獣王子がそう言って拍手する。

　しかし、次にアレンが口にした言葉に、その拍手は打ち切られる。

「獣王子殿下とお仲間の分も、メダルを準備していますよ」

「なんだと……？」

「おお、それは素晴らしい。獣王子殿下ご一行もご参加くださるのなら、最下層ボスの討伐もぐっと可能性が高まります。そうだ、初回討伐に成功すれば、獣王子殿下と獣王陛下の約束も……」

　ヘルミオスが言いかけたところで、

「な!?　それはだめだ!!　獣王国の王位継承に関わることで、他国の助力を頼みにするなど!!」

　ゼウ獣王子が慌てた様子で叫んだ。

　ヘルミオスが提案しようとしたのは、ゼウ獣王子と、彼の父であるアルバハル獣王国の獣王との間で交わされた、次期獣王に関する約束に関してだ。

　ゼウ獣王子は、まだ誰も攻略したことのないＳ級ダンジョンの最下層ボスを倒し、史上初めて攻略を成し遂げれば、兄であるベクが獣王太子という立場にあるにも拘わらず、次期獣王になることができるかもしれない。

　そこで、ヘルミオスは「ゼウ獣王子とその仲間による最下層ボスの初回攻略」という条件さえかなえれば、他のパーティーと一緒であろうが、構わないのではと考えた。

　しかし、その提案は、ゼウ獣王子に受け入れられなかった。

（ガララ提督といい、ゼウ獣王子といい、予想していたとはいえ、なかなか参戦してくれないな。そういえば、前世のレイド戦でも、たまにメンバー集めに苦労することがあったっけ）

　アレンは前世で遊んでいたゲームのことを思い出す。複数のパーティーで強力な敵や難所に挑戦するレイド戦は、攻略時の報酬が大きく、参加者が多ければ多いほど攻略の可能性が高くなるため、普段はあまり募集に苦労しない。

　だが、よほどの強敵、あるいは新実装されたレイドボス戦ともなると、リスクを恐れて参戦を渋る人が増える場合もある。そんな時は、自分たちの属性と反対の属性のパーティーにも声を掛けなければならなくなる。

　実際、そういうパーティーを勧誘しようとして、相手パーティーのリーダーである暗黒騎士とずいぶん揉めたことを思い出す。

「他国の助力ではありませんよ。私たちは国を越えて共に戦うのです。それに、獣王子殿下にもいていただかないと、倒せない相手です」

　アレンはゼウ獣王子を説得しようとする。

「しかし、アレンよ。貴様も知っているだろう……」

　答えるゼウ獣王子の声から力が抜けていく。

　このＳ級ダンジョンには、アルバハル獣王国から労役を命じられ、才能を持つ獣人がたくさんやってきている。しかし、そのほとんどが、星１つか２つだ。

　これは、ゼウ獣王子の兄であるベク獣王太子が、弟に次期獣王を奪われることを恐れたからだ。

「兄が獣王に正式に即位するまで、このダンジョンに、最下層ボスと戦える獣人が現れるはずはなく、そうなれば余が１人で参戦するよりないが、それでおまえたちの足を引っ張ることはしたくない。まして、余には、このダンジョンで労役を果たさねばならぬアルバハル獣王国出身の獣人を守る義務があるのだ」

「……分かりました。では、アルバハル獣王国最強の方々がいらっしゃれば、どうでしょうか」

　そう言って、アレンは食堂の扉を見る。何のことだと思って、ゼウ獣王子が、そして皆が扉の方に向き直る。

　何も起こらない。

　１分、２分と経過する。

　しかし、誰もやって来ない。

　ゼウ獣王子は訝しげにアレンを見て、

「だ、誰も……」

　と言いかけた時だ。

　食堂の扉が開き、ヘルミオスの使用人が顔を出す。その顔は、緊張感に引きつっている。

「アレン様と、獣王子殿下に、お客様がいらっしゃいましたが……」

「お通ししてください」

　アレンが答えると、使用人が慌てて出て行った。

　食堂にざわめきが生まれる。ドワーフたちが、ヘルミオスの仲間たちが、アレンとアレンの仲間たちと食堂の扉を交互に見てどういうことだと話し合っている。

　しかし、誰がやって来たか知っているアレンたちは、平然としている。

　やがて、使用人が戻ってきて、食堂の扉を廊下側から開くと、背の高い一団が入ってきた。

「こ、これはシグール元帥殿！」

　ゼウ獣王子が驚きの声を上げる。

　まず食堂に入ってきたのは、ローゼンヘイム軍の最高幹部であるシグール元帥と、その配下のエルフたちだった。ゼウ獣王子は、５大陸同盟の会議に参加して、シグール元帥の顔は知っていた。

「アレン殿、全員お連れしたぞ」

　シグール元帥がアレンに言った。

「ご協力ありがとうございます」

　アレンが礼を述べると、シグール元帥は廊下で待っている「連れ」に、食堂へ入るよう促す。

「おお……」

　ゼウ獣王子があんぐりと口を開いてため息を漏らした。

　食堂に入ってきたのが、ゼウ獣王子が集結を望み、しかしかなわないだろうと諦めていた者たちだったからだ。

「十英獣……！　まさか、全員いるのか!?」

　衝撃を隠せないゼウ獣王子だが、いまだに十英獣の集結に半信半疑のようだ。バウキス帝国のＳ級ダンジョンにきて２年ほどになる彼には、初めて見る顔もあるからだ。

「はい、殿下。我ら十人、昨年の獣王武術大会で、十英獣を名乗ることを許された者でございます」

　答えたのは、上等な鎧に身を包んだ熊の獣人だ。身長は２メートル以上ありそうで、巨大な槌つちを背にくくりつけている。

「十英獣」は、獣王国の王都で行われる「獣王武術大会」の十部門それぞれの優勝者に与えられる、名誉ある呼び名だ。前年から引き続きその名を守る者もいれば、前年の十英獣を倒して、新たにその名を名乗ることになった者もいる。

「ホバ将軍！　久しいな！」

　ゼウ獣王子が嬉しそうに吠えた。どうやらこの熊の獣人とは顔見知りのようだ。

「けっ！　やってらんねえぜ」

　狐の獣人がそう悪態をつきながら、食堂の入り口近くのテーブルに腰かけ、小さな木樽を両手で摑むと、直接中身をあおり始めた。

「レペもいるのか」

「ああ。女とよろしくやってたら、ベクの野郎が近この衛え隊を寄越しやがった。マジでふざけているぜ。つうか、エルフに呼ばれて来たってのに、ここはローゼンヘイムじゃねえのかよ。まったくどうなってんだ！」

　レペと呼ばれた狐の獣人は、呼びかけたゼウ獣王子と顔を合わせることもせず、酒を飲んでは喚わめき散らす。

「貴様、獣王子殿下に無礼な口を利くばかりか、獣王太子殿下を呼び捨てにするとは!!　それに、テーブルは座るものではない！　みっともないぞ!!」

　ホバ将軍が激怒して、背中にくくった槌の柄に手を伸ばす。鎧を着込んだ巨体がどすどすと動くので、いまにも床が抜けそうだ。暴れないで欲しいとアレンは思う。

「いちいちうっせえな」

　レペは面倒くさそうに呟き、ひょいとテーブルから降りる。赤、白、青、黄、緑と、色とりどりのビーズを網、金属片と組み合わせたアクセサリーを、首、二の腕、手首、腰、足首など、全身につけているため、動くとシャラシャラ音がしている。

（中々の問題児のようだな。武器はないと。確か「楽獣師」って才能の職業だっけか）

　アレンが、ウルから聞いた「十英獣」それぞれのプロフィールを思い出していると、メルルと同じかやや高いくらいの背丈の、リスの獣人がトコトコとテーブルに近づいた。

「そ、そんな。助言役のテミ殿ではないか。あ、ありえぬ……」

　ゼウ獣王子が驚きに目を見開いて呟く。

（見た目10代前半だけど、占星術っていう占いで獣王に助言する側近だってね）

「占星獣師」は、持ち主が獣王国にも数名しかいないと言われる希少な才能だ。テミは、その才能を持つために、獣王の側近として、国政の助言をする立場にあり、王城での立場は将軍や大臣よりも高いらしい。

　なお、獣人の才能は剣士が剣獣士になるなど、「獣」が付くことが一般的らしい。

　人族が同じ才能を持ったなら、「楽術師」や「占星術師」になるのだろう。

　そのテミに対しても、敬語を使わずに語りかけるのがレペだ。

「お！　テミも飲むか？」

　レペが椅子を引いてやると、テミは礼も言わずに座り、ヘルミオスの支配人に声をかける。

「果実水をくれ」

「は、はい。ご用意します」

　使用人から果実水を受け取ると、テミはテーブルの皿からフカマンを手づかみで食べ始めた。

「ほう。これはうまいな」

　年若い、しかし獣王の側近である占星獣師も十英獣であると知り、驚いていたゼウ獣王子は、あたりを見回し、シグール元帥に目標を定める。

「シグール元帥殿。これはどういうことだ。なぜこの場に十英獣を連れてこられたのだ」

「それは、なんとも説明しづらいことです」

　シグール元帥は困った顔をして、助けを求めるような視線をソフィーに送る。それに気づき、ゼウ獣王子もソフィーを見た。

「ソフィアローネ殿も、なにかご存じなのか」

「ゼウ獣王子、我が国は貴国と共存共栄していきたいと思っております。ですので、本日の件はどうか誤解なさらず……」

　ソフィーはシグール元帥に代わってゼウ獣王子を納得させようとするが、彼女も何をどう話すかを考えて、答えを出せなかったのか、途中で固まってしまう。

「ああ、２人は説明できないようなので代わりに」

　アレンがいよいよと思って口を開くと、ゼウ獣王子はぱっとアレンの方を振り向いた。

「やはり、お前の策略か」

（策略とか人聞きの悪い。失礼しちゃうわね）

「いえ、策略というほどではありません。実は、ローゼンヘイムにはまだ魔王軍の残党がいて、復興の妨げをしているのです。そこで、世界最強と名高い『十英獣』の皆さんに魔王軍残党の対処に御助力をお願いして、ついでにバウキス帝国にも来てもらったと、こういうことです」

　復興を妨げる魔獣がいるのは事実だが、結界を張るなどして、万全の対処をしているという話も付け足す。

「ふむ、なるほど？」

　ソフィーを通じて、シグール元帥にはアルバハル獣王国まで行ってもらい、いま説明したのと同じ内容を獣王に話し、援助を求めてもらった。ゼウ獣王子は何とか相槌を打つ。

「十英獣の力をお借りする見返りとして、獣王国にはエルフの霊薬３０００個をお渡ししました」

　そこまで聞いて、ゼウ獣王子も、大体の流れが理解できた。

　恐らく、ローゼンヘイムのシグール元帥が出向いたというだけでは、獣王国は納得しなかったかもしれない。しかし、見返りとして、手足の欠損すら治す「エルフの霊薬」という貴重品を３０００個も提示すれば、ローゼンヘイムはどうやら本気で助力を求めていると思っただろう。

「だが、本当にそれだけで十英獣を他国の魔獣討伐などに……」

　半数の５名なら、他国の助勢に出すことはあろうが、10名全員をそっくり送り出すことはありえないと言う。

　十英獣は、アルバハル獣王国の究極の切り札だ。自分や、妹であるシア獣王女のために派遣されることがないのは、次期獣王になることを邪魔したい兄のベクの判断としてもっともだと思うが、５大陸同盟の会議にも十英獣全員が揃うことはまずないのだ。

　それが、命令無視の常習犯である楽獣師レペを、どうやら軍を派遣してまで無理やり参加させたようだし、獣王の助言役である占星獣師テミに至っては、何かあれば獣王国の未来が変わるとさえ言われていて、たとえローゼンヘイム軍でも手に負えない魔獣討伐と言われても、まず真っ先に獣王が反対しかねない。

「はい、実はここだけの話にしていただきたいのですが、獣王太子殿下と、少しばかり内密のお約束をさせていただいたのです」

　アレンの言葉に、ゼウ獣王子はいやな予感しかしない。ここだけの話と言っているが、ここには50人近い人がいるのだ。

「お前は何をしたのだ……？」

「約束をしただけです。そしたらもう、獣王太子殿下自ら獣王の説得までしてくださって、本当に助かりましたよ」

「言え！　兄と一体何を約束したのだ!!」

「実は、アルバハル獣王国がもし中央大陸を攻めた場合に、ローゼンヘイムは１ヵ月間、何もしないと約束いたしました」

「は!?」

　ゼウ獣王子は、その大きな口をあんぐりと開けて、閉じることができない。

「もし、万が一、アルバハル獣王国が５大陸同盟の約定を破って中央大陸に攻め込んでも、ローゼンヘイムは非難声明を発表せず、ギアムート帝国には援軍も支援物資も送らないと、まあそんな感じです。もう、すぐに協力してくれて本当に助かりました。ねえ、シグール元帥」

「……」

　シグール元帥は何も答えない。このような国際政治的に危険な密約について、ギアムート帝国の貴族もいる場で、口にするわけにはいかないと考えているのか、あるいは、一刻も早くこの場から逃げ出したい一心でいるのかもしれない。

　一方のベク獣王太子はといえば、獣王の座に就いたあかつきには、中央大陸への侵攻を果たすと公言してはばからない。シグール元帥との密約を胸に、全力で獣王を説得したことは想像に難くない。

　しかし、

「な、なんてことを……」

　当のゼウ獣王子はというと、驚きが恐怖と絶望に変わったのか、全身をぶるっと震わせたかと思うと、その場に膝をついてしまった。

「獣王子殿下!!」

　ホバ将軍が慌ててゼウ獣王子を抱きかかえるのであった。

　膝からくずおれたゼウ獣王子を、ホバ将軍が必死に助け起こそうとする。

　２メートルを超える巨体同士が寄り添っているのは、すごい光景だなとアレンは微笑ましく見つめる。

「な、なりません。王族たるもの、人前で膝をつくなど」

　ホバ将軍はゼウ獣王子に肩を貸し、ソファーまで運んだ。

　ゼウ獣王子は、ソファーに深く腰をかけると、大きくため息をついてから、顔をあげてアレンを見た。

「もし、このようなことが獣王陛下にばれたら、どうするつもりだ？」

「え？　ばれたところで問題はありませんよ。ゼウ獣王子殿下が獣王におなりあそばせばよいのですから」

　どうせ失脚する身のベク獣王太子など気にしなくていいとアレンは言う。

「それを決めるのは獣王陛下だ。だが、今回の件で、余らは獣王陛下も謀ったことになる。余はもう獣王国の地を踏むことすら許されぬ……」

　ゼウ獣王子の全身から絶望がにじみ出ている。

「え？　どういうことでしょう。なぜそのようなことになるのですか？」

「分からぬか。獣王陛下は激怒し、討伐隊を派遣して、余は世界の果てまで追われるであろう」

　遠い目をして呟くゼウ獣王子に、アレンは平然と答える。

「申し訳ありません。話が見えないのですが？　アルバハル獣王国の国家元首たる獣王陛下が、そのようなことをなさるほどの小物なのでしょうか？」

　アレンの言葉に、ゼウ獣王子の全身の毛が逆立ち、その巨体がソファーから飛び上がるようにして立ち上がった。

「貴様！　獣王陛下への侮辱は許さぬぞ!!」

「落ち着いてくださいゼウ獣王子殿下。詳しくご説明しますから」

　激怒するゼウ獣王子に対し、諫めるようにアレンは言う。

　ヘルミオスもガララ提督も、背中の槌の柄に手をかけたホバ将軍も、アレンの次の発言を真剣に待ち受けている。アレンが何を言うかによっては、５大陸同盟が崩壊し、ローゼンヘイムとアルバハル獣王国に戦端が開かれることになりかねないからだ。

「よかろう……聞いてやる」

「はい。では、説明させていただきます。今回の件は、ゼウ獣王子殿下が獣王陛下から仰せつかった試練である、Ｓ級ダンジョンの攻略のために行ったことです」

「……」

　ゼウ獣王子はアレンを睨み、黙ってうなずいた。

「そして、私の仲間であるソフィーを通じて、ローゼンヘイムを動かしてもらった。そして、ベク獣王太子も利用して十英獣をダンジョン攻略のために呼び寄せることに成功した。こういうことです」

「だから、何故そうなると言っておるのだ。お前が全部考えたことだろう」

　確かに獣王陛下を謀ったと言ったが、実際はアレンやローゼンヘイムが関わっていることは明白だ。

「事実などどうでもいいのです。獣王陛下はどう考えるかが大事です。ローゼンヘイムが高価な秘薬を大量に差し出し、そして謀ってまで十英獣を呼び出した。これを誰が考えたのが自然かということです。誰が誰に頼んで画策したのが普通と考えるか。獣王陛下ではなくても答えは１つです」

「!?」

　誰もアレンが考えたなんて思わないし、ローゼンヘイムが勝手に陰で動いたなんて思わない。

　ローゼンヘイムは３０００個もの貴重な秘薬と、シグール元帥を差し出してまで十英獣を呼び寄せるために謀ったことになる。

　それを単純に獣王はローゼンヘイムがやったことだと思うのか。

　獣王はＳ級ダンジョンにたまたまいたローゼンヘイムの王族を通じてゼウ獣王子が計ったと考えるのが自然だ。

　ここには未来のローゼンヘイムの女王と、獣王陛下に試練を与えられて達成できていない獣王子がいる。

　きっと、ゼウ獣王子が獣王になった際に、何かの見返りを期待して、ローゼンヘイムも内政に干渉したと思うだろう。

　もしかしたら、将来女王と獣王になる関係から何らかの密約があるのではと考える。

「王とは、どんな手段を使っても目的を果たす者ではないですか。獣王陛下がそれをご理解なさらないとは思えません。むしろ、そのような策略を用いても次期獣王になろうとするゼウ獣王子殿下を、真に『王の器』を持つ者とお考えになるのでは？」

「獣王の器か」

「はい。今回の件で、獣王子殿下が無事にダンジョン攻略を果たしたとしましょう。その時、得られるのは獣王だけではないはずです。貴重なエルフの霊薬３０００個だけでもありません。大国ローゼンヘイムとの親密な関係は、獣王国の未来に必ず役に立つものです。それは、そうまでして次期獣王になろうとした、獣王子殿下の『王の器』を示すことになるのです」

　目的のためなら手段を択えらばず、強欲なまでに自国の国益を考える者を、王である獣王が「王の資質」として評価するのではないのかとアレンは説く。

「しかし……」

　ゼウ獣王子は、先ほどまでの怒りは消えたものの、まだ訝しげな顔をしている。

「先ほどから余が次期獣王だと言っておるが、シアがいるではないか。邪神教の教祖を捕らえ、先に試練を達成したのはシアだぞ」

「しかし、もし獣王女殿下が王位を継承することになったのなら、獣王殿下になんらかの報せがきているのでは？」

　シア獣王女が、邪神教の教祖を捕らえたと聞いてから何ヵ月も経つが、いまだに新たな獣王に決まっていない。だから、ゼウ獣王子もいまだバウキス帝国にいるのだ。

「そ、それは。だが……」

「獣王陛下が獣王子殿下と獣王女殿下にお与えになった試練は、獣王を決めるものではありませんか。王とは何者なのかという話です」

「王とは？　どういうことだ？」

「はい。確かにシア獣王女は真っ先に邪神教の教祖を捕らえました。エルマール教国の協力もあったとか」

「うむ。そのとおりだ」

「しかし、その程度の成果なら、将軍の器とは言えましょうが、王の器ではありません」

「その程度の成果とはどういうことだ!!　シアのことを何だと思っている!!」

（妹大好き兄ちゃんだな）

「落ち着いて聞いてください。軍を動かし、目的を達成されたシア獣王女殿下は、確かにご立派です。では、獣王子殿下は、このまま行けば、近い将来、何をなさることになるでしょうか」

「余が……？」

「はい。獣王子殿下は、目的達成のためなら手段を択ばず、獣王太子殿下も欺く策略家。そして、バウキス帝国が誇るガララ提督率いる最強部隊、中央大陸の勇者パーティー、そしてローゼンヘイムの王族を巻き込んで、前人未踏のＳ級ダンジョンを攻略した英雄。そう評価されることになるのです」

　アレンがそう言い切って、しばしの沈黙の後、最初に声を出したのは、熊の獣人ホバ将軍だった。

「素晴らしい！　５大陸同盟を先導する者こそ、新たな獣王にふさわしいと！　なるほど！　なるほど!!」

　涙を流しながらゼウ獣王子に歩み寄り、その足下にいきなりひざまずいた。その潤んだ目には、玉座に座り世界を動かす「ゼウ獣王」が見えているようだ。

「な!?　お、おいホバ将軍。落ち着くのだ」

　ゼウ獣王子はホバ将軍を見下ろして困った顔になったが、すぐに顔を上げてアレンを見る。

「しかし、今回の件は、貴様が計画したことであろう……」

「ああ、言っていませんでしたが、複数パーティーで最下層ボスの間に移動するには、全体を取りまとめるリーダーが必要なようです。そのリーダーを、獣王子殿下にお願いしたいのです」

　アレンはそう言って深く頭を下げる。

　ゼウ獣王子は一瞬視界が真っ暗になり、また意識が飛びそうになる。

「も、目的は何だ！　失敗すればどうなるのか分かっているのか!!」

　目の前の黒髪の人間は、世界を巻き込んだ計画を実行しようともちかけてくる。もし、失敗すればただでは済まない。自分が獣王になれないだけでは済まない。アルバハル獣王国はローゼンヘイムを一方的に敵視し、５大陸同盟は分裂するだろう。そうなれば、魔王軍に立ち向かう勢力は一気に瓦解し、世界の破滅につながるだろう。その危険を冒してまで、アレンは何を求めているのかという話だ。

「獣王子殿下と十英獣の方々がご参加くだされば、私たちの勝利は間違いないでしょう。あと、私の目的は先ほどから何度も申し上げているのですが……」

「うん？」

　ゼウ獣王子はこれまでのアレンの発言を思い返そうとするが、それらしい話があったか、すぐには思い出せない。

「初回討伐報酬です」

　アレンはきっぱりとそう言った。Ｓ級ダンジョン攻略の栄誉は差し上げるが、これだけは絶対に譲らないという態度だ。

「初回討伐報酬……そのために、お前は世界を巻き込むのか。く、狂っておる」

　ゼウ獣王子は啞然としてそれ以上言う言葉が見つからない。

「ご理解いただけましたか。では、ゼウ獣王子殿下。十英獣のリーダーとして、Ｓ級ダンジョン最下層ボス攻略に、ご参加をお願いいたします」

　アレンはいま一度、ゼウ獣王子に向かって、深々と頭を下げた。

「え？　い、今答えるのか？」

　ゼウ獣王子はいきなりのことに戸惑っている。

（なに、心の準備ができていないみたいなこと言っているんだ）

「はい。あまり時間はありませんので」

　アレンが顔だけを上げてゼウ獣王子を見上げると、ゼウ獣王子は視線をそらし、十英獣を見た。

「殿下、ここは決断の時です！　我らアルバハル獣王国の力を世界に見せる絶好の機会ではございませんか!!」

　ホバ将軍が、食堂の窓ガラスが震えるほどの大声で叫んだ。

　レペは指で耳をふさぎ、肩をすくめて見せる。

　その横で、椅子に座ったリスの獣人が、おもむろに口を開いた。

「ゼウよ、私に気を遣う必要はないぞ。今の私は、ただの占い師だからな」

「テミ殿」

　ゼウ獣王子が何か言おうとするが、それを無視して、占星獣師テミは椅子を降りると、トコトコとアレンの元にやってきた。

「アレン殿といったな？　お主は私の占いに現れなかった。本当に不思議だ。だが、これが、星の決めし運命というものだろうかの」

　そう言って、前屈みになったままのアレンの顔に手を伸ばし、両頰をムニムニとひっぱったりしはじめた。

「え？　占い？　もしかして、今の状況も占っていたのですか？」

「いや、まさか。こんな非常識なことをするなどと、分かっていればゼウに話してやっていたよ。だが、そうか。私の占いは間違っていなかったのだな」

　そう言って占星獣師テミは語りだす。

　かつて、獣王は、次期獣王が誰になるのかを占うようテミに命じ、テミは、ゼウ獣王子が次期獣王になるという結果を得たという。

「な！　余が獣王に」

「ゼウ、最後まで聞くのだ。この話は、我ら獣王国にとってとても大事なことであるからな」

「……」

　ゼウ獣王子が黙るのを待って、テミは話を続ける。

　占いの結果を知った獣王は、気性が優しすぎるゼウ獣王子が獣王になると、アルバハル獣王国はこの先他国と対等な関係を保てないのではないかと考えた。

　そこで、再び占い直すようテミに命じたが、テミが何度占っても、ゼウ獣王子が次期獣王になるという結果しか出ない。

　占いは結果しか分からないものだ。どうなるかは見えるが、どうしてそうなるかは分からない。

　だが、ゼウ獣王子が次男である以上、占いの結果通り獣王位に就くならば、アルバハル獣王国王家のしきたりに従って、試練を受けることになるはずだ。

　テミがそのように進言すると、獣王は、長男であり、ベク獣王太子が邪魔することも見越して、ゼウ獣王子に「Ｓ級ダンジョンの攻略」という試練を与えた。

　そして、次期獣王を再び占わせた。もし結果が変わっていれば、それまでだろうと獣王もテミも考えた。

　しかし、それでも、占いの結果は変わらなかった。何度占っても、いくら年月が過ぎても、結果は変わらなかった。

「私はアルバハル獣王国の滅びを知ってしまったと思った」

　そして、自分の占いが獣王を迷わせたと思い、その責任を取るため、側仕えの立場を降り隠居しようかとも考えていた。

　その矢先に、ローゼンヘイムの元帥がやってきて、何やらベク獣王太子と密談し、しばらくして、獣王がローゼンヘイムへの十英獣の派遣を決めた。

「そ、そんなことが……」

　驚愕の真実を耳にして、ゼウ獣王子の声が震えている。

（シア獣王女の獣王位も、獣王が止めていてくれたのかな）

「そうだ。そこで私は、これこそがゼウ、お主がアルバハル獣王国の未来を担うに足る人物に変わる、『王の器』に相応ふさわしい人物になる唯一の機会と考えたのだ」

　国家繁栄のためなら、才能のあるものの血が流れても構わないという強硬策を執るベク獣王太子。そして、邪神教の教祖を他国に渡ってまで追い回して捕らえたシア獣王女。

　この苛烈な兄と活発な妹に比べて、ゼウ獣王子は優しすぎて決断力に欠けると、獣王は思っていたという。

（だけど、その優しさがきっかけで、俺もゼウ獣王子に会えた）

　獣人ウルとサラを思うゼウ獣王子の優しさが、彼らを助けたアレンに巡り会うきっかけとなり、いまに至る。

「テミ、お前は余に従ってくれるのだな」

　ゼウ獣王子は、獣王の側仕えにまだ遠慮気味だ。

　しかし、占星獣師テミはにこりと笑って答えた。

「ゼウ、獣王ならば、このような時にそのような遠慮はせんよ。見よ、十英獣はお主を待っているぞ」

　その言葉に、ゼウ獣王子は顔を上げた。

　そして、黙って彼を眺めて、彼の言葉を待っている十英獣の１人１人と、しっかりと視線を交えていく。

「聞いての通りだ。余と共に戦ってもらうぞ」

　ゼウ獣王子の覚悟を込めた言葉に、全員が深く頷いた。

「それでは返答が貰えそうですね」

　アレンがそう言うと、ゼウ獣王子は強い光を宿した瞳でアレンを見て、しっかりとうなずいた。

「うむ、余と十英獣は、最下層ボス攻略パーティーを率いることとする」

「はい。よろこんで。ではお酒も用意しましたので、今日は決起集会といきましょう」

　こうして、アレン、ヘルミオス、ガララ提督、ゼウ獣王子それぞれのパーティーが共闘しての、最下層ボス攻略が始まった。







　最下層ボス攻略に参加する４パーティーの決起集会から５日間、アレンら各パーティーのリーダーたちは、最下層ボス攻略に向けて、念入りに作戦を練った。

　それぞれのパーティーの仲間を招集し、作戦通り動けるようにするための演習を重ねてきた。演習の場は、各階層のＳランク階層ボスを利用した。特に、３階層にいるスカーレットは、動きが鈍く、皆で攻撃を合わせる練習の相手には最適だった。体力の回復量が多く、なかなか倒せないのも、かえって何度も繰り返し挑戦できることにつながるので、このような練習台になるための魔獣なのかとすら思えるほどだった。

　そして、いよいよ明日は最下層ボスに挑戦するという夜、決戦の前夜祭が行われた。

　５日前に決起集会も行ったが、こんなのは何度やってもいいとアレンは思う。

　十英獣が加わり、食堂には収まりきらなくなったので、前夜祭は拠点の庭で行った。

　ドワーフたちは、ガララ提督が戻ってきた喜びを、冗談のように酒を飲むことで表した。この戦いの結果がどうなろうと、提督を復帰させてくれただけで感謝すると、アレンはドワーフたちに言われた。

　食事をとりながら、果実水のコップに手を伸ばすと、中身がなかった。

「果実水のおかわりください」

「どうぞ」

　ピッチャーを持ったヘルミオスの使用人がやってきて、おかわりを注いでくれる。今日も黙々と働いてくれている彼らには感謝しかない。

（俺らの戦いは最下層ボス倒してからも続くけどね）

　最下層ボスを攻略した後も、アレンたちはアイアンゴーレム狩りを継続するつもりだ。

　まだ封印されている王化スキル習得まではやりたいと思っている。

　アレンが今後の予定を考えていると、ガララ提督がやってきた。

「俺も果実水を貰えるか？」

「どうぞ」

　使用人から受け取った木のコップの中身は果実水なので、アレンは驚く。

「いいお酒を用意しているんですが、飲まないんですか？」

「いいんだ。もう十分飲んできたからな。明日の勝利のために取っておく」

　そう話すガララ提督の顔には、食堂のソファーに飲んだくれて悪態をついていた頃の面影は最早ない。この５日間、ガララ提督は一滴もお酒を飲んでいないのだ。

　落ち着きを取り戻したガララ提督を、アレンは頼もしく思う。

「じゃあ、明日は戦勝会ですね」

「そうだな。……アレンよ。明日の戦いがどんな結果になってもいいように、いま言っておくぜ。ありがとうよ」

「そういう辛気臭いことは止めましょう」

　アレンがそう言って窘たしなめると、

「そういやそうだな」

　そう言って、ガララ提督は晴れやかな表情でドワーフたちの酒宴の輪に入って行く。

　一方、庭の真ん中で、大きな縦笛を吹いて前夜祭の雰囲気作りに努めていた楽獣師レペは、あることに気づき、おもむろに笛を口から離すと、酒の入ったコップを２つ取って、セシルの下に向かう。

「よう。綺麗な嬢ちゃん。一緒に飲まないかい？」

「あら？　気が利くわね。いただくわ」

　セシルはコップを受け取り、しかし、その場から立ち去ろうとする。

「おいおい。つれねーな」

　レペが声をかけると、セシルは足を止め、レペを振り返った。

「私、強い殿方にしか興味ないの」

　にこりと笑ってそう言うと、セシルは今度こそその場から立ち去った。

　レペは、去って行くセシルの背中を見て、にやりと笑った。獣人には気の強い女性が多く、男性は、そういう女性をこそ好むのだという。

　レペはコップの中身をぐいっと飲み干すと、また縦笛の演奏を始めた。

　庭に出したテーブルに並べられた料理を鬼のように食べ散らかしているクレナたちのところに、アレンがやってくると、少し離れたところで酒を飲んでいたゼウ獣王子が、立ち上がってアレンに声をかけてきた。

「どうだ、余らはアレン殿の考える理想型になっているか？」

「ぼちぼちだと思います。正直、十英獣の皆さんは特殊過ぎて、５日間では分からないところもありますが、お互い助け合うのに、そこまで理解する必要もないとも思います」

　十英獣のメンバーは初めて知る才能もある。アレンはその特性を完全に理解できていない。もしそれぞれの性格やスキルの詳細を完璧に理解しようと思ったら、情報の共有と検証のための実践に、あと１ヵ月は必要になるだろう。

　しかし、協力して戦うのに必要な、それぞれの癖や動作の前の呼吸といったものは、お互いに把握できたと思う。それに、４パーティーとも、実戦経験は十分にある歴戦の戦士たちだ。

　それが分かったから、今日の前夜祭を催したのだ。

「そうなのか。余は獣王武術大会で彼らの戦いを見てきたからな、彼らへの指示は余に任せてもらおう」

　ゼウ獣王子のパーティー名は「ゼウ獣王子と十英獣」だ。

　この冗談みたいなパーティー名にも意味がある。今回は、格好いいパーティー名よりも、ゼウ獣王子が十英獣と共に最下層ボス攻略に臨んだという実績を残す必要があるのだ。

「いつか獣王武術大会も見学したいですね」

「いいとも。来年は余がアレン殿を招待しよう」

　ゼウ獣王子は笑顔でそう請け合ってくれる。

「１つ気になることがあるのですが、レペさんはずいぶんと自由な雰囲気の方でしたが、獣王子殿下の指示は聞いてくれるのですか？」

「問題ないと、余が請け合おう。やつとて３年連続で十英獣に選ばれた猛者だ。戦いとなれば気を引き締めるさ」

「それなら助かります」

　アレンが礼を言うと、ゼウ獣王子も大きくうなずいた。

「助かったのは余の方でもある。アレン殿には大きな借りができたぞ」

「それで私のことを『アレン殿』と呼んでくださっているのですか」

「ふむ。まあ、シグール元帥殿ではないが、お手柔らかに頼むぞ」

　ゼウ獣王子は、決起集会以降、アレンを「アレン殿」と呼ぶようになった。

　アレンに対する認識が大きく変わったのだろう。

　そういえば、シグール元帥はまだこのＳ級ダンジョンにいる。十英獣を借りてきた建前上、アルバハル獣王国に返すところまでが、彼の仕事だからだ。

　そのシグール元帥だが、今日の前夜祭にも顔を出している。今も、フォルマールとともにソフィーのそばにいるが、アレンがそちらを見ると、一瞬早く顔をそらしている気がする。もしかしたら、何かトラウマを作ってしまったかもしれないとアレンは思う。

「いえいえ。ゼウ獣王子にお願いしたいことは、今のところ１つだけです」

「なに？　もうすでにあるのか。それはたまらないな。ちなみに何を望むのだ？」

　ゼウ獣王子はかなり警戒しているようだが、聞いておかないとさらに怖いと思っているのか、そう質問してくる。

「はい。獣王子殿下にお世継ぎが授かったあかつきには、是非とも、３音のお名前を付けていただきたいのです」

　アレンは、獣王子には妻はいても子供はまだいないと聞いている。いつになったら獣王国に戻れるのかと、たまに手紙が届くという話だ。

「３音の……」

「そうです。未来に残る名前です」

　ギアムート帝国の支配から独立し、アルバハル獣王国ができて１０００年ほどが経つが、それはギアムート帝国への憎しみを抱き続けた１０００年であったはずだ。その憎しみの象徴であり、継承の証である「２音の名前」を変えてほしいとアレンは言う。

「……前に進む時だ、ということだな」

「はい」

　ゼウ獣王子が黙り込む。遠くどこかを見据えるその目には、何か深い覚悟が宿っているように思える。

　アレンがゼウ獣王子の顔を見上げていると、アレンの足が軽く叩かれる。

　誰かと見下ろすと、この５日間、なにかとアレンに付きまとってきた獣人がそこにいた。

「始まりの召喚士よ。少し付き合わんか？」

「またですか？」

「うむ。もしかしたら、明日にでも帰らないといけなくなるかもしれんからの」

　占星獣師テミはそう言って、アレンの空いている方の手を摑むと、空いているテーブルにアレンを連れて行く。

　アレンがテーブルにつくと、テミは向かいに座り、懐から取り出した袋の中身をテーブルにぶちまけた。テーブルの上に、爪ほどの大きさの鉱石や宝石がいくつも散らばって、まるで空の星々のようにきらきらと輝く。その散らばり具合を眺め、テミはぶつぶつと呟いている。

「……やはり、分からぬ。いや、占いの結果が変わっているのか」

　どうやら、これが彼女の占いのようだ。

（才能の星の数によってはうまく占えないとかそういうのかな）

　学園にいた頃、ヘルミオスに鑑定された時のことを思い出す。天使メルスからは、召喚レベル８ではＳランクの魔獣の鑑定がうまくいかないという話も聞いている。

　いまはそうでもないが、そのうち自分の未来がどうなるか知りたくなっても、うまく占ってもらえないのはメリットなのかデメリットなのか、頭を抱えるテミを見ながら考える。

「そういえば、私、探し物をしています。それを探してもらうことはできますか？」

「なに？　どんなものだ？」

「形は決まっていないと聞いているのですが、何らかの器だという話です」

　ついでに、神器を探せるか、試してもらおうとする。

　ダンジョン攻略が間もなく終わるというところまできたのだが、結局、神器に関する情報はほとんど入ってこなかった。

「それでは見つけようがないな」

「だから困っているんですよ。どうしても見つけないといけないのですが」

「ふむ……よかろう」

　アレンの顔をジッと見つめた後、テミはそう言うと、テーブルにぶちまけた鉱石や宝石を全て一度袋に戻してから、再度、袋から中身をぶちまけた。そして、あっちの宝石を指ではじき、こっちの鉱石にぶつけたり、指で触って数を確かめてからつまみ上げて袋に戻したりしていたが、ある時点から、うんうんと唸り始めた。

「こ、こんなことが起きていいのか。見つけられないぞ。……いや、同じだ。占えぬのか」

　テーブルの上の鉱石と宝石の配置をながめ、うんうんと唸っていたが、不意に顔をあげて、アレンを見る。

「すまんが、分からん」

　神器も、星８の才能を持つアレン同様、占いによって情報を得ることはできない対象らしい。

「残念です。……ちなみに、ドゴラが探している物はどうですかね」

　ちょうど空いた皿を手にしたドゴラが通りかかったので、別のことを占ってもらおうとする。

「あ？　おれかよ」

「そうだ。お前の『全身全霊』の発動方法とか占えるんじゃないのか」

「詳しく話してみよ」

　テミに言われ、ドゴラがエクストラスキルをうまく発動できない話をする。

　テミは袋の中身を戻しながら話を聞いていたが、不意にドゴラの顔に手を伸ばすと、しばらく頰をムニムニとしてから、袋の中身を三度ぶちまけて、占いを始めた。

「そうか。そうか。ふむふむ……わかったぞ。私も力を失ったわけではないか。ん？　だがしかし……」

　占星獣師テミの顔が曇る。

「わ、分かったのか？」

　ドゴラが食い気味に身を乗り出す。

「そうだな。ここから南東の方角に、関係のあるものがあると出た」

「南東の方角っていったら、ラターシュ王国じゃないか。故郷に帰れば何かあるのか？」

　バウキス帝国のとなりには中央大陸がある。位置的に海を渡って南東と言えば、ギアムート帝国の南にあるラターシュ王国がすぐに思いつく。

「まじかよ！　やった!!」

　ドゴラが大声で叫んだ。

（うは。これだけでも、十英獣を呼んだことにお釣りが出るぞ）

「待て！」

　占星獣師テミが真剣な顔つきでドゴラを見る。

「なんだよ？」

「お主が南東の方角にあるものに近づくと、命を失いかねないとも出た」

「そ、そんな!?　まじかよ」

「もしも、力を得たいなら心せよ。そういうことだ。よいな？」

「あ、ああ」

　ドゴラが『全身全霊』を自在に扱えるようになるには、厳しい試練が待っているようだった。













第十一話　最下層ボスとの戦い①











　その日、Ｓ級ダンジョンの１階層にある神殿の前の広場には人の海ができていた。

　しかも、集まっているのは、皆、Ｓ級ダンジョンに入る資格を持つ屈強な冒険者ばかりだ。

　たいてい、冒険者の朝は早い。すでに日が昇ってそれなりに経つ。だから、ここにＳ級ダンジョンで活動中の冒険者が全員集まっている、というわけではない。それでも、万を超える冒険者が集まっていた。

　やがて、

「おいでになったぞ」

「まじかよ。噂は本当だったのか」

「すげえぞ！　って押すな。誰だ、俺を押した奴は!?」

　ざわめきが、１階層の市街から神殿に向かって、まるで波のように移動していく。

　それに続いて、人の海を割くようにして、四十数名の一団が神殿に向かって進んでいく。その様子を、集まった冒険者たちが、一様に、固唾を飲んで眺めている。

「噂は本当だったのか。ガララ提督が、最下層ボス攻略のために勇者ヘルミオスと手を組んだって話は。すげえよ。すごいことになっているぞ！」

　ガララ提督と彼のパーティー「スティンガー」のメンバーを見送るドワーフの一団の１人が、目を輝かせ、興奮した様子で叫んだ。

　彼らは、ガララ提督の仲間ではないが、酒場で近くの席になった、「スティンガー」のメンバーと飲んだことがあるという別のドワーフから、ある噂を聞いていた。

　ガララ提督たちが、他のパーティーと連れ立ってダンジョンに入る様子は、数日前から多くの冒険者が目撃していたが、どうやらそれは、このＳ級ダンジョン攻略のために、他のパーティーと手を組んだかららしい。彼らは共闘するための練習を重ね、そしていよいよ今日こそ、４パーティー合同でＳ級ダンジョンの最下層ボスに挑むという。

　叫び出したドワーフは、去年、ダンジョン祭での「スティンガー」の惨事を間近で見ていた。

　その絶望の記憶が、目の前の希望の光景によって塗りつぶされていく。

　すると、その横から、ドワーフに声をかけてくる者がいる。

「何を言っているんだ。攻略に向けて、各国のパーティーに声を掛けたのは、勇者ヘルミオスだぜ。さすが、我らが英雄だな。俺たち冒険者のために情報を提供してくれる人徳あればこそ、ってことだよ！」

　声の主は人族で、口ぶりからすると、ギアムート帝国の出身のようだ。

　勇者ヘルミオスが、冒険者ギルドを通じて貴重な情報を提供し、多くの命を救ったというのが、Ｓ級ダンジョンに挑戦する冒険者の共通認識だ。

　この人間は、その認識から、これだけのパーティーを集めたのは勇者ヘルミオスと信じて疑わない。

　ドワーフは一瞬カッとなったが、相手の横顔に少年のような屈託のない微笑みを見て、怒る気持ちが失せてしまう。かわりに、彼もまた微笑んで、通り過ぎる一団を見送る。

　そんな２人の背後から、鼻で笑う者がいる。

「ふん。これだから中央大陸の人族どもは。見よ、あの勇壮な十英獣たちを。貴様らは本当の獣人の力を知らんのだ」

　背の高い獣人の男が、２人の頭越しに通り過ぎる一団を指差す。

「なんだと!?」

「真ん中あたりを進む２人が見えるか？　鎧姿なのがホバ将軍、一騎当千の英雄だ。だがな、そのお隣にいらっしゃる方こそ、未来の獣王陛下、ゼウ獣王子殿下だ。我らをこのダンジョンで指揮先導してくださっていたばかりか、このようなご準備までなさっていたとは。アルバハル獣王国を！　いや、世界を動かしておいでだ!!」

　Ｓ級ダンジョンにいる獣人たちは、皆アルバハル獣王国から、１年の期限付きでダンジョン攻略に従事するよう、労役を課されて送り込まれてくる。

　そんな彼らがダンジョンで生き延びられるよう、ゼウ獣王子やその側近たちが獣人たちを組織し、世話をしていた。そのため、獣人の冒険者たちは、他種族に比べて強固な連帯を築いている。

　その連帯のどこかで、ゼウ獣王子に近い立場の獣人が、獣王子と仲間たちの動きを口にすれば、その情報が広まるのは人間やドワーフよりも早かった。

　だが、そんな獣人の冒険者たちが、Ｓ級ダンジョンを攻略するものだと考えなくなって久しかった。いや、これは獣人だけではない。人間も、ドワーフも、Ｓ級ダンジョンの厳しさと恐ろしさに触れた冒険者は皆、このダンジョンは攻略できるところとは考えなくなっていた。

　ここは、生き延びて金を稼ぐところだ。命を賭けて、金品を得るか、魔物に殺されるかを占うしかないところだ。その現実の前には、かつては攻略を夢見た冒険者も、すぐに今日の金品と明日の命のことしか考えられなくなる。

　そんな現実が変わる日がやってくるという噂に、心の奥底にしまい込んでいた冒険心のようなものが蘇るような気持ちになった。

　だから、こうして、現実を変える英雄たちの挑戦を見送るために集まった。

　そうだ。

　今日なのだ。

　今日はＳ級ダンジョンが攻略される日なのだ。

　しかも、それは単一の種族で構成されるパーティーによるものではなく、ドワーフ、人族、獣人に、エルフまでも加えた、この世のすべての種族が１つになったパーティーによって達成されようとしている。

　どんな種族でも、他の種族の事情など知らず、別の世界の住人のように思っている。しかし、そんな異種族同士が手を取りあい、同じ目標に向かって進む様子を見た者たちは、はっきりと言葉にできなくても、確実になにかが変わったと感じている。

　ドワーフ、人族、そして獣人の３人の冒険者は、一度互いに顔を見合わせると、それぞれの顔に同じ気持ちを見た気になり、共に顔を前に向け、神殿に進んでいく一団を、希望を追う眼差しで見送っていた。

　一方、その視線に気付くこともなく、一団の最後尾を歩くドゴラは、不満げな様子で小さくつぶやいた。

「けっ。全部アレンがやったんだろうが」

　ドゴラは、ダンジョンで得た情報を提供する際に、ヘルミオスの名前を使うことに、１人だけ反対していた。自分たちが頑張って必死に集めた情報を提供するのだから、せめてアレンの名前が出るべきだと考えている。

　結局、その時は、１人でも多くの命を救うため、１日でも早く情報が流布することを期待して、ヘルミオスの名前を借りることが確実だというアレンの言葉を、無理やり納得したドゴラだった。

　しかし、今回のＳ級ダンジョン最下層ボスへの挑戦に際して、パーティー全体のリーダーをゼウ獣王子であると答えるようにとアレンから伝えられたことには、さすがのドゴラも納得がいかなかった。

　アレンは、ダンジョン攻略だけが目的ではなく、その結果、ゼウ獣王子に獣王の位を継いでもらうことが必要なのだという。中央大陸への侵攻を唱えるベク獣王太子を、獣王の位に就けてはいけないと。

　これは、バウキス帝国を背負うガララ提督も、中央大陸で魔王軍と戦うヘルミオスも、そして、去年の戦争で酷く傷ついたローゼンヘイムも、意見を同じくしている。

　今こそ、５大陸同盟が本当の意味で１つにならなくてはならない。

　今回の最下層ボスへの挑戦と、Ｓ級ダンジョン攻略は、そんな大事な未来につながる戦いでもある。

　……そう言われて、パーティーの皆は納得したようだったが、ドゴラだけはどうしても納得できない。アレンや自分たちが、ソフィーの仲間ではなく、ローゼンヘイムの王女の取り巻きのように扱われるのも気にくわない。

「ドゴラよ」

　不意に声をかけられて、ドゴラは声の主を見る。

「は、はい。ドベルグさん」

　少し前を歩く剣聖ドベルグが、前を向いたまま歩きながら話しかけてくる。

「安心しろ。英雄とは隠せるものではない」

「は、はい」

「いずれ、英雄を求める人々が見つけ出すからだ」

「そうですか」

　何十年と戦いに生きたドベルグの言葉が、ジャガイモ顔のドゴラの中に響いていく。

「ドゴラよ。お前もそうだぞ」

「ほ、本当か！　俺も英雄になれるのか!!」

　ドベルグに褒められて、怒りに曇っていたドゴラの顔が一気に明るくなる。

　その様子を隣で見ていたキールは、苦笑してため息を溢こぼした。

　やがて、一団は神殿に到達する。誰もがアレンたちに道を譲り、お陰でこれまでにないくらい早く５階層へと移動できた。

「ここが５階層ですか」

　ヘルミオスが油断なくあたりを見回しながら呟いた。

「話に聞いていた通りだな。このまままっすぐ進めばよいのか」

　ゼウ獣王子がアレンを振り返って言った。

　ヘルミオスたちとゼウ獣王子たちが、５階層に来るのは初めてだった。

（一度くらい演習しておくべきだったか……いや、そうでもないか）

　一瞬、アレンはそう思ったが、すぐに思い直す。

　最下層ボスに挑むためには、参戦するパーティーの数だけ、ブロンズ、アイアン、ミスリルの３種のメダルを、それぞれのゴーレムから手に入れなければならない。

　それらは、４パーティーの共闘が決まる前にアレンたちだけで１セット揃えたが、偵察もかねて演習のために最下層ボスの間に入れば、その１セットは失われ、再挑戦には再びメダルを揃えるのに時間がかかる。

　火の神の神器の行方が分からず、魔王軍が次にどんな行動をとるか予測がつかない現状では、そこまでの時間はかけられないだろうと、４パーティーのリーダー同士の間で判断していた。

　なお、今回の作戦が上手くいかなかった場合は、何度かトライする予定でいる。

　このことを最初に相談したヘルミオスとは、一度目でうまくいかなかったらもうやらないと話しあっていた。しかし、ガララ提督から最下層ボスの話を聞いて考えが変わった。判断材料が増えて、改めて考え直した場合、その前にした約束は無効だとアレンは勝手に考えている。

　アレンがそんなことを考えているうちに、一団はキューブ状の物体のところにたどり着いていた。

『こんにちは。私は最下層ボス転移システムＳ５０５です。メダルが４枚ずつ台座にはまっています。ここにいる４パーティーで最下層ボスに挑戦しますか？』

「うむ」

『では。４パーティーのリーダーは、「ゼウ獣王子と十英獣」のゼウ＝ヴァン＝アルバハルでよろしいですか？』

　ゼウ獣王子がこちらを振り向いたので、アレンは黙って頷いた。

「そうだ」

『今すぐに最下層ボスの間に移動しますか？』

「ああ。飛ばしてくれ」

　ゼウ獣王子がそう答えた次の瞬間、一団は大広間に移動していた。

　広間は、これまで戦ったブロンズ、アイアン、ミスリルの各ゴーレムの間よりも果てしなくずっと広く、天井も数百メートルと高く、どこか遠くから、何かの動作音とおぼしい、低い唸るような音が聞こえてくる。

　そして、アレンたちが移動した場所から１００メートル以上離れたところには、５体のゴーレムが並んでいた。横並びの両端はブロンズゴーレムとミスリルゴーレム、それぞれの隣にアイアンゴーレムが１体ずつ立ち、そのアイアンゴーレム２体に挟まれて、ひときわ大きい朱色のゴーレムが立っている。

（よし、話で聞いていた通りだな）

　全長１００メートルはありそうなヒヒイロカネのゴーレムこそ、目指す最下層ボスであった。

　最下層ボスである、ヒヒイロカネの朱色に輝くゴーレムを見て、アレンはあることに気付く。

（ビービーも、スカーレットも、クリムゾンも赤っぽかったもんな）

　Ｓランクの階層ボスは、全て見た目が赤系統だった。なにか意味があるのかもしれない。

　アレンたちが観察している間、最下層ボスとゴーレムたちは動かない。５階層で戦った、他のゴーレムと同じく、ある程度まで近付かないと戦闘開始にはならないようだ。

「すげえな」

　ドゴラが驚きを素直に口にする。

「こんなの勝てるのか？」

　キールが不安そうな顔で呟いた。

「ああ？　まあ、作戦通りいけば大丈夫だ。そうですよね？　ヘルミオスさん」

「まあ、ディグラグニは『勝てるものなら勝ってみな！』って言っただけだからね。正直これはちょっとねって思うかな」

　ヘルミオスは苦笑しながら答えた。

（また、半端な表現だな。勝てるような設定であることを祈るばかりだぜ）

　Ｓ級ダンジョンの最下層ボスは、これまでに一度も攻略されていない。

　前世の記憶では、ゲームではたまに絶対倒せないボスが存在していた。後のバージョンアップによるスキル調整や新アイテム実装などで倒せるようになることを前提として、耐性が高すぎて攻撃が通じなかったり、体力が無限に設定されていたり、一定のダメージを与えると戦闘が強制終了してしまうなど、先へつながる期待を盛り上げていた。

　だが、この最下層ボスに関しては、作者であるディグラグニが「絶対に倒せない」とは言わなかったそうなので、倒せない設定にはなっていないことを前提に、パーティー編成をし、作戦を立てている。

（さて、ガララ提督から聞いていた通りか）

　改めて、これから戦うことになる、全部で５体のゴーレムを観察する。アイアンゴーレムが２体、ブロンズゴーレムとミスリルゴーレムが１体ずつ、そしてヒヒイロカネのゴーレムが１体。

（ガララ提督が速攻で無理だと判断するのは分かる）

　そのガララ提督が、仲間のドワーフたちに活を入れるように叫んだ。

「おい、怖じ気づいてんじゃねえぞ！　今度こそ絶対に勝つんだ!!」

「へい。ガララ提督。や、やったりましょう！」

（うちの仲間は、レベルもカンストして、指輪も揃えたし、大丈夫だよな）

　アレンは今一度、魔導書で仲間たちのステータスを確認する。
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　確認を終え、アレンが魔導書を閉じた時には、仲間たちは戦闘準備を終えている。他のパーティーも同様に、武器を構え、あらかじめ練習した通りの陣形を組んでいる。

「では、作戦通りに行きましょう。まずは、もう少し近づいて、補助を掛けます」

　アレンの言葉に、ゼウ獣王子、ガララ提督、そして勇者ヘルミオスが頷き、それぞれの仲間に指示を出す。

（最下層ボスとの戦闘に制限時間は特にないらしいが、できれば１時間以内に勝負をつけたいところだな）

　今回は、アレンが召喚する魚系統の召喚獣の特技、および覚醒スキルが、まずは大前提となる。

　特技は24時間持続するが、覚醒スキルについては１時間しか持たない。魔神レーゼル戦を超える戦いが想定される中、補助のかけ直しなどをする余裕がどれほどあるのか分からない。

　アレンが魚系統の召喚獣の特技と覚醒スキルを、４パーティー全体に使っていく間に、キールが聖壁スキルを使い、ソフィーが木の精霊を顕現させる。

「木の精霊ドライアド様、加護をお与えください」

『ええ、分かったわ』

　手足の代わりに木が生えた少女の姿をした木の精霊ドライアドが、一団の上空に出現し、木の葉を振りまいていく。木の葉は仲間たちに降りかかり、ステータスを上昇させていく。

　その次は風の精霊、その次は土の精霊、そして最後は水の精霊と、次々に顕現させ、精霊魔法を使ってもらう。




【ソフィーの精霊の魔法】

・水の精霊ニンフ　魔力３０００上昇

・風の精霊ゲイル　素早さ３０００上昇

・土の精霊ピグミー　耐久力３０００上昇

・木の精霊ドライアド　体力３０００上昇




（うしうし、ソフィーは守り主体に成長したな。こういう時に助かるぜ。つうか精霊４体全員それぞれがステータス３０００増加できるってすごくね）

　攻撃魔法で敵に直接ダメージを与えていく方向で成長した魔導王セシルとは反対に、大精霊使いになったソフィーは、回復や守りのスキルを多く使える方向に成長した。中でも、木の精霊を顕現できるようになったのは、精霊神の手助けがあってのことだろう。

　ソフィーの番が終わると、次はヘルミオスのパーティーの聖騎士が、補助スキルを掛けていく。

　この世界の補助スキルは、異なる系統のスキル同士は全て効果の重ねがけが可能だ。

　聖騎士の補助スキルは、精霊魔法の効果に追加してステータスを上昇させる。

　しかし、僧侶とその上位職である聖者のように、同系統の才能が持つスキルは、必ず上位職のスキル効果が優先されて発動し、下位職のスキル効果は効果を失う。ヘルミオスのパーティーには聖女が２人いるが、聖王であるキールの下位職業のため、補助はかけても打ち消されてしまう。

　また、獣人は獣神ガルムの影響からか、才能の系統が完全な上下の関係にはないようだ。獣人たちの補助スキルや補助魔法も重なっていく。

　聖女２人と同様に、ガララ提督のパーティーとメルルも、今は待機中だ。彼らが一斉にゴーレムを降臨させると、一気に最下層ボスたちの戦闘開始領域に踏み込んでしまいかねない。

（仲間を呼んで良かったな。これが多様な種族、多様な職業が同時に参戦することの強みか）

「おもしれえ。外にはこんな敵がいるのか。戦いのビート！」

　楽獣師レペが嬉しそうに、そして歌うように叫び、パンと両手を打ち鳴らす。すると、彼の周囲を取り巻いて、筒のように細く縦長の太鼓が複数出現し、レペはその場で踊り出し、空中に浮いた太鼓をリズムよく叩いていく。

　レペのスキル「戦いのビート」が使われたことで、この場にいる全員の攻撃力が24％上昇していた。

　太鼓の演奏を終えると、レペは太鼓を消し、今度はタンバリンのような薄い円形の打楽器を出現させて、片手でたたきながら踊りを踊る。この補助スキルの効果は、素早さを24％上昇させた。

（いや、こいつはすげーぞ）

　攻撃力を上げる補助スキルと、それを持つ才能は、数えるほどしかないらしい。

　反対に、最も多くの才能が持っている補助スキルは、耐久力の上昇だ。

　僧侶などの回復系の職業が耐久力を上げてくれる。

　アレンがその効果に感動しながらレペのスキルを確認していると、今度は占星獣師テミがスキルを使い出した。

「星の加護よ！」

　テミが懐から取り出した袋の中身を手に取り、空中に投げ上げる。投げ上げられた宝石や鉱石が宙に浮き、きらめきながら仲間たちの間を飛び回ると、全員に体力と魔力の自動回復が付与された。

（こうだ！　こうじゃなきゃ!!　レイドならではの醍醐味だ!!）

　アレンは興奮してくる。

　通常、パーティーの人数が少なければ、メンバー構成は安定重視になるが、30人、50人と増えて行けば、様々なメンバーが互いを補い合うことができ、普段構成に入れない職業が１人２人追加されても、かえって安定がとれるものだというのが、前世で遊んでいたゲームの定石だった。

　それが、生まれ変わったこの世界でも実行できたことがうれしくてたまらない。

　一通り補助を掛け終わったのを確認し、いよいよその時が来た。アレンは深呼吸して、興奮を抑え込む。

「じゃあ、行きましょう」

　ゼウ獣王子、ガララ提督、勇者ヘルミオスがうなずいて、それぞれのパーティーが、練習通りの陣形で前進を開始する。

　すると、あと50メートルほどというところまで近づいた時、ヒヒイロカネのゴーレムの目が光り出した。

『我はこの試練の塔を守る番人ゴルディノ。戦いを挑みに来たか、矮わい小しようなる者たちよ』

　最下層ボスが、広間に響き渡る大音声を発した。

（ふむ、「矮小なる者」なんて言われる日が来るなんて思ってもみなかったな）

　たしかに、巨大なゴーレムの身からしたら、アレンたちなど矮小というより存在しないようなものだろう。

（それにしても、最下層ボスは人格があるのか。Ａ級ダンジョンの最下層ボスは、以前に戦った時のことを覚えていなかったが、こいつもそうみたいだな）

　ゴルディノと名乗るヒヒイロカネで出来たゴーレムを見て、一瞬身構えた様子のガララ提督と対照的に、相手はガララ提督を気にしている様子はない。どうやら前回ガララ提督と戦った時の記憶はないようだとアレンは考える。

　もしかして、最下層ボスは戦いを挑まれる度に、人格と記憶がリセットされるのかもしれない。

　今後何度再挑戦しても、最初からこちらの作戦に対策してくることはないだろう。

『我に勝ちたければ、力を示せ』

　ゴルディノが言い終えた瞬間、残り４体のゴーレムが無言で動き出した。

『……』

　だが、これはガララ提督から聞いていた通りだ。作戦通りに進めることにする。

　アレンはゼウ獣王子、ガララ提督、勇者ヘルミオスと素早くアイコンタクトを交わしてから、掛け声を発する。

「逃げるぞ。左手の通路に逃げ込め!!」

　４パーティー全体リーダーはゼウ獣王子だ。しかし、戦闘時の指揮は、レイド戦に慣れたアレンが行うことになった。アレンが戦況を見て、いつ、どの敵を攻めるか、守り、距離をとり、撤退するかを決め、その指示を受けたそれぞれのパーティーリーダーが、仲間に細かく具体的な指示を出して実行する、という形だ。

　この辺りの指揮系統もレイド戦の醍醐味だとアレンは思う。

「おおお!!」

「おおお!!」

「おおお!!」

　アレンが声を掛けると、皆が一斉に後退を始める。５日間の演習で、他のパーティーのメンバーにも、アレンが状況を分析し、その時々で最適な作戦を立てることができることが分かっているので、すぐに行動に移った。

　アレンが召喚した鳥Ｂの召喚獣に乗り込む者もいれば、ドベルグのように自分のペースで行動した方がいいという者もいる。敵に比べて圧倒的に小さいアレンたちだが立体的な配置ができる。

『な!?　いきなり逃げるだと！　こ、この腰抜け共め!!』

　ゴルディノがいきなり叫びだすので、無機質なゴーレムなのに、人間みたいに驚いてみせるなとアレンは思う。

　ゴーレムは、動きは鈍いものの、歩幅も身長と同様に人間の数十倍はあるため、何歩か歩けばすぐに追いついてしまう。

　だが、もちろんこれは予想済みだ。

　後退するパーティーの殿を務めていたガララ提督が、自分のパーティー「スティンガー」のドワーフたちに向かって叫ぶ。

「いくぞ！　野郎ども！　根性見せるぞ!!」

「おう!!」

　13人のドワーフとメルルが一斉に叫び返し、それぞれの胸の魔導盤を力強く握りしめた。

　魔導盤が幾何学的に輝くと、後退するアレンたちと追いすがるゴルディノたちの間に、一瞬で、巨大な壁が出現する。

　壁の正体はガララ提督も合わせた15体のゴーレム、その全てが身長１００メートルの超身兵だ。

『ほう。ヒヒイロカネゴーレムを持つ者もいるのか』

　出現したゴーレムの中に、自分と同じヒヒイロカネのゴーレムがいるのを見とめ、ゴルディノが言った。

　たしかに、15体のゴーレムの真ん中に、１体だけ朱色のゴーレムがいる。ガララ提督のゴーレム、ゲララバだ。

　魔導盤を使って降臨させるゴーレムは、ランクによって各ステータスの基本値が決まっている。
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　ブロンズは１０００、アイアンは１５００、ミスリルは３０００、そしてヒヒイロカネは、なんと５０００である。

　このヒヒイロカネのゴーレムを降臨させるための魔導盤を、アレンたちは銀箱から手に入れていた。それを、４パーティー合同演習の初日に、ガララ提督に渡していた。

　これを使い、ヒヒイロカネのゴーレムとなったゲララバは、超身兵化したことで全ステータスが２５０００に達し、さらに提督の「魔岩王」のスキル効果が上乗せされている。

　ヒヒイロカネの超身兵セットを渡した時、ガララ提督の魔導盤を見せてもらったので、アレンの魔導書にはゲララバのステータスがメモされている。
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　ゲララバたちゴーレムが作る壁に、ゴルディノ率いる敵ゴーレムたちが襲い掛かった。

「ぬぐあ!!」

　敵ブロンズゴーレムのドリルパンチを防御した、ミスリルゴーレムの片腕が粉砕される。

「ベルルカ大丈夫か!!」

「へい！」

　片腕を根元から粉砕されたミスリルゴーレムを操縦するベルルカは、操縦席である水晶の中で、急いでミスリルの石板をはめ直す。すると、ミスリルゴーレムの破壊された片腕が、一瞬で無傷の腕と入れ替わった。

　ゴーレム使いのドワーフたちには、木箱から出るアイテムの中では「外れくじ」である、ミスリルの石板を大量に渡してある。「外れくじ」は、１０００枚以上も手に入っていた。

　最下層ボス戦が無事勝利に終わった時には、返してもらう予定でいるが、それまではいくらでも使ってよいと伝えている。たとえゴーレム本体が破壊され、使い物にならなくなった場合でも、「修復」スキルを使えば石板はまた使えるようになるので、多少なら破壊されても気にはならない。

「提督は前に！　オロチは皆の撤退をサポートしろ！」

「ああ！」

『おう！　アレン殿、任されよ！　グオオオオ!!』

　ゴーレムの壁の後ろに出現した竜Ａの召喚獣が、壁を抜けてきた敵ゴーレムを牽制する。

　その間に、ガララ提督のゲララバが進み出て、敵ブロンズゴーレムの攻撃を受けとめる。

　ヒヒイロカネのボディも、ベルルカのミスリルゴーレムよりは持ちこたえているものの、徐々に傷が増えていく。

　アレンは鳥Ｂの召喚獣に乗り、大広間の空中から現在の戦況を観察する。

　ゴーレムが盾役を務め、アレンが繰り出す召喚獣もサポートしているので、仲間たちは順調に後退して、そろそろ大広間の壁際にある通路の入り口に到着できそうだ。

　しかし、４階層までのどの階層ボスも完璧に防いだゴーレムの壁は、５体の敵ゴーレムに押され気味だ。多くのゴーレムが、ベルルカのミスリルゴーレムと同じように、腕や頭、足を破壊されては入れ替えて、なんとか持ちこたえているものの、敵ゴーレムの１体１体が強力で、今にも突破されそうだ。

（このままじゃまずいな。やるしかない）

　アレンはそう判断し、次の手を指示する。

　指示には全て鳥Ｆの召喚獣の特技「伝達」を使用する。

　半径３キロメートルという今回のように戦闘範囲が広い状況でも一発で指示が全体に通る。

「皆、『超合体』をお願いします!!」

「あん？　大丈夫か！　こんなしょっぱなから使っちまって!?」

　ガララ提督の乗るゴーレムの口から大音量の返事が返ってくる。

　アレンの指示に、ガララ提督が問い返す。演習中の予定では、もう少し経ってから行う予定だったのだ。

「構いません！　初戦です!!　確実な方法で戦いましょう!!」

　アレンがそう言うと、ガララ提督の操縦するゲララバが軽くうなずいた。

「よし！　分かった！　……行くぞ、お前ら！　超合体だ！」

「提督了解です!!」

　提督の呼びかけに、13体のゴーレムが一斉に返事する。ゴーレムの水晶部分に乗り込むドワーフたちが、体を陽炎かげろうのように揺らし始める。すると、ゴーレムの目が輝きを見せた。

「おい、メルル！　お前はこっちに来い！　右手になれ!!」

「うん、提督！」

　メルルが答え、タムタムも相手をしていた敵ミスリルゴーレムを突き飛ばしてから、ゲララバのところへ向かう。

　14体のミスリルゴーレムが、１体のヒヒイロカネゴーレムのところに集まった。

　次の瞬間、大広間を隅まで照らすほどの光がまたたき、元に戻った時には、超々巨大なゴーレムが３体、広間に出現していた。

　５体の超身兵が、ゴーレム使いのエクストラスキル「合体」で１つになった「超合体ゴーレム」だ。

（ぶは！　浪ろ漫まんしかないんだが）

　アレンはキラキラした目で超合体ゴーレムたちを見る。前世の記憶にある、合体ロボを思い出さずにはいられない。

「合体」はサイズが同じゴーレム同士を合体させる。これを超身兵同士で行うのが「超合体」だ。

　もちろん他のエクストラスキル同様、１時間の時間制限と、１日のクールタイムが設定されている。これも最下層ボスとの戦闘の限界を１時間と定めた理由の１つだ。

　合体ゴーレムは、元になったゴーレムの操縦者が、胸の巨大な水晶に集まる仕組みになっている。今、３体の超合体ゴーレムの胸の水晶には、ゴーレム使いのドワーフがそれぞれ５人ずつ乗っている。

　３体の身長は、どれも１５０メートル前後だ。合体前の超身兵ゴーレムの１・５倍ほどで、ステータスも合体前の１・５倍くらいになっているはずだ。お陰で、超合体によって、ステータスが１万ほど増している。さらに、ヒヒイロカネのゴーレムを含む１体は、さらにステータスが上昇している。

「うりゃああああ！　てめえら、調子にのってんじゃねえええ!!」

　ガララ提督が吠え、胴体部分がヒヒイロカネの超合体ゴーレムが、近くにいた敵ブロンズゴーレムを殴りつけた。相手がよろけたところで、すかさず腰に両手を回したかと思うと、敵の巨体を両手で持ち上げ、２体いるアイアンゴーレムの１体めがけて投げ飛ばした。

『調子に乗っているのは貴様らだ！　ゆけ、ミスリルゴーレムよ!!』

　ゴルディノが指示を出すと、敵ミスリルゴーレムが宙に浮かび上がり、飛行形態に変形した。

　ミスリルの間で戦った相手と同じく、２つの砲台から光球を雨あられと発射してくる。

　だが、これも予測済みだ。アレンは石Ａの召喚獣を呼び出す。

「ロカネルたち出番だ。１発も取り逃がすなよ」

『……』

　５体の石Ａの召喚獣は、出現するなり「吸収」の金属球を発射し、敵ミスリルゴーレムの光球を受け止め、吸収し始める。光球のほとんどを受け止め、吸い込んだため、すぐに２体が吸収限界に達する。

「十分だ！　薙ぎ払え!!」

　限界に達した２体の石Ａの召喚獣に、覚醒スキル「収束砲撃」を使わせる。２本の「収束砲撃」がミスリルゴーレムを貫通し、粉砕した。

『ミスリルゴーレムを１体倒しました。経験値８億を取得しました』

　敵ミスリルゴーレムを倒し、経験値を取得したログが魔導書に表示される。

『ふん。それで勝ったつもりか？　アイアンよ。リペアエナジーを使うのだ！』

（セリフの１つ１つが悪役感半端ないな）

　ゴルディノの指示で、アイアンゴーレムがスキルを使い、敵ミスリルゴーレムを一瞬で修復する。

（蘇生役が２体いるせいで、無駄に難易度が上がっているな。たぶん、ゴルディノを倒しても蘇生させられるだろうし）

　アレンがそんなことを考えていると、他のパーティーに貸し出した鳥Ｂの召喚獣を通じて、作戦通り、彼らが通路に待避できたことが伝わってきた。

「皆、提督の超合体ゴーレムを最後尾に、私たちも通路に逃げ込みましょう！」

　アレンの指示通り、３体の超合体ゴーレムが、１体ずつ通路に入り込む。通路はそれなりに幅があるのだが、超合体ゴーレムがすれ違えるほどではない。したがって３体の超合体ゴーレムが全て倒されない限り、敵ゴーレムが隙間をすり抜けたり、回り込んだりしてくる心配はない。

　だが、天井はかなり高く、飛行能力を持つミスリルゴーレムが光球を飛ばしてくるので、石Ａの召喚獣の「吸収」で防ぐ必要がある。

『こんなところに逃げ込むなど、もう戦意を喪失したのか？　怯える貴様らをひねりつぶすのは、さぞ愉快であろうな!!』

　最後尾のガララ提督に迫る敵ブロンズゴーレムの後ろから、ゴルディノがガンガン挑発してくる。

　さらにその後ろには、槍のアイアンゴーレム、盾のアイアンゴーレムが続き、彼らの頭上に飛行形態のミスリルゴーレムが浮いている。

　この隊列を、アレンは鳥Ｂの召喚獣に乗って空中から確認した。

（ふむふむ、こんな隊列で入って来たか。できればアイアンは分散してほしかったが。まあ行けるだろう）

「メルス、頼む」

　アレンは既に召喚してあるメルスに指示を出す。

『わかった』

　メルスが頷くと、敵ブロンズゴーレムのドリルパンチを受け止める、ガララ提督の超合体ゴーレムの頭上を飛び越えて、ゴルディノたちのところへ向かう。

　ガララ提督たちの超合体ゴーレムと敵ブロンズゴーレムは一進一退の攻防を続けている。５体のゴーレムが超合体して、ようやく力が拮抗しているようだから、敵ゴーレムの強さはどれほどなのかという話だ。

　しかし、パーティーの仲間たちのうち、攻撃魔法や弓矢を使えるメンバーが遠距離攻撃を繰り出して、敵ブロンズゴーレムの体力を削っていく。

　やがて、メルスが戻ってきた。

「そろそろいけるか？」

『ああ、属性付与と巣の設定は終わったぞ』

　メルスの返事を聞き、アレンは先に通路に入り込んだ仲間たちを振り向く。

「よし、攻め時だな。ヘルミオスさんたち、お願いします！　『帰巣本能』!!」

『ぬ？』

　ゴルディノが異変を察知したが、その時にはもう、最後尾のアイアンゴーレムが攻撃を受けている。

「後ろを取ったよ！　ここからが本番だ!!」

「ああ、我らの出番だな!!」

　ヘルミオスの言葉にドベルグを筆頭にパーティーメンバーが強く返事した。

　通路の入口側に転移した、超合体ゴーレムとヘルミオスたち「セイクリッド」が、敵の最後尾にいる盾のアイアンゴーレムを挟撃したのだ。

　鳥Ａの召喚獣の覚醒スキル「帰巣本能」は、自分の周囲半径１キロメートル以内にあるものを選び、あらかじめ設定しておいた「巣」へ転移させられる。

　地下にしっかりと根を張った木や、基礎が深く埋没している家、めり込んだ岩などは転移させられないので、地面や床を越えて作用はせず、対象の全体が作用範囲に入っていなければならないといった制限はあるようだが、作用範囲内であれば、１０００人を超える軍隊を補給物資ごと転移することもできるはずだ。

　当然、身長１５０メートルほどある超合体したゴーレムも転移できる。

　この「帰巣本能」を使って、１体の超合体ゴーレムと、ヘルミオスのパーティー「セイクリッド」の全員を、通路に誘い込み１列になった敵ゴーレムたちの背後へと転移させた。

　転移に必要な「巣」は、天使メルスが指定した通路の入り口まで行って、そこで鳥Ａの召喚獣を召喚するという手順で設置した。メルスの特技である「天使の輪」は、アレンの代わりに他の召喚獣を召喚できるというもので、召喚できる範囲に制限がかけられていたが、今はそれを解除している。

　単体で行動でき、すばやく移動できるメルスが、自由に移動して「巣」を作ることが、この作戦の要点だった。今は再び敵ゴーレムの頭上を飛び越して、ヘルミオスのパーティー側についてもらっている。

「よし、態勢は整ったぞ。皆、よろしく頼みます!!」

　鳥Ｆの召喚獣の特技「伝達」を活かして、指揮を続ける。

　ヘルミオスたちの攻撃開始に合わせて、通路内に残ったこちらも攻撃を開始する。

「うらあああ！　いくぜ!!」

「うん！　倒そう!!」

　ドゴラとクレナが、鳥Ｂの召喚獣に乗り、待っていましたとばかりに敵ブロンズゴーレムに突っ込んでいく。

　２人に続いて、十英獣も前線に出る。

「おいおい、俺も行くぜ！　も、もう我慢できねえぜ!!」

　槍・矛槍部門の十英獣である犀の獣人ラゾが雄叫びをあげて突進する。頭上からたたき込まれるドリルパンチなど見向きもせず、ハルバードを構えて跳躍し、敵の胴体に激突した。

　すさまじい金属音が通路に反響し、目視できるほどの衝撃波が通路の壁を振動させた。

　激突の衝撃で、敵ブロンズゴーレムが後ろによろめく。反対側に吹っ飛んだラゾは、空中で体勢を整え、通路に着地した。

　その顔には、驚きが張り付いている。改めて考えると、先ほど自分が何十メートル跳躍したか分からない。アレンから借りた指輪と重ねまくったスキルによって、こんなにもすさまじい力が付け足されるものかと驚愕している。

「ラゾは相変わらずだな」

「何だこれは？　面白過ぎだろうが」

　他の十英獣も、口々に感想を述べながら、敵ブロンズゴーレムに追撃していく。

「体が羽根のように軽いぞ!!」

　短剣・双剣部門の十英獣である豹の獣人セヌが、アダマンタイト製の双剣で、敵ブロンズゴーレムの足首に残像が残るほどの速度の斬撃を叩きこむ。

（よしよし、獣人たちの攻撃も通じているな。この世界は耐久力と攻撃力の差がありすぎると攻撃が通じないからな。ダメージ１とかになるし助かったぜ）

　それぞれの武器をふるって巨大な敵に挑む十英獣たちは、いずれも顔に生き生きとした喜びの表情を浮かべている。その様子を少し後ろから眺めていたゼウ獣王子がうれしそうに呟いた。

「あいつらめ……」

　獣王武術会の各部門で最強の戦士となったまではよかったが、それから１年、次の武術会まで、最強の腕を振るう機会はほとんどなかった。ベク獣王太子によってバウキス帝国Ｓ級ダンジョン行きを止められていた。彼らを最強と認めたアルバハル獣王国自体が、彼らを閉じ込める狭い檻になっていた。

　１年に一度しか腕を振るう機会もない自国で、ただちやほやされ続けるよりも、巨大な敵を相手に遠慮なく全力を出すことができる戦いが、どれだけ爽快なのか改めて知る。

「まあ、怖がるよりましですよ」

「そうだな。では、余も行ってくる」

「はい。ドリルパンチには注意してください」

「ああ、分かっておる。妻が獣王国で待っておるのでな」

　両手のナックルを軽く打ち合わせてから、ゼウ獣王子も敵ブロンズゴーレムに向かってゆっくり歩き出した。

（ふむ、ここまでは演習と作戦通りに進んでいるな）

　アレンは再び鳥Ｂの召喚獣で空中に浮かび、全体を観察する。

　敵は魔神レーゼル並みかそれ以上に強い。しかしこちらも、体力や耐久力を増加させる指輪を装備し、とんでもない数の補助をかけている。後衛でも、一撃で死んでしまうことはない。

『小こ癪しやくな。まとわりつく虫けらどもめ。ブロンズよ、踏みつぶしてしまえ!!』

　ゴルディノの指示を受け、敵ブロンズゴーレムが巨大な足を持ち上げる。だが、

「おらら、させるかよ!!」

　ガララ提督たちが操縦する超合体ゴーレムが、敵ブロンズゴーレムの持ち上がった方の足を殴りつけ、攻撃をそらす。

『こ、小癪な!!』

　ゴルディノが長い腕の先に作った光の槍を、よろけた敵ブロンズゴーレムの横から突き出して、超合体ゴーレムの肩を攻撃した。

「ぐぬ」

　超合体ゴーレムが大きく後退する。

（近距離、中距離、遠距離と敵の攻めは完璧と。だが、ゴルディノはたしかにこの５体の中で一番強いが、そこまで突出して強いわけではないな。他に隠しスキルか何か持っているのか？）

　先頭がドリルパンチのブロンズゴーレム、その後ろにビームランスのゴルディノ、さらにその後ろに遠距離攻撃のミスリルゴーレムと、敵もそれぞれの武器を活かした配置になるよう通路に侵入してきているようだ。中でも、ゴルディノだけは、どんなスキルや特徴があるのかがわかっていない。現状では、ビームランスを受けた超合体ゴーレムの様子から、ゴルディノだけが突出した攻撃力を持っているわけではないと判断できるくらいだ。

　やがて、跳躍したホバ将軍の大槌を胸に受け、敵ブロンズゴーレムが倒れる。

「ぬん！　やったか!?」

　アレンの魔導書にもログが表示される。

『ブロンズゴーレムを１体倒しました。経験値４億８千万を取得しました』

　だが、ゴルディノのさらに後ろから、敵アイアンゴーレムが「リペアエナジー」を使い、敵ブロンズゴーレムが再び起き上がる。

　敵ミスリルゴーレムも、遠距離攻撃を吸収した石Ａの召喚獣が「収束砲撃」で撃墜しているのだが、その度に復活させられてしまう。

「どいつも倒したそばから復活するな」

　ゼウ獣王子がアレンに尋ねる。

「そこは予定通りです。倒してから復活させられるまでは、攻撃が減りますので、このまま倒し続けてください。ガララ提督はゆっくり後退をお願いします」

「ああ、作戦通りだな」

　一見、状況は変わらないように見えるが、アレンたちはじりじりと通路を後退しているのだった。

　問題は、通路を後退する一団の後衛で発生していた。

「回復が追い付かんぞ!!」

「皆、固まって！　お願い！」

　獣人の回復役２名が悲鳴をあげた。

　彼らは後退する一団の中心にいて、敵ブロンズゴーレムからの近距離攻撃、ゴルディノからの中距離攻撃、そして石Ａの召喚獣が防ぎきれなかった敵ミスリルゴーレムからの遠距離攻撃によって負傷した仲間を、休みなく回復させていたが、ついにその回復が追いつかなくなった。

　十英獣は、戦闘に特化した集団だ。前衛が５人、攻撃魔法が１人と、盾役が１人と、３分の２が攻撃専門で、残りは補助が２人と、回復役は１人しかいない。それが、山羊の獣人で、回復魔法部門の十英獣で、「大聖獣」の才能のフイだ。

　そこに、「僧獣」の才能を持つ猫の獣人サラに入ってもらった。フイと比較して回復量は心許ないが、レイド戦は数でカバーするものだとアレンは考えている。

　だが、勇者ヘルミオスのパーティーが敵後方に移動したことで回復役が少なくなり、敵の攻撃が狭い通路のあちこちに飛んで後衛も負傷する状況で、回復量が頭打ちのサラと、集団での戦闘経験が少ないフイに限界が来てしまった。

　その２人に、聖王のキールが声をかけた。

「じゃあ俺がやる。もういいから、後衛のみ回復してくれ」

　そして、暴れ狂う脳筋前衛の獣人たちと、鳥Ｂの召喚獣に乗って立体的に動くクレナとドゴラがどう動くか予想し、数秒後に受ける攻撃を見越して、回復魔法を詠唱する。

　これは、耐久力の高い者と低い者、よく攻撃を食らう者と躱かわす頻度が高い者、範囲魔法の発動時点で、回復範囲に誰がいるのか予想しての行動だ。

　通路に残ったアレンたち、ゼウ獣王子と十英獣、そしてガララ提督組ともう１組の計２体の超合体ゴーレムには、キールを含めて３人の回復役がいる。そのうち、キールが全体の半数以上の回復を担っているのだが、特に前線で飛び回る獣人たちの動きに対応した回復魔法詠唱のタイミングは、ほとんど予知と呼んでもいい領域に到達しつつある。

「す、すごすぎる。何て速さだ。未来が見えているのか」

　フイがキールの手際のよさに感嘆する。

「いいから、回復に集中してくれ。知力が足りなくて余裕がねえんだ。後衛までは手が回らねえ」

　今回、敵は５体同時と聞いて、アレンは仲間たちが攻撃を受ける頻度が、これまでになく多くなると判断した。そこで、４パーティーで特に後衛に、体力か耐久力のいずれかを上昇させる指輪を渡している。指輪の効果と重ね掛けされた補助スキルによって、後衛であっても一撃でやられてしまうことはないはずだが、キールの場合は、知力を上昇させる指輪をつけていないので、状況判断のための知力が足りないと嘆いている。

　しかし、そんなことは関係ないと思われるほどの巧みさで、前世でヒーラーをやってきたことがないアレンはフイ以上に感心してしまう。

（やばいな。キールが完全に開花したな）

　Ｓ級ダンジョン攻略中、アレンの仲間たちは転職し、装備を向上させ、戦い方を変化させ、それぞれが成長を遂げてきた。その中で、もっとも成長し、力に目覚めたのはキールだと思う。

　回復魔法は、詠唱、発動、回復という行程を経る。たいていはそれぞれ数秒ほどの時間がかかるが、知力のステータス値が高くなると、これが相対的に短くなっていく。

　そして、どうやらこの行程のうち、「発動」と「回復」のタイムラグがあることで、回復魔法は発動後、対象が攻撃を受けるまで回復効果が発現するのを待っている状態にあることが分かっていた。つまり、数秒間は「回復の予約」ができるのだ。

　ならば、攻撃を受けることを予測して、前もって回復魔法を発動させておけば、連続攻撃を受けても、一度目の攻撃を受けた瞬間に予約していた回復が行われ、重傷のリスクを減らせるはずだ。

　回復される側は、負傷によって攻撃が停滞し威力が落ちるのも防げるし、回復側も次の展開を予想して行動できれば動作に無駄がなく、回復魔法をかける以外にも臨機応変に行動できるようになる。

　そこで、アレンは、この「回復の予約」を行うよう、キールには口を酸っぱくして言ってきた。

　言うだけなら簡単だ。

　だが、キールはそれを実践し、敵の攻撃と仲間の行動を予測し、回復魔法を詠唱するタイミングを計るテクニックを身につけてきた。ずっと一緒に戦ってきた仲間たちはもとより、みっちり演習したとはいえ、たった５日間、一緒だっただけの他のパーティーに対しても、的確に回復魔法を予約できている。

　これは、アレンが前世で遊んでいたゲームにおいて、「プレイヤースキル」と呼ばれていた。

　戦闘中の立ち回りの上手さが、仲間の中で最も向上したのがキールだったのだ。

（さて、感心している場合ではないな。そろそろ戦況が変わりそうだ。俺も俺の役割を果たすぞ）

　最後尾の敵アイアンゴーレムを、勇者ヘルミオスたちが釘付けにしてくれている間に、ガララ提督たちの超合体ゴーレムが、ゴルディノたちを引きつけてゆっくりと後退し、ついに２体の敵アイアンゴーレムの間隔が開き始めていた。

　リペアエナジーという復活の特技にどれだけの射程距離があるのか、アレンは完全に熟知している。このままいけば、敵アイアンゴーレム２体による復活の連鎖がうまく機能しなくなるはずだ。

「もうすぐです。もうすぐ敵の復活役が１体になります！」

　アレンは全パーティーにそう呼びかけながら、メルスにある行動の指示をする。

『ぬ、ぐぬぬ』

　状況を把握したゴルディノが唸った。

『ぬう、止むを得ん。いったん後退するぞ。後退だ』

　ゴルディノが、一旦攻撃を止め、方向転換するよう敵ゴーレムたちに呼びかける。

　敵の歩みが止まる直前、メルスから報告があった。

　すかさずアレンは新たな鳥Ａの召喚獣の覚醒スキルを使う。

「させるか！」

　次の瞬間、敵アイアンゴーレム２体の十分に空いた空間に、１体の超合体ゴーレムが転移した。

　そして、通路奥側の敵アイアンゴーレムを背後から攻撃した。

「ミスリルの石板を何枚消費してもいいから、ゴルディノたちの後ろから押して後退させないようにしてくれ！」

『き、貴様ら!!　何をしている。こっちに戻って来るのだ!!』

　ゴルディノが２体の敵アイアンゴーレムに指示を出すが、通路奥側の敵アイアンゴーレムは超合体ゴーレムに押され、通路入口側の敵アイアンゴーレムは、ヘルミオスとメルス率いるパーティーに倒されていた。

「皆、ひとまずお疲れ様」

　ヘルミオスが、仲間たちにねぎらいの言葉をかける。

『さて、次に移動するぞ』

　メルスが、さらに召喚した鳥Ａの召喚獣の覚醒スキル「帰巣本能」を使い、もう一体の敵アイアンゴーレムのところへと、ヘルミオスたちを転移させる。

　超合体ゴーレムの攻撃を受けながらも、ブロンズゴーレム、ミスリルゴーレムを必死に復活させている、残り１体の敵アイアンゴーレムに、転移してきたヘルミオスたちがさらに激しい攻撃を加える。

　数分後、２体目の敵アイアンゴーレムを倒した。ヘルミオスたちとメルスの攻撃は、いよいよゴルディノにまで到達した。

　一方、石Ａの召喚獣の収束砲撃によって、敵ミスリルゴーレムも撃墜される。空中の移動も安全になったと見て、アレンは鳥Ｂの召喚獣に乗って、ゴルディノの状態を直接観察できるところまで移動する。

（ふむふむ、やはり耐久力がそれなりにあるな。ゴルディノがこの中で一番ステータスの高いゴーレムと。メルスはともかく、ヘルミオスのパーティーではそこまでダメージは与えられないか）

　やはり最下層ボスというだけあって、かなりの強さのようだ。

　だが、メルスとヘルミオスたちの攻撃が牽制になって、敵ブロンズゴーレムを援護することはできなくなった。

　その間、残る敵ブロンズゴーレムに、ガララ提督の超合体ゴーレム、そしてアレンの仲間たちとゼウ獣王子たちの総攻撃が浴びせられる。

　特に、鼠の獣人で攻撃魔法部門の十英獣である大魔獣師のラトとセシルが、攻撃魔法の集中砲火を浴びせ、ついにブロンズゴーレムを完全に破壊した。

「よし、ブロンズゴーレムを倒したぞ！　残るはゴルディノ１体だ。挟み込んで倒すぞ!!」

　アレンの指示を受け、ガララ提督の超合体ゴーレムと十英獣が、敵ブロンズゴーレムの破片を踏みしだき、ゴルディノに接近する。

『き、貴様ら!!　我を本気にさせたな!!』

「ちょっと、アレン、何か始まるわよ!!」

　アレンの後ろにいるセシルが驚く。

　ゴルディノが怒りの声を上げると、その目がカッと輝いた。

『集え、我がパーツどもよ!!』

　すると、倒された４体の敵ゴーレムたちがすっと浮かび上がったのであった。













第十二話　最下層ボスとの戦い②











　通路の入口側から、ヘルミオスたちの驚愕の叫びが聞こえたかと思うと、敵アイアンゴーレムの体が、宙を滑るようにこちらにやって来る。

　そして、アレンたちの倒した敵アイアンゴーレムと共に、２本の大きな足に変形する。その上に、両手足を格納したゴルディノがくっつき、ゴルディノの右肩に敵ブロンズゴーレム、左肩に敵ミスリルゴーレムが繫がる。さらに敵ミスリルゴーレムは、ごちゃごちゃと破片を組み替えて、複数の巨大な砲身と小さな砲身が合わさった腕に変形した。

　左右の肩から、複数の砲身を束ねた長い砲台が天井に向けて突き出して、ゴルディノを中心にした超合体ゴーレムが完成した。

『力が漲みなぎってくるぞ！　これが我の本当の姿だ。恐怖しろ！　震えながら死んでいくがいい！　ふははは!!』

　通路の幅いっぱいに膨れ上がった超合体ゴルディノが笑うと、通路の壁がビリビリと震える。耳を塞ぎたくなる笑い声に、相変わらず悪役のセリフが似合うなとアレンは思う。

「ゴルディノも超合体しました！　後衛は守り優先で、超合体部隊はゴルディノの動きを止めてください!!」

　鳥Ｂの召喚獣で飛び回りながら、仲間たちに指示を出す。

『ふん！　雑魚がどれだけ群れようが意味のないことだ!!』

　超合体ゴルディノが言い終わると同時に、両肩の多砲身砲が２本同時に背中側に倒れ、通路入り口側に向けて射撃を開始した。束ねた砲身が回転し、人の頭ほどの光球が無数に射出されて、まるで太い光の帯のように見えるほどだ。

　すかさずメルスが石Ａの召喚獣を数体、多砲身砲の射線上に召喚する。「吸収」の鉄球が繰り出され、射撃をさえぎり、吸収しようとする。

　しかし、敵の弾数が多すぎるため、石Ａの召喚獣の全身が、すぐに吸収限界を示すヒビだらけになってしまう。

（おいおい、ロカネルの吸収が間に合わないぞ）

「メルスもロカネルをもっと出すんだ。吸収が間に合わないぞ」

『ああ』

　一方、通路奥側に向けてゴルディノが突き出した左手からは、大小の砲身が、近づこうとするガララ提督たちの超合体ゴーレムめがけて光球を撃ち出している。

　背後の仲間たちを守るために、両腕をクロスして射撃を防ぎながらなんとか接近した超合体ゴーレムを、今度は超合体ゴルディノの右腕ドリルパンチが襲う。

「ぐあ!!」

　ガララ提督たちの乗る超合体ゴーレムが大きくよろめくと、破壊された両腕の破片が通路に降り注ぐ。メルルを含む４人のドワーフたちが、素早く魔導盤に新しい石板をはめ直し、再生した左腕で再度襲いかかるドリルパンチを払いのけた。

　そこで、アレンは２体の石Ａの召喚獣に向かって叫んだ。

「収束砲撃！　肩を狙え!!」

『……』

　銀色の光が、超合体ゴルディノの背後から両肩を貫いた。ひしゃげた多砲身砲が通路に落下する。

「今だ！　俺たちがやるぞ!!」

「おう!!」

　それを見て、超合体ゴルディノの背後からもう１体の超合体ゴーレムが近づくが、その腕が届くより早く、両肩の多砲身砲がメキメキと音を立てて修復した。

『ふん。この程度か。ぬるい、ぬるいぞ!!』

　超合体ゴルディノが嘲るように言い、再び光球の連射を開始した。

「がは!!」

　光球を防御しようとするが間に合わず、超合体ゴーレムが全身に光球を浴びてしまう。

　だが、この時、アレンは超合体ゴルディノの足がぼんやりと光っているのに気付く。

（む、アイアンゴーレムの修復能力か）

　すかさず仲間たちに指示を出す。

「皆、足を狙ってください！　足を破壊しないといつまでも部位単位で復活させられます!!」

　クレナとドゴラが鳥Ｂの召喚獣を突進させ、超合体ゴルディノの左手の砲撃を引きつけようとする。その間に、ゼウ獣王子と十英獣が２本の足に殺到する。

　ゼウ獣王子が両手のナックルを連続で足に叩きつける。敵アイアンゴーレムが変形した超合体ゴルディノの足は、全力で殴れば凹み、ヒビも入るので、手応えはあるのだが、拳に感じる硬さが、合体前とは比べものにならない。

「む！　先ほどより硬いぞ!!」

「獣王子殿下、攻めていきましょう!!」

　隣では、熊の獣人で槌・錘部門の十英獣のホバ将軍が、大槌をたたきつけながら攻撃を続けるように言う。しかし、大槌の一撃によってひしゃげた部分も、すぐに元通りになってしまい、ホバ将軍の毛むくじゃらの顔が怒りに歪む。

　アレンはこの様子に、３階層のＳランクの階層ボスであるスカーレットのアホみたいな超回復を思い出し、絶句する。

（また、スカーレット状態になるのか）

　アレンは、攻撃して体力を削る速度より、敵が自然回復する速度の方が速いことをスカーレット状態と呼んでいる。

　しかも、今回の超合体ゴルディノは、凶悪な多砲身砲や大砲の左手といった遠距離攻撃、ドリルパンチの右手という近距離攻撃をあわせ持つ強敵だ。スカーレットと違って、悠長に体力を削って行けば勝てる相手ではない。むしろ、長引けば危険になるのはこちらの方だ。

「いや、このままじゃ、埒らちが明かない。前衛はエクストラスキルも使用して、足を攻めましょう。回復を封じないと、勝ちはないです!!」

「うん!!」

　アレンの言葉に真っ先に返事したのはクレナだった。エクストラスキル「限界突破」を使った彼女の体が陽炎の中に立つようにゆらぎ始める。次いで、前線で戦う十英獣もエクストラスキルを使用した。

　超合体ゴルディノの両足の周辺で、エクストラスキルを使用した仲間たちの残像が踊る。

　だが、超合体ゴルディノは、両肩の多砲身砲と、左手の大砲で、前後の超合体ゴーレムを攻撃し続けている。

　アレンは石Ａの召喚獣の召喚と強化を繰り返しながら、足と両肩をバランスよく攻めていく。

（ふむふむ、攻撃力の上がるスキル持ちもいるが、一撃必殺系のエクストラスキルを持っている方が多いな。この状況なら持続的にステータス増加するタイプの方がありがたいんだが）

　一撃必殺系のエクストラスキルは、一撃で大ダメージを与えるのだが、強い回復力を持つ相手には、その一撃が決め手にならない限り、回復で巻き返されてしまう。

　そうこうしているうちに、ゼウ獣王子が、超合体ゴルディノの巨大な足が横に動いたのをよけきれず、蹴り飛ばされ、通路の壁にたたきつけられた。

「がは!!」

「殿下！！！」

　回復役の獣人フイが絶叫して駆け寄り、すかさず回復させる。

　一瞬白目をむいていたゼウ獣王子だが、回復が間に合って、ゆっくりと立ち上がる。しかし、舌をだらんとさせて肩で息をしているところを見ると、疲労が蓄積しているようだ。

（これでは攻めきれないな）

　ステータス上昇のエクストラスキルも、敵を倒しきる前に効果が消えてしまうだろう。

　補助役、回復役の仲間には、もし回復魔法による回復が追い付かないほどダメージを受けた時のために、天の恵みを配っている。だが、それも結局は限りがある。

　アレンは仲間たちの状態を確認していた魔導書を閉じた。

（少し危ないが俺も出るか。それで無理なら撤退と）

　アレンは、今回の作戦で、状況の把握とそこからの作戦の柔軟な変更、指揮以外にも、自分の役割を用意していた。こちらは不要なら使わないつもりでいたが、どうやら今こそ必要な場面のようだと認識する。

「すみません。私も前に出ます。サラさん。ゴルディノの攻撃がますます激しくなります。回復が厳しくなったら躊躇わずエルフの霊薬を使って……」

　アレンがサラに指示を残して前線に出ようとした。

　だが、アレンの行く手を、ナックルをはめた腕が遮った。

「……良い。これは余の試練でもある」

　ゼウ獣王子が静かな声で言った。

「ですが、負けてはなにも意味がありません。大切な人が獣王国で待っているのですよね」

　ゼウ獣王子には、アルバハル獣王国に大事な妻を置いてきたと聞いている。

　戦意を失わないゼウ獣王子に、これ以上何があるのかとアレンは思った。

　そして、全身が陽炎のように揺れ始めたゼウ獣王子が、そういえばエクストラスキルをまだ発動していなかったことに気付く。

『アルバハル獣王家の末裔ゼウが獣神ガルムに願う！　なにとぞ、余に力をお貸しください!!

　ビーストモード!!　ガル……。グルアアアアアア！！！』

　ゼウ獣王子が小さく祈りの言葉を呟いてから、頭をそらし、頭上に向かって大きく吠えた。

　その吠え声が、超合体ゴルディノの声と同じくらいの大音量で通路の壁を振動させたかと思うと、全身の毛を逆立てたゼウ獣王子が、見る見るうちに膨れ上がっていく。

　２メートルを超える巨軀が、さらに全体的に巨大化する。鎧の留め金が音を立ててはじけ飛び、胸当てが前後に分解して通路に落ちた時、そこには３メートルを超す二足歩行の野獣が立っていた。

「ふぁ!?」

　アレンはあまりの変化に驚愕する。

『ほう、「獣王化」か。獣神ガルム様も随分と奮発なさるものだな』

　メルスが感心したような口調で言った。

（獣王化ってなんだ？）

「メルス、これは何だ？　獣人たちは特別なスキルを持っているのか？」

　アレンは早口でメルスに問う。

『これもエクストラスキルだ』

「エクストラスキルだと？　獣人たちは何か特別なエクストラスキルがあるのか？」

『そうだ。獣神ガルムが与えし、力だな』

　アレンは感心しながら、二足歩行の巨大なライオンに変わったゼウ獣王子を見た。

　彼は、その逞しい両手を頭上高く掲げると、再び大声で叫んだところだった。
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『獣人たちよ。余に続くのだ。グルアアアアア！！！』

　そして、両手を通路の床に叩きつける。

　一瞬、アレンの足裏が床から離れるほどの縦揺れが起きたかと思うと、ゼウ獣王子の両拳の跡から放射状にひび割れが走る。そして、ひび割れを追うようにして、黄金に光る線が延びて、折れ曲がり重なり合い、幾何学模様を描いて魔法陣を作り上げていく。

「おおお！　ゼウ獣王子が獣神ガルム様からお力を得たぞ！　力が、これはとんでもない力が！　グルルル!!」

　フイの次に、ゼウ獣王子の近くにいたホバ将軍が、感動の声を上げた。その足下に、広がり続ける魔法陣が達した時、その体がゼウ獣王子同様に膨れ上がり、３メートルを超える巨大な熊に変わった。両手で握っていた大槌を片手に持ち帰ると、あんな大きかった槌が、随分小さく見える。

　巨大化は、ゼウ獣王子とホバ将軍だけではない。ゼウ獣王子から広がった魔法陣が足下に達した者から、十英獣は巨大化し、より獣らしい姿に変わっていく。

「な、なんだこりゃ!?　どうなっているんだ!!」

　この様子を鳥Ｂの召喚獣から見下ろして、ドゴラが驚きの声を上げた。

「いや、たぶん、問題ないはずだ。ゼウ獣王子が力を尽くしてくれている。戦いはこれからってことだ」

　アレンはこの状況に勝機を見出そうとする。

『行くぞ！　余に続くのだ！　勝利を目指せ！　グオオオ!!』

「グルオオオオォオオオオォォ!!」

　ゼウ獣王子の雄叫びに、巨大化してより獣らしい姿になった十英獣たちが叫び返す。

　そして、主従一丸の群れとなって、超合体ゴルディノに突っ込んでいく。

「ガウッ!!」

　ゼウ獣王子が一瞬体を縮め、次の瞬間、斜めに跳躍し、黄金の矢のように超合体ゴルディノの膝に突き刺さった。ナックルを装備した拳が大きくめり込んでいる。巨大化して、さらに強くなったようだ。

　それは他の十英獣も同様で、荒れ狂う巨大な獣たちの攻撃は、超合体ゴルディノに、短時間で以前より多くのダメージを与えているようだ。

　だが、その分、回避はするものの、防御はほとんど意識していないようだ。アレンとメルスは、彼らの補助に徹しながら、会話を続けている。

『あの力は、獣神ガルム様が、獣人の独立のために獣王家の獣人に与えた物だ。あの時は、ガルム様がエルメア様の神殿に乗り込んできて、大変だったのだ』

　メルスは、過去に何かすごく大変だったというような話をする。どうやら、獣人たちがギアムート帝国から独立した裏には、いろいろな出来事が隠されているようだ。

「与えた？　つまり、エクストラスキルは後天的に手に入れることもできるってことか」

（そういえば、エクストラスキルって最大３つまで持てるんだっけか）

　イージーモードを選ぶとエクストラスキルを３つランダムで貰えるという文章を、アレンは前世で見たことを覚えている。メルスに確認すると、エクストラスキルには枠やスロットのような概念があり、最大３つまで持てるらしい。

『そういうことだ』

　メルスと向かい合いながら、アレンは、それぞれ視線が重ならないようにずらしている。圧倒的な知力を活かし、召喚獣を召喚し続けながら、それが全体に貢献できるように、戦況を確認している。

（エクストラスキルは生まれた時に１つ、最大３つまで持つことができると。追加のエクストラスキルを手に入れるには、神に頼めばいいのか？）

　アレンは、前世でプレイしたゲームで、スキルをどうやって取得していたかを思い出そうとする。

　ゲームでは、レベルアップによって入手したり、ボスを倒す、宝箱から入手するなど、いくつかのパターンがあった。

　では、この世界ではどうかというと、職業スキルのスキルレベルの成長だ。スキルレベルが上がることで、元あるスキルが成長したり、新たなスキルを覚えたりする。

　これが、アレンが15年の間に知ったスキル入手の方法だが、他にも、神から授かることもできると知る。

（あとはどうやって入手すべきかって話だな……。獣人たちに特別なスキルを獣神が与えていると）

「もしかして、『獣王』にも同じエクストラスキルがあるのか」

　アレンがそう尋ねると、メルスは大きく頷いた。

『その通り、たしかに現獣王にも同じエクストラスキルがあるはずだ』

（ほうほう、だから勇者は獣王に負けたのか。ヒントはずいぶん前に勇者から貰っていたんだな。これは俺の分析不足だ）

　勇者ヘルミオスは、かつて５大陸同盟の各国王族たちの前で、獣王と戦って負けている。これは、獣王本人が、対人戦闘に長けたスキルを持っていたのではなく、獣神から与えられた特別のエクストラスキルを持つ獣王に勇者は勝てなかったということだろう。

　獣神ガルムは、かつて、苦しむ獣人たちを救うため、創造神エルメアに直談判をした。

　その後もずっと、今に至るまで、獣人たちを守るため、多大な加護を与えているようだ。

　それを知っているからこそ、獣王は、獣神ガルムの存在をないがしろにするとして、邪神教の普及にブチ切れたのだろう。

『グルルル!!』

　獣化したゼウ獣王子と十英獣は、超合体ゴルディノの足に纏まとわりつくようにして、攻撃を加え続ける。どうやら獣化はそう簡単に解けないようで、超合体ゴルディノの足が次第に破壊されていく。

（星が１つ上がったほどの力か）

『き、貴様ら!!』

　超合体ゴルディノの声に焦りが見える。大量の補助のかかっている上に、巨大化した獣人たちの攻撃が、超合体ゴルディノの修復速度を圧倒しているのだ。

（よしよし、足さえ砕けば回復できなくなるだろうから、後は煮るなり焼くなりこっちのもんよ）

　アレンが勝利を確信した次の瞬間、巨大な力で揺さぶられたかと思うと、急激な浮遊感とともに全身を締め付けられる。

「む？」

　目の前に超合体ゴルディノの顔があった。

　どうやら、アレンは超合体ゴルディノの巨大な手に捕まってしまったようだ。

「あ、アレン!?」

　セシルが、超合体ゴルディノに向けて放とうとしていた攻撃魔法を、慌ててキャンセルする。

　アレンは自分を摑んでいる手が、ドリル状態を解除した、超合体ゴルディノの右手だと知る。摑まれているのは自分だけで、どうやらメルスは「帰巣本能」を使い、回避したようだ。

　鳥Ａの召喚獣の加護「飛翔」を使っていたため、今はセシルとは別行動をしていた。お陰でセシルが無事なことを確認する。

（メルスめ、逃げたな。ああ、そうか、メルスの天使の輪では俺を強制移動させられなかったな。権利の範囲外か）

　アレンの召喚と同じことができるメルスの特技「天使の輪」には、いくつか制約がある。アレンの許可なく召喚獣を使えるように、その制約の一部を解除したのだが、集団移動ができる鳥Ａの召喚獣の覚醒スキル「帰巣本能」の転移対象に、アレンを選択できるようにしていなかった。

『貴様がこのパーティーのリーダーだな』

　超合体ゴルディノが、ヒヒイロカネの顔は無表情のまま、声だけはニタニタと笑うように言った。

「え？　違います。下で獣になっている人です。ほら、あのライオンっぽいのがそうです。私はしがない補助役です」

　アレンは人違いだと言い逃れようとする。

　その間にも、巨大化したゼウ獣王子は、超合体ゴルディノの足を攻撃し続けているが、ゴルディノはアレンをじっと見つめて動かない。

（このまま体力を削らせてくれないかな）

　アレンは巨大な手に捕まったまま、後ろを振り向き、１００メートル以上下方のセシルに、問題ないと鳥Ｆの特技「伝達」を使う。鳥Ｆの特技「伝達」は広範囲に連絡できるのだが、敵側はその内容を聞くことができない。

　一方のセシルは、子供の頃のことを思い出していた。かつて、今と同じように、アレンが巨大な魔物に摑み上げられていた。だが、あの時と違うのは、今アレンを摑んでいる超合体ゴルディノの手が、あの時のマーダーガルシュの数十倍はある巨大さだということだ。

『貴様が先ほどからポンポンよく分からないものを出しているのは、大変目障りだったぞ』

　超合体ゴルディノは、どうやらアレンの立ち回りや、パーティー全体の中でのポジションについて、よく理解しているようだ。

『せっかくこうしているのだから、礼をしてやろう!!』

　超合体ゴルディノはそう言うと、右手を力いっぱい握りしめた。

　アレンの肩から上が巨大な拳の中に消え、下にいる仲間たちからはアレンが見えなくなってしまう。

「あ、アレン!!　キールさん！　アレン様の回復を!!」

　ソフィーが弓を取り落とし、悲鳴に近い声でキールに叫んだ。

『ふはは！　これで終わりだ！　貴様らのリーダーは死んだぞ!!』

　超合体ゴルディノは高笑いしながら、堅く握りしめた右手を振るった。

　仲間たちは、超合体ゴルディノの右手から飛び出したものが、ものすごい速さで通路の床に叩きつけられるのを見た。

　床が凹み、床石の破片が舞う。そこへ、超合体ゴルディノの、縦幅20メートルはあろうかという巨大な足が踏み込まれる。かと思うと、スッと引き上げられた足が、再び踏み込まれる。

　ハンマーで杭を打ち込むように、なんども足が叩き込まれる。破砕音が通路の壁に反響し、クレーター状の凹みができていく。

　この状況に、４パーティーはそれぞれの反応を示す。

　ゼウ獣王子と十英獣は、アレンが床に投げつけられた時、いったん攻撃を止めたものの、すぐに超合体ゴルディノの軸足へ攻撃を再開した。

　ガララ提督たちの操る３体の超合体ゴーレムは、超合体ゴルディノの砲撃に牽制されて近づけない。

　勇者ヘルミオスの仲間たちは、彼の指示を待っている。しかし、ヘルミオスは腕組みをして、状況を見守っているばかりだ。

　アレンの仲間たちは、超合体ゴルディノに攻撃を仕掛ける。他に何も思いつかない。ソフィーとフォルマールの矢が、クレナの剣とドゴラの斧が、超合体ゴルディノに叩き込まれるが、相手は床を踏みつけるのやめようとしない。

　だが……。

『ぬ？　なんだ？』

　超合体ゴルディノの、踏みつける足が止まった。

　そして、静まり返った通路に、クレーター状の凹みからの叫び声が響き渡る。

「皆！　攻撃を続けてくれ！　せっかく削った体力が回復する！」

　それはアレンの声だった。

『ば、馬鹿な！　死にぞこないが!!』

　超合体ゴルディノの声に怯えが滲にじむ。上体が前傾し、踏み込んだ足に重量をかけていく。

　しかし、

「ぬん!!」

　ドン!!

　重いもの同士が打ち合う鈍い音がして、超合体ゴルディノの踏み込んだ足がはね上げられた。

　バランスを崩し、その場でたたらを踏んで後退した超合体ゴルディノは、それまで自分が踏みつけていたクレーターを見た。

　そこには、防具の残骸を振り落としながら、確かな足取りでゆっくりとクレーターから出てくるアレンがいた。その手には、アダマンタイトの剣が握り締められている。

　アレンは、Ｓ級ダンジョンに挑んだこの１年近くの間に、多くのＡランク以上の魔獣を狩り、レベルを81まで上げていた。

「王化」こそ封印されたままだが、召喚レベル８になったことで、召喚獣の加護が強化された。また、５階層の鉄の間でアイアンゴーレムの無限狩りをすることで、剣術が４になっている。
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　さらに、現在、アレンは召喚獣の加護と、攻撃力を５０００上げる指輪の効果に加え、仲間たち同様、強大なバフがかかっている。
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【重ね掛けされた補助スキル・魔法】

・大精霊使いソフィーの精霊によるステータス上昇

・聖王キールの耐久力24％上昇

・大聖獣フイの耐久力18％上昇

・聖騎士の耐久力12％上昇

・占星獣師テミの魔力18％上昇

・占星獣師テミの幸運18％上昇

・楽獣師レペの攻撃力24％上昇

・楽獣師レペの素早さ24％上昇




　この幾重にも重なった加護とバフによって、超合体ゴルディノの攻撃を耐え、指輪の効果を上乗せした攻撃力で剣術を繰り出し、踏みつけてきた足を受け止め、跳ね除けたのだった。

「な!?　ば、化け物か」

　思わずそう叫んでしまったホバ将軍と、アレンの目が合う。

　ホバ将軍は、衝撃と恐怖のあまり、思わず大槌をアレンに向けて構えてしまった。

「どうしました？　攻撃を続けましょう。もう少しですよ」

　アレンは、こちらを向いて固まったままのホバ将軍に声をかける。

　一方のホバ将軍は、自らが獣化していることを忘れるほどの恐怖を感じ、黒髪の人間に武器を構えてしまったことに、声をかけられてようやく気づき、慌てて敵に向き直った。

　彼の視界を、アレンが駆け抜けていく。ものすごい速さで超合体ゴルディノに接近すると、さきほどまで自分を踏みつけにしていた方の足にアダマンタイトの剣を叩きこんだ。

　衝撃音が通路に響き、超合体ゴルディノの体が横に倒れる。

『ぐぬ！』

　片手を通路の壁について、なんとか持ちこたえるが、先ほどのアレンの反撃も含めて、相当のダメージを受けているようだ。

（ステータス以上のダメージを与えられているみたいだ。皆からの補助のお陰で、ほぼクリティカルになっているということか）

　召喚獣の加護に加え、仲間たちの補助スキルや召喚獣の特技、覚醒スキルの効果が、アレンの全身を強化している。特に、楽獣師レペと召喚獣のスキルがクリティカル率を上昇させていて、攻撃すれば、ほぼ１００パーセントの確率でクリティカル攻撃になってしまうほどだ。

　アレンは超合体ゴルディノの足に剣をガンガン叩き込む。

「おいおい、また始まったよ」

　キールが啞然として呟いた。アレンの仲間たちには、ここ１ヵ月の間、鉄の間でのアイアンゴーレム狩りで、よく見た光景だったのだ。アレンはレベル上げをしたいばかりに、とにかく速く、１体でも多くアイアンゴーレムを倒そうと攻撃しまくっていたのだ。

『ちょ、調子に乗るな!!』

　超合体ゴルディノが、右手のドリルパンチでアレンを殴りつけようとした。自分の足にも当たりそうだが、それよりもアレンを倒すことを優先しようとしている。

　高速回転しながら迫ってくる巨大な右手を、アレンは、剣を握る手とは反対の手を差し上げて受け止めようとする。

　その手が、ドリルパンチに触れた瞬間、一瞬で消し飛んだ。

　しかし、そのドリルパンチも、アレンの手首から先を破壊したところで、見えない壁にぶちあたったように、それ以上進まなくなる。

　これは、魚Ｂの召喚獣の特技と覚醒スキル、そして霊Ａの召喚獣の加護によるものだ。




・魚Ｂの召喚獣の特技「タートルシールド」

・魚Ｂの召喚獣の覚醒スキル「タートルバリア」

・霊Ａの召喚獣の加護「物理耐性強」




（さすがにドリルパンチはかなりダメージを食らうな。もう少し「物理耐性強」仕事しろ。まあ、死ぬほどでもないか。くそ痛いけど。許さぬ！）

　アレンの失われた手も、すぐにミチミチと再生していく。キールの回復魔法が発動している。

　聖王となったキールの回復魔法は、四肢の欠損でもわけなく回復できるほどになっていた。

　指先まで回復すると、攻撃を再開する。

　これも、鉄の間のアイアンゴーレム相手に狩りをしている時からとっていた戦法だ。

　召喚レベルが８になって、ステータスが一気に上がると、前衛に出ても大丈夫だろうと考え、アレンも武器を手に戦うようになった。

　攻撃を避けられるかどうかより、自分がやられる前に敵を倒せるかどうかで、前衛に出るかどうかを決めるアレンは、回避や防御を端はなから捨てて前線に出るようになった。それを回復魔法で支えるのは、キールの役目だった。これが、キールの、攻撃を受けるタイミングを先読みして、あらかじめ回復魔法を唱えておく技術の練習になったのは言うまでもない。

「メルス、お前も攻撃に参加しろ」

（今度は逃げるなよ）

『ああ、分かった。アレン殿』

　メルスもアレンと同じ側の足にガンガン攻撃を加えていく。メルスも補助が重なっているためかなりのステータスがある。ゴルディノのドリルパンチを食らっても即死はないだろう。

「皆の者、余らもアレン殿に続くのだ!!」

　ゼウ獣王子が、超合体ゴルディノがアレンに意識を向けている今こそ勝機と、十英獣に呼びかける。もう１本の足に集まり、アレンとメルスに負けない勢いで攻撃を始める。

　一方、右手の近接攻撃をアレンに集中させながら、超合体ゴルディノは、肩の多砲身砲や、左手の大小の砲身で、変わらず周囲に、特に前後の超合体ゴーレムに対して砲撃を続けている。

　これには、仲間たちは苦戦しているようで、超合体ゴーレムはまだゴルディノに接近できない。

　アレンが直接攻撃を始めたことで、この砲撃を吸収、あるいは防御していた召喚獣がいなくなり、また、補助もなくなったため、守りがおろそかになっている。

　この様子を、鳥Ｂや鳥Ａの召喚獣の視界を共有して確認したアレンは、片手の剣をたたきつけるスピードを上げた。

（急げ、急げと）

　そして、ついにアレンの剣が、超合体ゴルディノの右足を半ばまで切り崩した。ここまで削られると、超合体ゴルディノ自身の重量が、残る部分を破壊していく。ほぼ同時に、左足も、ゼウ獣王子と十英獣によって破壊される。

　超合体ゴルディノの体が、ゆっくりと前に倒れ、一瞬の間をおいて、轟音が通路を揺るがした。超合体ゴーレムを除く仲間たちが床から浮かび上がり、再び着地した時には、全員が床に両手をついた超合体ゴルディノを目にしていた。

『お、おのれ貴様ら!!』

　怒りの声を背に聞きながら、アレンはゼウ獣王子たちとともに、超合体ゴルディノの体の下から走り出た。

「よし、セシル、止めを刺すんだ!!」

　アレンの声を聞き、セシルがうなずく。ここぞという時のために、ずっと温存しておいたエクストラスキル「小隕石」を使う。

「行くわよ!!」

　だが、セシルがスキルを使う直前、隣から細い杖が差し出され、セシルの動きを遮る。

「待て」

「な、何よ！」

　セシルは、自分を止めた鼠の獣人ラトの体が、陽炎に包まれたようにゆらぎ出したのを見る。

「魔力の泉フルバースト!!」

　ラトのエクストラスキルが発動し、地面に巨大な魔法陣が生じる。

「えっと、これは？」

「力がみなぎるはずだ。これなら２倍の威力の魔法が放てるぞ」

　ラトがニヤリと笑って答えた。どうやらセシルのお膳立てをしてくれたようだ。

「あら、こんなの本当にいいのかしら？　では、行くわ！　小隕石プチメテオ!!」

　口にする内容とは裏腹に、やる気十分の顔つきで、セシルは全魔力をエクストラスキルに注ぎ込んだ。

　だが、そのエクストラスキルが発動すると、セシルの表情はひきつってしまう。

　通路の天井から降ってきたのは、直径１００メートルを超える、真っ赤に焼けた超巨大岩石だったからだ。

「ふぁ!?　ちょ！　『帰巣本能』!!」

　通路の壁を粉砕しながら、落下してくる小隕石を目にして、アレンは慌てて仲間たちを転移させる。

　転移先で振り返ると、膝立ちになった超合体ゴルディノが、小隕石を受け止めているところだった。

『がはあああ！　き、貴様ら！　よくも!!』

　必死に持ちこたえようとする超合体ゴルディノだったが、両肩の多砲身砲が折れ、両手が押しつぶされ、体全体が床に埋没していく。

　やがて、ゴルディノの叫び声が途切れ、小隕石の高熱が床を溶かすジュウジュウという音だけが聞こえるようになった。

「やったかしら？」

　セシルが呟く。

「いや、まだだ」

　アレンは魔導書を確認するが、ログが表示されていない。

　警戒しながら近づくことにする。

　巨大な質量の落下と、高熱によって、小隕石の落下跡は巨大なクレーターになっている。近づくにつれて、気温が上昇して、汗ばむほどだ。

「お、おいおい。こんなでけえ大岩に潰されたんだぞ。さすがに生きているわけないだろ」

　クレーターの縁から、すり鉢状の中心部に鎮座する大岩を見て、キールが言う。

　あれだけ大きかった超合体ゴルディノの体は、床にめり込み、高熱で溶けた、クレーターの斜面に同化しているように見える。

「いや、止めを刺そう。皆、攻撃態勢を……」

　アレンがそう言った時だ。

『ふん!!』

　大岩が砕け、ゴルディノが立ち上がった。

　だが、その大きさは、超合体前の１００メートルに戻っている。他の４体のゴーレムは、ほとんどその原形をとどめていない。残骸となってゴルディノに纏わりついている。

　ゴルディノがクレーターから出ようと、一歩踏み出す。だが、踏み出した足がもつれ、クレーターの斜面に倒れ込む。全身にヒビが入り、今にも崩れそうだ。

「まだ死んでいないのか!!」

　ゼウ獣王子が驚愕する。

（もしかして、一定以上のダメージを受けると）

「たぶん、これは……」

　アレンがそう言いかけたところで、

『とうとう、我を本気にさせたようだな。後悔しても知らぬぞ？』

　ゴルディノが勝ち誇ったような声で言った。

　次の瞬間、ゴルディノの表面から体が崩れ、中から一回り以上小さい、無傷のゴルディノが現れた。崩れ落ちたゴルディノの体の一部が背中で回転する輪っかのようなものを形成していく。

「おいおい、何か出てきたぞ！　まだなんかあんのかよ!!」

　キールが慌てたようにわめき出す。

「なんか小さくなったな。これならいけるんじゃないのか？」

　ドゴラが率直な感想を漏らす。

　確かに、最初に戦ったゴルディノと比べると、ほぼ３分の１以下の大きさになっている。細身ですっきりした体つきで、頭上に、敵ミスリルゴーレム同様、輪っかのようなものが浮かんでいる。

　そこだけ最初と変わらない顔が、キッとアレンたちを睨む。

『我は真なるゴルディノだ。食らうがよい。は!!』

　真ゴルディノの両目が輝いたかと思うと、まばゆい光が放たれ、アレンたちに浴びせられる。

「な!?」

　痛みはないが、違和感がある。全身の力が抜けていくような感覚だ。

（えっと、これは例のやつか。ボスが使ってくる嫌らしい技の定番だよね）

『どうだ？　これで貴様らの守りは消えたぞ。恐怖しろ。絶望を知れ!!』

　そして、真ゴルディノの頭の上の輪が回転しだし、その体が宙に浮き上がった。

　アレンは慌てて魔導書を開き、仲間たちのステータスを確認して、その変化に驚愕する。

「補助が全てかき消されました！　補助魔法とスキルを掛け直してください！　耐久力上昇する魔法やスキルを最優先で!!」

　アレンは仲間たちに叫び、自分も魚系統の召喚獣を呼び出して、特技や覚醒スキルの掛け直しを行う。

『ふははは！　我がこの姿を見せたのは貴様たちが初めてだ！　このことを誇りに思いながら……死ね!!』

　真ゴルディノは高らかに笑い、左右の手にそれぞれ光の盾と光の剣を発生させると、空中をすべるように移動し、アレンたちに向かってきた。

　仲間たちも補助を掛け直そうとするが、それよりも真ゴルディノの方が早い。

「うぉおおおおお!!」

　超合体ゴーレムの１体が真ゴルディノの前に立ち塞がった。

　しかし、

『ふん！　鬱陶しいわ!!』

　真ゴルディノが光の剣を振るうと、超合体ゴーレムの腕がすっぱりと切り落とされてしまう。真ゴルディノは突進の勢いを殺すことなく超合体ゴーレムにぶち当たり、自分の５倍の大きさがある相手を突き飛ばした。

「がは!!」

　超合体ゴーレムに乗るドワーフたちが悲鳴を上げる。

『何度掛けても同じことだ!!』

　真ゴルディノの目から光が放たれ、再び仲間たちの補助効果をかき消した。

（一瞬で補助効果をかき消し、効果範囲も広い。最悪の状況だな。なら、すべきことは１つしかない）

　戦いを続行するか、退散するか……アレンは瞬時に判断を下した。

「ツバメンたち!!」

『ピピ!!』

　アレンは鳥Ａの召喚獣を多数呼び出すと、目的の場所に向かわせる。

　そして、鳥Ａの召喚獣の加護「飛翔」を使い、宙に浮かびあがる。

「これから皆を３パーティーに分けます。それぞれで補助の掛け直しを！　『帰巣本能』!!」

　アレンは３連続で「帰巣本能」を使い、仲間たちを、通路の少し離れたところに転移させる。一瞬で視界が切り替わり、アレンを中心とした三角形の頂点それぞれに、３パーティーが分散して出現する。

　３連続で行ったのは、転移の際、パーティーを３つに分け、離れた位置に配置しながら、各パーティーを任意の組み合わせに再編成するためだ。

　この組み合わせは、パーティーをシャッフルし、前衛、後衛、中衛のバランスを考えたものにする。それぞれのパーティーに組み込む回復役は、キールは１人だけで、あとはヘルミオスのパーティーの聖女と十英獣のフイか獣人のサラのペアにした。聖女と獣人の回復役は、使用できる補助が異なるので、効果を重ねられるからだ。

　真ゴルディノは、アレンたちを見失っている。

　このわずかな時間に、アレンは仲間たちに声をかける。

「これで、ゴルディノの補助無効攻撃が分散されるでしょう！　もう一度、補助をかけ直してください」

　皆がうなずき、補助をかけ直し始めた時、真ゴルディノがアレンたちを見つける。

「敵はもうこれ以上回復できません。体力を削り切れれば、私たちの勝利です!!」

　アレンは鳥Ｆの召喚獣を使い叫び、宙に浮かんだまま、真ゴルディノに突進する。

『何をしようが無駄だ！』

　真ゴルディノがすれ違いざまにアレンに切りつける。光の剣がアレンの左腕を焼き切った。

「ぐっ!!」

「アレン君!!」

　ヘルミオスが前に出ようとするが、

「問題ありません！　今のうちに補助を掛けてください!!」

　アレンは天の恵みを使い、自分の左腕を修復しながら、真ゴルディノの周囲を旋回し、敵を引きつけようとする。メルスには、魚系統の召喚獣を呼び出させ、仲間たちに対して特技と覚醒スキルを使わせる。

　真ゴルディノは、アレンの意図を察し、アレンを無視して移動しようとする。が、今度はアレンが追いかけるので、他を狙うことができない。仕方なくアレンを攻撃するが、切りつけても逃げられ、ようやく足を切り飛ばすが、回復されてしまう。

（一撃で体力が半分以上持っていかれますので、余裕が出来たらキールさん補助を下さい。死んじゃいます）

　だが、アレンが再び天の恵みを使った隙に、真ゴルディノはもっとも近くのパーティーに向かって降下していった。そのパーティーにはドゴラがいる。

「こいよ、おらあああ!!」

　ドゴラは鳥Ｂの召喚獣にまたがり、接近する真ゴルディノを迎え撃とうとする。

　だが、

『ふん！　雑魚め!!』

「ぐは！」

　大斧は光の盾に防がれ、大盾は光の剣に押し返されてしまう。

　ドゴラを押し返した真ゴルディノは、そのままの勢いでパーティーに襲いかかる。

　前衛が迎え撃つが、守りを優先して補助を掛けているため、攻撃力が足りず、真ゴルディノの光の盾を抜けられない。弓矢や攻撃魔法による遠距離攻撃も、敵ミスリルゴーレムのように空中を凄い勢いで移動する真ゴルディノに避けられてしまう。

　だが、各パーティーには、補助を一切必要としない超合体ゴーレムがいる。彼らが後衛を守り、真ゴルディノを牽制するので、敵も接近して蹂じゆう躙りんすることができずにいる。そこにアレンが追いついて、真ゴルディノと戦い、敵をパーティーから遠ざける。

　事態が膠着する。真ゴルディノが１つのパーティーを攻め、持ちこたえている間にアレンが接近し、真ゴルディノが別のパーティーに移動する……ということの繰り返しになってしまった。

　その間、各パーティーが、それぞれの判断であらゆる攻撃を試みているが、真ゴルディノの体力はほとんど削れていない。巨大化している十英獣も、他の仲間たちも、近距離攻撃ではほとんどダメージを与えられず、石Ｂの召喚獣の反射攻撃も、他の遠距離攻撃同様、かわされてしまう。

　やがて、真ゴルディノの攻撃を一番多く受ける、それぞれのパーティーの超合体ゴーレムが、予備石板を消耗し尽くしてしまう。超合体のタイムリミットも近づいている。壁役の超合体ゴーレムがいなくなれば、いよいよ中衛、後衛が真ゴルディノの攻撃を受けることになるだろう。

（さて、ここは決断の時だぞ）

　既に、５階層の入り口へ退避するための「巣」は設置してある。万一の場合には、戻ることも、仲間だけを逃がすことも可能だ。

（あと数分で超合体が解けるな。精霊王の祝福はまだ使っていないから、せめてそれだけでも試すか？　いやその間に死人が出るな）

　全員のステータスを３割増やし、エクストラスキルをもう一度使えるようにする、「精霊王の祝福」がまだ残っているが、それをかけたことで、かえって撤退するタイミングを失ってしまうかもしれない。

　死人が出るよりは、今回の戦いで気付いた問題点を改善して、再挑戦した方がいいだろう。

　アレンがそう思った時だった。

「やれやれよね。稼業に支障が出るから、あまり人前で見られたくはなかったんだけど、仕方ないわね。私がエクストラスキルでどうにかするから、後は皆でなんとかしてね」

　怪盗ロゼッタがそう言ったのを、そのパーティーに貸していた鳥Ｂの召喚獣の耳が聞きつけた。

（ん？）

「あれ、ロゼッタってお宝を盗むエクストラスキルじゃなかった？」

　ロゼッタとともに戦っていたヘルミオスが問う。他の仲間たちも、真ゴルディノ相手にいったい何をするのかと、ロゼッタに注目する。

「まあ、見てなさい。ヘルミオス。この貸しは高くつくわよ。アレン！　私がこのデカブツの力を奪うから、その隙に何とかしなさい!!」

　接近する真ゴルディノを迎え撃つ位置に立った怪盗ロゼッタの体が、陽炎に包まれたようにゆらぎ出した。

『ははは！　賊ごときに何ができると言うのだ！　よかろう、何をしても全てかき消してくれるわ!!』

「いいわ。あなたのそのスキル。ちょっと私に貸してくれないかしら。強奪手ローバーハンズ　!!」

　怪盗ロゼッタはそう言うと、接近する真ゴルディノに向かって手を伸ばし、空中で何かを摑むしぐさをした。

　そして、腕を引き戻すと、その手には、光り輝く何かを握っている。

「ふう。何よこれ。あなた素敵なものを持っているじゃない？　これで目がピカピカできなくなっちゃったわね～。ふふ」

「な!?」

　アレン、そしてヘルミオスをはじめとするパーティーの仲間たちが驚愕する。

（スキル奪い取っただって!?　マジか!!）

『な!?　き、貴様。それは!!　わ、我のスキルを奪ったな!!　許さん!!』

　真ゴルディノも、ロゼッタがエクストラスキルで何をしたのか、すぐに分かったようだ。急に速度を上げ、ロゼッタに向かって矢のように突っ込んでくる。

「こ、これがエルメア様が仰っていたロゼッタの摑む未来か……」

　ヘルミオスが何か思いだすかのように呟いた。

「ちょ、ちょっと！　ヘルミオス、何感心してるのよ。助けなさいよ!!」
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　怪盗ロゼッタがヘルミオスに文句を言いながら回避しようとしたその時、ロゼッタの背後に忍び寄っていた別の人物が、ロゼッタの頭上を飛び越え、真ゴルディノに斬りかかった。

「破甲剣ガードブレイク　!!」

　それは、ロゼッタとは別のパーティーに編成していたはずの、剣聖ドベルグだった。

　彼は、アレンも気づかないうちに、ロゼッタに接近していた。もしかしたら、彼女が真ゴルディノに対してエクストラスキルを使用したのを見て、万が一、失敗した時にフォローするための機会を窺っていたのかもしれない。

　直進する真ゴルディノは、完全に隙を突かれ、回避行動をとることができなかった。とっさに光の盾をかざすが、ドベルグの大剣が盾ごとその腕を切り落とす。

『がは!!』

　バランスを崩し、真ゴルディノがロゼッタの左側の床に激突する。床を削り、深い溝を作って、数十メートルを移動したところで、ようやく停止した。

（スキルを奪い、守りも破壊した！　好機が来たぞ!!）

　アレンは咄嗟に次の展開を思いつく。

「『帰巣本能』！　皆、補助を掛けてください！　ソフィーは精霊王の祝福を!!」

　転移させ、１箇所に集中させた３パーティーの仲間たちが、一斉に補助をかける。同時に、ソフィーが全魔力を使い、エクストラスキル「大精霊顕現」を使用する。

「はい！　アレン様。精霊神ローゼン様お願いします」

『はは。戦いは終盤だね』

　ソフィーの肩から浮かび上がったモモンガ姿の精霊神が、空中で腰を振り始めると、光り輝く雨粒のようなものが、集まった仲間たちに降り注ぐ。

「エクストラスキルがもう一度使えます!!　補助を早く！」

「精霊王の祝福」のことは、仲間たちの全員が説明されている。それぞれが今度こそ最後の機会と、再びエクストラスキルを使用し始める。

『ふざけおって！　そんな準備をさせる暇を与えると思ったか!!』

　真ゴルディノが再び宙に浮かび上がり、パーティーに襲いかかろうとする。

　だが、その前に、２体の超合体ゴーレムが立ち塞がった。

「俺らが時間を稼ぎます！」

　既にボロボロになっているが、ここで引き下がるわけにはいかないと、自らを奮い立たせ、真ゴルディノに向かっていく。

「お前らだけにやらせるかよ！　メルル、歯を食いしばれよ!!」

「うん!!」

　ガララ提督たちの超合体ゴーレムも、２体の後に続く。

『調子に乗るなああああ!!』

　真ゴルディノが３体の超合体ゴーレムめがけて突っ込んでくる。

　両腕のない１体が、胴体で真ゴルディノを受け止めようとしたが、腹を貫かれ、その場でバラバラに崩れてしまった。

　次の１体が、残っていた左腕で真ゴルディノを払いのけようとしたが、光の剣で指先から肩まで切り裂かれ、こちらもその場に倒れこんだ。

　それぞれのゴーレムの胸の水晶から、乗り込んでいたドワーフたちがワラワラと脱出する。

　彼らを守ろうと、ガララ提督たちの超合体ゴーレムが進み出た。そこに、真ゴルディノが、凶悪な光の剣をたたきつける。

　最後の超合体ゴーレムは、片腕を破壊されて後ろにのけ反った。しかし、胸の水晶の中で、メルルが残った右腕を操作して、カウンターの一撃を繰り出そうとする。

「メガトンパアアアアアンチ!!」

　巨大な拳が、真ゴルディノのかざす光の剣に直撃する。

　必死の形相でメルルは一秒でも長く、仲間たちの補助をかける時間のために時間稼ぎをする。

　一瞬、両者の力が拮抗するが、すぐに光の剣が薙ぎ払われ、超合体ゴーレムは押しのけられる。

　そして、通路に尻餅をついたところで、超合体の限界を迎えた。

　崩壊する超合体ゴーレムの胸の水晶から、ガララ提督とメルルたちが投げ出される。

『ふん、死にぞこないどもめ。止めだ！　む？』

　真ゴルディノの視界からドワーフたちの背中が消える。アレンが「帰巣本能」で後方に移動させたのだ。

「いや、もう十分だ。皆ありがとう」

　アレンが感謝の言葉を口にして、アダマンタイトの剣を構えた。

「そうだな。十分だね。これ以上は必要ないよ」

　ヘルミオスも愛剣を構え、余裕の表情で言った。

『もう良いな。たぎりが止まらぬぞ！　グルル!!』

　巨大化したゼウ獣王子が、ナックルをつぶすほどの力で握り、いつでも駆け出せるように前かがみになる。

　３人は今、まばゆい光に包まれている。仲間たちのすべての補助が掛かっているのだ。

「ソフィー。動きを封じてくれ」

　アレンの言葉に、ソフィーが深々とうなずいた。

「はい。アレン様。風の精霊ゲイル様、お力をお貸しください」

『うん。分かったよ。ママ』

　ソフィーの目の前に、少年のような姿をした風の精霊が顕現する。何故かソフィーを「ママ」と呼ぶこの精霊が、ソフィーの手を取る。魔力を５０００増やすリングを２つ着け、精霊王の加護を受け、補助も重ねたソフィーの全魔力が吸い取られていく。

　振り返った風の精霊が、真ゴルディノに向かってふーっと長く息を吐く。吐き出された風は、空中で半透明の白い縄に変わり、するすると真ゴルディノの体にまとわりついていった。

『な!?　こ、こんなもの』

　真ゴルディノは風の拘束を振りほどこうとする。光の剣が触れると、風の拘束が引き伸ばされ、今にもちぎれそうだ。全魔力を用いても、何秒も動きを止めて置けないようだ。

　だが、その一瞬だけで十分だった。

　動きの止まった真ゴルディノに、前衛メンバー全員が、一斉に攻撃をしかけた。

　真っ先に攻撃を仕掛けたのは、飛翔し、高速で接近したアレンだった。

　アダマンタイトの剣を、真ゴルディノの顔面に、素早く何度もたたき込む。

　グシャ!!

　精霊王の加護を受け、ヒヒイロカネのボディなどお構いなしの攻撃力が、真ゴルディノの両目を破壊した。

『グアアア!!』

「これで、もう目を光らせることはできないと」

　そこに、巨大化した獣人たち、そして剣聖ドベルグとドゴラが襲い掛かった。

　ありとあらゆる近接攻撃が、真ゴルディノの全身に次々とたたき込まれる。

　そして、

「神切剣ホーリーソード　！」

「私も行くよ。覇王剣！」

　エクストラスキルを発動したヘルミオスと、エクストラスキルで限界突破したクレナが、真ゴルディノの胸の高さに飛び上がると、左右からそれぞれの剣を突き立てた。

『がは!!　我が……このような相手に……』

　真ゴルディノが、呆然とした口調で呟いた時、２本の剣が抜かれる。

　ズウウウウウウン!!

　力を失った真ゴルディノが、通路に倒れる。

『ゴルディノを１体倒しました。経験値40億を取得しました』

　アレンの魔導書にログが表示される。

（なんだか、最後まで悪役感満載だったな）

　魔導書から顔を上げ、アレンは仲間たちに向かってこう言った。

「どうやら、倒せたようです」

「おおお！　勝ったぞ!!」

　仲間たちが歓喜の声を上げる。

　ようやく最下層ボスを倒したアレンたちであった。
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　アレンは、動かないゴルディノに、改めて近づいてみた。アダマンタイトの剣でめった刺しにしたので、ボロボロになった顔を眺める。

（いや、強すぎだろ。結構危なかったぞ。なんかノリで作ったような設定のボスだったな。だがまあ、それがいい）

　ギリギリの戦いだったが、ゼウ獣王子たちの巨大化や、怪盗ロゼッタの秘蔵のスキルに助けられた。

　この世界に転生して初のレイド戦に勝利したことに、懐かしさを覚える。

　少し離れたところで、元の姿に戻ったゼウ獣王子が、棒立ちになって肩をふるわせている。

「……父上。ゼウはやりました」

　普段、王子として、自分を「余」、父親を「獣王陛下」と呼んでいるのが、幼い頃の口調に戻ってしまっている。占星獣師テミから、到底越えられぬことを前提に与えられた試練と聞いていたが、それを達成できて、感激しているようだ。

　彼の周囲には、十英獣が集まって、喜びの言葉をかけている。ホバ将軍などは、ゼウ獣王子より大げさに、全身で泣いている。

　ガララ提督の周りにも、メルルをはじめとする、ゴーレム使いの仲間たちが集まっていた。

「……みんなやったぞ。お前らの墓にも酒を持っていってやるからな」

　ガララ提督の言葉に、全員が目をつぶって、亡くなった仲間たちのことを思っている。彼らが命がけで自分たちを守り、逃がしてくれたことを思い、今回は自分たちもそうしなければと、ゴーレム使いたちは命がけで戦った。もしも、ゴーレム使いのうち、１人でも、自分の命を惜しんでいたら、超合体ゴーレムの動きは乱れ、少なくない数の死者が出ていただろう。

　やがて、ゴルディノの体が消えていく。後には、Ｓランクの魔石だけが残った。

　セシルがアレンに近づいてきた。

「ん？　どうした？　不満そうだな」

「私、止めさせなかったわ」

「いや、皆が密集しているところでは使えないだろ」

　前にも一度あったことだが、精霊王の祝福を受け、とんでもない知力になったセシルが、１００メートル級の小隕石を降らせると、とんでもないことになるとアレンは呆れる。

　セシルのエクストラスキルは、集団戦では使用に適さない状況が割と多い。

「まあ、そうだけど……あら？」

　セシルは、アレンの肩越しに、最近成人したばかりのジャガイモ顔の男が、１人ぽつんとうつむいて立っているのを見つける。

「ドゴラ、凹へこんでいるね」

　アレンの元に寄ってきたクレナが、悲しい顔で言った。

　今回も、ドゴラは自分の戦いぶりに、満足できなかったようだ。

「ドゴラ、活躍できなかったな」

「な!?　お、お前……」

　アレンはドゴラに言った。

「安心しろ。フォルマールもあまり活躍していないぞ」

「おい。まあ、間違ってはいないがな」

　フォルマールがツッコミを返した。

　弓矢での戦いに特化しているフォルマールは、ゴーレムのような、刺突の攻撃が通りにくい相手との戦いには、なかなか活躍できない。しかし、そのことを、フォルマール自身はまったく気にしていない。そもそも、ソフィーを守ること以外のことは、普段から考えていないのだろう。

（職業によって、状況の得手不得手があるのは仕方ないか。それに、エクストラスキルが発動できないと、手応えも少ないか。でも、まあ活躍してないっていうのも言い過ぎだな）

　ドゴラは、今回の戦いで、間違いなく役に立っている。三度の転職を重ね、装備も揃えて、身につけた圧倒的な攻撃力は、十英獣にも、ヘルミオスのパーティーにも、引けを取らない。

　また、学園にいた頃からの仲間である「廃ゲーマー」と一緒に戦うと、どのタイミングで前に出て、どんな状況になったら下がるのか、自然と最適な動きができる。同じ前衛のクレナとは、互いの呼吸が分っているし、回復役のキールのタイミングも、意識せずとも把握できているので、練度が違う。

（だからと言って、お前はよくやったは違うよな？　ドゴラ）

　納得できず、不満を満面に浮かべているドゴラに、アレンはさらに追い打ちをかける。

「お前、もしかして、誰かのお膳立てに乗っかって、英雄になろうとしているんじゃないだろうな？」

　他人が集めたパーティーの力を借り、他人の作戦に従って勝利したことを、自分が「英雄」と呼ばれるために使うつもりかと指摘する。同時に、まだこれからじゃないかという意味を込めたつもりだ。

「な!?　そんなわけねえだろ!!」

　ドゴラが息を飲み、目を丸くする。その目と目を合わせ、自分の力でエクストラスキルの問題を解決し、「英雄」になれと、アレンは言葉にせずに伝える。

「報酬が欲しい。広間に戻ろう」

　アレンはそう言って、ドゴラに背を向けると、他のパーティーに移動を呼びかけていく。

　ドゴラは、そんなアレンの背中に、「ああ、見ていろ」と呟いた。

　通路に残る大きなＳランクの魔石を回収してから、アレンたちは大広間に戻った。５階層の入り口に転移させてくれるキューブ状の物体は、実は通路の奥にあるのだが、ボスを倒した場合の報酬と、直接１階層に転移させてくれるキューブは、大広間に出現するのだ。

　最下層ボスの討伐報酬を手に入れるために、鳥Ａの召喚獣を使い、一気に移動する。

　大広間には、キューブ状の物体とともに、これまで見たことのない箱が出現していた。

『最下層ボス攻略おめで……』

　アレンたちが近づくと、キューブ状の物体が話し始めたが、

「おおおお!!　なんかすげえのあるぞ。何だこの輝きは!!　ひゃっほう!!」

　キールが叫び出し、話を遮ってしまう。

『……』

「相変わらず金の聖王ね」

　セシルは呆れているが、驚くのはキールだけではない。

「おお!!」

　他の仲間たちも、初めて見る最下層ボス討伐報酬に、改めて自分たちの成し遂げたことを確かめたことで、喜びを隠せないでいるようだ。

　箱は、全部で３つあった。銀箱、金箱、そして虹色に輝く虹箱だ。

　本来は４つ貰えるという話を聞いていたが、１つ減っているのは、初回討伐報酬を、ダンジョンマスターであるディグラグニから直接貰うことになっているためだろう。

（ほうほう、最下層ボスは銀箱からなのか？　それにしても虹箱なんてものが出るのか）

　アレンたちが一番多く倒したのはアイアンゴーレムだが、その時出たのは、木箱、銀箱、金箱で、銀箱の出現確率はおよそ１割程度だった。それが、最下層ボスともなると、３つとも銀箱以上なのは、それだけ特別な報酬という感じがする。

「これは……」

　ゼウ獣王子が３つの宝箱をしげしげと眺める。

「どうやら、宝箱は銀、金、虹の順に、より高価なものが入っているようです。これらをどうするかは、獣王子殿下、ガララ提督、ヘルミオスさんの３人で、話し合ってもらえませんか？」

「なるほど。そういうことか」

　ゼウ獣王子は納得したようだ。

「とりあえず中を見てみましょうか」

　ヘルミオスが言い、３人で宝箱を開けてみる。

・銀からはアイテム収納の魔導具（特大）

・金からはアダマンタイトの本体用石板（足）

・虹からは攻撃力３０００上昇のペンダント

「どれもすごいお宝じゃない！」

　ヘルミオスの肩越しに、怪盗ロゼッタが目を輝かせて身を乗り出す。

（まじか。ペンダントで攻撃力アップってことは、指輪を装備した上でさらにステータスを上げられるってことだろ？　これは周回して揃えねば）

　武器や防具と異なり、アクセサリーの効果は、スキルなどの影響を受け、増加するステータス値が変化する。一度に装備できるアクセサリーが増えれば、それだけステータスが補強されることになる。

「皆、この４パーティーのリーダーは余であるのだから、余が最初に決めてよかろう？　余は虹の箱がほしいぞ」

「ちょ!?」

　怪盗ロゼッタが思わず声を上げる。まさか、ゼウ獣王子がこういう主張をするとは思わなかったようだ。

　しかし、ロゼッタ以外に、反対する者はいない。

「いいんじゃねえのか。じゃあ、俺は金箱にするか」

　ガララ提督はアダマンタイトの本体用石板が欲しいと言う。

「わ、分かったわよ。この魔導具で我慢しとくわ」

　ロゼッタはそう言って、収納用の魔導具（特大）に手を伸ばし、奪い取るようにして抱きかかえた。ゴーレム用の石板を手に入れても使えないし、神殿で売っても安く買い叩かれてしまうと思ったのだろう。

　ヘルミオスが仕方ないなと苦笑する。

　アレンが、収納の魔導具がとても高価で、購入しようとすると、ギアムート帝国の帝都の一等地に家が建つほどの金が必要だと知るのは、もっと後になってからだ。今回は収納できるサイズが特大ということもあり、売れば家一軒では済まないくらいの価値がありそうだ。

（奪い合いになるかと思ったが、この世界は平和だな）

　レイド戦に参加したからといって、全員が報酬を手に入れられるとは限らない。アレンは、前世で、50人規模のレイド戦に参加して、１、２個しか報酬が手に入らなかったことも多かった。

　報酬をめぐってバトルロイヤルに発展することも少なくなかったほどだ。

　そんなことを考えていると、ゼウ獣王子が、アレンに手を差し出してきた。

「……サラたちを救ってもらった礼だ」

　その手には、さっき虹箱から手に入れたペンダントが載っている。口調になんとなく演技っぽいぎこちなさがあるのは、もしかして言うことを決めていたのだろうか。

「え？　いいのですか？」

「余は目的を果たした。これは必要ない」

　どうやら、ゼウ獣王子は最初からアレンに渡すために、虹箱のペンダントを欲しいと言ったようだ。

　アレンはゼウ獣王子の後ろにいる十英獣を見る。全員が頷いている。こうすることは全員一致で決めていたようだ。

「アダマンタイトの石板も、一枚じゃ意味ねえな。これはメルルに持たせてやってくれ」

　そう言って、ガララ提督もアレンに石板を差し出してくる。

「え？　いいの？」

「仲間の敵かたきを取らせてくれてありがとうよ。お陰で、皆で前に進めそうだ」

　ガララ提督がニヤリと笑った。

　どうやらガララ提督も、報酬はアレンたちに渡すと決めていたようだ。

「ちょ!?　ちょっと。これはあげないからね!!」

　収納の魔導具を胸に抱きかかえ、怪盗ロゼッタが焦って言ったのであった。

　アレンたちは、４０００体近いアイアンゴーレムを倒し、多くのアイテムを手に入れていた。その中には、ヒヒイロカネの石板、アダマンタイト製の武器や防具、そして収納用の魔導具もあった。

（「特大」じゃなくて「大」だけどね）

　さらに、３つの金箱からは、オリハルコンの塊が１つと、アダマンタイトゴーレムの本体用石板を２つ、手に入れていた。ガララ提督からもらったアダマンタイトの本体用石板は足だったので、ダブらずにすんだ。

（よしよし。メルルのタムタムがまた一歩、アダマンタイトゴーレムに近づいたぞ）

『おめでとうございます』

　報酬の件がようやく落ち着いたことを見計らって、キューブ状の物体がもう一度話しかけてくる。

『皆様が初めてのＳ級ダンジョン「試練の塔」の攻略者です。証明書を発行します。お受け取り下さい』

　アレン、ヘルミオス、ガララ提督、ゼウ獣王子の前に、名刺サイズのカードが現れる。真っ黒なカードの表には『Ｓ級ダンジョン「試練の塔」攻略証明書』、裏には参加者の名前が、それぞれ金の文字で書かれている。

「獣王子殿下、これで完璧な証明になりますね」

「うむ、まあ、そうだな」

　ゼウ獣王子は、カードの表裏を確認しながらうなずく。

『次に、初回討伐報酬です。ディグラグニ様が直接お渡しになります』

「お！　お願いします！」

　アレンが歓喜の声で返事をすると、キューブ状の物体の後方上空に巨大な魔法陣が現れた。

　ズウウウウン!!

　魔法陣から、いきなり漆黒に輝く巨大な物体が降臨する。

　それは、身長10メートルの、アダマンタイトのゴーレムだった。

「な!?」

　アレン以外の仲間たちが驚愕にどよめいた。

（とうとうやって来たな！）

『おう！　すまねえな！　驚かせてしまって。俺がディグラグニだ!!』

　ダンジョンマスターディグラグニは快活に挨拶してくる。

「初めまして。アレンといいます。このパーティー全体のリーダーはこちらのゼウ獣王子殿下なのですが、初回討伐報酬を頂くのは私たちのパーティーという話になっております。私がパーティーリーダーですので……」

『話が長げえよ！』

　ディグラグニに突っ込まれる。

「申し訳ありません」

『いや、こっちもすまなかった。ちょっと忙しくてな。来月までにダンジョン１個作れとか、エルメア様も無茶を言うもんだぜ』

「ああ、転職用のダンジョンですよね。順調ですか？」

『期待しててくれよな』

　ディグラグニはゴーレムの体で、両手の人差し指でアレンたちを示してポーズを決める。

　精霊神から聞いた話では、１ヵ月後の４月、ラターシュ王国の学園都市に、攻略すると転職できるダンジョンができるらしい。Ａ級ダンジョンの１つをリノベーションするそうだ。

（今の今まで学園都市に居たのかな。大陸が違っても一瞬で移動できると思っていいのか）

　ディグラグニは、これまではＳ級ダンジョンにいて、アレンたちは一度も見かけなかったが、たまに１階層の街にも現れたという。それが、ここしばらくは、転職用ダンジョンの設定や調整のために、出かけていることが多いとのことだ。

『お前は相変わらずだな。ディグラグニ』

　精霊神ローゼンが口を開く。

『お!?　ローゼンじゃねえか。おひさだぜ！』

『気安く呼ぶな。お前と違って、僕は神に至ったのだ。はは』

　眉間に皺を寄せて答える精霊神を見ながら、アレンは精霊神がフカマンを食べながら話していたことを思い出す。ディグラグニと精霊神はともに５０００歳ほど、創造神から神器を貰った時期もまったく同じらしい。

（あんまり仲が良くないんだっけ）

『あんだよ。そんな見た目で堅苦しいこと言うなって』

『ふん。皆の祈りや願いをこんな箱庭などに使いおって。エルメア様も呆れておいでだ』

『あん？　この様式美が分かんねえんなら、エルメア様もまだまだだぜ』

『き、貴様！　僕だけじゃなくてエルメア様にまで、そのような口を叩くのか!!』

　モモンガに似た姿の精霊神が、小さな握りこぶしを作って怒るのを見て、ディグラグニはうるさいなとそっぽを向く。

（創造神からもらった信仰の器に集めた祈りで、ダンジョンを作ったり、討伐報酬やお宝を用意したりしてるってことか）

　以前、創造神から、神器を持つ者が、人々の祈りを集め、その力で亜神になり、神になると聞いた。ディグラグニは、集めた祈りの力で、自分の楽しみであるＳ級ダンジョンを作り、拡張しているようだ。

　すると、天まで届きそうな塔や、毎年大きくなっていくという１階層の街並みだけでなく、ゴルディノをはじめとする、とんでもなく強力なＳランクの階層ボスまでもが、人々の祈りの力から作られているのだろうか。

　アレンはそこまで考えたところで、そもそもの目的を思い出した。

「それで、初回討伐報酬ですが」

『おう！　そうだったな。何がいいんだ？』

　ディグラグニがアレンにむき直り、かがみ込んで尋ねた。

「では、仲間たち全員をヘルモードに変更してください」

『は!?　できるわけねえだろ!!　お前何言ってんだ!?』

　ディグラグニはあきれた口調で即答する。

「エクストラモードも駄目ですか？」

『当たり前だ!!』

　エルフから相当な祈りを集めているはずの精霊神も、できないと言っていたエクストラモード解放だ。ダンジョンの増改築に祈りを使っているディグラグニには無理だろうと思っていた。

「では、２つ目のエクストラスキルをください」

　ゼウ獣王子のお陰でメルスから聞けた、エクストラスキルは最大３つという話から、モード解放が無理なら追加スキルの要求にしようと思っていた。

『それも無理だ。さっきから、お前が欲しがってるのは、俺には無理な要求ばっかりだ。つうかよ、そこに神様がいるんだからよ、そいつに頼めよな！』

『おい！』

　アレンはしばし考え込む。

「そうだな……転職ではいかがですか？」

『あん？　それくらいならできるかもだが……一度転職が終わったやつとか、星が多い才能を持つやつはできないぞ』

　条件はあるらしい。

「星いくつくらいまでならいけますか？」

『３つってところか』

（転職して星３つか。かなり少ないな。まあ、精霊神も、クレナを星５つにしてくれたのは、神になってからだった。っていうか、このダンジョンマスター、かなりぶっちゃけるな。エルメアから制裁食らわないのかな）

　ヘルモードや星の数の話題は、アレンにとっては常識だが、過去にこの手の話題を出した時の、精霊神の態度などから察するに、他の人々にはあまり知られない方がいい件らしい。そういうところに気が利かず、好き勝手に行動するディグラグニの素行の悪さが、もしかして「転職ダンジョンの作製」というペナルティを課された理由なのかもしれないと思う。

「たしか、来月できる転職用ダンジョンでは、転職できるのは１回だけ、しかも最大星４つまでという制限があるんでしたよね。それを報酬としていただくのは、あまりおいしくないですね」

　アレンは、相手が精霊神ならローゼンヘイムに逃げ帰るくらいの執拗さで質問する。

『そういうこと。さて、どうする。魔導具なら、割といいもの作れるぞ』

　ディグラグニが、どうやら自分の得意分野らしい、魔導具作製を提案してくる。

（そうなると、やっぱりあれしかないか）

　モード変更も転職も無理と言われるのは、ある程度想定していたことだ。

　アレンは少し離れたところにいるメルルに呼びかける。

「メルル。ちょっと魔導盤を貸して」

「うん」

　メルルはアレンに近づき、首から下げていた魔導盤を渡す。

　受け取った魔導盤を確認する。表にはミスリルの石板が10個はめられているが、裏はツルツルで、何もはめられていない。そもそも裏面には、石板をはめる凹みがない。

「この魔導盤の裏面にも、石板をはめる凹みを作ってくれませんか。表と同じく10個、全部合わせて20個の石板をはめられるようにしてほしいんです」

　アレンは考えていた初回討伐報酬をディグラグニに伝える。

　アレンは、Ｓ級ダンジョンに挑戦しながら、あることに気がついていた。

　それは、このダンジョンでは、他と比べて大量の魔導具が手に入るということだ。

　どうやらディグラグニは魔導具を作るのが得意らしい。そこで、ある程度自由に選べる初回討伐報酬に、魔導具の作製か改良を頼むのが、最もパーティーの強化に繫がるだろうと考えた。

　オリハルコンの武器や防具も魅力的だが、オリハルコンの塊が手に入ったので、これはいずれハバラクに頼めばいい。便利な魔導具も、冒険に必要なものはだいたい手に入れたと思う。

　そこで、前世でゲームをやり込んできた記憶と、魔導盤を結びつけた。

　魔導盤には10個まで石板をはめることができる。逆に言えば、それ以上をはめることはできない。

　ゴーレム使いは、10個までの制限の中で、ゴーレムの運用をする。

　これは、自分たちの装備についても同じことが言える。

　ステータス増加の指輪は、左右の手に１つずつしか装備できない。それ以上は効果が発揮されないのだ。つまり、指輪のスロットは腕一本ごとに１つずつが上限ということになる。

　そして、こういう制限は、前世では「クエスト」と呼ばれる課題をクリアすることで解放されてきた。

（これは、魔導盤のスロット拡張クエストということだな）

　アレンは、最終的に仲間たちの転職が果たせたことから、ローゼンヘイムでの戦争を「転職クエスト」と考えることにした。イベントごとに自分たちが成長していることから、逆に成長のためにイベントが起こると捉えることにしたのだ。

　では、この「Ｓ級ダンジョン攻略」というイベントは、何のためのクエストなのかという話だ。

『魔導盤に石板をはめる凹みを増やせ、だと？』

「不可能でしょうか？」

　アレンは魔導盤をディグラグニに差し出した。

　次の瞬間、魔導盤がアレンの手から消え、ディグラグニの顔の前に転移する。そして、ゆっくりと回転し始めた。

　ディグラグニは魔導盤を見ながら黙っている。何か考えているようなので、アレンは黙っていた。

『ふーん……なるほど、これはできそうだ。お前、なかなか面白いことを考える奴だな！』

　ディグラグニがそう言うと、魔導盤の回転が急に速くなった。速すぎて、平たい魔導盤が球体のように見える。さらに、きらきらと輝き始めた。

『ほらよ!!』

　光る球体が、アレンの目の前に戻された。次第に回転が遅くなり、やがて静止した時には、両面に凹みができていた。手に取って確かめてみると、片面に10個ずつ、全部で20個の凹みがある。

　そして、元々裏面だった方を前後に傾けると、タムタムのステータスがホログラムのように浮かびあがった。随分、凝った作りにしてくれたようだ。

「これは、以前とできること、できないことは変わるんですか？」

『あん？　そうだな、巨大化や超巨大化は、何枚はめても１枚分しか効果はないぞ。だが、そうだな。あとは色々試してくれや』

「はい。分かりました」

　アレンはディグラグニに礼を言うと、そばに立って見守っていたメルルに向き直り、魔導盤を差し出した。

「これはメルルのものだ。ゴルディノとの戦いでは大活躍だったな」

　メルルは震える手で魔導盤を受け取る。その目から、大粒の涙が零れる。

「あ、ありがと」

「メルル、よかったね！」

　クレナが、小さな体をさらに小さく縮めて嗚咽するメルルを、後ろから優しく抱きしめた。

『よっし！　これで用件は終わりだな!!』

　ディグラグニがでかい声で帰ると言う。

「あ、すみません」

（まだ帰ったら駄目ですよ）

『あんだよ？』

「Ａ級ダンジョンを攻略した時、管理システムから聞いたのですが、Ｓ級ダンジョンの最下層ボスを倒すと、ディグラグニ様に挑戦できると」

　アレンの言葉に、ディグラグニは一瞬黙り込んでから、

『……ああ、そうだよ。誰もここまで来ないから、すっかり忘れてた。だが、今は勘弁してくれ。ここで遊んでいるとエルメア様に怒られるからな』

　と答えた。

「分かりました。まだまだ力不足なので、いつかまた挑戦させていただきます」

　アレンの方でも、今回は挑戦するつもりではなかった。メルスに、今のアレンたちでは勝てないと言われていたからだ。ヘルミオス、ガララ提督、ゼウ獣王子たちのパーティーが一緒で、しかも万全の状態でも、多くの死者を出して敗北するだろうとも言われている。

　じゃあ、どれだけ強いのだと聞いたら、ディグラグニは戦いに優れており、亜神にこそ至っていないが上位魔神と同じくらいの強さだと言う。先ほどようやく倒した最下層ボスでも、上位魔神ほどではないだろう。

（強くならないといけないからな）

「まだ確認したいことがありますが、いいですか？」

『手短にな！』

「ディグラグニ様に勝てば、初回討伐報酬以上の褒美をいただけるということでよろしいですか？」

　その言葉に、ガララ提督らドワーフたちが驚愕する。もし勝てば、思いのままの報酬を約束しろと、アレンはディグラグニに言ったのだ。

『お!?　面白れえ！　お前、面白れえな！　いいだろう、俺にできることなら、叶えてやるよ。もちろん、俺に勝てたら、だけどな!!』

「ありがとうございます。精進します」

　アレンは深々と頭を下げながら、笑いを堪えるので精いっぱいだった。

（勝ったら、ディグラグニを頂くとしよう。ぐふふ）

　ディグラグニが現れた時から、アレンは彼を獲物として捕捉していた。

　アダマンタイトのゴーレムの姿をしたディグラグニの胸には、操縦席である水晶が埋め込まれているのを見ていたのだ。

　なんとなくアレンがよからぬことを考えているのを察して、セシルがため息をついた。

『おう。いつでもこい。証明書を持っていれば、その辺のシステムから俺に繫がるようにしておくからな』

「それは助かります。今回はありがとうございました」

　アレンはもう一度深々と頭を下げた。

『おう。そうだ、せっかくだし、送ってやるぜ。おらよ!!』

「へ!?」

　アレンが顔を上げた時には、もうそこはダンジョンの中ではなかった。

　そこは、Ｓ級ダンジョン１階層にある。神殿の前の広場だった。

　ぽかんとしているアレンたちを、大勢の冒険者が、おなじくぽかんと見つめている。

『おう！　お前ら！　とうとう俺のＳ級ダンジョンが攻略されたぞ!!』

　アレンたちの頭上から、ディグラグニの声がする。振り返ると、ディグラグニもそこにいて、不思議なポーズをとっていた。

　アレンが、前世で子供の頃に見た、テレビの戦隊ヒーローのポーズに似て、「シャキーン!!」という効果音が似合いそうなポーズだ。

（これが、ディグラグニの「カッコいいポーズ」か）

　ディグラグニは、人前では、「カッコいいポーズ」を取らずにはいられないと聞いた。

　アレンと同じく、ぽかんとしていた仲間たちの中で、メルルが急に「むん！」と「カッコいいポーズ」を真似し始めた。それを見た仲間のドワーフたちも「カッコいいポーズ」をとり、さらに広場にいた冒険者の中にも、「カッコいいポーズ」を真似する者が次々と現れる。

　この光景を眺めていたガララ提督は、しんみりした気持ちが晴れていくのを感じて、思わず笑顔になる。

『じゃあな、次の挑戦も待ってるぜ!!』

　ディグラグニはそう言うと、次の瞬間にはその場から消えていた。転職用ダンジョンの製作に戻ったようだ。

　後には、アレンたちと、そしてアレンたちのＳ級ダンジョン攻略を祝ってか、拍手する人たちだけが残された。皆、先ほどのディグラグニの攻略宣言を聞いていたのだ。

「って?!　おい、お前ら何をしやがる!!」

　拍手する人たちの中から、ガララ提督めがけて、ドワーフたちがワラワラと集まってくる。ガララ提督を担ぎ上げ、胴上げを始める。その中には、顔中涙でぐしゃぐしゃにしながら笑うメルルもいる。

「お前ら道を開けろ！　ガララ提督のお通りだ!!　朝まで飲むから、付いてきたいやつは一緒に来い！」

　どうやら行きつけの酒場で、祝宴を開くつもりのようだ。

　神み輿こしのように担がれ運ばれていくガララ提督を眺めていたアレンは、初めてガララ提督に会った時も、こうして仲間たちに運ばれていったなと思う。

　その後、Ｓ級ダンジョンが初めて攻略されたことを祝って、１階層の街は大いに盛り上がったのであった。













第十四話　冒険者ギルドからの誘い











　Ｓ級ダンジョン攻略から10日が過ぎた日のことだ。

　アレンは、仲間たちとともに、ダンジョンを出た。３日間のダンジョン引きこもり生活を終え、これから２日間の休みに入る。

　ダンジョン攻略しても変わらない日々を続けている。

「機嫌がよさそうね」

　アレンの足取りに軽快なリズムを感じ、セシルが尋ねてくる。

「ん？　そうか。ぐふふ」

「ぐふふってなによ」

　アレンの返事は返事になっていないが、セシルをはじめ、仲間たちはいつものことと流していた。

　この３日間、５階層でアイアンゴーレム狩りに勤しんで、久々にアレンのレベルが上がったのだ。

　自分のレベルが上がると、アレンは、最低１週間はずっと機嫌がいい。特に、召喚レベルが上がると、魔導書を見ながら毎日ニマニマしている。

（いや～さすがメルルだ。魔導盤の凹みを20個にしたのは正解だったな。ゼウ獣王子の攻撃力増加のネックレスも地味に効いているぜ。ふふんふん）

　Ｓ級ダンジョンを完全攻略してから、アイアンゴーレム狩りの効率が一気に上がった。初回討伐報酬により、メルルの魔導盤が改良され、ゴーレムを降臨させるための石板を、通常の倍の数はめることができるようになったからだ。強化用石板を10枚はめて、ミスリルゴーレムのステータスが一気に上昇した。

　攻撃力が３０００増えるネックレスも、クレナに装備させたことで、硬いアイアンゴーレムを狩るのにずいぶん役に立っている。ゼウ獣王子には本当に感謝だ。

　このままレベルを上げ続け、アレンの「王化」のスキルを解放したら、最下層ボス「ゴルディノ」の周回討伐をしようと予定を立てていた。

「そういえば、ローゼンヘイム最北の要塞周辺で、残存している魔獣の殲せん滅めつがそろそろ終わりそうだぞ」

　通りを歩きながら、思い出したことをソフィーに伝える。

「ま!?　まあ、素晴らしいですわ!!」

　ソフィーが、故郷の朗報に喜びを隠せずにいる。

　アレンは、召喚レベル８になって鳥Ａの召喚獣が呼び出せるようになってからは、様々な大陸に「巣」を配置して、たまに転移して回っている。

　そして、エルフの女王から、要塞の復旧や、難民となったエルフたちを受け入れるための街の復興について、苦労しているという話を聞いていた。

　ローゼンヘイムは、去年の初め、魔王軍から大規模な侵攻を受け、領土の３分の２以上を蹂躙され、街や要塞を破壊された。結局、魔王軍はアレンたちが撤退させ、どうにか街や要塞の復興が開始するところまできたが、魔王軍撤退の際、散り散りになっていまだローゼンヘイムに潜伏している魔獣たちが、数百体から数千体の規模で徒党を組んで、復旧復興の邪魔をしているのが現状だった。

　その現状を変えるべく、アレンは協力を申し出て、竜Ａと虫Ａの召喚獣を合わせて60体呼び出し、昼夜を問わず魔王軍残党を捜索、殲滅させていた。

　最下層ボス戦に必要な加護を調整するために、虫Ａの召喚獣は削除していたが、最下層ボスを倒した現在は、再度召喚している。ローゼンヘイム最北の要塞を復旧させるべく、周辺の魔王軍残党への対処を再開し、最近、ようやくエルフの兵たちが要塞に戻り始めているのだった。

　この話を、拠点へ戻る道すがら、ソフィーに伝えていた。

　拠点に戻ると、ヘルミオスの使用人が、アレンに客が来たことを伝えてくれる。

「え？　もう迎えに来たのですか？」

　アレンは、客というのは、バウキス帝国の皇帝であるププン３世の使者かと思う。

　数日前、アレンとヘルミオスを尋ねて、この拠点に皇帝の使者がやってきた。

　彼は、バウキス皇家の紋章の入った親書を、２パーティー分用意していた。中身を改めた上、数日後に迎えにきた時、一緒にバウキス帝国の帝都に来られるよう、準備をしてほしいと言う。

　ヘルミオスと一緒に親書の封を切ると、中には、

『史上初めてＳ級ダンジョンを攻略した４パーティーを、皇帝自らが祝福するセレモニーを開催する』

　というようなことが書いてあった。

　元々、ププン３世は、ガララ提督にＳ級ダンジョンの攻略を命じていた。それがついに達成されたことを、すでに魔導具の力でバウキス帝国全土に知らせていた。

　しかも、ガララ提督と共闘した、勇者ヘルミオスとその仲間たち、ゼウ獣王子と十英獣、そしてローゼンヘイムの女王ソフィアローネと仲間たちの名前も、一緒に紹介していた。

　これは、自国を含めた４つの国が、総力を結集して困難な偉業を達成したことを印象づける意味があるようだ。

　そして、セレモニーにはガララ提督たち以外の３パーティーも招待して、バウキス帝国の民と、それぞれ共闘したパーティーの出身国にむけて、彼らに皇帝が祝福を授ける場面を報道したいという。

　そこには、ギアムート帝国、アルバハル獣王国、そしてローゼンヘイムに対して、自国の英雄が主導してＳ級ダンジョンを攻略したと印象づけたいという、政治的な思惑も含まれているのだろう。

　そういったこともあってか、正式な親書を寄越してきた。

　ここまでされて、断るのは流石に体裁が悪い。

　しかし、レベル上げをしたくてたまらないアレンにとっては、そんなことに時間をとられたくはないのも事実だ。

　それがもう来たのかと、一瞬うんざりしたものの、アレンは平静な顔つきになるよう努め、客を待たせているという食堂に入る。

「あれ、あなたは？」

　そこには、１人のドワーフが待っていた。だが、バウキス帝国の使者ではない。

「これはアレン様、お待ちしていました」

　それは、Ｓ級ダンジョンの冒険者ギルドの職員だ。

「あれ？　今まで待っていたのですか？　言づてを残してくださるのでも良かったのですが」

　アレンは、ギルドの担当者の前に置かれた、茶のカップと菓子の様子から、彼が長い時間ここにいたことを察した。

　アレンたちは、ダンジョンに３日いたら、出てきて２日休むというスケジュールを繰り返している。今日はそのダンジョンから出てくる３日目だが、アレンが夢中になってアイアンゴーレムを狩っていたため、すでに夜になっている。

　いつから待たせていたのかと思っていると、ヘルミオスが声をかけてきた。

「どうやら大事な用があるみたいだよ」

「そうなんですね」

　アレンと仲間たちは、ギルドの職員と同じテーブルに着く。

　なお、この食堂のソファーを長らく占拠していたガララ提督は、既に拠点を出ていった。今は自分の拠点に戻って、仲間たちと楽しくやっているようだ。

　全員が席に着くのを待って、ギルドの職員が口を開いた。

「実は、ギアムート帝国からマッカラン本部長が来ています。アレン様とお仲間に会いたいそうです。もしご都合がよろしければ、明日にでもお越しいただけませんか？」

「はあ、ご用は何でしょうか？」

　アレンはそう言いながら、ちらりとヘルミオスを見る。

　ヘルミオスがにこりと微笑んだところを見ると、どうやら彼も本部長に呼ばれているようだ。

「申し訳ございません。そこまでは聞いておりませんが、必要なら確認します」

「いえ、元々、明日はそちらに伺う予定でしたし」

　翌日は、今日までの３日間でアイアンゴーレムから手に入れたアイテムを換金しに行くつもりだった。これも、ダンジョンに入るスケジュールの１項目として、繰り返し行っている。

　だから、翌日、アレンたちが冒険者ギルドにやってくることは、ギルドの職員なら知っているはずだ。それでも今日のうちにここに来てくれたのは、明日、ギルドに行った時、急な話にならないように気を遣ってくれたのだろう。

　特に断る理由はないし、このＳ級ダンジョン攻略で、冒険者ギルドには随分お世話になった。

　学園都市に居た頃も、魔石の入手を助けてもらっていたが、Ｓ級ダンジョン支部は真摯で丁寧な対応をしてくれたこともあり、快適なダンジョンライフを過ごせた。

（いったい何の用事だろう……たぶん、Ｓ級ダンジョン攻略絡みだろうけど）

「お伺いします」

　アレンがそう答えると、

「それはありがとうございます」

　ギルド担当者は求めていた返事が得られたので満足して、席を立とうとする。

　そこへ、ヘルミオスの使用人が、夕食ができたと告げに来た。

　アレンたちがダンジョンの中での３日間から戻ってくると、すぐ夕食をとれるよう、ヘルミオスの使用人が準備してくれていて、ヘルミオスたちと一緒に夕食をとるのも、何度も繰り返されたことだった。

「せっかくですから、ご一緒に夕食をいかがですか？」

　ヘルミオスがそう言うと、ギルド担当者が頷いて席に戻った。

　翌日、アレンたちは３日間の狩りで手に入れたもののうち、不要なアイテムや武器防具を持って、冒険者ギルドに向かった。

　いつものように高級で特別な部屋に通され、取引を行う。

　アイアンゴーレム狩りをするようになって、アレンたちの所持金はどんどん増えていき、今では金貨１００万枚を超えている。

　魔獣除けの結界を作る金銀の豆に使うので、Ａ級の魔石を限界まで買っているのだが、それでも金貨は貯まり続けている。

　たしか、グランヴェル子爵が男爵だった頃、１年の間にラターシュ王国に納めていた税は総額で金貨２万枚から３万枚ほどだったから、今のアレンたちは、当時のラターシュ王国に、約４、50年分の税金を一気に納めることができるというかたちだ。

　取引が終わると、最上階の支部長室に案内された。Ｓ級ダンジョン支部の支部長とは、取引が終わるといつもこの部屋で、ダンジョン攻略情報の提供をしてきた。

　部屋に入ると、ヘルミオスの顔がこちらを振り向いた。

「すみません。ヘルミオスさん。お待たせしてしまって……」

　言いかけたところで、ガララ提督、ゼウ獣王子の姿も目に入る。それぞれが、ゴーレム使いの仲間たちと、十英獣を連れている。

　十英獣がこのＳ級ダンジョンにまだ残っているのは、Ｓ級ダンジョンを攻略した全員の名前が公表され、アルバハル獣王国にも伝わっているからだ。もちろん、ゼウ獣王子も、試練を達成するにあたり、十英獣の力を借りたことについても、獣王に報告している。

「久しぶりだな、アレン殿」

「獣王子殿下、ガララ提督、お二方たちも呼ばれていたんですね」

　こっちに来いと手招きするガララ提督のそばに座る。仲間たちもそれぞれ空いた席に着く。

「来たみたいだな」

　ガララ提督がそう言ったので、奥の扉を見る。

　扉から入ってきたのは、かなり年配の老人だ。

　冒険者ギルド本部長は、部屋に入るなり、その場に集められた全員を眺め渡した。

　その眼光は鋭く、ただ者ではないと感じる。

（このじいさんが冒険者ギルドのトップか。ギアムート帝国からわざわざやって来たらしいけど、なんの用なのかな）

　冒険者ギルドは、いくつかの宗教団体や、魔導具ギルドと同じく、全世界的な規模を持つ大きな組織の１つだ。中でも、エルメア教会と並んで、世界中に絶大な影響力を持っている。

　本部はギアムート帝国にあるが、各国の首都に統括部、領都などの大都市に支部、さらに村などには出張所等を設けている。ローゼンヘイムのような排他的な国や、エルメア教会のない土地にも展開している。

　冒険者ギルドがここまで多くの場所に受け入れられているのは、この世界のいたるところに跋扈する魔獣を討伐するノウハウを、１０００年以上かけて蓄積しているからだ。冒険者ギルドが撤退したために、魔獣によって衰退してしまった国の話は、この世界の歴史の中にいくつもある。

　だから、歴代の冒険者ギルド本部長は、一国の国王よりも立場が上であったりする。１０００年前、恐怖帝と言われた当時のギアムート皇帝すら、冒険者ギルドを抑えることはできなかった。

　当時、中央大陸統一を目指していたギアムート帝国は、魔獣討伐のノウハウを得ようと、冒険者ギルドを帝国の一部に組み込もうとした。これを嫌い、冒険者ギルドは、本部をギアムート帝国から移動させた。本部が現在の場所に戻るまで、それから数百年の時間がかかった。

　ギアムート帝国のいくつかの分裂と魔王軍の侵攻を経て、冒険者ギルドとの関係は現在の形になる。

　なお、冒険者ギルドと同じ時期に、エルメア教会の本部も、ギアムート帝国を離れている。こちらは、ギアムート帝国に戻ることなく、南東の大陸にエルマール教国を建国した。今のギアムート帝国には、教会の支部があるだけだ。

「あれ？　カルロバ先生だ」

　クレナがそう言ったので、アレンも彼女の視線の先を見る。

　本部長の背後、奥の扉の開いた戸口に、ポポッカ支部長とともに、学園時代の担任だったカルロバ先生が立っている。

「全員揃われたようだの」

　老人が口を開いた。

「急なお呼び立てで申し訳ないのじゃ。儂は冒険者ギルドの本部長をしている、マッカランと申しますのじゃ」

　集まった全員の顔をゆっくりと見回しながら話すマッカラン本部長の姿に、アレンは学園の授業を思い出す。

「お久しぶりです、マッカラン本部長。本日はどのようなご用しょうか？」

　ヘルミオスがにこにこと笑って言った。

（さすが勇者。本部長と知り合いか）

「ヘルミオス、随分と久しぶりじゃな。お主らがＳ級ダンジョンを攻略したと聞いての。冒険者ギルドとしても対応せねばならんと思うたのじゃ」

　マッカラン本部長は、ヘルミオスとは対照的に、にこりともせず淡々と答える。

（あれ？　あれから10日しか経っていないんだけど、随分対応が早いのね。もしかして、ここに来ることは前から決まっていたのか？）

　ギアムート帝国からバウキス帝国まで、魔導船の高速艇に乗っても、何日もかかる。Ｓ級ダンジョン支部からの報告が、魔導具によってその日のうちに本部に届いたとしても、そこから出国の準備に要する時間を考えると、２、３日のうちに訪問を決めたと思われる。

「さて……ゼウ獣王子殿。そなたがこのＳ級ダンジョンの攻略のリーダーと聞いたが、それで間違いないかの」

　マッカラン本部長が、今度はゼウ獣王子に話しかける。

「いかにも、リーダーは余だ。それがどうしたと言われるか？」

「ふむ。では、そなたは、今後、Ｓランクの冒険者と認定されることになるの」

　その場に居合わせた４パーティーの全員が、驚愕して叫んだ。

「Ｓランク！」

　皆の驚きの声が豪華な部屋に広がる。

（あれか？　今、Ｓランクの冒険者って何人もいないんだっけ？　勇者も確かＡランクだったような）

　冒険者ギルドに登録した冒険者は、技能や功績によってランクを認定される。ランクの最高位は、一般的にはＡとなるが、ごくごく稀に、「Ｓランク」が認定されることがある。だが、それは、ほとんど奇跡に近い確率だ。世界の危機である魔王軍に立ち向かい、人類に希望を与える勇者ヘルミオスであっても、冒険者ランクはＡだ。

「そうじゃ。冒険者ギルドは、今回のＳ級ダンジョン攻略を指揮した者こそ、Ｓランクを認定するにふさわしい冒険者と判断したのじゃ。それで、儂がやってきたというわけじゃ。Ｓランクの冒険者の認定は、本部長にしかできぬことじゃからの」

　世界に何人もいないＳランクの冒険者を認定するためとなれば、マッカラン本部長がわざわざ海を渡ってバウキス帝国までやって来るのも当然だ。

　だが、

「であるなら、余はその認定を受けるべきではない」

　ゼウ獣王子はきっぱりとそう言った。

「余は４パーティーの取りまとめ役になっただけだ。実際に戦いの指揮を取った者、Ｓランクにふさわしい者は他におる」

「はて？　では、それはどなたかの？」

　マッカラン本部長は一同を見回して言った。

「アレン殿だ」

「アレン殿？　この黒髪の少年じゃな？」

　マッカラン本部長は、ぱっとアレンを見た。どうやらアレンのことを知っているようだ。

「先日、成人の祝いが済んでいる」

　ゼウ獣王子は、アレンを子ども扱いするなという。

「なるほど。それは、ここに集まっていただいた、他の方々も同じかの？　今回のＳ級ダンジョン攻略最大の功労者は、このアレン君であると」

「そうだ」

　全員がほとんど同時にそう言った。

　マッカラン本部長はうなずき、その鋭い目でじっとアレンを見つめる。

「……なるほど。ポポッカ支部長、たしかお主は、このアレン君が、冒険者への情報提供の仕組みを提案してくれたと報告しておったな？」

「はい。それだけではありません。この半年ほどの間に、Ｓ級ダンジョン『試練の塔』で起こった様々な出来事の中心にいるのは、このアレン殿です」

　本部長に対しての発言だからだろう、ポポッカ支部長の口調が丁寧だ。

「いえ、情報提供はヘルミオスさんがやったことです。私たちはあくまでも協力しただけで」

　アレンは首を振ってそう言った。

「ヘルミオス、アレン君はこう言っているが、本当かの？」

「いえ。私は名前を貸しただけです」

　ヘルミオスがにこにこと微笑んで言った。

（む、むむ。これは、俺がＳランク冒険者になる流れか。っていうか、カルロバ先生を連れてきた辺り、俺を狙い撃ちしにきているよね）

　アレンは、この場にかつての担任カルロバ先生がいることから、マッカラン本部長が最初から自分をＳランク冒険者にしようとしていたことを知る。

「いよいよアレン君がＳランク冒険者にふさわしいということになるの。ガララ提督はどう思われる？」

「皆、こいつに救われたんだ」

　ガララ提督は短くそう言った。

　それを聞いて、ドゴラが１人頷いていた。

「……そうか。こういうことか」

　10日前、最下層ボス攻略に挑戦する４パーティーを見物しようと集まった人々は、ヘルミオス、ガララ提督、ゼウ獣王子にばかり注目して、誰もアレンに見向きもしなかった。

　そのことに、強い憤りを感じていたドゴラに、ドベルグがこう言ってくれた。

『いずれ、英雄を求める人々が見つけ出す』

　本当にその通りになったと、ドゴラが納得した、次の瞬間だ。

「あの、Ｓランク冒険者の認定って、断れるのでしょうか？」

「え?!」

　思いもよらない発言に、皆が一斉に驚いたのであった。

「ほう、Ｓランク冒険者になりたくはないと？　それは何故かの？」

　Ｓランク冒険者に認定されるのは、奇跡に近い確率だ。それを断るというので、マッカラン本部長は理由を尋ねる。だが、その口調には、特別驚いた様子がない。

「単純に興味がありません。無用な肩書で注目を集めるのは好みませんから」

（魔王軍と絶賛戦争中のこのご時勢に、勇者であるヘルミオスでもなれないＳランク冒険者になるとか狂気の沙汰では？）

　アレンには、Ｓランク冒険者になるメリットが感じられない。

「ふむ。アレン君は若いな。肩書にはな、責任もつきまとうが、まったくの形ばかりで無用のものとは言い切れないのじゃぞ？」

「え？　どういうことでしょう？」

「お主の以前に、Ｓランク冒険者を認定したのは20年前だが、その時も、最初は興味がないと言っておった。だが、説明を聞けば、納得したということじゃ」

　どうやら、マッカラン本部長は、アレンが断ることも織り込み済みであったらしい。

「Ｓランク冒険者の肩書には、それだけの価値があると」

「そうじゃ。まずは、Ｓランク冒険者とは何なのかという話からさせてもらおうかの」

　マッカラン本部長はそう言って話し始める。

「『Ｓランク』は、一般には、Ａランクを超える実力や功績を称えるものじゃ。そういうものじゃから、認定される数は極端に少ない。数十年に１人といったところじゃろう」

（俺の場合、Ｓ級ダンジョン攻略が実力、冒険者ギルドへの情報提供が功績ってところかな。それにしても数十年に１人とは、制度として機能しているのか？）

「それだとずいぶん少なそうですね。今、全部で何人いるんですか？」

「たぶん２人じゃな。アレン君がＳランクの認定を受ければ、３人になる」

　人数の中にアレンが入れられる。

「たぶん？」

「Ｓランク冒険者は勝手気ままな者ばかりでの。20年前にＳランクに認定したバスクなどは、かれこれ10年くらいは顔を見ていないの」

　もう１人のＳランク冒険者は、さらに数十年前に認定したため、生きているのかすら疑わしいらしい。

「バスクさん？」

（冒険者ギルドも居場所を把握していない……いや、それだけ自由に活動させてくれているのか？　それにしてもバスクとかいうＳランク冒険者なぞ、こんな魔王軍に滅ぼされそうな時代に、聞いたことないな）

　今、世界中が魔王軍の侵攻を受けている。Ｓランク冒険者が、華々しい功績とそれを裏付ける実力を認められているのであれば、今こそその力を発揮し、功績を上書きされる時だ。

　20年前なら、ヘルミオスもまだ活躍していない。ヘルミオス以外にも、魔王軍との戦いで活躍した将軍や英雄の名前が、学園で受けた魔王史の授業にいくつも出てきたが、「バスク」などという名前は一度も聞いたことがない。

「へえ。ヘルミオスは魔王軍と戦って、人類を救っているはずだけど、それはＳランクの功績に該当しないというわけね」

「そういうことじゃな」

　怪盗ロゼッタのその言葉に、マッカラン本部長が頷き返事をした。

「でも、よかったわ。ヘルミオスがふらっと出て行って10年も姿を見せなかったら、今頃、世界は滅んでいるはずだもの」

　ロゼッタがそう言うと、皆がどっと笑い出し、アレンの辞退宣言でどこか緊張していた空気がゆるんでいく。

　皆の笑いが収まるのを待って、マッカラン本部長が再び話し始める。

「次は、Ｓランク冒険者の権限について話そうか」

「権限？　冒険者に権限ですか？」

　冒険者は、冒険者ギルドという後ろ盾こそあるものの、基本的には政治や宗教とは距離を置く自由業で、「権限」なんて言葉とは相容れないものだと思っていたアレンには、ピンとこない話だった。

　腕のいい冒険者が自国で活動してくれたら助かるという理由で、ローゼンヘイムなど一部の国を除いて、入国の緩和措置を取られているのは、権限というよりはメリットというべきだろう。

「そうじゃ。Ｓランク冒険者は、ギルドの副本部長と同等の権限が与えられる」

「は!?」

　今度は、皆がどっと驚きの声を上げる。そこかしこで、互いに顔を見合わせ、「副本部長だと!?」と言い合っている。

（副本部長と同等ってことは、統括部長より立場が上ってことか。それって結構な権限だよね）

　冒険者ギルドは、マッカラン本部長を頂点に、ピラミッド状の組織図になっている。




【冒険者ギルドの組織について】

・本部長　冒険者ギルドのトップ。現在はマッカラン本部長がこの地位に就いている。

・副本部長　本部長を補佐する。数名。

・統括部長　各国の冒険者ギルドを統括する統括部のトップ。大国にも１人ずつしかいない。副本部長１人につき数名ずつグループ分けされている。

・統括副部長　統括部長を補佐する。統括部長１人に対して数名ずついる。

・支部長　領都、大都市、ダンジョン都市に設けられた冒険者ギルド支部のトップ。ポポッカ支部長、カルロバ先生はこの役に就いている。

・所長　冒険者ギルド出張所のトップ。支部が置けない村などに１名いる。




（こう考えるとカルロバ先生って、脳筋だけど結構偉いんだね）

　元担任に失礼なことを考える。

「Ｓランク冒険者になれば、アレン君は、必要な場合に各国の統括部長、支部長などを指導する権限が与えられることになる。単純な比較になってしまうので、断言はできかねるが、あまり他国と国交がないローゼンヘイムの参謀よりも、外国での影響力は大きいはずじゃ」

　マッカラン本部長は、当然のようにアレンの今の立場を知っていた。

（まあ、それは気付いていた。「参謀」の肩書が影響力を持つのは、国交のある国と、ローゼンヘイムを正当に評価している大国だけだろうね）

　ローゼンヘイムは、ラターシュ王国をはじめとする、いくつかの国としか国交を結んでいない。

　その国の「参謀」という立場は、国交のない国にとっては「なにそれ」だ。

（もともとラターシュ王国が勝手にこっちに爵位を授けて縛りつけてくるなんてことを予防するために、女王になんでもいいから爵位をとお願いしもらった肩書だから、それを使ってなんとかしたいわけじゃないんだけど）

「つまり、今後、世界のあちこちで自由に活動したいなら、Ｓランク冒険者の地位が有効であると？」

「そういうことじゃ。ある意味で、今の世界をもっとも自由に動き回れるようになるということじゃな」

　マッカラン本部長はそう言い切って、アレンをじっと見つめる。

（むう、悪い話ではないのか。というより、俺みたいに冒険したい人のために作られた制度のようだな。冒険者ギルドだし、それもそうか）

　そこまで考えて、アレンはふと、マッカラン本部長が「肩書には責任もつきまとう」と言っていたことを思い出す。

「その、『Ｓランク冒険者』になると、何か面倒な決まりごとがあったりするんですか？　例えば月に１回会議に出なければいけないとか？」

（アイアンゴーレム狩りがあるから、もしそんなのがあっても行けないぞ）

　だが、マッカラン本部長は首を横に軽く振る。

「決まり事の類いは何もない。さきほども話したが、20年前に認定した者も、今ではさっぱり音沙汰がないくらいじゃ。アレン君には、できれば目の届く範囲にいてほしいがの」

「では、責任というのは？」

「そうじゃのう、副本部長と同等の権限を持つのじゃから、５大陸同盟での発言権も持つことになる。だが、そういうこともあるかと思っておいてもらえばいい。あとは、こんな時代じゃからな、あちこち移動すれば魔獣の被害に行き当たるじゃろう。その際、行き先で魔獣討伐に協力して欲しいと言われたら、応えてほしい。その国の冒険者ギルドに指導したり、一緒に戦略を考えるなどしてもらえれば、あとは自分たちでなんとかできるようになるはずじゃから、ずっとそこにいてくれとも言わん」

　ここまで聞いて、アレンはようやく「Ｓランク冒険者」について理解したと思う。

（なるほど、常識の範囲を超えた者に、相応の権利を与え、責任を自覚させるための認定か）

　貴族も王族も国家も関係なく、自分の思うままに行動したいと思う者が、圧倒的な力を得てしまった時に、その自覚を促すための仕組みなのだろう。

　他者の集合である世界が持つ巨大な力に対抗する力のない者が、思うままに行動することは難しい。人の数倍から数十倍の力を持ったとしても、やはり世界には勝てないだろう。それどころか、世界の方から、その力を取り込もうとしてくるだろう。

　そもそも、世界の常識や規律に反する思考を持たない者は、思うままに行動したいなんて考えない。勇者ヘルミオス、ガララ提督など、大国の貴族や軍人が、どんなに力を持っていたとしても、Ｓランクに認定されないのはそういう理由だろう。

　しかし、もしも、彼らに匹敵する、人の数百倍から数千倍の力を得てしまった者が、世界の常識や規律とぶつかるような考えを持ってしまったら。

　そんな非常識な存在に、この世界との最低限の関係性を持たせ、最悪の事態を避けねばならない。

　そのために、ある程度の自由を認めながら、その自由を得た理由である力に対する他者の期待を認識させ、責任への自覚を促すのが、「Ｓランク」という肩書の意味なのだ。

　すると、なぜ、Ｓ級ダンジョンを攻略してすぐマッカラン本部長がやってきたのかという事についても理解できる。

　アレンは、これからバウキス帝国の皇帝に会う予定だ。ラターシュ王国、ローゼンヘイムでもそうだったように、今後、他国で王侯貴族に会う機会も増えるだろう。そうした権力者がアレンの力を拘束しようとする事態を避けつつ、国家規模の対立を招くような軋あつ轢れきを事前に予防するのにも、Ｓランク冒険者の肩書が役に立つ。

　副本部長相当の権利を持つと、相手が理解していれば、「冒険者ギルドを国から引き上げるぞ」の一言を言われないように、無茶な要求や無礼な態度を控えるだろう。これは、そうすることで、逆に、ほんとうにその国から冒険者ギルドがなくなることを防ぐ、抑止力にもなるという考えだ。

（Ｓ級ダンジョンを攻略した４パーティーの末席として、半端に扱われて無用なトラブルになるよりはましか）

　アレンがいよいよ本格的に損得を値踏みしだした時だ。

「何悩んでるのよ!!」

　セシルがアレンに対して強い口調で言った。

「ん？　どうしたセシル」

「私、自分のいるパーティーのリーダーがＳランク冒険者だって言えた方が、気分いいと思う。だから、そうしなさい!!」

　片手を腰に当て、もう片手を上げてアレンにビシッと指を突きつけ、ほとんど命令に近いことを言う。

「そ……そうですわね！」

「うんうん。Ｓランク冒険者、かっこいいよ!!」

　セシルの言葉にソフィーとクレナが賛同する。

　３人の意見に、ドゴラもキールもフォルマールも頷いている。

「……そうですね。仲間たちがこう言ってくれるのなら、悪い話ではないと思います」

　アレンはＳランク冒険者を引き受けることにする。

「うむ。……カルロバ支部長、アレン君の認定証を持ってきてくれ」

　カルロバ先生が慌てて奥の部屋に引っ込むと、金属の箱を持って戻ってきた。

　蓋が開いていて、中には金色に輝く冒険者証が入っている。

　どうやら既にＳランク冒険者の冒険者証は用意されていたようだ。

「私、冒険者ギルド本部長マッカランは、本日ここに、アレン君をＳランク冒険者と認定する。……受け取ってくれ」
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　マッカラン本部長から手渡された冒険者証には、シンプルに「Ｓ」と書かれていた。

「おおお！」

　その場の全員が拍手する。

　仲間たちがアレンの周囲を取り囲み、Ｓランク冒険者証を食い入るように見つめる。

「こうなりゃ、さっそくお祝いだ」

　ガララ提督が、椅子から勢いよく立ち上がって言った。

「いえ、結構です」

　どうせ、いつもの、飲めよ騒げよになるだけだとアレンは思う。

「まあまあ、そう言うなよ。がはは！」

　笑いながら、ガララ提督は強い力でアレンの肩を摑み、逃がすまいとする。

　こういう時、「Ｓランク冒険者」の肩書は通用しないのかなと、ため息をつくアレンであった。













第十五話　バウキス帝国の宮殿











　アレンがマッカラン本部長からＳランク冒険者に認定された日、拠点に戻ると、バウキス帝国の使者が迎えに来ていた。

　その場で謁見までの日程を確認すると、これから移動を開始したとして、帝都に着いてから数日待つことになるだろうと言われた。

　アレンは、一刻も早く「王化」スキルの封印を解きたいと考えている。帝都へ移動するための時間も、謁見までの間王城で過ごすことになる数日間も、なんとかしてレベル上げに使いたい。

　そこで、アレンは使者にはすぐに帝都へ向かうと返事をしながら、使者には秘密のある作戦を立てた。

　その作戦とは、使者と一緒に帝都へ向かいながら、鳥Ａの召喚獣の特技や覚醒スキルを駆使して、Ｓ級ダンジョンと行き来をするというものだ。

　魔導船に乗る、帝都に入る、謁見の日までを過ごす宮殿の客室に入る……といった旅の要所要所では使者と行動しつつ、それ以外の時間は使者の目のないところに引きこもり、Ｓ級ダンジョンに移動して、アイアンゴーレム狩りと冒険者ギルドでの取引を行う。こうすれば、バウキス帝国側には、ちゃんと正式な手順で帝都へ向かって移動していると印象づけることができる。

　まさか、転移のためのポイントさえ設定すれば、たとえ大国の王城へも自由に移動できると知られるわけにはいかない。

　一緒に帝都へ旅することになったヘルミオスに、作戦を話し、協力を要請した。アレン君らしいねと、ヘルミオスは苦笑したが、旅の間、アレンたちの行動がバレないよう使者を引きつけてくれた。

　そして、帝都に着いてからさらに10日が経ち、いよいよバウキス帝国の皇帝ププン３世との謁見の日になった。

（数日って言っていたのに結局10日になった件について。行ったり来たり作戦を敢行してよかったな）

　アレンたちは、Ｓ級ダンジョンの冒険者ギルドで、前日のアイアン狩りで手に入れたアイテムや魔石の取引を終えたところだった。

「そろそろ時間らしいよ。こっちに来て」

　ヘルミオスに同行させている鳥Ｇの召喚獣が、アレンにヘルミオスの言葉を共有する。

「あー、はい。すぐに向かいます」

　アレンたちは、鳥Ａの召喚獣の覚醒スキル「帰巣本能」を使い、冒険者ギルドのＳ級ダンジョン支部から、バウキス帝国の帝都にある宮殿の、ヘルミオスたちの待つ部屋へと転移する。

　その部屋はかなり広めで、40人近くの人がいた。ヘルミオスとその仲間たち以外に、ガララ提督とゴーレム使いたち、そして、ゼウ獣王子と十英獣が、ずらりと長いテーブルについていた。

　部屋の入り口に近いところに、冒険者ギルドのバウキス帝国統括部長と副部長もいる。Ｓランク冒険者となったアレンが、はじめて５大陸同盟の盟主に謁見するということで、冒険者ギルド側の代表者として同行するということだ。

「おう、来たか」

　最初に声をかけてきたのは、ガララ提督だった。

　アレンが見慣れている、三角帽子を被ったならず者のような格好から、提督の軍服姿になっていた。軍服の胸には、これまでの戦果を表すらしい勲章がいくつか飾られている。

　さすがに皇帝に謁見するとなれば、ドレスコードがあるようだ。

　ガララ提督と一緒に、ゴーレム使いのドワーフたちもいた。提督と同じく軍服を着ているので、彼らに囲まれると、ガララ提督は軍属なのだなと改めて思う。

「ガララ提督は提督感がすごいですね。まったくゴロツキに見えないです」

「あ？　うるせえよ」

　アレンの皮肉にもガララ提督は合わせてくれる。

「獣王子殿下、まだ獣王陛下からお返事は来ないのですか？」

　十英獣と一緒にいるゼウ獣王子にも話しかける。彼も、王族らしい、ゆったりして気品のある格好で、獣人らしく自分自身の毛が映えるようにしたものか、白を基調にした配色だ。獣王家の格好はこういうものなのだろうと思う。

「いや、先日、いったん戻るように言われたぞ。これもアレン殿のお陰だ」

　ゼウ獣王子にとっては、何年ぶりかの帰国だ。これまで厳しい表情が多かった気がするが、帰国の話をしている今は、かなり顔がほころんでいる。久々に妻に会えると喜んでいるのだろう。

「いえいえ、獣王子殿下のお力ですよ。十英獣については何か言われましたか？」

「ははは。それについては、獣王陛下にゆっくり話が聞きたいと言われたぞ。手が出ないことを祈るばかりよ」

「それは大変ですね」

　もちろん半分冗談で言っているのだろうが、獣王はかなり短気な性格と聞いている。

「どうだろう、せっかくだから、アレン殿も一緒に獣王国に来ないか？」

「え？　いいのですか？」

　獣人と人の間には歴史的な確執があり、たとえ全世界で英雄と目されている勇者ヘルミオスでも、なかなか獣王国に入れないと聞いている。

「もちろんだ。１０００年前、我らの祖先の間に起きたことを、無理に忘れようとするべきではない。しかし、Ｓ級ダンジョンでそうだったように、我らはともに同じ行き先を見て、共に歩むことができるはず。これからはそういう時代にするべきなのだ」

　Ｓ級ダンジョン攻略は、アレンたちとヘルミオスたちの協力がなければ成し遂げられなかった。

　憎しみを抱き続ける愚かさを捨てなければできないことがあると今回のダンジョン攻略で気付かされたとゼウ獣王子は言う。

「そうですね。とりあえず、メルルの転職を済ませてから、改めて伺おうと思います」

「そうか。待っておるぞ」

　まもなく転職ダンジョンの運営が開始される。そうしたら、ヒヒイロカネゴーレムを操作するためにも、メルルは真っ先に転職させたいと考えている。

（何か強化につながる情報が手に入るかもしれないからな。獣王家の獣王化の秘密が解けたら、エクストラモードに近づけるかもしれないし）

「皆様、たいへんお待たせしました。これより、皇帝陛下に謁見いただきます」

　ドワーフたちの案内で、１つ上の階へ向かう。

　長い廊下の先には、巨大な金の扉があった。赤と青の宝石が埋め込まれ、左右対称の模様を描いている。

　案内のドワーフたちのうちの１人が、扉の横の壁に取り付けられた魔導具に向かってアレンたちの到着を告げ、返答を待つ間、ここで待機していてほしいと言う。

（これ一枚で、魔石いくつに交換できるかな）

　ぼんやりとそんなことを考えていると、

「これより、バウキス帝国皇帝ププン３世陛下が謁見をなさる！」

　先ほどの魔導具が急に大音量を発する。音量がおかしいのか、声は通路に響き渡る。難聴になるぞと思う。

　そして、金の扉が開かれ、廊下にまばゆい光が飛び出した。

　アレンたちが扉の向こうに見たのは、床一面が金でできた謁見の間であった。入り口から、左右に一列ずつ並んだドワーフの貴族たちが、アレンたちの進む道を作っている。そして、貴族の列が途切れたさらに先に、床と同じく金でできた玉座があり、40過ぎの小太りのおっさんが座って、興味津々といった顔つきで、アレンたちを遠くから眺めている。

「アルバハル獣王国より、ゼウ獣王子殿下と十英獣の方々。ギアムート帝国より、ヘルミオス卿と『セイクリッド』。ローゼンヘイムより、ソフィアローネ王女殿下と参謀アレン殿に『廃ゲーマー』。そして、バウキス帝国海軍、ガララ提督と『スティンガー』。以上４組が、これより皇帝陛下の御前に伺う。一同、お進みください」

　案内役のドワーフが、戸口から謁見の間に向かってそう告げるのを待って、アレンたちは、金の扉の中に入った。

　あらかじめ指示されていた通り、４パーティーそれぞれのリーダーが先頭を進む列になって歩く。天井に取り付けられた灯りの魔導具が投げ下ろす光を、黄金の床が反射して、まるで太陽の上を歩いているようだ。

「皇帝さまは、帝国民が汗水垂らして稼いだ金を、こんなことに使ってんだな」

　アレンの後ろでキールがぽつりと呟いた。

「聞こえるぞ」

　キールをたしなめたアレンだったが、実のところは全く同感だと思っていた。

　Ｓ級ダンジョンでは、多くのドワーフが金を稼ごうとやっきになっているのを見ていた。彼らバウキス帝国の帝国民は、ダンジョンで稼いだ金の幾分かを税として徴収されている。また、帝国民でなくとも、Ｓ級ダンジョン１階層で商売している人々は、納税を義務づけられているという。

　その税金が、どのくらいの割合かは知らないが、この煌きらびやかな広間を作り、維持するのに使われているのは、どうにも納得できかねることだ。

　やがて、アレンたちの足が、事前に教えられた通り、床にはめ込まれた宝石の作る直線のところで止まる。どこまで進めばいいかがはっきりしているのは楽だなとアレンは思った。

　ガララ提督、ヘルミオス、ゼウ獣王子に続いて、アレンもその場で片膝をつく。背後では、それぞれのパーティーが同じ姿勢になる。

「まず、Ｓ級ダンジョンを攻略した英雄たちへ、皇帝陛下から労いのお言葉がある!!」

　アレンの左正面に立つドワーフが、大広間に響く大声で言った。格好から察するに、恐らく宰相とか、そういう地位にある貴族だと思われる。魔導具を使っている様子はないので、よくこのボリュームが出せるものだと感心する。

　アレンたちが顔をあげると、玉座に座ったまま、皇帝が口を開く。

「皆、よくきてくれた。朕ちんがバウキス帝国の皇帝。ププン３世である」

　ガララ提督をはじめ、軍人や冒険者のドワーフを多く見てきたアレンには、皇帝が、どうにもしまりのない顔つきをした小太りのおっさんに見える。

（これで、５大陸同盟の盟主の一角をなすバウキス帝国の皇帝か。我儘なとっちゃん坊やって聞いたが、見た目の通りだな）

　そのとっちゃん坊やが、ふっと息を吐いてから、ガララ提督に呼びかけた。

「ガララ提督よ。犠牲を厭わず、Ｓ級ダンジョン攻略を果たしたこと、褒めて遣わす」

「……ありがとうございます」

　ガララ提督は膝立ちのまま、恭しく返事をしたものの、内心では、大事な仲間を失ったことを短い言葉にまとめられ、強く憤っている。

　その様子が見て取れたのか、あるいは普段から提督が皇帝のことを良く思っていないことを知っているのか、居並ぶ大臣たちがほっと息を吐くのをアレンは聞いた。

（ガララ提督が皇帝に否定的なのを知っていて、この場に連れてきていると。そうまでして、バウキス帝国は自国の英雄が最も活躍したと印象付けたいんだな）

「色々聞かせてくれ。ディグラグニ様のお作りになったダンジョンには、どのような場所があるのか？　どのようなアイテムが手に入るのだ？」

　皇帝がガララ提督に質問を始めた。しかし、質問の内容が、Ｓ級ダンジョンの観光案内と、入手アイテムの換金相場に集中するので、ガララ提督は端的に答えながらも、次第にストレスがたまっていく。

　やがて、話し終えたタイミングで、今度はガララ提督から皇帝に呼びかけた。

「皇帝陛下。私からは、また時を改めてご報告申し上げます。今は、私と共にＳ級ダンジョンに挑んだ英雄たちに、労いの言葉をいただきたく存じます」

「む？　うむ。そうだな……勇者ヘルミオスよ。息災であるか？」

　皇帝はうなずくと、今度はヘルミオスに話しかけた。

「はい」

「ガララ提督と協力し、よくぞＳ級ダンジョンを攻略した。褒めて遣わす！」

　ヘルミオスは膝立ちのまま深々とお辞儀をし、そつなく礼を返す。

「皇帝陛下直々にお褒めの言葉を頂戴し、身に余る光栄でございます」

「うむ！」

　にっこりと微笑んだ皇帝は、ヘルミオスと雑談のような会話を始めた。

　それを聞き流しながら、アレンはバウキス帝国とププン３世について聞いたことを思い出す。

　バウキス帝国は先々代の皇帝が、バウキス大陸にあった国々の併合を計り、その計画を引き継いだ先代の皇帝によって、１つの巨大な帝国にまとめあげられた。つまり、現バウキス帝国の皇帝は、複数の国を１つにまとめ上げる際の苦労も知らず、また、自分が即位する以前に、既に海上に築かれていた対魔王軍防衛線があるため、侵攻を受けた経験もなく、随分と緊張感なく育ったようだ。

　だからといって、バウキス帝国の皇帝に対する嫌悪感はない。甘やかされて育ったことで暗君となる者もいれば、同じ環境でも賢帝と呼ばれる者もいるだろう。だが、いずれにしても、国という、１人の人間の身の丈を超えた巨大な力を動かすことになるのは大変だ。

（やはり、俺には王家とか貴族は向いていないな。それで言うとＳランク冒険者になって、冒険者ギルドと関係が深くなったことは正解か）

　やがて、ヘルミオスが話し終え、次を促すと、皇帝はゼウ獣王子に呼びかけた。

「ゼウ獣王子殿。まさか、Ｓ級ダンジョン攻略にお力をお貸しいただけたばかりか、獣王国の要である十英獣を呼ぶとは、朕はたまげたの！」

「はい。皇帝陛下」

　皇帝は平然とゼウ獣王子に話しかけ、ゼウ獣王子も丁寧に応じているが、２人の会話が始まった瞬間から、大広間の全員が、少なからず緊張感を覚えている。

　それは、ゼウ獣王子が十英獣全員を連れているからだ。

　皇帝が指摘したように、十英獣は獣王国最強の戦士たちであり、滅多に国外に出ることはない。

　まれに国外に出たとしても、たとえば５大陸同盟の会議の場でも、全員が一同に集まることは一度もなかった。

　しかも、獣人たちは、アルバハル獣王国の外では、無法者とまでは言えないまでも、粗暴なイメージを持たれているようだ。アレンは狼の獣人ウルから、迫害を受けていた長い歴史を持つ獣人たちが、自らそうしたイメージを広めることで、他種族を牽制しようとしていると聞いていた。

　そんな獣人たちの王子と、彼らが誇る最高の戦士たちが集結し、皇帝に対して手の届く距離にいる。バウキス帝国としても、皇帝の安全を第一に考え、謁見の流れや配置を検討して、万一に備えているだろう。しかし、実際にその状況になってみると、初めて目の当たりにするその存在感に圧倒されるのだろう。

　これが、ヘルミオスとそのパーティー相手であれば、何度となく謁見し、信頼関係が構築されているので、たとえギアムート帝国が集めた最強パーティーでも、ここまで緊張する事はない。

　だが、皇帝ププン３世だけは、そうした緊張感とは無縁のようだ。

「どうだろう、殿下はこのまま何日かこの宮殿にいてくれるまいか？　朕は獣王国の話も聞きたいのだ。武術大会は凄いのだろ？」

　少年のような目で、ゼウ獣王子に語りかける。

「獣王陛下より帰還の命を受けておりますが、それまでの間でよろしければ、是非この素晴らしい宮殿に滞在させていただきたく存じます」

　ゼウ獣王子は堂々と答えた。

　皇帝は満足げに頷くと、ゼウ獣王子の隣に控えているアレンを見た。

「最後になってしまってすまないな。ローゼンヘイムのアレン、だったな。面を上げよ」

「はい」

「!?」

　そう言ってアレンが面を上げると、これまでとは違う緊張感が、バウキス帝国の貴族や大臣たちに生まれた。

　アレンは特に睨むわけでもなく、まっすぐに皇帝ププン３世と視線を合わせる。

　その様子を見て、周囲の貴族や大臣たちが小声で話しだした。

「ま、まだ子供ではないのか？」

「いや、もう成人しているという話だぞ」

「本当にＳランク冒険者なのか？」

「冒険者ギルドの発表は貴公もご覧であろう」

　ゼウ獣王子と十英獣に対しては、戦々恐々として静まりかえっていたのと反対に、アレンに対しては謎と懐疑しかなく、ざわついてしまうようだ。

　アレンは多くの視線が自分に集まり、ざわつきの原因になっていることに、心の中でため息をつく。

（マッカラン本部長はやり過ぎじゃね。これくらいの方がいいのか？）

　アレンがＳランク冒険者に認定された当日、魔導具を介して、世界中の冒険者ギルドにアレンの情報が共有された。

　これは、副本部長と同等の権限を付与され、全ての統括部長と支部長を指導することができるＳ級冒険者が、15歳の青年であることへの対処だ。事前にこのことを伝えることで、基本的には独自の裁量で運営してきた各国の支部と、無用ないざこざが発生しないための措置である。

　当然、冒険者ギルドが支部を置く、それぞれの国に対しても同様の情報共有が行われた。

　これが、魔導具を使った一斉通達で共有されたことが、各国を文字通り震撼させた。全国一斉通達は、魔王軍との開戦の知らせなど、よっぽどのことがないと行われない。冒険者ギルドが過去に行ったのは、中央大陸にＳランクの魔獣が現れた時だけだった。

　さらに、その通達文が、各国の大臣たちを驚かせた。

　文面は、まず、

『Ｓ級ダンジョンを攻略し、冒険者ギルドに多大な貢献をしたアレンを、Ｓランク冒険者に認定すること』

　から始まっていた。そして、

『Ｓランク冒険者は確かな功績とそれを裏付ける実力によって認められる』

『本人の戦闘能力は中堅国家の総戦力を凌駕する』

『所属するパーティーの戦力は大国の総戦力に匹敵する』

　と続き、

『もしＳランク冒険者と何らかの形で争いに発展した場合、冒険者ギルドは一切関与しない』

　このように締めくくられた。

　たとえ、アレンともめ事が発生しても、冒険者ギルドは双方に協力しないという意味だ。恐ろしいのは、冒険者ギルドからの協力が、アレンにとって不要であるということだ。

（あの通達のおかげで、謁見が何日も延びたんだけど）

　通達の翌日、アレンの出身国であるラターシュ王国へ、魔導具や、王都に駐在する外務官を通じて、各国からの問い合わせが殺到したという。アレンとは何者なのか、なぜこのような実力者を隠していたのか、今後ラターシュ王国はアレンにどのように対応するのか、などなど。

　これに対し、国王は、アレンはローゼンヘイムの参謀であり、既にラターシュ王国には所属していないと回答したと、グランヴェル子爵から聞いた。実際、アレン自身は貴族でもない、一介の冒険者である。

　しかし、その回答が、他国の猜さい疑ぎ心しんを強く刺激したようだ。特に、５大陸同盟の加盟国からは、協力して魔王軍と戦っていこうという同盟の精神から外れる事実であるとの非難が寄せられ、国王が以前から５大陸同盟に対して非協力的だという噂も併せて、世界中から厳しい反応を寄せられている。この数日、国中がすべての行事をキャンセルし、対応に追われているらしい。

　さらに、この通達で慌てたのがバウキス帝国だ。親書を出してアレンに謁見の約束をとりつけてしまったが、その時にはまだ「ローゼンヘイムの関係者」くらいの情報しかなかったからだ。

　すぐさまグランヴェル子爵とアレンの関係を摑むと、あらゆる外交特権を駆使して、ラターシュ王国の王城で質問攻めにしたらしい。

　同時に、国交のあるローゼンヘイムにも問い合わせたが、こちらからは驚愕の内容が回答された。

『我が国の参謀「アレン」への、冒険者ギルドによるＳランク冒険者の認定は、遅かったというのが率直な感想である。

　さらに、その内容は、アレンの実力を過小評価していると考えられるため、現在、冒険者ギルドに内容の訂正を要請しているところである。

　ローゼンヘイムはアレンと共にある』

　そんなとんでもない男が、今、実際に目の前に現れたことで、貴族や大臣は不安と懐疑を隠しきれない。その温厚な態度と、魔王軍との戦いで世界中に知られているヘルミオスなどと異なり、アレンは、これまでまったく名前が知られていない。

　このまま会話しても大丈夫なのか。いきなり襲ってこないだろうか。

（皆がビビっているのは、バスクとかいうＳランク冒険者がかなり粗暴な性格だったからじゃねえのか？　マジで「修羅王」のせいだな）

　20年前にＳランク冒険者になった「修羅王」バスクは、魔獣から多くの人を救ってきたが、５大陸同盟や、軍を率いる貴族から支配されることを嫌い、どこかに消えてしまったらしい。

　このことから、５大陸同盟の盟主国は、特にＳランク冒険者を警戒しているだろうと考え、冒険者ギルドからは、バウキス帝国統括部の部長と副部長が謁見に同行している。

　Ｓ級ダンジョンが帝国内にあるバウキス帝国は、必然的にギルドが得る手数料収入も多く、ギルドからの納税も馬鹿にならない。対して、冒険者ギルド側も、Ｓ級ダンジョンを中心としたバウキス帝国内での収入は無視できない。そういう意味では、アレンが暴走しないよう、あるいは万一の時には素早く対処するために、見守る必要があった。

　だが、このことも、バウキス帝国に不安を抱かせる要因になっているようだ。

「静粛に。皇帝陛下の御前であるぞ」

　宰相が大声でたしなめる。

　サッとざわめきが引いていき、静かになったところで、改めて皇帝がアレンに話しかける。

「アレン、そなたは、『始まりの召喚士』と呼ばれておるらしいの？」

「はい。そうです」

「始まりの召喚士」は、以前、学園でヘルミオスと戦った時に名乗ったものだった。今回、バスクの「修羅王」のように、Ｓランク冒険者の慣例として「２つ名」をつけると言われた時に、マッカラン本部長に伝えていた。

「召喚獣というものを使役するとか。朕は、それを見せてほしい」

「では、このように」

　アレンはうなずいて、少し考えてから、鳩の姿をした鳥Ｆの召喚獣を召喚する。

　鳥Ｆの召喚獣は、アレンの手を離れ、大広間の天井をゆっくり旋回する。

　居並ぶ大臣や貴族たちは、アレンがいったい何をするのかと、あるものは驚き、あるものは不安に思ってこれを見守っているが、皇帝はぱあっと顔を輝かせて、興味津々のまなざしで見上げている。

「素晴らしい!!　もっと近う寄るのだ！　おお!!」

　鳥Ｆの召喚獣を、皇帝の肩に留まらせる。貴族や大臣がはっと息を飲み、何かあればいつでも飛び出せるよう身構える中、小太りの皇帝は玉座の上で足をバタバタさせて喜びを表している。

「その鳥は、私の故郷では平和の象徴でございます。皇帝陛下を始め、バウキス帝国の皆様とは、是非平和な関係を築きたいものと思い、呼び出したものです」

（鳩が平和の象徴なのは、前世の世界の話だけど）

「おお、そうかそうか！」

　ププン３世は、肩に乗った鳥Ｆの召喚獣を見て、うれしそうにうなずいている。

「謁見の機会をいただき、ありがとうございます。実は、私から、陛下に直接、お礼を申し上げたいことがございましたものですから」

「うん？　朕に礼とな？　なんだ？」

　皇帝が首をかしげる。宰相も、貴族たちも、何のことかという顔をしている。

「私のパーティーにいるメルルという者は、貴国の出身ですが、留学先のラターシュ王国の学園で、私たちと出会いました。そして、今ではともにＳ級ダンジョンに挑み、また、今後もともに冒険をしていきたいと願う、大切な仲間となりました。これもひとえに、彼女がラターシュ王国の学園へ留学することをお許しくださった、皇帝陛下のおかげです」

　バウキス帝国は、優秀な才能を持つ人材を他国に留学させている。もちろん、留学先でしっかりと学ばせながら、他国の将来の人材と交流させ、将来の国交に有益な関係を構築することも目的である。しかし、覇権主義的な国策のギアムート帝国に留学させると、メルルがよからぬ取り込まれ方をしないとも限らないと判断し、小国であるラターシュ王国を留学先に選んだとアレンは考えている。実際、他国の優秀な人材をギアムート帝国に留学させる例はあまり多くないらしい。

「おお、そうかそうか！　それは素晴らしいことだな」

　深く頭を下げるアレンに、肩に鳥Ｆの召喚獣を乗せて上機嫌の皇帝がうなずいた。

「ん!?　こ、これはいけない!!」

　皇帝の返事から少し遅れて、宰相がしまったという顔をする。

　アレンは今、メルルを「今後もともに冒険をしていきたいと願う大切な仲間」と言った。

　これは、「今後もアレンがメルルを仲間として同行させたい」という意味である。

　下を向き、悪い顔をするアレンの後ろで、セシルが「また始まったわね」とため息をつく。

　宰相は慌てて皇帝を振り返る。皇帝はにこにこしてアレンを見ているが、彼の次の発言の内容次第では、メルルという貴重な人材を、国家を越えて自由に行動するＳランク冒険者の仲間に引っ張られてしまいかねない。

「さすが、Ｓランク冒険者は、礼を言う相手を分かっているようだな！」

「もちろんでございます。ここにいる他の誰でもございません」

「ちょ、ちょっと、皇帝陛下……」

　宰相が２人の会話に割って入ろうとする。

　メルルがどうのこうのより、このままの流れはまずい。このまま、アレンに会話させていたら何を言われるか分からない。

（おい、邪魔をするな）

　当のアレンが次の手を打とうとしたその時だ。

「失礼します!!」

　士官の格好をしたドワーフが、汗まみれになりながら大広間に駆け込んできた。士官とはラターシュ王国などの下級騎士に相当する。

「な!?　何だこんな時に!!　こ、ここがどこか分かっているのか!!」

　目の前の事態に対応しようと頭を巡らせていたところに、突然割り込まれ、宰相は怒りに震えながら叱責する。

「も、申し訳ありません。火急の事態が……」

「む？　なんだ？　申してみよ」

　皇帝は宰相と異なり、士官に用件を尋ねる。

「は、はい。エルマール教国からの救難信号です。教都テオメニアが燃えていると……」

　士官の言葉を聞こうと静まりかえっていた大広間が、次の瞬間、一斉にざわめきだした。

　今、新たな戦いが始まろうとしているのであった。













特別書き下ろしエピソード①　ゼウ獣王子の花嫁











　アレンがＳ級ダンジョンを目指す何年も前のこと。




　その日、アルバハル獣王国王都の南門前に、一丁の豪華な輿こしが、左右を正装した獣人の騎士たちに守られて、ゆっくりと近づいてきた。

　王都の南門は交易路につながっている。普段は日が昇ると同時に開かれて、商人や旅人を出入りさせて大変賑わっているのだが、その日だけは、ぴたりと門を閉じて、あたりはしんと静まりかえっていた。

　もちろん、こうしているのは、やってくる輿を迎え入れるためだった。

　ここ３年ほどの間、アルバハル獣王国とブライセン獣王国は、関係悪化の一途を辿っていた。とはいえ、戦争に発展するのは、両国ともに望むところではない。

　そこで、両国の獣王は、関係改善の策として、婚姻関係を結ぶことにしたのだった。

　輿と、それを守る騎士の隊列が南門にたどり着くと、門に向かって右側の隊列の最前を進んできた獣人が、大声で叫んだ。

「ブライセン獣王国より、レナ獣王女の到着である。門を開かれよ!!」

　その声が消え、再びあたりが静まりかえってから、

　ゴオオオオオン

　今度は巨大な門がゆっくりと開いていった。

　南門の奥には、広い道が、王城に向かってまっすぐ延びていた。普段は南門同様、多くの人が行き来しているが、今日に限っては、人出こそ普段より多いものの、皆、黙って道の両端に並んで、進んでいく輿を見つめていた。

　輿は、騎士たちに守られながら、ゆっくりと門をくぐり、静まりかえった大通りを王城へと進んでいく。

　王城の前にたどり着くと、アルバハル獣王国の近衛騎士団とともに待機していた音楽隊が、高らかに歓迎の曲を演奏した。

　曲が終わり、輿がいよいよ王城に迎え入れられると、城の中庭で、レナは初めて輿を降りた。

　一緒にやってきた護衛の一団のうち、選ばれた自国の近衛騎士たちとともに、アルバハル獣王国の近衛騎士たちに導かれながら、王城の２階にある玉座の間に向かった。

　玉座の間では、ムザ獣王と獣王妃、シア獣王女、そしてゼウが、大臣や貴族たちとともに待っていた。

　レナが玉座の間に入ると、貴族たちが一斉に拍手した。その拍手も、玉座の前まで進むと、始まった時と同じく、一斉に止んだ。

　獅子の獣人であるムザ獣王が、玉座に腰掛けたまま、両手を軽く広げ、歓迎の意思を示した。

「余が獣王ムザである。レナ獣王女、遠路はるばる、よくぞ来てくれた」

　レナは、高貴で清楚なドレスの左右をつまみながら、その場でひざまずいてお辞儀をした。

「はい。この度は、私をお迎えいただき、感謝の言葉もございません。アルバハル獣王国の繁栄のため、ゼウ獣王子様とともに歩んでまいりたいと思います」

　レナはそう言うと、ひざまずいたまま顔を上げた。微笑んだ彼女が、狼の獣人で、銀色の美しい毛並みをしていることが、玉座の左手に立つゼウからも見えた。

「うむ！　ゼウにはもったいない殊勝さではないか!!　なあ、ゼウよ」

「は、はい」

「こら。しっかりしないか！」

　ムザ獣王の叱責も、ゼウの耳には届かない。

　しかし、この時、それまでちらちらとあたりに視線を走らせていたレナが、はっきりとゼウを見つめた。

「そちらが……ゼウ様？」

「そうだ。しばらく行き来がなかった故に、見違えたであろう。いかにも、これがそなたの夫となる者だ。少し甘いところもあるが、よろしく頼むぞ」

　獣王の言葉に、レナは軽くうなずいたが、ゼウに向けていた視線を、シア獣王女へ移し、さらに別の誰かを探すように、ゆっくりと貴族たちの方へと動かしていく。

「……ベクはここにはおらぬぞ」

　ムザ獣王が言った。

「左様ですか」

　レナは微笑んだまま、ムザ獣王をじっと見つめて答えた。

「ゼウのために用意してくれた美しいドレスを、わざわざ汚すようなこともなかろうと思ってな」

　獣王が勝ち誇ったようにニヤニヤ笑いながらそう言うと、レナの顔からゆっくりと微笑みが消えていった。

「……」

「な!?　何をおっしゃるのですか、獣王陛下!!」

　ゼウは何のことかわからず、獣王に問いかけたが、獣王はレナから視線をそらさず、ニヤニヤ笑って答えなかった。

「獣王陛下は、私の考えを分かっておいでなのですね」

「いかにも。それで、これからどうするのだ？　レナ獣王女よ」

　獣王がそう言うと、レナは急にがくりと頭を深く下げた。

「ど、どうしたのだ？　長旅で疲れたのか？」

　どうしていいのか分からなくなったゼウは、花嫁をいたわろうと、その場から一歩踏み出した、その時だった。

「ならば！　ムザよ！　貴様を!!」

　レナはぱっと顔を上げると、しなやかな長い足で玉座の間の床を蹴った。

　ドレスのスカートをひるがえし、犬歯をむき出しにした鬼の形相で、隠し持っていた短剣を腰だめに構え、玉座に向かって走っていく。

「え？　レナ？」

　ゼウが一歩踏み出した姿勢のまま固まっているその間に、レナは利き足で踏み切り、そのままの勢いで獣王の胸めがけて体ごとぶつかっていった。

　だが、

「ふん」

　獣王は玉座に深く腰掛けた姿勢のまま、片手を伸ばし、レナの手ごと短剣を摑んだ。

「な!?」

「そなたの父からは、気の強い娘だから気をつけろと言われていたが、期待外れだな。もっと腰を入れて襲わぬか!!」

　そう言うと、獣王は、短剣を受け止めた手を振って、レナを10メートル以上投げ飛ばした。

　レナの体が空中を回転しながら飛び、床に落下して転がるのを、ゼウはぽかんと見つめていた。

　しかし、彼女が床に転がったまま立ち上がろうとしないのを知ると、

「レナ!!」

　と一声叫んで、今度こそ花嫁のもとへ駆け寄った。

　その間に、ようやく事態を悟った貴族や大臣たちが騒ぎ出していた。

　ブライセン獣王国の近衛騎士たちはというと、既にアルバハル獣王国の近衛騎士たちに武器を突きつけられて、それぞれの剣に手をかけた姿勢で身動きができないでいる。

「陛下、いかがいたしましょうか？　ブライセン獣王国の獣王女がこのような態度ですと、このたびの婚礼も中止もやむなしかと……」

　アルバハル獣王国の宰相が、獣王に今後の対応について尋ねた。

「獣王武術大会でのこととはいえ、ベクがブライセン獣王国の獣王を死なせたのは紛れもない事実。となれば、この娘が敵を討とうとするのも当然のことだ。かといってむざむざ討たれるベクでもなかろうから、これ以上、遺恨を増やすまいとして、この娘とゼウとの婚姻を取り計らったのだ」

　それと知ってなお、このような行動に出たのであれば、多少のことは目をつぶって、気の済むまでやらせてやろうと言う。

　アルバハル獣王国とブライセン獣王国との関係悪化は、３年前の獣王武術大会でベク獣王太子が、獣王であるレナの兄を殺したことが理由だった。両王国の間では、仕方のないことと納得しあっていたが、レナをはじめ、特にブライセン獣王国の国民たちが納得しなかったのだ。

　レナはどうやら気絶しているらしく、抱き上げたゼウの腕の中でぐったりとしていた。

　その様子を見ていた獣王妃が、心配そうな声でムザ獣王に話しかけた。

「よろしいのですか？　あの娘が今度はゼウを襲いでもしたら……」

「何を言う。お前だって、式を挙げたその晩に余を襲ったではないか」

「ですけど……それは相手があなたでしたから……」

　獣王妃もまた、アルバハル獣王国の外から嫁いできたのだが、いくつもの獣王国がひしめき合っているガルレシア大陸最大の獣王国であるアルバハル獣王国に遺恨を持つ自国の刺客として、ムザ獣王の寝込みを襲い、剣を首に突き立てたのだ。

　あの時はとても痛かったと、獣王は首をさすりながら大げさに言う。

「お父上、それは本当ですか？」

　ゼウの妹で、まだ幼いシア獣王女が質問した。

「そうだ。他国の獣王家に嫁ぐとなれば、そのくらいの気持ちで臨まねばならんぞ」

「はい。お父様！」

　シア獣王女は元気に答えると、その場で刃物を突き刺す動作をする。

　それを見て、獣王は、

「首では殺しきれぬかもしれんからな、心臓を狙うのだぞ」

　と満面の笑みで言う。

「もう、あなた！　シアに何を教えているの!!」

「ん？　って、へぎゃばっ!?」

　獣王妃のドロップキックを食らったムザ獣王は、レナ同様に、派手に吹き飛ばされ、玉座の間に大きな音を響かせたのであった。




　数時間後。

　目を覚ましたレナが、最初に見たのは、心配そうなゼウ獣王子の顔だった。

「おお、気付いたか」

　ゼウが安堵の声を上げた。彼はレナを寝かせたベッドのそばに、たった１人で座っていた。

「ゼウか……」

　レナはため息をつき、あたりを見回した。

　窓がある普通の部屋だった。牢屋に入れられてすらいないだけでなく、拘束されていないことも知った。

「心配するな。獣王陛下は今回のことでお前を咎めはしないとのことだ」

　そう言ったゼウの手に、自分の短剣があり、鞘さやに収められているのも見えた。

「ふん。敵に情けをかけられるとはな……」

　レナは憎々しげに吐き捨てた。

　３年前、アルバハル獣王国で開かれた獣王武術大会において、レナの兄はベク獣王太子と戦った。

　レナたち以外に兄を応援する者はなく、反対に、観戦者のほとんどがベク獣王太子の名前を叫んだ。

　相手を応援する声を全身に浴びながら、レナの兄は必死に戦ったが、最後には血まみれになり、闘技台の上で息絶えた。

　その時から、レナはアルバハル獣王家に復讐することを夢見てきた。

「……レナ、そんなことを言うものではないぞ」

「貴様に何が分かる。大国に生まれ、ぬくぬくと育った甘ちゃんの分際で」

　レナはゼウを睨みつけた。その目からぼろぼろと涙がこぼれた。

　ゼウが、ムザ獣王やベク獣王太子に比べ、気弱な性格だという噂は、レナの耳にも届いていた。

　ガルレシア大陸の覇者であるアルバハル獣王国に比べて、兵力も国力も劣る小国ブライセン獣王国に生まれたレナには、考えられないことだった。

　かつてギアムート帝国の人間どもに虐げられた獣人の末裔ならば、戦わなければ何も得られないと知っているはずなのに、父や兄の陰に隠れ、気弱なまま許されているのかと思うと、はらわたが煮えくりかえる思いだった。

「……」

　それなのに、そうした自分の怒りの視線を向けられても、ゼウが息を飲んで黙っているばかりなのが、いっそう憎らしかった。

「もうよい。それを返せ。それは兄が私に遺してくれたものだ」

　もとより、生きて帰るつもりはなかった。ベク獣王太子を、でなければムザ獣王を、刺し違えてでも殺すつもりだった。万が一、生きて相手を倒せたとしても、城から脱出することはできないだろうと思っていた。

　まして、兄の敵も討てなかったのなら、これ以上生きている意味はない。

「あとは自分でけじめをつける」

「そんな……生きていれば、よい事の１つもあろうに……」

　ゼウが言い終わらないうちに、レナは歯をむき出しにして叫んだ。

「そんなことは獣王にでもなってから言え！」

「……では、余が獣王になれば、どうだ？」

　ゼウがぽつりと言った。

「……貴様が、か？」

「そうだ。余が獣王になれば、そなたは生きてくれるだろうか」

「何を馬鹿な。貴様などが獣王になれるわけがなかろう。あの男がいるではないか」

　レナは、兄の敵だからこそ、ベク獣王太子のことをよく調べ、その実力を知っていた。

　ベク獣王太子は、生まれたころから優秀で最年少での獣王太子となった。

　さらに、国民の期待に応え獣王武術大会に参加し、優勝した。

　一方のゼウはといえば、よく言えば優しい性格だが、気が弱く、兄のように獣王武術大会で優勝したわけでもない。

　そんな男に何ができるのだと、追い打ちをかけようとした。

　だが、

「余は獣王に必ずなる」

　ゼウはそう言って、じっとレナの目を見つめた。

　その瞬間、レナは、ゼウの目の中に何かを見た気がした。

「この短剣は、そなたの兄君のものだと言ったな。では、余は、獣王になることを、この短剣に誓おう。もし余がこの誓いを果たせぬと思った時は、この短剣を、余に突き立てるがよい」

　ゼウはそう言って、短剣をレナの手に握らせた。

「な、何故、そこまでして」

　レナは困惑しながらも、反射的に兄の形見を取り返そうとして、ゼウの手を握り返していた。

「そなたが美しいからだ」

　ゼウが、視線をそらさず言った。

「ば!?」

　レナは絶句したが、ゼウの目に、先ほどと同じ何かを再び見た気がして、次の瞬間には、誓いの短剣を握った手を自分の胸に引き寄せていた。

「余は獣王になる。その時には、美しい獣王妃が余のそばにいてほしいのだ」

　そう言ったゼウの目に、三度目の必死さを見て、レナは心底おかしくなった。

　こうまで必死になって、他人を気遣うなど、馬鹿馬鹿しいにもほどがある。

「……ははは、面白い」

　そう言った時、レナは、心から笑っていた。

　３年前から今日まで、顔では笑っても、心から笑ったことはなかった。

　その馬鹿馬鹿しいまでの必死さで、自分を笑わせてくれたゼウとなら、もう少し、生きていようと思った。

「余のためにも生きてくれるな？」

「……では、ゼウ獣王子。この誓い、必ず守ってもらうぞ」

　こうして、レナはゼウの妃となったのだった。





＊　＊　＊






　そして、数年が経った。

　レナとゼウは、子供こそまだ授かってはいないが、夫婦らしい関係を重ねていた。

　そんなある日、ゼウが役人たちと打ち合わせをしているところに、レナが怒鳴り込んできた。

「ゼウよ!!　話が違うではないか!!」

　扉を破る勢いで蹴り開けて飛び込んでくるなり、レナはゼウを席から立たせ、次の瞬間には足を払って床に倒した。

「は!?　へ？　ぐは!!」

　突然のことに驚いているゼウの背中にまたがり、両足を抱えたレナは、逆エビ固めを決めた。

「レナ！　何のことだ!?　こんなことをする前に、ちゃんと説明せよ……レナ!!」

　床に顔面を押しつけられ、背骨を曲げられながら、ゼウが必死に説得しようとする。

「わ、私たちはこれで」

「そうですな。では明日にでも……」

　結婚してからずっと、ゼウがレナの尻に敷かれているのは、王城では知らない人のいないことだった。

　巻き込まれまいと役人たちが部屋を出て行き、ゼウとレナの２人きりになった。

「何をしらばっくれている！　あの誓いを忘れたか!!」

　レナにそう言われ、ゼウは一瞬考え込んだが、

「ああ、シアの事か。あれは仕方ない、獣王陛下がお決めになったことだから……」

　つい先日、ムザ獣王からシアへ、邪神教の教祖討伐の命が下った。

　問題は、これがただの討伐命令ではなく、獣王太子以外の王族が王位継承をするための試練であったことだ。ゼウよりも先に、シアが獣王の試練を授かってしまったことを知れば、レナが激怒するだろうことは火を見るより明らかであった。

　だから、ゼウは必死に隠していたのだが、とうとう耳に入ってしまったようだ。

「仕方なくなどない！　黙っていて試練を授かれぬのなら、何故自分から寄越せと言わぬのだ。試練を乗り越えれば獣王になれるのだろう!!」

　レナはさらに力を込める。

「って、痛い、本当に痛いのだ!?」

「獣王陛下のところへ行け！」

　レナが怒鳴り、ゼウは自分の背骨がミシミシと鳴るのを聞いたような気がした。

「わ、分かった！　獣王陛下から試練を授かる！」

　ゼウがそう言うと、レナはすぐに技を解き、ゼウを立たせた。

「では、すぐに行くのだ！」

「え？　今から……わ、分かった。すぐに行く!!」

「明日にでも」と言おうとしたが、レナが犬歯をむき出しにして睨んだので、ゼウは慌てて部屋を飛び出した。

　だが、それから半日が過ぎても、ゼウはレナの前に姿を見せなかった。夕食の席にも、ゼウは現れず、しかたなくレナは１人で眠りについた。

　どれくらい眠ったか、暗闇の中で気配を感じ、レナはぱっと目を開けた。

　すると、自分を見つめていたゼウと目が合った。

「遅かったわね」

　そう言いながら、レナは、いつか、今と似たようなことがあったなと思っていた。

「獣王から試練を授かってきたぞ」

　ゼウは静かにそう言った。

「ほ、本当！　良かった。やったわね!!」

　レナはベッドの上に起き上がって、ゼウを抱きしめようとした。

　しかし、暗闇の中でもそれとなく感じられるほどに、ゼウの様子がおかしかったので、その動きも途中でとまってしまった。

「そういうわけで、少し留守にすることになる」

「ちょっと、何よその言い方。どんな試練を与えられたの？　ま、まさか……」

　ゼウが授けられた試練がとんでもない内容であることが、レナにもなんとなくわかってきた。

　だが、次にゼウが口にした言葉は、レナの予想を遥かに超えていた。

「……Ｓ級ダンジョンの攻略だ」

「な!?　ちょっと!!　Ｓ級ダンジョンなんて不可能よ！」

　Ｓ級ダンジョンが、アルバハル獣王国の建国より数千年前から存在する、前人未踏のダンジョンであることは、レナも知っていた。アルバハル獣王国だけでなく、ガルレシア大陸に住む多くの獣人が、Ｓ級ダンジョンに向かい、戻ってこなかった。王族も例外ではなく、将来有望な獣王子が何人もＳ級ダンジョンに向かい、その命を落としていた。

　どんな英雄も攻略できなかったＳ級ダンジョンの攻略を目指せというのは、死刑宣告よりも恐ろしい命令だとレナは思う。

「だが、それが余の授かった試練だ」

「話にならないわ！　私が獣王陛下にお話しします！」

　レナはそう言ってベッドを降りた。

　自分との誓いを果たそうと必死になったゼウが、その結果、命を落としてしまうなら、それは誓いが果たせたことにはならないではないか。

　ゼウの必死さがよくわかるだけに、この事態を招いたのは自分だとレナは反省した。

　だが、寝室から出ようとするレナを、ゼウが扉の前で止めた。

「獣王陛下との約束は絶対だ。余は試練を果たさねばならぬ」

「だ、だって、あなたには……無理よ！」

「余を誰だと思っておる!!」

　暗い部屋にゼウの声が響いた。

　レナはぽかんとして立ち尽くした。自分に対して、ゼウがこんな大声で叫ぶのは初めてかもしれない。

「ゼウ……？」

「余は獣王になる男だ。そして、そなたを美しい獣王妃とする。そう誓ったではないか」




　こうして、ゼウはレナを獣王妃にするため、Ｓ級ダンジョンへ向かったのであった。













特別書き下ろしエピソード②　ペロムスが始めた物語











　これは、ペロムスが始めた物語の、１つの章が終わりを迎えた話。




　アレンたちが最下層ボスに挑もうとしていた頃、ペロムスは、一方で自分が興した「廃課金商会」を運営しながら、もう一方で通い続けていた商業学校を、いよいよ卒業する時期にさしかかっていた。

　その日、ペロムスは、ラターシュ王国の王城の一室で、ギアムート帝国の外交官と取引を行っていた。

　ギアムート帝国の外交官は、マルマンという、ギアムート帝国でも屈指の豪商人で、「不動産王」と呼ばれている人物を同行させてきた。

　対するペロムスは、通商大臣、そしてペロムスの思い人フィオナの父で、ラターシュ王国中にいくつもの高級宿を持つ豪商人チェスターを同行させていた。

　大きなテーブルを挟んで互いに向かい合う２組の間を役人が行き来し、それぞれが２枚の契約書にサインを済ませると、ペロムスの真向かいに座っていたギアムート帝国の外交官が、かすかに安堵の息を漏らした。

「さすがはラターシュ王国が誇る『廃課金商会』様、鮮やかなお手並みを拝見しました。もしペロムス様が我が国の人間なら、皇帝陛下じきじきにお言葉を賜ることができたかもしれません」

「こ、皇帝陛下じきじきのお言葉など、私のような若輩者には滅相もないことで……」

　今回、「廃課金商会」はギアムート帝国と２件の取引契約を締結させた。

　１件は、武器と防具の貿易だ。

　去年の夏の終わり頃、ローゼンヘイムのフィラメール長老から、武器防具の生産量が急増したので、予定を繰り上げて取引を始めたいと連絡が来た。

　これは、火の神フレイヤの神器が魔王軍に奪われたことから予想される、魔王軍の再度の５大陸侵攻に備えた動きだ。ローゼンヘイムを襲った魔王軍のうち、虫系統の魔獣の死骸から取れた外骨格や牙は、現状では採掘と加工がおいつかないミスリルよりも加工が簡単で、ミスリルに及ばないまでも、ある程度は精度の高い武器防具が生産できる。

　その武器防具の生産量があがったのは喜ばしいことだったが、ミスリルの装備が一定数確保できていて、ローゼンヘイムからの武器防具も潤沢にあるラターシュ王国内では、今のところこれ以上の需要がない。そうなれば、「廃課金商会」が仲介して主な輸出先であるギアムート帝国に売ることになるのだが、取引量を急に増やしたり、取引を急がせると、先方に足下を見られ安く買い叩かれる恐れがある。

　どうしたものかと考えていたところに、ギアムート帝国の外交官から、なるべく早く大量の武器と防具が欲しいと連絡があったのは、偶然の幸運だった。

　だが、そこでペロムスは、この幸運をさらに商人らしく利用しようとした。

　変動する物の価値の現在状況や、取引相手の需要の程度、予算を知ることができるエクストラスキル「天秤」を使った。

　ローゼンヘイムには、これまでより大量の武器防具を一度に引き取るので、前回よりも割り引いた単価で購入できるよう交渉した。

　ギアムート帝国には、急ぎ取引を進めるための追加の手数料を含めた、前回より割り増しの単価で販売できるよう交渉した。

　結果、「廃課金商会」は十分な利益を得ることができるようになったが、ここでペロムスは、ギアムート帝国にもう１件の取引を持ちかけたのだった。

「チェスターさん、契約書に取り違えがないか、確認していただけますか？」

　ペロムスは、２枚の契約書のうち、武器防具の売買ではない方を、隣のチェスターに渡す。

「う、うむ。お？　おおおぉ……!!」

　契約書に目を通していたチェスターが、途中から感動の声を漏らし、涙まで溢れさせた。

　その様子から、ペロムスは希望通りの契約内容だったと確信する。

「……こちらの希望を汲んでくださり、本当にありがとうございます」

　ペロムスはマルマンに礼を言う。

「なんの。ご存じの通り、我が国の帝都は再開発を予定していましてな、そちらがご希望の区画が、そちらのご希望に近い価格で売りに出されていたまでのこと。しかし、おかげで再開発計画の目処も立ちそうだ。これで、私も皇帝陛下に貸しを作れたといったところです」

　マルマンは満足そうな顔でそう言った。

　ペロムスは、ギアムート帝国に対し、急ぎの取引による価格の割り増しをなくす代わりに、帝都にチェスターが経営する宿の支店を出させてもらえないかと持ちかけた。

　その際、事業計画とともにいくつかの候補地の希望と価格を提示したが、その中に、あらかじめ情報収集しておいた、帝都の再開発予定地区の土地と、エクストラスキル「天秤」で知った土地の希望価格を入れておいたのだった。

　これに反応した帝国は、ペロムスの狙い通り、再開発計画の一環にチェスターの宿屋を組み込み、土地の売買ということになったので、「不動産王」マルマンが動いた形だ。

　これで、「ギアムート帝国の帝都の一等地に最高級の宿を経営する」というチェスターの長年の夢が叶えられ、マルマンも、自分が動いたことによって、再開発計画と事業者の希望の折り合いがつかなかった土地が埋まり、いよいよ再開発を本格的に進められるようになったことで、皇帝の希望を叶えられる形となり、双方満足しているのだった。

「それでは、名残惜しいですが、これにて。ペロムス様、本日は良い取引ありがとうございました」

　外交官がそう言って、不動産王マルマンとともに席を立った。ペロムス、チェスター、通商大臣も席を立ち、頭を下げて、会議室を出て行く２人を見送った。

　ギアムート帝国の２人がいなくなったところで、通商大臣にも挨拶をする。

　通商大臣には国家間の貿易が絡む会議なので、体裁上立ち会ってもらっただけだが、こういうところで礼を失してはならない。

　王城を出ると、チェスターが用意した馬車に乗り込み、彼の経営する高級宿に向かった。

「ぬふふ」

　馬車の車中では、チェスターは、腕に抱えた契約書に頰ずりせんばかりに喜んでいる。

　一方のペロムスは、今になって自分が成立させた契約の大きさに震えている。

　だが、これは武者震いだと、自分に言い聞かせる。

「これで、約束は果たせたと、そう思っていただけますか？」

　ペロムスは勇気を出してチェスターに尋ねた。

　この約束とは、彼が商業学校に入る前、チェスターと交わしたものだ。

　それは、商人としての将来性をチェスターに示し、彼が自分の娘にふさわしい相手と判断した時には、ペロムスとフィオナの交際を認めるというものだ。

　この約束を叶えるべく、ペロムスはこれまで商業学校に通いながら、「廃課金商会」を大きくしていったのだった。

　ペロムスの言葉を聞き、チェスターははっとしたが、すぐにペロムスにむき直ると、満面の笑みを浮かべてこう言った。

「も、もちろんだ！　さすがは私が見込んだ男、よくぞここまで大きくなったな!!」

　これを聞いて、ペロムスも満面に笑みを浮かべた。

「いえいえ。これもチェスターさんのお力あってのことです」

「何を言うか、ペロムスよ。いまや、我が商会は、お主の商会の系列に加わったのだ。そのような言葉遣いは不要だぞ」

「あ、ありがとうございます！　なにとぞ、今後ともよろしくお願いいたします!!」

　ペロムスがぺこぺことお辞儀を繰り返すのを、にこにこと見守っていたチェスターが、

「そうだ、今、フィオナが王都に来ているぞ。是非、挨拶をさせてくれ」

　と言った。

「え！　本当ですか!?」

　ペロムスは「フィオナ」の言葉を聞いただけで、表情が一段階明るくなる。

「もちろんだ」

　やがて、チェスターの経営する高級宿に到着すると、２人は最上階の支配人専用室へと向かった。

　チェスターがフィオナを呼んでくる間、ペロムスは使用人が注いでくれたお茶を前に待っていた。

「……最初に会ったのはいつだろう。10歳の頃だったかな」

　お茶を飲みながら、ペロムスはフィオナに関する思い出を蘇らせていた。

　最初に会ったのは、ペロムスが10歳になった年。クレナ村の村長である父に連れられて、グランヴェルの街にあるチェスターの高級宿で、新年の催しに参加した時のことだった。

　父に連れられて、チェスターに挨拶に行くと、チェスターと一緒にいたのがフィオナだった。

　そのあまりのかわいらしさに、うまく挨拶もできなかった。完全に一目ぼれだった。

　次の日になっても、またその次の日になっても、一週間が経っても、ペロムスはフィオナのことばかり考えていた。

　結局、１ヵ月後、ペロムスは１人でチェスターのところに行った。

　チェスターが、小さな開拓村の村長の息子である自分なんかのために時間を作ってくれたことも嬉しかったが、フィオナと交際させてほしいと頼んだことを、冗談かと笑い飛ばしたり、むげに断ったりせずに、

「商業学校を卒業するまでに立派な商人になれたら、フィオナとの交際を認めてやる」

　と、条件付きではあるが、真剣に約束してくれたことも嬉しかった。

　何より、相手はラターシュ王国でも随一の豪商人チェスターである。たとえ相手が子供でも、約束を違たがえるような相手ではない。そのことが子供心にもわかった。

　だから、必死に頑張った。商業学校にも進学し、勉強しながら「廃課金商会」を興した。

　経営が行き詰まれば、やり方を変えたり、あれこれと新しい手を考えたりして、少しずつ規模を拡大していった。最終的には、開拓村からの付き合いであるアレンにも協力を求め、ローゼンヘイムの貿易にも関わらせてもらった。

　必死に走り抜けてきた日々を、改めて思い返していると、

　コンコン

　扉がノックされた。

　現実世界に引き戻され、慌てたペロムスは、

「は、はい」

　緊張しつつも、返事をした。

「待たせたな、ペロムス。フィオナを連れてきたぞ」

　チェスターがフィオナを連れてきた。その手には、まだ契約書が握られていた。どうやらまっすぐフィオナのところへ行き、寄り道せずに戻ってきてくれたようだ。

　だが、その時のペロムスには、チェスターの気持ちに気づく余裕はなかった。

　憧れの、ずっと思い続けてきたフィオナが、目の前にいる。

「フィ、フィオナ……さん」

　ペロムスは勇気を振り絞り、フィオナの美しい顔をまっすぐ見つめた。

　顔を合わせるのは数年ぶりだが、最後に会った時よりも、さらに綺麗になっていると思う。

　だが、

「え？　こ、これはどういうことですの？」

　ペロムスが憧れた美しい顔が、一瞬でいぶかしげなものに変わった。

　この状況は何なのかと問うように、父であるチェスターを見る。

「前も話していたじゃないか。あのペロムスだ。『廃課金商会』の」

「はい、それは知っておりますけど……」

「かねてから、彼は是非ともお前と交際したいと言っていてな、わしも今回それを許そうと……」

「な!?　ちょ、ちょっと、お父様、いきなり何をおっしゃいますの？」

　フィオナが急に叫びだしたので、ペロムスは違和感を覚えた。

「え？　もしかして、チェスターさん、フィオナさんにまだ何も……」

　フィオナのこの態度から察するに、どうやら交際については何も聞いていないようだ。

「何を言う。素晴らしい商人だということはちゃんと伝えているぞ。そうだろう、フィオナ」

「だから、それは知っておりますけど……」

　言いよどむフィオナに、チェスターは手にしていた契約書を見せる。

「見よ。ギアムート帝国に支店を出せるのだぞ。お前だって、わしがどんなに頑張ってこの王都に宿を建てたか分かっているだろう。ペロムスはそれ以上のことを……」

　チェスターはフィオナに今日の出来事を話して聞かせようとするが、フィオナは明らかに困惑している。

　いや、それどころか、フィオナは次第に不機嫌になってきている。

　そのことが、フィオナに目を奪われてしまうペロムスには、どうしたってわかってしまう。

　ペロムスはどうにもいたたまれなくなって、２人の間に割って入ろうとした。

「あ、あの。チェスターさん。フィオナさんの話も……」

「い、いや、しかし……。そうだ。これだけではない。通商大臣からの許可証があり、自由に王城にも入れるのだ。それから……」

　まだあるぞと言わんばかりに、チェスターはペロムスの商才を語って聞かせるが、彼も混乱してきているのか、黙ってうつむくフィオナの両肩がワナワナと震え出しているのに気がつかない。

　そして、その時が来た。

「お父様！」

　突然フィオナが叫んだ。

　チェスターとペロムスは同時にフィオナを見た。

「何度も何度も何度も申し上げましたけれど！　わたくし、強い殿方でないと嫌なんですの!!」

　部屋中に響く大声でこう叫ぶと、フィオナはぱっと身をひるがえし、すごい勢いで部屋を飛び出していった。

「ま、待て!?　フィオナ、お前、何をしているのか分かっているのか!!」

　必死に逃げるフィオナを追って、契約書を握りしめたチェスターが部屋を飛び出していく。

「お父様、ついてこないでください!!」

　フィオナの叫び声が、外の廊下を遠ざかっていくのを耳にしながら、ペロムスは全身から力が抜けていくのを感じた。

　ガクッ

　絨じゆう毯たんに膝をついてしまう。どうにかしようと思うのだが、どうすればいいのかわからない。

「終わった……」

　思わず口にしたことで、改めて、自分がフィオナにふられたことがはっきりしてしまったペロムスだった。




　こうして、ペロムスが始めた物語の、１つの章が終わりを迎えた。

　だが、それは、新たな章が始まったことでもあることを、ペロムスはまだ知らないのであった。













特別書き下ろしエピソード③　うごめく魔王軍











　アレンたちがＳ級ダンジョン攻略に勤しんでいる間、魔王軍も活動を続けていた。




　いまだかつて一度も５大陸同盟軍の侵攻を受けたことがない、魔王軍の本部にして魔王本人の居城である「魔王城」は、壁も柱も真っ白で、床には白い大理石が敷き詰められた、文字通り白亜の宮殿だ。

　その中心には、吹き抜けと錯覚してしまうほど高い天井から降りてくる階段以外はなにもない、だだっぴろい大広間があり、いま、そこに異形の魔獣や魔神たちが集っていた。

　全高数十メートルにもなる巨軀のものから、人間の数倍ほどの大きさのものまで、姿形はさまざまだが、どれもアレンたちがローゼンヘイムで戦った魔獣たちとは圧倒的な差のある、強者の雰囲気を醸し出していた。

　それもそのはず、いまここにいる魔獣はすべてＳランク、そして魔神たちは、魔王軍の中枢に位置する者たちなのだ。

　彼らは互いに声をかけたり、情報交換をしたりとガヤガヤ騒いでいたが、階段から数体の魔神たちが降りてくると、待っていたとばかりにそちらに意識を向ける。

　階段を降りてきた魔神たちは、魔王軍全軍を指揮する最高幹部で上位魔神たちだった。

　先頭に立つのは、筋骨隆々の男性の上位魔神で、その後ろには、道化師の姿をした魔王軍参謀のキュベルもいる。

　彼らは、先ほどまで、上の階で、直近の大きな作戦であった「神界攻略」について、結果の総括を話し合っていた。当然、その中では、功績をあげた者たちへの評価や、彼らへの褒美についても話し合われる。

　大広間に集まった魔獣や魔神たちは、その報告を聞きたくてこの場に留まっていたのだった。

『静まれ！』

　筋骨隆々の男性の魔神が、階段の中程で立ち止まり、大声で叫んだ。

『我は魔王軍総司令のオルドーである！　これより先の神界攻略において功績をあげた者たちへの報酬の儀を執り行う!!』

　オルドーのこの言葉に、多くの魔神、魔獣が目を輝かせる。

　その中に、性別は違うものの、とてもよく似た顔立ちの、双子の魔神がいた。

『俺たちのことだね、ラモン姉さん』

『そうね、ハモン。フレイヤから神器を奪ってやったのは私たちだもの。きっと一番の褒美をいただけるに違いないわね！』

　２体以外にも、多くの魔獣、魔神が、我も我もとざわめきだした。魔王軍は、戦果に対して貢献した者には、厳正に評価を下し褒美を授ける組織だからだ。

『静まれ！』

　再び総司令オルドーが大声で叫んだ。

『こたびの作戦では多くの犠牲が出た。それほどに苛烈な結果となったことを鑑み、魔王様は格別の褒美をご準備くださった。……シーラよ、前に出よ!!』

『はい』

　背中に漆黒の翼を生やした女性の魔神が、階段の前に進み出て、片膝をつき頭を下げた。

『シーラ。お前が魔法神イシリスを欺き、「神界の鍵」を手に入れたことで、今回の神界攻略を行うことができた。また、実際の侵攻の際の経路確保も見事なものであった!!』

『はい。キュベル様のご助言のお陰でございます』

　シーラの言葉に、キュベルが満足げにうなずく。

『うんうん。シーラ君も分かっているね』

　これを聞いたオルドーは、一瞬、背後を振り返ってキュベルを睨んだが、キュベルがニヤニヤ笑って肩をすくめるばかりなので、改めて前を向き、シーラを見下ろす。

『お前の活躍に、魔王様はことのほかお喜びである。よって、お前を上位魔神とし、さらに「魔天」の地位を与えると仰せられた！』

『おおおおおおおおおおぉおおおおおおおぉぉぉ!!』

　その場に集まった魔獣、魔神たちが歓声を上げる。

「魔天」は、魔王直属の親衛隊のメンバーのことである。この地位に就く者は、相応の実力を持つことを功績によって認められる必要があった。

　魔王軍も、人間やエルフ、ドワーフ、獣人の軍と同様に、目的ごとにいくつかの軍や団が構成されている。




【魔王軍の構成】

・「神界攻略軍」は、神界を攻略するため、上位魔神ら魔王軍の精鋭で構成されている

・「地上殲滅軍」は、地上の人間世界を殲滅するため、魔神やＳランクの魔獣に率いられる魔獣の大群で構成されている

・「暗黒世界調査団」は、暗黒世界の調査や魔獣の強化・研究のため、魔族の研究員などで構成されている

　また、地上の各国の情報収集や、内部工作、攪乱などの策謀も、この調査団が行う




　そして、これらの全軍を統括して指揮するオルドーの「総司令」、戦略を考えるキュベルの「参謀」と同様、「魔天」も、軍の構成を超えた役職として存在する。そのため、多くが各軍の将と兼任している。

『シーラよ。お前で魔天は６体目となる。以後、魔王様は我らを「六大魔天」と呼ぶことになさると仰せである!!　さあ、魔王様に拝謁し、褒美を直接賜るのだ!!』

「六大魔天」の長も兼任する総司令のオルドーがそう告げると、シーラは立ち上がり、多くの魔神、魔獣に見つめられながら、魔王のいる上の階へ続く階段を上り始めた。

　階段にとどまる上位魔神たちが、シーラのために道を空ける。シーラは途中で立ち止まり、深々と礼をしてから、再び階段を上る。

　やがて、オルドーの前にたどり着くと、彼に軽く会釈をし、さらに数段を上ったところで、

『よかったね、シーラ！　いえええい!!』

　今度はキュベルがテンション高く身を乗り出して、ハイタッチを求めてきた。

　しかし、

『ありがとうございます。キュベル様』

　シーラはおしとやかな笑顔で軽く会釈をし、再び上を向いて階段を上っていった。キュベルのハイタッチは行き場を失ったのであった。

　やがて、シーラが上の階に消えると、オルドーが再び声をはりあげた。

『褒美はまだまだあるぞ！』

　功績のあった魔神、魔獣の名前が呼ばれ、魔王が決定した褒美を宣告される。

　神々を相手に勇敢に戦い、戦果を挙げた魔獣が魔神になり、天使を捕まえた魔神が、その天使を奴隷として与えられるなど、多くの功績が称えられる中、自分たちの名前が呼ばれないことに、しびれを切らす者がいた。

『総司令オルドー様、何故俺らは呼ばれないので？』

　ハモンの声が大広間に響いた。

　オルドーは一瞬ニヤリと口角を上げたが、すぐに平静を装った。

『誰を、どの順番で呼ぶかも、魔王様のお決めになったこと。まさかそれに不服と？』

　オルドーの、さきほどまでとは打って変わった静かな声に、ラモンとハモンの姉弟は震えてしまう。

『も、申し訳ありません。しかし、私たちはあのフレイヤから神器を奪ったのです』

　姉のラモンが震えながらそう言うと、オルドーはしばらく黙り込んでいたが、

『ふむ……そういえば、魔王様は「調査団が魔造の上位魔神の研究に成功した。２体の魔神を探している」と仰っていたな』

　今思い出したかのような、ワザとらしい口ぶりで言った。

『おお！　総司令様、俺たちも上位魔神になれるのか!!』

　何百万体もの魔獣たちと、その数万分の一の魔神たちを従える魔王軍にあって、上位魔神はほとんどいない。シーラ同様、自分と姉もその上位魔神になれるとあって、ハモンは嬉しそうだ。

『そうだ。調査団に話を通している。姉弟ともに研究室に向かうがよい』

『ありがとうございます』

　ラモンも改めて礼を言い、弟と小さく喜び合った。

『さて、褒美は以上だ。次に、地上の戦況についても報告する！』

　オルドーが再び声を張り上げ、神界攻略と同時期に行われた、地上３大陸の侵攻の結果を述べる。

　１千万体に及ぶ軍勢を投入したにも拘わらず、ほとんど戦果をあげることができなかったと告げられ、魔獣や魔神たちが愕然とする。

『いや～、勇者ヘルミオス以外にも、アレンとかいうのが現れてさ。僕の作戦も上手くいかなかったよ～』

　キュベルがおどけた動きとふざけた口調でそう告げる。

『……魔王様は、せめてローゼンヘイムだけでも滅ぼしたかったと仰せだ。確か、ローゼンヘイムにレーゼルを差し向けたのは、貴様だったな、キュベルよ』

　オルドーは、ローゼンヘイム侵攻が果たせなかったのは、元はダークエルフであったレーゼルが、かつて自分たちを滅ぼしたエルフに対して恨みを晴らそうとしたせいであり、そのことを知りながらキュベルがレーゼルをローゼンヘイム攻略に差し向けたのだと暗に告げている。

　だが、オルドーの非難や、魔獣や魔神たちの睨むような視線を受けているのに、キュベルは平然としている。

『でも、神器を手に入れたから満足だって仰っていたよね！』

　キュベルは芸人のようなオーバーリアクションをして言う。

『……確かに、神器を手に入れることが最優先事項だった』

『そうそう。いま研究所で神器の調整が行われているけど、それが終わったら、皆にも働いてもらうからね！　次の作戦もきっと面白いことが起きるよ！』

『おおおおおおおおおおぉおおおおおおおぉぉぉ!!』

　キュベルの言葉に、大広間に集まった魔獣や魔神たちが歓声をあげた。

　特に大きく反応したのは、今回の作戦に参加できず、功績をあげた者たちが褒美を与えられるところを見ているばかりだった者たちだ。

　彼らは、次こそはと作戦への参加を求めようとした。

　だが、

『おい、キュベル！』

　２本の大剣を背負った、上半身裸の大柄な人型をした者が叫んだ。筋肉の躍動する体のあちこちに貴金属の装飾品が目立つ。

『おや、バスク君も参加したいの？』

『当たり前だろ。お前、面白い戦いがあるって俺を誘っといて、結局、地上軍の後ろの方で待ちぼうけだったじゃねえか。存分に暴れられるって言ってたのは、ありゃあ噓なのか？』

　人間によく似た姿をしたバスクと呼ばれる者は、魔王軍参謀のキュベルにも、彼とともに階段にいる魔王軍最高幹部にも、自分の周囲にうごめく無数の魔獣や魔神たちにも、一切臆する様子がない。

『ふむふむ。まあ、そうだね』

　階段の上で軽快なステップを踏みながら、ふんふんと頷き何かを考えている様子のキュベルに、振り返ったオルドーが口を挟もうとする。

『おい……。何、勝手に決めようとしている』

　すると、キュベルがぴたりと動きを止め、じっとオルドーを見つめた。

『僕を魔王軍の参謀に任命したのは、魔王様だよね？』

『……』

　キュベルの仮面の奥の瞳に、吸い込まれるような深い闇を見た気がして、オルドーは口をつぐんだ。

『よし、バスク君にも何か面白い作戦を用意するね！』

『いひひ！　楽しみだぜ!!　って、「も」だと。俺以外にも魔神が参加すんのか？』

『ああ、次こそは失敗するわけにはいかないからね。相応の戦力で臨まないと。修羅王バスク君もしっかり働いてね』

『任せろ。久々に暴れられるぜ。つええ奴がいるといいなぁ』

　そう言って、「修羅王」の２つ名を持つ男バスクはニヤリと笑ったのだった。













特別書き下ろしエピソード④　メルルの帰る場所











　アレンたちは、Ｓ級ダンジョン攻略後もアイアンゴーレム狩りに勤しんでいた。

　バウキス帝国皇帝に謁見することになり、帝都に向かう旅の途中も、同じく皇帝に謁見する予定のヘルミオスたちとともに魔導船で移動していることにして、実際には、鳥Ａの召喚獣の覚醒スキル「帰巣本能」を利用し、Ｓ級ダンジョンへ転移していた。

　それは、アレンたちが帝都についてからも続き、皇帝に謁見するその日まで、それぞれ与えられた部屋にいることにして、Ｓ級ダンジョンで過ごしていた。

　ある日、メルルの両親が、帝都の宮殿に招待された。

　メルルがそれを知ったのは、Ｓ級ダンジョンにいた時だったが、アレンからその情報を聞くと、彼女はなるべくはやく宮殿に連れて行ってほしいとアレンに頼んだ。

　なんでも、ラターシュ王国の学園に留学してから今日まで、両親とじっくり話す時間がなかなかとれなかったので、この機会に、どうしても話しておきたいことがあるのだと言う。

　アレンは２つ返事で了承し、すぐさまバウキス帝国の宮殿の、自分たちのために用意された豪華な客室に転移した。

「ありがと、話が終わったら合流するね」

　両親と話ができたら、この客室に待機している霊Ａの召喚獣に声をかけることになっている。

「なんなら迎えは明日にしてもいいんだぞ。せっかくだからゆっくり話をしてくれ」

　アレンは親子水入らずで一晩過ごすのもいいと言い、Ｓ級ダンジョンに戻っていった。

　メルルが客室を出ると、廊下で待機していた小間使いが、彼女を見つけてすぐに声をかけてきた。

「これはメルル様、お出掛けでございますか？」

「うん、両親が宮殿に来ているって聞いたから、会いに行こうと思って」

「左様でございますか。宮殿は広うございますから、ご案内しますね」

「う、うん。ありがと」

　小間使いの丁寧な言葉遣いと、恐らくメルルが出てくるまで一日中廊下で待機していたであろう事実に恐縮しながら、メルルは両親のいるところまで案内してもらう。

　豪華な絨毯の敷かれた通路をあちらへこちらへと移動して、別の階にある客室へとたどり着いた。部屋の前には、メルルを案内してくれた者と同じ小間使いが数人、待機していた。

　うち１人が扉を開けてくれる。

「では、ごゆっくり。お茶とお菓子をすぐにお持ちしますね」

　メルルを案内してきた小間使いがそう言ってお辞儀をした。

「ありがと」

　メルルは礼を言いながら、自分を案内してくれた小間使いが、他の小間使いたちに視線を送るのを見逃さなかった。どうやら、茶の準備をするようにアイコンタクトしたものらしく、元々客室前に控えていた小間使いたちが静かにその場から動き出した。

　前人未踏のＳ級ダンジョンを攻略すると、こんな対応をしてもらえるのかと思いながら、メルルは客室に入った。

　すぐに目に留まったのは、全身が映る大きな鏡の前でドレスを試着する母カナナの姿だった。

　すぐそばには小間使いと仕立ての職人、そして宝石商とおぼしい小綺麗な服装の男性まで控えていて、ドレスを何着も下げた移動式ハンガーや、近くのテーブルには宝飾品がおさめられたケースが置かれ、指輪や首飾り、耳飾りなどがトレイに並べられている。

「さすが、英雄メルル様のお母上でございます。何を着てもお似合いですよ」

　仕立ての職人が、ドレスの襟を調整しながら、鏡の中のカナナに言った。

「そ、そう。でもいいのかしら。このような素敵なドレスをお借りしてしまって……」

「もちろん、今夜の晩餐会には、英雄メルル様とご両親にお目にかかりたいと、バウキス帝国全土から多くの方がいらっしゃいますので」

　どうやら、両親は晩餐会に出席するために宮殿に呼ばれたようだ。平民出の、しかも現在もあまり裕福でない両親のために、帝国が、仕立ての職人と宝石商を呼んで、晩餐会にふさわしい装いとなるよう取り計らったようだ。

　メルルはというと、そうした準備はおろか、自分が両親とともに晩餐会に呼ばれていることすらまったく知らなかった。

「それに、これらのドレスも宝飾品も、すべて帝国からお母上に送られたものでございますよ」

「え？　噓、これを全部いただけるなんて……」

　これまでの生活では、一生働いても買えないほどのドレスや宝飾品をくれると言われ、カナナは固まってしまう。

「何をおっしゃいます。今やあなた様は英雄のお母上でございます。着飾るにふさわしいご身分なのですよ」

　これらの様子を眺め、メルルがどうしたものかと考えていると、

「お、メルルじゃないか。戻ってきていたのか？」

　メルルの父ネネクが、メルルの姿に気づき、声をかけてきた。

　ネネクは、宝飾品が並べられているのとは別のテーブルに着き、こちらは宮殿の役人とおぼしいドワーフと、広げた羊皮紙を前に話をしていたところだったようだ。

「うん」

　メルルが客室に踏み込むと、

「これでよろしいでしょう。お疲れ様でした」

　カナナの世話をしていた仕立ての職人が言って、小間使い、そして宝石商とともに退出していった。

「それでは、続きはまた後日にお話しいたしましょう」

　ネネクと話していた役人もそう言い残し、席を立って部屋を出て行く。

　入れ替わりに、茶と菓子を載せた銀のトレイを持った別の小間使いが入ってきて、すばやく３人分のカップに茶を注ぐと、無言で客室から出ていった。

　急に静かになった客室に残されたメルル、ネネク、カナナの３人は、どうしていいのかわからず、それぞれの場所から互いに顔を見合わせた。

「なんかすごいことになっているな。メルル、カナナ、こっちにきて座りなさい」

　ネネクが言うと、メルルとカナナがテーブルに着いた。

「こっちはずっとこんな感じなの？」

　メルルは両親に尋ねた。

「そうよ。ずっとこの調子なのよ。ここに連れてこられた日も、朝、家の近くまですっごい魔導馬車がやってきてね」

　カナナはオーバーな身振り手振りで魔導馬車がやってきた状況を説明する。

「お前が名誉男爵になった時も相当だったが、今回はあの時以上だぞ。Ｓ級ダンジョンていうのは、そんなにすごいところなのか？」

　メルルの両親は才能を持たず、Ｓ級ダンジョンには無縁の環境にいる。

「うん、そうなんだ。皆と一緒に頑張ったから攻略できたんだ」

　メルルはそう言いながら、首からぶら下げている魔導盤を見た。メルルたちゴーレム使いがゴーレムを降臨させるのに用いる魔導盤は、ゴーレムの降臨と強化に必要な石板をはめ込む凹みが作られている。通常は片面にしかないが、この魔導盤には凹みが両面にある。アレンがメルルのために買い取ってくれたもので、さらにはＳ級ダンジョンの初回攻略報酬として、両面に石板がはまるようにしてくれた。メルルにとっては、ゴーレム使いとして不可欠なアイテムであるというだけでなく、仲間たちとＳ級ダンジョンを攻略した証であり、大切な思い出だった。

「ん？　これは？」

　メルルはテーブルに置かれた数枚の羊皮紙に目をやる。先ほどまで、ネネクが役人と話していた時に見ていたものらしかった。

「ああ、これはな、宮殿の人たちが、あの家を改築してくれるっていうんだ。改築っていうかほぼ新築だな」

　そう話し始めたネネクによると、英雄の両親を辺へん鄙ぴな村のボロボロの家に住まわせておくのはしのびなく、また、そうした状況を放っておくことは帝国の威信に関わることと考えた帝国は、最初、両親に帝都へ引っ越すことを提案してきたという。

「すごい!!」

　メルルは父の話に感動した。

　Ｓ級ダンジョン攻略は、仲間たちと勝ち取った功績で、メルル１人だけのものではない。

　にもかかわらず、自分の両親が、帝国からこれほどの待遇を受けるなど予想外のことで、最下層ボスを倒すのを頑張って本当に良かったと思う。

　だが、次にネネクが口にしたのは、メルルをさらに感動させる言葉だった。

「ああ、だが、俺たちはあの家を離れるつもりはないって言ったんだ。だって、あの家に俺と母さんがいなかったら、メルルに帰る場所がなくなっちまうだろ」

「お父さん……」

　メルルは、父の「帰る場所」という言葉に、涙が出そうになった。

　今すぐにでも両親とともに家に帰りたい、そう思ってしまった。

「そしたら、今度は改築させてくれって言うんだ。もうなんだかわからなくて、とりあえず話だけでも聞かせてもらうことにしたんだよ」

　元の数倍の広さの家の図面を見せられていたというネネクの話を聞きながら、メルルはペペクのことを思い出していた。

　ペペクは、ガララ提督のパーティーにいたゴーレム使いだった。ラターシュ王国の学園からバウキス帝国に戻ってすぐ、ガララ提督のもとでゴーレム使いとして訓練を受けていた際、メルルはペペクに指導してもらっていた。

　それだけでなく、将来について考えていることを、親にどう説明したら納得してもらえるかを、ペペクに相談したことがあった。

　あのとき、メルルの思いを聞いたペペクは、

『メルルがはっきり言わなくても、親はいずれ気付いてしまうだろうから、思いを伝えようと伝えまいと、最後にはメルルの好きにするのが一番いいよ」

　と言ってくれた。

　ペペクはその後、ガララ提督とともにＳ級ダンジョンに挑み、最下層ボスとの戦いで命を落とした。

　彼が遺のこしてくれた言葉は、魔導盤と同じくらい、メルルにとって大切なものだった。

「メルル、どうしたの？」

　名前を呼ばれ、カナナの方を見ると、母はメルルの顔をじっと見つめていた。

　ペペクの言ったことは本当だったとメルルは思う。

「私たちに何か言いたいことがあるのね」

　母の言葉に、メルルは決意を込めて頷いた。

「僕は、いま、仲間と一緒に、世界を困らせる悪い奴と戦ってるんだ。Ｓ級ダンジョンを攻略したのも、そのためなんだ」

「メルル、どういうことだ。お、お前まさか……」

「あなた、それってどういうことなの？」

　自分より先に、娘の言うことを理解したらしいネネクに、カナナが尋ねた。

「そうか……お前、ガララ提督と一緒に、ラムチャッカ防衛基地でって言ってたな。その時の相手か！」

　バウキス帝国は、ラターシュ王国ほど魔王についての情報を厳しく統制していない。しかも兵士であるネネクは、５大陸同盟締結の理由であり、帝国を脅かす敵が、「忘れさられた大陸」から攻めてくる、世界を滅ぼそうとする悪い奴であるという話を聞いていた。

　自分の娘が、そんな相手と戦っていた。

　ネネクは手元の羊皮紙に目を落として、一瞬考え込んだが、

「メルル、俺らはのぼせていたようだな。メルルが危険な目に遭うなら、こんなものいらないぞ！」

　羊皮紙を取り上げると、他の羊皮紙と重ね、くるくると巻いてしまった。

　すると、カナナもうなずいて、

「メルルがそんな大変なことをさせられていたなんて！　そうね、私もいらないわ！」

　宝石をちりばめた豪華な首飾りを外し、テーブルに置いた。

　メルルはびっくりして両親を見る。メルルを見つめる２人の目付きは真剣そのもので、娘のためならばたとえ相手が誰であっても黙ってはいないぞという、強い意思が燃えていた。

　メルルはここでようやく気づく。

　どうやら両親は、家の改装の提案や、晩餐会のための衣装や宝石などは、今後もメルルを危険な目に遭わせることの代償として、帝国が用意したものと思ったようだ。

「ち、違うんだ。僕の話を聞いてほしい。僕は僕の意志で悪い奴をやっつけたいんだ!!」

　メルルは慌てたが、それでもなんとか両親に納得してもらおうと、必死で説明を試みた。

　敵は無数の魔獣を従えた強大な魔神の軍勢で、目的はこの世界を滅ぼすことであり、通常の戦争とは異なる。実際に彼らに攻められ、滅びそうになった国もある。

　５大陸同盟はそんな相手から世界を守ろうとしているが、同盟だけでは、守ることはできても倒すことはできないでいた。

　だけど、自分と仲間たちは、そんな悪い奴らを倒し、世界の滅亡を止めるために戦っていて、帝国は、そのためにやったことを勝手に評価しているだけだ。

　メルルが言葉をつかえさせながらも、どうにかして自分たちに納得してもらおうとしていることが、ネネクとカナナには分かった。だから、２人は「それも俺たちのためじゃ」という言葉を飲み込んだ。

「成人式で会った、あの子たちとの出会いが、メルルを大きくしたんだな……」

　ネネクは、開拓村で開催された成人式のことを思い出していた。

「そうね。大きくなったわね。こんなに小さかったのに……」

　カナナはメルルの頭をなでなでする。

「もう！　なんで子ども扱いするんだよ!!」

　メルルがそう言って頰を膨らませると、ネネクがぷっと吹き出した。

「そうだぞ。メルルはもう大人になったんだ。お前も子離れしないと」

「そうねえ……残念だけど」

　そう言いつつ、カナナも満足そうだ。

「じゃあ、新築する家は僕が選んであげるよ。なんたって僕の帰る場所だからね。どれどれ、これとかいいんじゃない？」

　ネネクがしまおうとした羊皮紙を再び広げ、メルルは両親の顔を見る。

「やっぱりそうか。俺もそれがいいと思ったんだ」

「何言ってるの。こっちの間取りの方が使いやすいわ」

　嬉しそうに話している両親を見ていると、２人や兄たちのためにも魔王と戦おうと、メルルは胸の魔導盤に誓うのであった。







[image: ]







　神界が魔王軍の侵攻を受け、火の神フレイヤの神器を奪われてすぐのことだ。

　創造神エルメアの大神殿では、主であるエルメアが、広間の中央にある一段高い台座から、ひざまずく天使に声をかけた。

「ルプトよ。あなたを第一天使に任命します。職責を全うしてください」

　声をかけられた天使が顔を上げる。クリクリと癖の強い茶髪の下で、その眼は、責任感とやる気にきらきらと輝いている。

「はい！　兄メルスのように、立派な第一天使として職務に励みたいと思います！」

　メルスの双子の妹で、第二天使だったルプトは、本日第一天使に就任した。

「よろしくお願いしますよ。引継ぎについては、配下の天使達から聞いてください。……10万年間を共に生きた兄を魔王軍に討たれて間もないというのに、申し訳ありませんね」

　創造神からのねぎらいの言葉に感謝を述べ、謁見を辞したルプトが神殿を出ると、３体の天使がルプトを待ち受けていた。

「アウラと申します」

「レミアと申します」

「モウラと申します」

　３体は第一天使に仕える天使だ。メルスの配下として、ルプトもよく知っている相手だが、第一天使に就任したことで配下として引き継いだので、改めて挨拶をしてくれたかたちだ。

　同時に挨拶しないでほしいという言葉を抑え、ルプトも挨拶を返した。

「……これからは私に仕えてください。よろしく頼むわ」

　３体が同時にうなずいた後、最年長のアウラだけが口を開いた。

「早速ですが、第一天使の業務のうち、期日が迫っているものがあります。引き継ぎはその処理と平行して行っていただかなければなりませんが、ご準備はよろしいですか？」

「もちろんです」

「では、研究室へご案内します」

　３体が移動しようとするが、ルプトは思わず声をあげてしまう。

「待って。研究室って？　それに私、メルスの作業部屋なら知っているわよ？」

「10年以上前、作業部屋を移動させております」

　アウラが言った。

「そうなの？　聞いていないわね……」

　そう答えながら、ここ10年ほど、相手の多忙が理由で、メルスとはあまり会っていなかったことをルプトは思い出す。

　最後に会った時、新たにできた「召喚士」という職業についての調整をしているという話を聞いたくらいの記憶しかなく、作業部屋を変えたことも聞いていない。

　３体に案内されて、ルプトは、メルスの研究室にたどり着いた。

　なんとなく想像していたより数倍は大きい建物は、外見こそシンプルなものだったが、扉を開けると、中はゴミ捨て場のような有様だった。

「な、何よ、これ。足の踏み場もないじゃない」

　ルプトはあきれてしまう。

　彼女の目の前、扉を開けたところから正面に伸びる廊下には、あちらには無造作に積まれた資料の山があり、こちらには見覚えのない魔導具が置かれて、それらを避け、乗り越えていかなければ進めないような状態だった。しかも、それらの間には、魔獣の爪や牙、乾燥した植物の根、鉱石などの素材が大量に散乱して、床面が見えている場所の方が少ない。

　そんな状態だから、いくつかある扉も、戸口に積まれた魔導具によって開けられなくなっていたり、開けっぱなしのものも、戸が資料に抑えられていたり、中からあふれ出した素材が邪魔して、閉められなくなっている。

　そこに、アウラは平然と踏み込んでいく。

「こちらです。足元に気を付けてください。貴重な資料がありますので、踏まないように」

　振り返ると、レミアとモウラがうなずくので、ルプトは意を決し、廊下にあふれる資料の山、魔導具の谷、素材の群れをかき分けて進むアウラに続く。

　突き当たりの開けっぱなしの戸口を抜けると、かなりの広さの部屋にたどり着いた。

「どうぞ、こちらがＡランクの召喚獣の作業室となります」

「Ａランク？」

「はい。この建物には、召喚獣のランクごとに作業室があるのです。もっとも、今ではそれぞれのランクの資料が置いてあるだけですが……」

　ルプトはアウラの説明を聞きながら、どうやら廊下に並んでいるのは、その片付けたはずの資料が、各ランクの資料室からあふれ出したもののようだと理解した。

「ここで作業をするのね……」

　ルプトは作業室を見回した。かなり広い部屋だが、廊下以上にごちゃごちゃしていて、どこに最新の資料があるのか、どれが素材のサンプルなのか、どこから手をつけていいのか、判断がつかない。一つだけある机が、作業の中心になっていたようだが、書類を広げて書き物ができる程度のスペースしか空いていない。

「はい。早速ですが、ルプト様には、今からここにある資料を読み込んでいただきます」

　本来であれば、基礎となるＨランクから見て欲しいだが、その時間はないのだとアウラは言う。

「え、ええ……これを全部……？」

　ルプトは絶句してしまう。

「そうです。実は、Ａランクについてはあの野郎……、申し訳ありません、あの召喚士の召喚レベルが上がりそうなのです。このままでは召喚レベルに合わせた召喚獣の実装が間に合わなくなるかもしれません」

　アウラが一瞬、修羅のような表情になったが、気のせいだろうか。

「……急ぎ対応しないといけないということね」

　ルプトは、メルスと最後に会った時、彼が沈む夕日を見つめ、静かにため息をついていたことを思いだす。どうやら、第一天使とは、思っていたような華々しい役目ではないようだ。

「メルス様が既に調整を済ませているものについてはそれを踏襲し、未設定のものを優先して調整する……というのはいかがでしょう」

「そうよ！　それよ、私、楽がしたいわ」

　ルプトは思わず本音を漏らしてしまう。

「では、レミア、モウラ。この部屋を片付けて、必要な資料と素材を分類して。……ルプトさま、我々は霊Ａの召喚獣から調整を開始しましょう」

　アウラは２体の天使に指示を出すと、机の上に積まれた資料の山に手を伸ばし、書類をさっと抜き取った。

「霊Ａの召喚獣は、見た目はもちろんのこと、特技の効果も決まっておりません。こちらがエルメア様に通している企画書です」

　ルプトはアウラから受け取った企画書に素早く目を通す。

「ふうん、特技については企画案が通っているのね。楽勝じゃない！！　って、『魔法とスキルの融合で、魔法はイシリス様にご助力をいただく』ってあるじゃない……」

　ルプトは考え込んでしまう。

「いかがしましたか？」

「……駄目だわ。今、魔法神イシリス様はお忙しいはず。配下に裏切り者が出て、きっとご機嫌もよくないわ」

　今回、神界が魔王軍の侵攻を受けたのは、魔法神イシリス配下の天使が「鍵」を盗み、魔王軍に渡したためだということがわかっている。イシリスは「鍵」をあずけるほどに信頼した部下に裏切られたばかりか、魔王軍の侵攻を受けたことの責任を追及されていて、当然、機嫌がよくないはずだ。

「企画書は通っております。時間的にも余裕はありませんし、これはメルス様が血のにじむ思いで通した案ですので、内容の修正はメルス様の遺志を曲げることになります」

「そんなこと言ったって……無理よ」

　アウラが語気を強めるが、ルプトもなかなか首を縦に振ることができない。

　黙って見つめ合ったまま、しばらく経ったところで、

「……では、こうしましょう」

　アウラが口を開いた。

「どうするの？」

「時空神デスペラード様にお願いしましょう」

　魔法神イシリスの夫で、神界と人間界の間にあり、二つの世界を隔てる「審判の門」を司る時空神デスペラードであれば、妻の代わりに魔法の効果を設定してもらえるだろうと言う。

「アウラ、今、内容の修正はしないって言っていたじゃない？」

「バレなければ……いいのです。メルス様もよくやっていましたから」

　アウラは、ルプトに強い眼力を注ぎ、言い聞かせるように言う。

　ルプトは本当かと疑問を持ち、レミアとモウラを見る。しかし、２体の天使はルプトの視線を避け、無言で作業室を片づけ始めた。

　必死に準備し、企画書がエルメアの審査を通っても、実際に進めていく過程でうまくいかなくなることがある。そういう時には、こっそり内容を修正して実装し、あとで企画書どおりですと最終報告をしていたということだ。

「わ、分かったわ。時空神デスペラード様のところにうかがいましょう」

　部屋の片づけをレミアとモウラに任せ、ルプトとアウラは魔法神イシリスと時空神デスペラードのいる神域に移動する。

　神殿に入ると、時空神デスペラードが迎えてくれた。

「やあ、大変だったね。イシリスに用事があるんだろうけど、今は機嫌が悪くて……ね？」

　デスペラードは、ルプトがアウラを連れていることから要件を察したようで、板挟みの状況に言葉を濁す。

「時空神デスペラード様、実は……」

　ルプトはずいっと前に出て、時空神に事情を説明する。

「ま、まあ、それがいいかもね。無理にイシリスに頼んで、今より機嫌悪くされるより、僕でよければ……。でも、エルメア様には……」

「はい。黙っておきます」

　何かあってもデスペラード様のお名前は出しませんと、ルプトは食い気味に言う。

「でも、僕の時空魔法を実装したら、元の企画と特技の種類が変わってくるんじゃない……？」

「それでしたら、こちらを」

　アウラがズイっと進み出て、資料を差しだす。

「これは何かしら」

「これは、あの野郎……、申し訳ございません。召喚士アレンが、魔導書を通じて伝達してきた要望をまとめたものでございます」

　アウラは資料を受け取り、デスペラードとともに内容を確認する。そこには、紙面全体を埋め尽くす勢いで、膨大な数の要望がびっしりと並んでいた。

「すごいわね。１００や２００じゃないわよね」

「桁が２つ違います。……すべて、ここ10数年の間に送られてきたものです」

　アウラは、アレンが１度に大量の要望や苦情を、しかも定期的に伝えてくることを話した。

　話を聞きながら、ルプトはだんだんうんざりしてきた。アレンとやらには一度も合ったことがないし、どんな人物かも知らないが、こんな大量の要望を、こちらの事情も考えずに大量に送りつけてくるなんて、どういう神経をしているんだという話だ。

　アウラが、アレンを「あの野郎」と呼んでいる理由が、ルプトにも理解できた時、

「……こちらをご覧ください」

　資料の向こう側から、アウラが手を回して、ルプトとデスペラードに見えるようにして、資料の一部を指さした。

「『空間を移動し、背後から敵を切りつける』という特技のアイディアを、霊Ａの召喚獣に実装した……ということにしては？」

「うん、これならいけるね。後は移動範囲とかクールタイム、発動時間を調整したらいいのかな？」

　デスペラードがどこかほっとしたような口調で言った。

「ありがとうございます」

　アウラがお辞儀をするのを見て、ルプトもほっと胸をなで下ろした。

「これで霊Ａの召喚獣の特技の１つが決まったわね。他の特技と覚醒スキルはどうしようかしら」

　だが、そんなルプトの安堵をアウラが打ち砕く。

「何をおっしゃいますか。時空神デスペラード様からいただいた特技と連携する剣の特技を、剣神セスタヴィヌス様からいただかなければなりません」

　ルプトは、アウラが口にした名前に、思わず顔をしかめてしまう。

「私、あのお方苦手よ」

　だが、アウラはルプトをじっと見つめ、

「時間がありません」

　低い声でそう言った。納期に遅れることがあれば、それは判断を遅らせたあなたのせいということになるんですよと言いたげな様子に、ルプトは観念せざるをえなかった。

「わ、分かったわ。そんなに圧をかけないで」

　その後、剣神と時空神の神域を行き来し、設定を固めつつ、特技の効果からイメージした召喚獣の見た目を設定していった。

　ルプトにとって、召喚獣の設定は未経験の作業であったため、手間どってしまう場面も多かったが、アウラの的確なサポートを受けて、なんとか霊Ａの召喚獣を完成させることができた。

　そして、残る召喚獣も、１体ずつ地道に作業を進めていき、なんとか１ヵ月ほどで、メルスが未設定のまま遺した全てを設定し終えることができた。

「やったわ。私、すべてやったのよ」

　体力も気力もすべて使い果たした虚脱感と、何とも言いようのない達成感に包まれて、ルプトは資料の独特な香りが満ちる作業室の床に倒れ込んだ。レミアとモウラが整理してくれたおかげで、Ａランクの召喚獣の作業室は、最初に訪れた時より格段に綺麗になっていた。大量の資料や素材は残っているものの、いまではルプト１人が寝転がる程度のスペースができている。

「……剣神様、もうちょっと具体的に指示してほしいわ」

　ルプトがそう愚痴をこぼした時、作業室の戸口に３体の天使が現れた。

「お疲れ様でした。……では、次はＳランクの設定です」

「え？」

　アウラの声に、ルプトは思わず床から跳ね起きた。

「Ｓランクは新設のランクなので、専用の作業室がありませんから、この部屋の資料を全て片付けてしまいませんと……」

「今、終わったところなのよ……？」

　ルプトはなんとか言い返そうとするが、その周りでは、すでにレミアとモウラが資料を別の部屋に移動し始めている。

「何をおっしゃいます。Ｓランクの解放にも時間がないのです。Ｓランクについては最高に凝りたいとエルメア様も仰せです。ルプト様におかれましては……」

　Ｈランクからの召喚獣の資料を熟読し、Ｓランクの原案を考えていただきたいとアウラは言う。

　ルプトは、自分の中にふつふつと沸いてくる怒りを、はっきりと感じ取った。この理不尽な状況を作り出している人物に対する怒りだ。

「あの野郎……」

　ルプトが低い声でそう呟くのを、アウラは聞き逃さなかった。

「その意気です。ルプト様、第一天使の昇進おめでとうございます。これからもよろしくお願しますね」

　第一天使の役目の重大さ、そしてそれを行ってきたメルスの偉大さを理解するとともに、アレンへの怒りで胸がいっぱいになるルプトであった。











BOOK☆WALKER限定特典　飲み会の流儀






　アレン達がＳ級ダンジョンを攻略して、しばらく経った頃のことだ。

　攻略後もアイアンゴーレムを狩り続け、その日もヘトヘトになって拠点に戻ると、なにやら玄関先が騒がしい。

「あんだよ。後でちゃんと報告に行くっつってんだろ」

「言いましたね！　では、魔導船を待機させています。すぐに行きましょう！」

　バウキス帝国の上級役人とガララ提督が、アレン達の拠点の前で怒鳴り合っている。

「今日は駄目だ、祝勝会だ」

　いつとも言わずに、ガララ提督は「また今度な」と役人に言う。

「またそんなことを言って、皇帝陛下のお呼びに対してそのような態度は許されませんぞ!!」

「皇帝陛下皇帝陛下って毎度毎度うるせえなぁ」

　他人の拠点の前で何をしてるのかと、アレンは怪訝な顔になる。

　それでも行き先はそちらなので、近づいてみると、ガララ提督と役人の他に、ガララ提督のパーティーのメンバーもいて、大量の酒樽を路上に並べ、もたれかかったり乗っかったりしている。

　アレンの記憶が正しいなら、この拠点で酒場を営む予定はない。

「これは嫌な予感しかしない。ソフィー、事態は急を要する。この場を離れるぞ」

「はい、アレン様」

　嵐が過ぎ去るまで冒険者ギルドかどこかで時間を潰すべきだと考え、アレンは気配を消して、回れ右をしようとした。

「皆さん、ずいぶん賑やかですね……って、ああ、アレン、お帰りなさい」

　拠点の中から出てきたヘルミオスが、アレンを見つけて声をかけてくる。

「おお、アレン。戻ってきたか！　祝勝会するぞ!!」

「いえ、もう結構です」

　アレンは、Ｓ級ダンジョン攻略直後の祝勝会のいい思い出が薄れてしまうのは困ると、ガララ提督の誘いを断ろうとするが、

「ゼウ獣王子殿下もお誘いしようね」

　ヘルミオスは当たり前のように、アレンの意見を無視して、拠点にガララ提督達を招き入れる。

　１時間後、拠点の食堂は、６度目の祝勝会の会場になっていた。

　これまでの５度、アレンはコップに酒を注がれないようにしようと、さまざまな策を講じては実行してみた。

　基本的には、どうしても相手に飲ませたいと考えるガララ提督やドワーフに捕まらないようにすればいいのだが、そのためには、１人でいてはならず、かといって、相手もちゃんと選ばなければならない。

　ドゴラやクレナの場合、食い気が大きすぎて、食事の場を離れず、かえってガララ提督やドワーフ達を呼び寄せてしまう。

　メルルはドワーフらしく酔うとしきりに酒を進めてくるし、セシルなどは飲まないと怒鳴り出すので、場合によってはガララ提督よりやっかいだ。

　キールはあまり酒が強くなく、すぐ酔いつぶれてしまうし、フォルマールとはそもそも会話が続かない。

　と、ここまで試してみて、今回は、ソフィーを相手に話し込んでいるふうを装うことにした。

「ソフィー、ローゼンヘイムの未来について語りたい。あっちで２人で飲もう」

「まあ、よ、喜んで!!」

　ソフィーが顔を真っ赤にして涙して喜ぶ。

「いや、喜び過ぎだ」

　アレンはソフィーを連れて、中庭の隅に移動する。

「最終防衛ライン任せたぞ」

「え？　はい？」

　ソフィーはよくわからないながらも、アレンの言うことだからとうなずいた。

　食堂の隅のテーブルに食事を運び、素焼きのコップでの乾杯もそこそこに、適当な会話を始める。

「そういえば、世界樹って、花とか咲かせるんだっけ」

「ええ、咲かせない年もあるのですが、とても美しい花をつけ、そんな年は……」

　ソフィーはエルフの王族でもあるから、彼女と親密に話し込んでいる様子を見せれば、わざわざ割って入る者などいるはずはないと、アレンは思っていた。

　だが、

「英雄アレン殿とローゼンヘイムのソフィー殿、そのようなところで何をしておるのだ？」

　ゼウ獣王子が、酒瓶を片手にのしのしとやってきた。

　アレンとソフィーが座るベンチ席の、ソフィーの隣に、特に断りもなく座る。

「今、ローゼンヘイムの未来について大事な話をしておりまして」

　鉄壁の盾と思っていた、ソフィーという最終防衛ラインがやすやすと突破され、アレンは内心動揺したが、できるだけ平静を保とうと、息を吐くように嘘をつく。

「ああ、それはぶしつけなことをしてしまったな。余の部下が上等な酒を見つけてきたのでな、アレン殿にも味わってもらいたかったのだ。一口だけでもどうだ？」

「ではいただきます」

　アレンは、防衛ラインを突破された時のために用意していた、空のジョッキを差し出した。

　ゼウ獣王子はうれしそうに酒瓶の中身をジョッキに注ぐ。

　アレンが見ているうちに、ジョッキには縁ぎりぎりまで酒が注がれる。

「妃が、新しい肖像画を送ってきたのだ。間もなく帰ると言っておるのだが」

「会う日が楽しみですね」

「そうなのだ！　どうだ、これが妃で」

　どうやら妻から贈り物があったことを聞いてほしいらしく、話題に乗ってあげないと会話を終えることができなそうだ。

「……そういえば、ヘルミオスさんが、ゼウ獣王子の自慢のお妃様を１度拝見したいと言っていましたよ」

「それはまことか!!」

　片手に上等な酒の入った瓶を握りしめ、もう片手に妃の肖像画を手に、ゼウ獣王子は鼻息を荒くして中庭を横切っていった。

「よろしいのでしょうか？」

「いいやつだったな」

　人がよく、相手の喜ぶことを断れないヘルミオスは、きっとゼウ獣王子の妃の話題を受けとめ、酒をたらふく飲まされることになるだろう。

　ほっと一息ついたのもつかの間、今度はソフィーがそわそわし出したかと思うと、

「あ、あの……。アレン様、精霊たちが出てきたいと言っておりますが、出してあげてもよろしいですか？」

　おずおずとこう言ってきた。

「いいんじゃないのか。ジャンジャン出してくれ」

　精霊がいれば、これまた突破しづらい防衛ラインになってくれそうに思う。

　ソフィーがうなずくと、木のテーブルの上に、雨具を羽織り、フードを目が隠れるくらい深くかぶった少女が現れた。

『これ、おいしい！』

　水の精霊は、テーブルに座ってフカマンを食べている精霊神の隣にすとんと腰を下ろすと、アレン達の運んできた食事を手づかみで食べ始めた。

　その様子をアレンがぼんやり見ていると、アレンの意識に話しかけてくる召喚獣がいた。

『私も出たいデス　祝賀会に参加したいデス!!』

「ん？　出てきたいか？」

　霊Ｃの召喚獣のマリアを呼び出すと、こちらも木のテーブルにちょことんと座った。

『あなたはだあれ？』

　水の精霊がマリアに話しかけた。

『アレン様の召喚獣のマリアといいますデス』

『これ美味しいわよ』

　水の精霊が、皿から掴み上げた木の実のサラダをマリアに差し出す。

　マリアは一瞬黙りこんで、アレンを見上げる。

　召喚獣は、食事を摂らずにいることのペナルティはないのだが、食事を摂ることができる謎設定になっている。

「……別に食べてもいいぞ」

　アレンがそう言うと、マリアは水の精霊の手からサラダを受け取り、むしゃむしゃと食べた。その様子はなんとなくうれしそうで、召喚獣も祝賀会の雰囲気を楽しんでいるのかなと思う。

　ソフィーは１度に１体しか精霊を顕現できないので、満足した様子を見せた水の精霊を送り返すと、すぐに別の精霊を顕現する。

『おお！　んまそうだ!!』

　少年の姿をした風の精霊ゲイルは、いかにもやんちゃそうな見た目そのままに、テーブルの上をあちらこちらと飛び回り、つまみ食いを始めた。

「お行儀よくするのですよ」

『ママ、分かっているよ。おお、美味しい!!』

　あれもこれもとワシャワシャ食べるゲイルから、アレンは視線を外し、ソフィーに顔を向ける。

「明日は、装備品売って、魔石を買いに行こう」

「はい、アレン様」

　祝勝会が始まってしまわなければ話し合うはずだった、明日の予定についてふれようとした。

『お？　これは』

　ゲイルが、ゼウ獣王子がたっぷりと酒をそそぎ、アレンもソフィーも手を付けないままになっていたジョッキを発見する。顔を近づけ、クンクンと匂いを嗅ぐ。

『へえ、いい酒だな』

『どうしたデスか？』

　マリアがゲイルの仕草に気づき、近づいてきた。

『いや、これ美味しいぞ。飲んでみろ』

　水の精霊からもらったサラダが美味しかったので、勧められるものはなんでも食べてみたいのか、マリアはジョッキを持ち上げた。

『こ、これはおいひい!!』

　マリアはふわふわとテーブルの上に浮かび上がり、回転の鈍くなったコマみたいにふらふらと回転した。どうやら酔っ払っているようだ。

「もう、ゲイル様、駄目ですよ」

『は～い』

　ゲイルは反省しているのか分からない返事をする。

「おい、マリア、大丈夫か？」

『もう飲めないデス!!』

　マリアはすとんとテーブルに着地したが、バランスを崩してしまう。

「お、おい!?」

　アレンが慌てて支えようとしたが、両手でジョッキを抱えたまま、マリアは片足だけで３歩進んでから、くるっと回ってアレンに向き直ろうとして、盛大にすっころんだ。

　マリアの手から滑り落ちたジョッキは、残っていた酒をぶちまけながら転がって、アレンとソフィーが使っていた素焼きのコップにぶつかった。ぶつかられたコップは横に倒れ、テーブルの縁を越えて落下し、

　ガチャン

　結構な音がしてしまった。

「お？　どうしたどうした？」

　ガララ提督がアレン達のテーブルにやってきた。

　アレンはやばいと思った。

「なんでもないです。いや～酔ってしまった」

　酔っ払った真似をして逃げようとするが、アレンが自分で選んだ場所は、部屋を出るには食堂のを横切らなければならない、袋小路のテーブルだった。

　ガララ提督はニヤリと笑った。

「なんだよ。お前が酔っ払うなんて珍しいじゃねえか。いいぜ、俺達も一緒に酔っ払ってやるよ」

　ガララ提督がアレンの隣にどかっと腰を下ろし、親しげに肩に腕を回してきた。

　部下のドワーフたちが、すかさず酒の樽を運んでくる。

　自分の講じた策に溺れ、結果的にガララ提督に酒を飲まされてしまったアレンであった。














あとがき









　ヘルモード６巻をご愛読していただきまして、ありがとうございます。

　前巻５巻から続きましたＳ級ダンジョン攻略編は無事完結しました。

　ダンジョン攻略の醍醐味である、レイドボス討伐のパーティーが出会い、そして、集まっていくところから、書いていけたのかなと思います。

　５巻ほどではありませんが、今回も４本の書き下ろしを書かせていただきました。

　書き下ろし編では、ゼウ獣王子がダンジョン攻略を目指す理由について書くことができました。ゼウ獣王子らしい攻略目標になったのではないでしょうか。

　同じく書き下ろしで初めて魔王軍の拠点となる魔王城について書き始めました。

　魔王は６巻の書き下ろしでは書かれませんでしたが、ムッキムキの総司令はいかがだったでしょうか。

　あと、書き下ろしでちょくちょく顔を出す、商人ペロムスって誰やねんって話も触れておきます。

　ペロムスの初登場は１巻で「鑑定の儀」で出てくる村長の息子なので、彼もまた随分息の長いキャラとなっております。

　今回の書き下ろしでフィオナと呼ばれる女性に盛大に振られてしまいましたが、彼の今後の活躍もご期待ください。

　本編に話を戻すと、Ｓ級ダンジョン編の最後、不穏な形で終わりましたね。

　前人未踏のダンジョンを攻略したアレンたちの新たな冒険にご期待ください。




　さて、ハム男の思い出を語る事にします。

　今回は、発売時期が暑さ残る９月ということもあり、ホラー回となりますので、最後まで読むかは自己責任でお願いします。夜トイレに行けなくなるかもしれません。

　前回は実家が一軒家を買って、家の中でハムスターをこっそり飼うという話をしたかと思います。

　あれがだいたい中学生くらいの頃だったと思います。

　高校については、あまり語る事はないのですが、かなり遠い市内の高校に通っていました。

　特筆する思い出はないので割愛しますが、やっていたテレビゲームはプレステだったと記憶しています。

　高校時代になるとゲームの幅が随分広がったなと思います。ＲＰＧ関係をあれこれ手を出しました。




　いろんなゲームをしてきたハム男は、大学生になりました。

　サラッと書いていますが、高校時代ゲームばかりして勉強していなかったので、一浪してなんとか地方の大学に受かりました。




　大学生活を送るため、１人暮らしを始めたハム男は、その時初めてネットゲームなるものに触れてしまいます。

　インターネットにつながったのもこの時期でしょうか。

　その当時、鼻血が吹き出すほどの廃設定で、やり込み要素しかないネットゲームが主流の時代でした。

　何百時間費やすなんて当たり前で、ハム男は１つのゲームに触れて、とことん熱中してしまいました。




　ゲームのチュートリアルを聞いて、街を出て、敵を倒し、レベルアップして装備もゆっくり揃えていく。

　露店を開いて個人間の取引でアイテムが売れたらとても嬉しかったです。

　回復役をパーティーに組むため、プレイヤーのいる広場で２時間叫んだこともありました。

　レイドボスパーティーに参加するのも、レベルや職業など厳しい条件があり大変でした。

　プレイヤーキラーみたいな荒らしがいたのも今となったら良い思い出です。

　ここでは語りつくせないほどの感動がその時ありました。




　そんなゲームを必死に鍛え上げていく中でふと気づいたことがあるのです。

　なんと、大学の授業に一切ついていけず、中退をすることになりました（涙）。




　何かを得るということは、何かを失うということを知りました。

　大学に行って、就職活動をして、社会人になるレールから踏み外れてしまいました。

　この後のハム男の人生はどうなっていくのか。そろそろ、文字数は達しました。続きは次巻で書くとしましょう。




　最後に、毎回のお願いになっておりますが、コミカライズ版ヘルモードも何卒応援のほどよろしくお願いします。

　小説版では書き足りなかった戦闘描写、仲間たちの表情や掛け合いを、鉄田先生が見事に描いてくれております。

　コミック４巻は２０２２年８月10日発売ですので是非お求めください。




　本作品はまだまだ続きますが、引き続きご愛読いただけたら幸いです。それでは。
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